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イラスト／pako







プロローグ　３月１日（火）







　葉のない木々が、空からの風に煽あおられて、身み悶もだえるように揺れている。

　空を旋回する何機ものヘリコプターのローター音。

　稼働している重機のモーター音。

　そして、池をさらう何十人という男たちの怒号。

　遠くで響き続けている救急車のサイレン。

　そうした様々なノイズが重なり合って、ひどくうるさい。

　ノイズはすべて、井いの頭かしら公園に集中していた。

　いや、吉きち祥じよう寺じという街そのものが、この日はやたらとざわついていた。奇妙な高揚感と重苦しさに支配されていて、街を歩く誰だれもがその違和感に顔をしかめているようだった。

　井の頭公園は立ち入り禁止のテープによって規制線が張られ、普段は地元住民がのんびりと散歩を楽しむ敷地内は今、多数の重機によって蹂じゆう躙りんされていた。

　池の縁ギリギリのところから水面に向かって、パワーショベルの一台がその腕を突っ込んだ。

　重機の周囲には、作業服に身を包んだ男たちが何十人も集まっている。

　池に浮かぶいくつものゴムボートの上では、相変わらず作業員たちが水の中をさらっている。

　住み慣れた近所の人間でも、これほどの騒動には首を傾かしげるだろう。

　毎年この時期になると、武蔵むさし野の市の指導のもと、井の頭池のゴミさらいを行うのだが、今年は例年のそれとは明らかに様子が違っていた。

　水底をさらったパワーショベルの爪つめが、ゆっくりと引き上げられる。

　ズダ袋のようなゴミが次々と引き上げられ、池の周りには既に沢山のゴミが山積していた。




　ゴミの山で囲われた井の頭池。

　今年のゴミの量は異常だ。

　一部のマナーの悪い、傲ごう慢まんな人間たちによって捨てられたゴミ。

　非道徳的で利己主義な者たちが吐き出したゴミ。

　悲しきゴミ。

　社会のゴミ。




　ゴミ、ゴミ、ゴミ、ゴミ、ゴミ、ゴミ、ゴミ、ゴミ……。




　しかしそれはゴミなどではなく――




　人間の、死体だった。







site 01　我聞悠太　２月11日（木）







『顔みたいのが見える？　じゃ心霊写真です』





ゲンダイエンタメより






　今、ツイッターのとあるユーザーが公開した一枚の画像がネット上で大きな話題になっている。

　それは都内某所で撮影された写真なのだが、なんとそれが、心霊写真だというのだ。

　撮影者も撮った数日後に気付いたようで、確かに彼が立つ背後の草むらには、苦く悶もんの表情に顔を歪ゆがめた男の顔のようなものが写っているように見える。







■ニート通神

　苦悶のｗｗｗ表情にｗｗｗ顔を歪めたｗｗｗ男の顔ｗｗｗ

　顔っぽく見えればそれだけで心霊写真ですね分かります。

　幽霊も幽霊でさあ、顔だけでご出演しやがるんじゃなくて全裸待機状態とかで登場すればいいんじゃね？

　若くてかわいくておっぱいでかい幽霊女子がＭ字開脚してアヘ顔ダブルピースで写ってるなら大歓迎ですよｗｗｗ

　誰かそんな貴重な心霊写真持ってませんか？ｗｗｗ

　もしそんなのあったら僕もオカルト肯定派に宗旨替えするわｗｗｗうぇｗｗｗ

　はい、バサラーの皆様、どうぞ斬きり斬りバッサリしてください

　あ、もしくは自称霊能者の方、説得力のある鑑定よろ～ｗｗｗ







1：本当にあった怖い名無し

　この写真見た事ある。有名なやつやね

　あ、ついでに１げとー




2：本当にあった怖い名無し

　確かにどう見ても顔がいっぱいあるんだよねコレ

　しかもソースの２ちゃんによると撮影者は身体からだが重かったり寒気がしたりしている状況らしいね

　症状まで典型過ぎてワロタんだがｗｗ

　誰かお祓はらいの仕方とか教えたげてー。わりと本気で




3：本当にあった怖い名無し

　何これ。こえー

　偶然にしちゃ出来すぎ感




4：本当にあった怖い名無し

　クソ管理人、ネタ古すぎ

　二ヶ月ぐらい前に話題になったやつだろカス




6：本当にあった怖い名無し

　確かに。ハッキリと表情まで分かるやつもあるんだがｗｗｗ




8：本当にあった怖い名無し

　フォトショ疑惑の線は？




10：本当にあった怖い名無し

　モルダー、あなた憑つかれてるのよ




13：本当にあった怖い名無し

　[image: ]10

　誰がうまいこと言えとｗｗｗ




20：本当にあった怖い名無し

　俺、ここ知ってる。昔、バラバラ死体の事件あったとこだ

　某、井のヘッド公園でしょ？




23：本当にあった怖い名無し

　[image: ]20

　井のヘッドってｗｗそれどこも伏せてないｗｗｗ




28：本当にあった怖い名無し
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　それなｗ




30：本当にあった怖い名無し

　お、おぅふ。うちの近所




35：本当にあった怖い名無し

　ってことはこの写真ガチなの？

　ガチだとしたらマジ怖いんだけど

　教えてニート神!!




37：本当にあった怖い名無し

　ここは『キリキリバサラ』だぜ？




38：本当にあった怖い名無し

　ガチとか、あり得ないでしょｗ

　心霊写真なんてイマドキいくらでも作れるし

　こういうの信じて怖がってるヤツってなんなのｗ




40：本当にあった怖い名無し

　ハイハイ、幽霊なんて居ません居ません

　怖いの怖いのとんでいけー







　ノートＰＣのキーボードを、力強く叩たたく。

　思考の出力が間に合わない。自分の指がもっと速く動いてくれないのがもどかしい。

　吐き出したい思いがたくさんあっても、それをぶちまけるのにこんなにも苦労しなきゃいけないなんて。生きるのって、不便だ。

「アフィブログって知ってますかねぇ？　ニート仲間諸君にとってこれほど素晴らしい職業はないんだけども。ま、要するにブログの人気が上がれば、当然アクセスも増えるっつーワケで。かーらーの、商品をクリックする人が増えたら、収入も増えるっていうね」

　おっと、打ち込んでるテキストが声に出ちゃってたよ。ま、別にいいけど。

「いわゆるアメリカンドリーム的なやつですな。あ、アフィリエイトプログラムを開始するための手続きとかはググればいくらでも見つかるし、やり方も簡単なので割愛です。サーセン。でもサラリーマンとか主婦の人とかが、副業でやったりしてるくらいですからね」

　百四十文字の短文を投稿できるツイッター。そこでは、この僕にやたらと絡からんでくる〝タマゴ戦士〟どもがホントに多い。しかもほとんどの連中は、前後の文脈も読まずに脊せき髄ずい反射で凸してくるバカばっかりだ。

「で、僕こと〝ニート神〟が運営する『超常科学キリキリバサラ』は、ニュースサイトとか個人ブログからよさげな記事を見つけてきて、簡潔に、かつクールに、そして何より洒落しやれをきかせて、分かりやすくまとめるっていう簡単なお仕事」

　そんなバカどもに、こうしていちいち懇切丁寧に、僕が運営しているブログの説明をしてやってるっていうわけ。

「でもこのネタのチョイスってのがさ、意外とセンス必要だったりするんですよ。しかも残念ながら２ちゃんからの転載は禁止されちゃってるから、そっちはフォローできてなかったりしますし」

　まったく、ひろゆきが打ち出した方針は僕や他ほかのまとめサイト管理人たちからしてみれば、いい迷惑でしかないよ。僕だってビッグウェーブに乗りたいのにさ。

　ちょっとイライラしてきたから、落ち着くために水を一気に飲み干して口を湿らす。

　氷が溶けかけていて、グラスについた水滴がひとしずく、ズボンに落ちて染みを作った。

　適度に暖房が効いているせいか、冬でも冷えた水がおいしい。

「要するに僕は、アフィの収入を増やして、某先輩みたいに一いつ攫かく千せん金きんを夢見るごく普通の高校二年生ニートというワケなんですが。でも君が嫉しつ妬とするほど稼いでないよ。がっかりな金額すぎて死にたくなるレベル。最近オカルトネタがアホみたいに流は行やってるからって理由でこういうまとめサイトにしたのは失敗だったかも。逆に似たようなサイトばっか増えすぎて、ちっともアクセス数増えないですし」

　ここまで書いてきて、討論中のタマゴ戦士以外のフォロワーまでが横からあーだこーだと口出ししてきた。そのほとんどが〝アフィで小金稼ぐクズ嫌儲は死ね〟〝お前のサイトからは絶対になにもクリックしねーから安心しろ〟みたいな意見ばかりだから、げんなりする。

　なんでアフィで稼ぐことがこんなに嫌われなくちゃいけないんだ。なにも違法なことなんてしてないでしょうが。面白いサイトを作れない連中のひがみか！

　……なんてことを書いたらまた炎上しちゃうんで、グッとこらえる。正論を振りかざすとネットじゃすぐ炎上するから困るよ。しかも炎上してアフィの収入が増えるならそれでもいいけど、意外と炎上は収入に繋つながらない。

「まあでも、僕の一番の目的はあくまでバサラーの皆さんに楽しいネタを提供することなんで[image: ]キリッ。今日もバサラーの皆さんによる鋭い切り口を期待してまーすｗｗｗ」

　そんな建前で済ませておく。もちろんこの僕、我聞悠太が実際になにを言いたいかというと、〝お前らもっと僕のサイトにアクセスして、僕のサイトから買い物しまくれ！〟ってことなんだけどね。ああ、アフィだけで食っていけるようになりたいよ。働いたら負けでしょ、今の時代。

　というわけでこれ以上はスルーしようとしたのに、タマゴ戦士たちは調子に乗って僕にレッテル貼りをしてきた。

　曰いわく、〝働けるくせに毎日言い訳して働かないことを必死に正当化してるお前みたいなキモオタブサメン童貞は、道を歩く権利どころか、空気を吸う権利すら必要ない〟だってさ。

「確かに僕はオタで童貞だけど、キモくはないですよー。普通にしてればクラスでも中の上ぐらいのルックスだし。と、思うし」

　自分がイケメンだって言うつもりはないけどさ、ただ一般的なニートのイメージに比べれば僕は上位種のはずなんだよね。と信じたい。

　と、僕の背中からおっさん特有の野太くて豪快な笑い声が響いた。

　カウンターの奥からこっちを見つめて、筋骨逞たくましいおっさんが腹を抱えている。

「ガモタく～ん、中の上ぐらいのルックスでもさぁ、顔の下半分をダサダサのダッフルコートに埋めてブツブツ独り言呟つぶやいてたら、完全に台無しよ～ん」

「ぐぬぬ」

　あんたの使うおネエ言葉の方がよっぽどキモいよ、とはさすがに言えないですよ。

　相手はこの店のマスターだから。もし反論なんかして機嫌を損ねたら、僕は活動拠点を失っちゃうわけでね。

　この店は『カフェ☆ブルゥムーン』。吉きち祥じよう寺じ駅北口を出てヨドバシの裏手の路地に入り、いくつかのラブホテルの横を通り抜けた先にある。駅から徒歩五分っていう場所にもかかわらず隠れ家的な店で、夜はバーなんだけど昼間はカフェとして営業してる。扉を開けた瞬間に広がる異国情緒溢あふれる内装の正体は、このおネエ言葉を使うマスターが世界各地を旅して集めたらしい。オリエンタルな雰囲気――と言えば聞こえはいいけど、テーブルやイスにまったく統一感がなくて、軽く困惑する。ロココ調のイスと籐とう製のイスが一緒に並んでいたり、チョコパイみたいなクッションが複数置いてある座敷があったり。いったいどこへ向かおうとしてるんだろう。

　それでも僕がこの店を気に入ってるのは、学生が滅多に寄りつかない場所にあって、しかも大人な雰囲気だから。

　あと、なにも注文せずに水だけで数時間居座っても、文句は言われるものの追い出されることはないってところかな。

　籐製のソファに座ったまま、僕はマスターに向かって空になったグラスを掲げた。

「マスターイズミン、お水おかわりしてもいいですかー？」

「もう、アタシをこき使わないでよ～ん」

　このキモイしゃべり方のおっさんの本名は和泉いずみ公こう平へい。四十三歳。通称イズミン。そう呼べって本人に言われた。しゃべり方とか、いつも化粧してるところとか、物腰が柔らかいところとか、完全にそっち系の人にしか見えないけど、本人曰く別にそっち系じゃないらしい。

　マスターが文句を言いつつも新しく注いでくれた水を一口飲み、僕はもう一度ノートＰＣに向き直る。

「っていうかガモタくん、学校はいいの～？」

「今日は祝日ですがな」

「あら、そうだったかしら？　やっだぁ、アタシったら曜日の感覚なくなってきちゃってるわん」

　僕が通っている成せい明めい高校は、ここから歩いて二十分くらいの距離にある。

　ちなみに自宅も同じぐらいの距離。つまり吉祥寺は僕にとってバリバリの地元なんだ。で、休みの日には家に籠こもらずに、外に出て朝からネット三ざん昧まいの時間を過ごすことにしている。けっこうアクティブなニートってわけ。

「でもガモタくん、そのキリキリババァだっけ？　アタシもチラッと見せてもらったけど、幽霊とかバカにしてるとね、いつか呪のろわれちゃうんだからね。オカルトはホントにあるんだから。イズミン助けてあげないからね～。知らないわよ～」

「呪いとかワロス！　幽霊なんているわけないっしょ！　超絶あり得んし！」

　この通り僕はオカルトなんて絶対に信じていない。それはキリキリバサラのポリシーやスタンスにもはっきりと表れている。ま、ホラー映画だと真っ先に死亡フラグが立つタイプなワケだけど。

「あのですねマスターイズミン。キリキリバサラは、単なるまとめサイトじゃないですし。世の中に多数存在するオカルト超常現象を、『ハハハッワロス！』って笑いながら『バッサリと斬きり斬り論破しちゃうよ！』っつー意味なんで。思わずカッとなってこの名前をつけたんだけど、後悔はしてない。なんせ僕よりも、書き込んでくれるバサラーたちの方がよっぽど激しく斬り斬りしてくれちゃってるって言うね。むしろこれはラッキーとしか言いようがないのですよ」

　それについては個人的には複雑な気持ちだったりするんだけどね。管理人の僕たじたじ、みたいな。ま、でもバサラーがコメント残したときの方がアクセス数も伸びるんで、アフィブログで食べていくことを目標にしてる僕としては、邪険にもできないわけで。

　そのとき、店の扉が開いて、僕のよく知る女の子が入ってきた。――それはクルクルと、バレエみたいに回りながら。

「ガ～モ～タ[image: ][image: ]ン♪　ガモタンは～♪　ゲロッゲロッゲロ～っと鳴くのです～♪」

「鳴かないし」

　調子っぱずれの歌を披露しながらの華麗なるステップ。ぴょんぴょんと飛び跳ね、くるりと回ってはよろける。そこにはまるで法則性なんて存在しない。心の奥底から溢れ出る衝動に身を委ゆだねた即興。

　そして揺れる胸！　おっぱい！　超ちよう弩ど級きゆうのおっぱい！

「ガ[image: ][image: ]モ[image: ][image: ]タ[image: ][image: ][image: ]ン♪」

　ＹＥＳ！　動画に残して毎晩のように眺めたいレベル！

　僕は彼女のヘンテコな踊りへのツッコミも忘れ、誰だれにも見えないようにグッと拳こぶしを握ってガッツポーズしていた。

　でもまずい、これ以上見てると鼻血出る。

「ストーップ。ハイハイ！　ストップダンシーング！」

　まだ踊り狂っているおっぱい天使に向かって、テレビのバラエティ番組によく出てくる売れっ子振付師みたいにパンパンと手を叩いて声をかけた。

「ぽやや？」

「ぽっぽやじゃないよ、〝りょーたす〟」

　よろけながらもようやく停止した彼女のことを、僕は〝りょーたす〟って呼んでる。正式には本人が自分のことをりょーたすって呼ぶから、それにならってるだけなんだけどさ。

　もちろんそれは単なる愛称だ。本名は成なる沢さわ稜りよう歌か。年齢は僕のひとつ下。同じ成明高校に通ってる。

　ニートを目指す僕の数少ないリアルでの友達であり、キリキリバサラの運営を手伝ってくれているスタッフでもある。

　っていうか、年下の女子と友達なんて、僕は完全に勝ち組でしょ。学校じゃ僕は変人で通っている浮いた存在だし、ネット上ではタマゴ戦士に絡まれるレベルで嫌われてるけど、そんなのどうでもよくなるね。

　りょーたすがいる時点で、部活に精を出して汗水垂らしてるクラスメイトとか、ネット上で声が大きいだけの三十代無職ネトウヨなんかよりもずっと上位の存在なのは明白であり、まさにリア充と言える。

　つまりりょーたすは僕のステータスを大きくプラスに補正してくれるパーティーキャラ。

　とにかくかわいいし、胸が大きいし、それに――




「あのさ、りょーたすの本業はダンサーじゃなくて、キリキリバサラのスタッフなんだからね。一緒にこのウザいタマゴ戦士たちをだな……」

「コッコッコ～？　タマゴが欲しけりゃメンドリか～♪　喰らってみたけりゃオンドリか～♪　コッコッコ～♪」

　――それに、人の話を聞かない残念な子なんだった……。

　いたってマイペースに歌い終わると、りょーたすはマスターイズミンに向けてペコリとお辞儀して、魅惑のショータイムを終えた。

　すべてはりょーたすの気分次第。いつ歌い出すかも、りょーたすの自由だ。前後の脈絡なんてお構いなしなのはいつものこと。

　りょーたすは、クルリとターンして今度は僕の方に振り返ると、ぐいっと身を乗り出して顔を寄せてきた。思わずのけぞっちゃうぐらいに近い。

「あのね？　キリキリバサラって〝ガモタンお金持ち作戦！〟のためだけのブログでしょ？　でもりょーたすは、手伝ってもお金持ち作戦とは関係ないよねぇ？」

　ジッと、僕の目をまっすぐに見つめてくる。見過ぎですよー。そんなに見られたら、好きになっちゃうよー。

「じゃ、じゃあ、アフィの売上が入ったらすた丼どんおごるよ。僕的には、醤しよう油ゆニンニクがおすすめかな。あ、それとも塩ニンニクの方がいい？」

　いわゆるバイト代。すた丼でＯＫしてくれるなら安いもんだ。

「んー、りょーたすはそれよりもウッドベリーズのフローズンヨーグルトがいいなぁ」

「う、うっどべりぃ？」

「駅の近くにある、フローズンヨーグルトの専門店なので～す☆」

「へ、へぇ……」

　長く吉祥寺に住んでいるけど、そんなシャレオツそうな店とは無縁だな。そういうところにはあえて近寄らないようにしてるから、僕の活動範囲じゃない。

「じゃ、それで」

「わーい、それじゃがんばるね～」

　ぴょんと跳ね上がって喜びをあらわにするりょーたす。

　目の前でぽよんと胸が弾み上がって、たまらず目で追ってしまった。上から、下へ。そして上へ。その無限ループ。

「ハンパねえっす」

「ん？　なにが？」

「そのままの君でいてください！」

「あいあいさー☆」
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　りょーたすは右手を挙げて笑顔で敬礼をした。

　っていうか、りょーたすは着てる服からして胸を強調するようなものだからけしからんよね。あんなの、完全に乳袋じゃないか。エロゲにしかいないと思ってた。エロゲをやったことはないけども。

　と、またもカウンターから野次が飛んできた。

「ガモタくーん、さっきから鼻の下伸びっぱなしよん♪」

「ちょっ、僕なんかよりもイズミンの方が、よっぽど先輩変態マスターでしょ」

「うん、そうだねー☆」

　同意してくれるりょーたす。分かってくれてうれしいよ。

「そうだねーって！　なんでよ！　なんでよ！　なんでなのよー！　りょーたすちゃん、そこ納得しないでよー！」

「ぽーややー？」

　りょーたすは、胸を抱えるようにして腕組みし、首を傾かしげてなにやら考えるポーズを取った。『ぽーややー』っていうのはたぶん、りょーたすによる〝言葉に意味はないシリーズ〟のひとつだと思う。シチュエーションによって、そのテンションがクルクルと変化するんだ。

　日本語でＯＫなんだけど、そこがりょーたすのかわいいところでもあるよね。要するになんでもかわいいんだよ。かわいいから許す。

　りょーたすは考えるポーズのまま、僕の横にちょこんと腰かけた。視線は天井あたりをさまよっている――と思ったら、僕の脇わき腹ばらにおもちゃの光線銃――ぽやや銃、というふざけたネーミングらしい――をぐいぐいと押し付けてきた。

「ねぇねぇ、おぬしぃ、ガモのすけ侍～」

　なんだ〝ガモのすけ侍〟って。そんな呼ばれ方されるのはじめてだよ。

　それに、またもや顔が近い。これは絶対に誘っているとしか！　りょーたすは絶対僕のこと好きだとしか！　……にしても近すぎる！

「あの……さ、りょーたす」

「ぽーや？」

「近いって」

「ぽやや？」

「距離」

「ぽやぁ」

　言葉の意味は分からないけど、りょーたすは僕の主張を理解したみたいで、顔を少し離してくれた。光線銃は押し付けたままだけど。

「ねえねえ、りょーたすはフローズンヨーグルト、いつ食べられるかなぁ？」

「まぁアフィの入金があったら、かな」

　調べてみることにした。

「本日のアクセス数は……ぬがはっ！」

　一日に余裕で数十万ビューとかする有名アフィブログと比べたら、死にたくなる数字だった。

「月累計アクセス数は……もげへっ！」

　これはひどいロースコアですね。

　このアクセス数不足を解消しない限り、そのウッドなんとかってフローズンヨーグルト屋さんでバイトした方が、よっぽど大きな稼ぎになるだろうね。

「やはりエロは強しか！　いやでも、神は万物をもコントロールするのだ。オカルトがエロスを凌りよう駕がする日もきっと来る！」

「神さまは、エロイムえっさいむなんだね～」

　ソファに座ったまま祈るように両手を組み、なまめかしく身をくねらせてつぶやくりょーたす。そのエロアホい（造語）姿を横目で盗み見ながら、僕は憂さ晴らしのＦ５連打！

「十六連射したって、アクセス数は変わらないけどな！」

　過疎ってるわけじゃないけど、月によっては振込手数料で相殺されちゃう有様だよ。夢のニート生活にはまだまだ遠いな、こりゃ。

「伸び悩みかぁー。フローズンヨーグルト食べ放題まではだいぶ遠いよ、りょーたす」

「そっかぁ……」

　りょーたすは見るからにしょんぼりしている。

「愛しのヨーグルトちゃん……」

　申し訳ないと思いつつも、こればっかりはどうしようもないから放っておくことにした。

　ブログをチェックする。

　と、コメントが増えていた。

「って、また恒例のアイツか……」

「あ！　そーのー名ーもー！　エス！　エー！　アール！　エー！　アイ！　ＳＡＲＡＩきゅ～ん！」

「イエース……」

『ＳＡＲＡＩ』は、キリキリバサラによく出没するコテハンのひとりで、その知識量は他たの追随を許さないって表現がぴったりな博識男だ。

　実を言うと、このサイトのオカルトネタをバッサリ斬きってるのは、ほぼこいつひとりだったりする。頼れる戦力だ。




　実際、ＳＡＲＡＩが現れてコメントを残すと、それ目当てにアクセス数も少し増える。だからサイトを運営してる僕にしてみると、ＳＡＲＡＩに対しての感謝の気持ちがあると同時に、僕のサイトで主役のように振る舞うことへの嫉しつ妬ともあったりするんだ。

　男のプライドってのは、そう簡単に割り切れるものじゃない複雑なものなのさ。

「おっといけない、センチになっちゃった」

　今日も今日とて、期待と不安を抱きつつ僕はＳＡＲＡＩのコメントにざっと目を通してみた。コメント欄に、彼の長文がいくつも投稿されている。

　――この写真は、典型的なシミュラクラです。これが心霊写真などではないと断言できますし、世の中に出回っているほとんどの〝心霊写真〟と定義されている画像の正体についても、〝シミュラクラ現象〟か、もしくは〝パレイドリア効果〟という言葉ひとつで説明可能です。

「読むのマンドクセ」

「ふわぁ、相変わらずＳＡＲＡＩきゅんはすごいねぇ」

　む!?　りょーたすがＳＡＲＡＩの書き込みの一刀両断っぷりに、目を白黒させて感嘆している。

　ノートＰＣの画面をのぞくために仕方ないとは言え、りょーたす、また距離が近いよ……！　っていうか！　胸！　当たってる！　戦争勃ぼつ発ぱつする！　おかげでＳＡＲＡＩの書き込み内容がさっぱり頭に入らない！

　今の僕の頭の中を占めているものを円グラフ化したら、書き込みが増えた嬉うれしさ三％、見せ場を取られて面白くない気持ち六％、りょーたすまた近いよ九十一％である。

　思わず『サイトなんかどうでもいい！』ってくらい興奮してしまった！

「あぁ！　ガモタンがエッチな顔してる～」

　りょーたすが、いきなり僕の方を向いてそう言った。

「ファッ!?　エッチな顔ってどういうこと!?　僕、すごく真ま面じ目めな顔してない？」

「エッチなガモタンには、いししゅでしゅー！」

　と、りょーたすが持っていた光線銃を僕に向け、引き金を引いた。

　その瞬間、全身にしびれのような鋭い痛みが走った。

「いた！　いたたたたーっ！」

　ポヤガン――僕は勝手にそう略している――に撃たれると、高周波治療器で感じるみたいなビリビリが全身を貫くんだ。さすがに光線は出ないけど電磁波的なものが出ているに違いない。

「ちょ！　やめぇ！　ポヤガン！　ノー！」

「いーしーしゅー！」

　言葉の意味はやっぱり分からんが、それにしてもこのりょーたす、ノリノリである。

　僕がイスから転げ落ちて身み悶もだえて見せても、撃つのをやめようとしない。もしかしてドＳの気があるのか？

「てててて！　痛いってば！　エッチな妄想ジエンドなう！」

　這はいつくばるような姿勢で頼み込むと、ようやく満足したのかりょーたすは銃をしまった。

「かはっ、はあっ、はあっ、ふう……」

　だ、誰だれだ。りょーたすみたいなアホの子にこんな中途半端な凶器を渡したのは……。

　だいたい、ラッキースケベなアクシデントが起きるのは、いつだって僕との距離が近いりょーたすのせいじゃないか。それでこっちがエロい顔したぐらいでビリビリされるとか……ふざけるなと言いたいね。だからもっとやれ。

「あらあら、若い子はこんな時間からイチャイチャしちゃって～♪」

　マスターがニヤニヤと気持ち悪い笑みを浮かべてそう茶化してくる。

　だがいやな気分じゃない。りょーたすとのこういうたわむれなんて、完全にご褒美でしょ。僕は勝ち組の気分を味わいつつ、イスに座り直した。

　モニタにはさっきから変わらず、ＳＡＲＡＩのコメントが表示されていた。書き込みの続きに目を走らせてみる。

　――そもそもシミュラクラ現象とは、人間の目と脳が持つ基本的な働きのひとつで、点や線などが三角形に配置されたものを見ると脳が勝手に人の顔として判断してしまうものです。これは人間が生まれながらに持つ動物本能なのです。今回の写真の場合、対象となるものが複数あるため、より誤解を生みやすい状況になっていますが、ひとつひとつを正確に確認すれば、いずれも光の加減や背景模様などであることは明白でしょう。

「この説明に納得しちゃう。でも悔しい。でも納得。悔し納得」

　僕はモニタから顔を離して、まぶたの上から目をグリグリと揉もんだ。ＳＡＲＡＩのコメントは内容が難しいから、読んでいて疲れてくるんだ。

「このガリ勉君、自信満々って感じの上から目線っぷりが伝わってくるよな～。世の中のすべての人間がバカに見える感じなのかも。つーか、こんだけ頭よくて、その上イケメンでカノジョ持ちだったりしたら許さない、絶対にだ」

　と、僕の〝プロファイリング〟を聞いたりょーたすが、不意に遠い目をする。

「ＳＡＲＡＩきゅんはね、かわいそうな人なの」

「か、かわいそう!?」

　なに、そのちょっと含みのある言い方。

　思わずドキッとしちゃったじゃないか。

「りょーたすって、ＳＡＲＡＩのこと知ってるの？」

「知ってるよぉ。キリキリバサラのコメント、りょーたすはいつも読んでるもん。途中までだけどぉ。えへ」

「いや、そうじゃなくリアルでの知り合いかって聞いてるんだけど」

「知り合ってないのだ～♪」

「あ、そう……」

　じゃあ、りょーたすの勝手な想像か。

　それにしても、〝かわいそう〟ね。あのコメントからそんな結論を導き出すなんて、りょーたすの感性はまったくもって理解不能。

　新しい記事の方には、ＳＡＲＡＩのコメントはまだ見当たらなかった。こいつっていつも、こっちが記事を更新してからコメントを書き込むまでけっこうタイムラグがあるんだよな。理論武装して書き込んでるに違いない。ガリ勉君の典型だよね。

　今日のキリキリバサラで〝新しい記事〟は、全部で三つ。

『ひとりかくれんぼ実況男が帰ってこない！』

『コックリさんの呪のろいマジ怖ぇ！』

『ミイラ男と同居したおにゃのこが居るってマジ？』

　どれも、僕が今朝この店に来てから更新したものだ。ちなみに三つとも吉きち祥じよう寺じ近辺で起きたらしいんで、僕の中では吉祥寺三部作って呼んでる。

　記事更新から数時間が経たってるけど、ＳＡＲＡＩがコメントを付けるのはたぶん明日になってからだろう。ま、ＳＡＲＡＩはともかくとして、現時点でどれぐらいコメント来てるかな。ちょっとチェックしてみる。




『ひとりかくれんぼ実況男が帰ってこない！』





Ｊ―ＣＡＳＴニュースより






　今、ニコニコ動画でとある動画が話題になっている。

　それは、とあるニコ生主が『ひとりかくれんぼ』という都市伝説の儀式を生放送したものだ。

　なんと、放送直後に、そのニコ生主が失しつ踪そうしたという噂うわさがあるのだ。

　動画では、およそ三時間ほどの間、ニコ生主の部屋に置かれた人形が映し出されているのだが、そこで特別なにかが起きた様子はない。

　しかしそれ以降、ニコ生主は一日に百回以上書き込んでいたツイッターを一切更新しなくなった。

　さらに、ニコ生主の姉と見られる人物が自身のブログで、弟が突然消息不明になり困っていると書き込んでいる。

　この異変に気付いたニコ生主のフォロワーの一人が、ニコ生主の住む武蔵むさし野の警察署に電話して確かめたところ、ニコ生主の捜索願いが出されていたという。







■ニート通神

　すべてが釣りネタの可能性ありｗｗｗ

　しかもこれ、２ちゃんねるのソースをＪ―ＣＡＳＴが引っ張ってきただけｗｗｗ

　つーか、ひとりかくれんぼ実況動画多すぎでしょｗｗｗ

　え？　ひとりかくれんぼについてｋｗｓｋ？　そんなんググれカス

　はい、バサラーの皆様、どうぞ斬り斬りバッサリしてください。







1：名無し見ぃつけた

　１ゲト　[image: ][image: ]ズサ―――――!!




2：名無し見ぃつけた

　おい、スネーク!!　どうした！　応答しろ!!　スネェェェェェェェェク！




4：名無し見ぃつけた

　失踪届出されたって男と、ひとりかくれんぼ実況男が同一人物とは限らないのに

　どうしてこうなったｗｗｗ




7：名無し見ぃつけた

　[image: ]4

　ひとりかくれんぼ男は２ちゃんで、吉祥寺に住んでる事が分かってて

　そのあと新聞に出てた失踪者が武蔵むさし野の市在住の男性ってコトで、ニュー速へって流れ




18：名無し見ぃつけた

　みんな釣られすぎなんじゃね？

　ごく普通の、立て逃げだと思うんだけどｗ




32：名無し見ぃつけた

　ニート神、テメェ、こんなクソ記事ばっかりたててんじゃねぇ




37：名無し見ぃつけた
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　でも上がってた写真で見た限り、準備はかなり本格的だったので

　割と本気で実況しようとしてたのは確か




41：名無し見ぃつけた

　アフィアフィアフィアフィアフィアフィアフィ

　アフィアフィアフィアフィアフィアフィアフィアフィアフィアフィアフィアフィ




43：名無し見ぃつけた

　ココさ、ネタ的にオワコンなんだけど

　今さらひとりかくれんぼとかｗｗｗクダラネエｗｗｗｗ

　ニート神、昭和かよｗｗｗｗ




47：名無し見ぃつけた

　つまずいたっていいじゃない。ころんだっていいじゃない。

　かくれんぼしたっていいじゃない。それが人間なんだなぁ。　Byみつを




53：名無し見ぃつけた

　武蔵野の失踪者ってのが、ホントにひとりかくれんぼ実況男だったら

　もっと大きなニュースになってるんじゃね？




59：名無し見ぃつけた

　ニュースになんて、なんねーよｗｗ

　なんで一般メディアがオカルトをニュースにすんのよｗｗ




72：名無し見ぃつけた

　ひとりかくれんぼの儀式のルールが

　大貧民のルールぐらいローカル細分化されててワロタ







『コックリさんの呪いマジ怖ぇ！』





ツイッターより






@*shimizuBBA*

　今日、部活の先輩に聞いたんだけど、うちの学校の三年で、コックリさんを遊んでいた四人の女子のうち、ひとりが途中で指を離しちゃって、精神錯乱起こして救急搬送されたんだって。秋ぐらいに学校に救急車来てたのってそれだったんだマジヤバぃ







■ニート通神

「ソースはバカッター」

　はい、バサラーの皆様、どうぞ斬きり斬りバッサリしてください







9：名っなしさんはマジ

　コックリさんとか、アレ系はマジでヤバイ




12：名っなしさんはマジ

　どう考えてもガセだろｗ

　ただ吉祥寺のＪＫって設定が、オレ好みだから続けてよし




13：名っなしさんはマジ

　コックリさん＝狐こつ狗く狸りさん＝キツネ・イヌ・タヌキ




20：名っなしさんはマジ

　うちのばあちゃんが「コックリさん絶対やるな」って超キレてた

　もうコックリ……もといぽっくり死んだけどｗ




21：名っなしさんはマジ

　なんでどの記事も吉祥寺なんだよｗｗｗ呪われてんのかよｗｗｗ

　町内新聞かココはｗｗｗ




24：名っなしさんはマジ

　現在、精神科病棟で面会謝絶状態という事です

　オナ高の友人談




34：名っなしさんはマジ

　[image: ]24

　ニート神乙。無理に盛らなくていいからｗｗ




39：名っなしさんはマジ

　これって五円玉でやんだっけ？

　もはや電子マネーの時代だから、コックリさんも暇だろうな(@_@)




42：名っなしさんはマジ

　Suicaでコックリさんやればええやん




46：名っなしさんはマジ
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　特定のひらがなの上で「ピピッ」てなるとかｗ




48：名っなしさんはマジ

　霊界への自動改札ひらいちゃうからやめれｗｗｗｗ




51：名っなしさんはマジ

　もっこりさん？




53：名っなしさんはマジ

　で、結局コックリさんってなんなん？　って思って調べたら

　集団催眠みたいなヤツなのね

　だとすると怖いかも。暗示とかマインドコントロールとかガチだし




57：名っなしさんはマジ

　まずその催眠とか、マインドコントロールってのが

　そもそも怪しいんだけどｗｗｗ絶対かからん自信あるで







『ミイラ男と同居したおにゃのこが居るってマジ？』





東京都市伝説ブログより






　吉祥寺の住宅街の一角に、もう何年も空き家になっている豪勢な屋敷があることをご存知だろうか。

　その屋敷では、数年前、ミイラ化した死体が発見され、ワイドショーでもかなり話題になっていた。

　どうやらその死体は屋敷に住んでいた人物で、死因は病死だったらしいのだが。

　実はその事件には、恐ろしい噂うわさが存在する。

　なんと、そのミイラと一緒に生活していたもうひとりの住人がいて、その住人というのがわずか十四、五歳ほどの少女だったというのだ！







■ニート通神

　ミイラと一緒に生活しているロリっ娘ｗｗｗそれなんてエロゲｗｗｗ

　映画化決定でしょマジでｗｗｗ

　はい、バサラーの皆様、どうぞ斬り斬りバッサリしてください







1：シェアハウスで名無しが24時間共同生活

　１げと




3：シェアハウスで名無しが24時間共同生活

　http://www.love*lovedeaiknews.com/archive13/




5：シェアハウスで名無しが24時間共同生活

　要はミイラ男が少女とチョメチョメしてたってことでおｋ？




6：シェアハウスで名無しが24時間共同生活

　はじめてミイラになりたいと思った




8：シェアハウスで名無しが24時間共同生活

　お兄さまが大好きな海に、一緒に行きましょうね




10：シェアハウスで名無しが24時間共同生活

　[image: ]8

　そうそう、海に入れたらね、乾燥ミイラがふやけて

　人間に戻るっていうね

　って、ワカメかっ！




12：シェアハウスで名無しが24時間共同生活

　おまいら肝心なとこ読めよ

　民家からミイラが発見されたんだぞ？

　そのミイラを、少女が匿かくまってたんだぞ？

　そしてそのミイラは、病院で死亡したあと行方不明になってた遺体なんだぞ？

　事件でしょ！




16：シェアハウスで名無しが24時間共同生活

　痛いとこ突きますね。遺体だけにｗ　[image: ][image: ]……




21：シェアハウスで名無しが24時間共同生活

　ミイラって表現が悪い。「ミイラ化した死体」が正しい




24：シェアハウスで名無しが24時間共同生活

　ミイラのミライ。ナンツッテ




27：シェアハウスで名無しが24時間共同生活

　つまり包帯属性にとってミイラは神




31：シェアハウスで名無しが24時間共同生活

　ミイラが包帯だらけってのはアニメの中だけじゃね？




35：シェアハウスで名無しが24時間共同生活

　エジプトのミイラも包帯巻いてるヤツと、そうでないヤツ居た気がする(^^)




42：シェアハウスで名無しが24時間共同生活

　つか結局この遺体を運んだのは誰だれで、何の目的だったんだろ？

　どっかソースある？







「く、悔しいけどさ、あのガリ勉君がいないとここはクソクソバサラな気がしてきた……」

　僕はノートＰＣをそっと閉じた。たまらず、深い深いため息が出てしまう。

「急激に疲れてきたから、何か食べよ。朝からずっとお仕事だったから、腹減っちゃったよ」

「お仕事～？　ガモタンが？」

「そう。管理人ですから」

　りょーたすは、首を傾かしげながら、壁に飾ってある鳩はと時計で時間を確認する。短針は四時を回っていた。

「お昼、食べてないのぉ？」

「昼どころか、朝も食べてない」

　母さんは今日も仕事で朝からいなかったし。うちの母さんは休日なんて関係ない仕事をしているんだ。

「あら、って言うか、ガモタくんは小食なのよね～。小食系男子～？」

　カウンターの奥から、マスターイズミンの皮肉めいた言葉が飛んできた。スルースキルを発動させて、僕は完かん璧ぺきな無視を決め込む。

「ガモタンガモタン、一日一食だとね、逆にお相撲さんみたいに太っちゃうんだよぉ。ブックブクなの～☆」

「ニートは超痩やせ型と、超デブ型の二極化の傾向にあって、僕は前者だから無問題」

「そぉなんだ～☆」

　僕の意見を聞いた途端、りょーたすは僕に向かって頭突きでもするかのように顔を寄せてきた。目を輝かせて、僕をじっと見つめてくる。

「ち、近い」

　そもそもなんでこんな話でそんなにも感動してるんだろう？

　りょーたすの感動ポイント、分からなさすぎる。謎なぞだ。

　いつまで経ってもりょーたすが離れないから、僕は気まずくて目を伏せた。

　足あし許もとに置いた自分のバッグが視界に入る。正確にはバッグじゃなくて、肩掛けベルトと一体型のケースだ。僕の自作。

　それを膝ひざの上に載せた。結びつけている『マスターマストマーダー』略してマママのゾン子ストラップが揺れた。うむ、かわいい。

　ケースの中に入っているのは、いつも持ち歩いてるＢＣＬラジオ――ブロードキャスティング・リスニング・ラジオ――だ。短波による国際放送を聴取できる高性能なラジオ機。名前はスカイセンサー。僕が命名したわけじゃない。そんな中二病みたいな真ま似ねはしないよ。あくまで製品名だ。

　これは父さんが生前に僕にくれたもので、けっこうな骨こつ董とう品ひんだ。なにしろ一九七五年製だからね。でも、そんな古臭さをまったく感じさせないくらい洗練されたかっこいいデザインだって僕は思ってる。

　このラジオの風ふう貌ぼうは、マニアじゃなくても子供心を鷲わし掴づかみにするに決まってる。実際、当時は大人から子供まで大流行したらしい。その理由が、僕にも分かる気がする。

　大きめの弁当箱ぐらいあるボディはずっしりと重量感があって。銀行にあるダイヤル式金庫のような、本格的なメインチューニングダイヤルとスプレッドダイヤル、そして厳格に数値が刻まれた周波数パネル。電源やＦＭ・ＡＭ切り替えのためのいくつかのスイッチ。

　そうしたダイヤルやスイッチを無意味にいじっているだけで楽しい。

　僕の手の動きを、りょーたすが息のかかりそうな距離で見守っている。

　ラジオのスイッチを入れてみた。ノイズがスピーカーから響く。

　――ピューイ――ユ―――イ―――ジジ

　このノイズの音を聞くだけで、不思議な郷愁と謎の優越感を覚える。

　ダイヤルを適当に回す。

　――メモリを見ちゃダメだ。耳に頼ってもいけない。手だけで感じるんだ。

　父さんにそう教わったっけ。実際にスピーカーから出る音色は常に変化していて、ダイヤルに触れた指先には、その微妙な感触までもが伝わってくる。糸かけ式ではないオールギアドライブ化されたマシーンの特徴とも言える。

　僕の家は母子家庭だ。七年前に病気で死んだ父さんは、ラジオＤＪだった。と言っても、吉きち祥じよう寺じのミニＦＭ局の、だけどね。本業はごく普通のサラリーマンだったんだけど、趣味の延長でひとりでミニＦＭ局を作っちゃったんだ。

　所しよ詮せんは個人運営だったから『番組』って呼べるほどの内容なんてなくて、せいぜい吉祥寺の周辺行事とか、商店街のオススメメニューみたいな地元民だけに向けた、割とどうでもいい情報を提供してた。ただ、唯一『吉祥寺によく似合う音楽』っていうコーナーは、そこそこ人気なんだって、父さんがよく自慢げに話してた。

　というわけで僕は、そんな父さんの影響を受けて、ネット全盛の時代にこうしてラジオに興味を持つような変わった小学生として育った。

　特に父さんからもらったこのスカイセンサーは、僕にとっては宝物だったんだ。

　父さんが放送してるすぐそばで、その番組をスカイセンサーで受信して、遊んでたっけ。

　僕だけが、父さんの番組のヘビーリスナーだった。

　少しだけ遅れてスピーカーから聞こえてくる父さんの声。耳を澄ませば生の声が聞こえてくる特別な距離。自分だけの特等席で番組を聴いてるような優越感。

　――もしいつか父さんが死んだら、幽霊ＤＪになって、霊界からラジオで『悠ゆう太たくーん、一緒に遊ぼう～』って話しかけてやるからな。ちゃんとこいつをチューニングして、待ってるんだぞ。

　生前、父さんはよくそんなことを言ってた。

　まだガキだった僕はその言葉を怖がりながらも信じてたわけで。でも、まさかホントに父さんが死んじゃう日が来るなんてさ……。その後、僕は父さんの声を探し続けたけど、一週間経たっても、一ヶ月経っても、一年経っても、結局キャッチすることはできなかった。

　それでようやく理解したんだ。

　父さんがラジオを通して話しかけてきてくれないのは。




　――この世に、幽霊なんかいないからだ。




　……それなのに、なんで僕はこの歳としになってもこうしてこのラジオを持ち歩いてるんだろうな。




「腹減った……。今日はすた丼どんにしよう」

「今日も、じゃないのぉ？」

「醤しよう油ゆニンニクの肉増しが、僕のジャスティスだからね」

「お肉ばっかりだとね、栄養が足りなくなっちゃうよ～？」

「お肉だって栄養あるっしょー」

「ぽーや。成なる沢さわさんちでは、バランス良く食べないと怒られるのだ～。ぶ～」

　りょーたすは、ひまわりの種を頬ほお張ばったシマリスのようにぷんぷんと顔を膨らませる。年齢にそぐわない仕草のはずなんだけど、とにかくかわいいから許す。天然かブリッ子かなんて、男からすればどうでもいいのだ。

　僕はスカイセンサーとノートＰＣをケースにしまうと、それを担いで立ち上がった。

「マスターイズミン、お会計、ツケといてー」

　ま、水道水しか飲んでないからお会計もクソもないけどね。

　僕は店を出ると、駅前のすた丼をテイクアウトして引き返し、吉祥寺公園のベンチに腰を落ち着けた。吉祥寺シアターの裏手にある、猫の額くらいの小さな小さな公園だ。子供用のカラフルな滑り台が一台と、いくつかのベンチがあるだけ。

「どうしていつも〝井の公〟じゃなくて、ここなのかなぁ？」

「オタクはマジョリティよりマイノリティを選ぶのが粋いきなんでヤンス」

　井いの頭かしら公園って、人多すぎなんだよね。今日みたいな休みの日ともなると地元民以外の連中まで大挙して押し寄せてくる。家族連れ、リア充カップル、ジョギングしてるおっさん、のんびりと犬の散歩をしてる老夫婦、一人でベンチで読書してるサブカル好きアピール女子、大道芸人、露店商、朝からワンカップ大関を飲んで寝てる酔っ払いオヤジ、奇声を上げながら走り回るガキども、その他諸もろ々もろ。暇な連中がわんさかいて、スカイセンサーのわずかな機微を察知するのが困難になるくらいだ。

　一方、ホームであるこの吉祥寺公園はいつだって静か。いわゆる穴場だ。今日も僕らの他ほかには誰もいない。

「でさぁ、『アンデスからのお告げ』っていう、日本語放送があるわけ。それが今日の捕獲ターゲット」

　すた丼を食べ終えた僕は、再びスカイセンサーを取り出して、その機能についてりょーたすに説明してあげていた。ま、説明するのは今日がはじめてじゃないんだけどね。なにしろりょーたすって、人の話を聞かないから。

「その内容をちゃんと聞けたらさ、受信報告書を送るんだ。そしたら超レアなベリカードが貰もらえるんだよ。もうさ、トレカなんかよりもよっぽどレアなんだよ。今日この時間帯的に聞こえてもおかしくないんだけどさー、ホントは」

「たへにかぁろもらふぇうふぉ？」

「日本語でＯＫ」

　りょーたすは口をしばらくモグモグさせて、ゴクリとすた丼を飲み込んだ。

「誰に～、カードを～、貰えるの～？」

「誰って、だから放送局って言ったでしょ」

「アンデスの電波、降ってくる？」

「絶賛、降らせてみせましょう」

　冬の空は、水で薄めたような黄昏たそがれ色。駅前の喧けん噪そうに比べると、このあたりはとても静かだ。吉祥寺でも、駅から十分も歩けば閑静な住宅街になる。

　りょーたすの揺れる胸をぼんやり眺めながら、僕はスカイセンサーのダイヤルをほぼ無意識に指先で回している。

　ラジオから聞こえる無意味なノイズと、その周囲で踊りながら奏でられるりょーたすの無意味な歌。

　この時間が、僕はけっこう好きかもしれない。

　まるで、ここが現実じゃないみたいで。

　そう言えば、りょーたすと初めて会ったのは、この公園だったっけ。




　半年前の、夏の日。

　僕は今日と同じように、ひとりベンチに腰かけていた。そしたら、突然滑り台の上にりょーたすが現れたんだった。




　――りょーたすは、ガモタンの、使い魔だよぉ！




　その日から、りょーたすは僕の使い魔になった。使い魔らしいことは特になにもしないし、それどころかキリキリバサラの運営も手伝ってくれないし、ヤバそうな敵が襲ってきてりょーたすがポヤガンを手にバトルを繰り広げたりもしてないけど。

　あのときの不思議な出会いについては、いまだに僕の中でよく整理できていない。

　唯一言えることは、りょーたすはかわいいということ。かわいいから、それでいい。細けぇことはいいんだよ！

　とは言え、せっかく思い出したんだから、軽く聞いてみてもいいかな、なんて思って。何気なく問いかけてみた。

「そう言えばりょーたすさ、初めて会ったとき、空から降りてこなかった？」

「シッ！」

　それはいきなりだった。

　りょーたすは自身の口元に指を立てて、僕に鋭い視線を向ける。

「な、なに……？」

　と、りょーたすがドタドタと滑り台を走り降り、僕のいるベンチへ突進してきた。

　僕の横に置いてあるスカイセンサーの前にしゃがみ込み、ゾン子ストラップを至近距離からじっと見つめる。……いや、ストラップじゃなくてスピーカーに耳を傾けてるのか。

　その表情は、いつものふんわりした笑顔じゃなくて、とても真剣で。

　――帝国政府ヲシテ……四国ニ……共同宣言ヲ受諾ス……通告セシ……

「……！」

　ノイズの中に、男の人の淡々とした声が聞こえた気がした。

　ハッとして、ボリュームつまみを回して音量を上げる。同時にもう一方の手で、チューナーもナノメートル単位――あくまで比ひ喩ゆ――で微調整。

　すると、途切れがちだった音声が徐々に意味のある言葉として浮かび上がってくる。

　――民族ノ……滅亡ヲ招来……人類ノ文明ヲモ……

「これって……」

「〝ぎょくおんほーそー〟だよ」

　りょーたすははっきりとそう口にした。

　日本が戦争をしていた時代に、それを終わらせた放送。

「でも、なんで……」

　そんな僕の疑問を無視して、りょーたすは不意に立ち上がると。

「ガモタンのラジオってやっぱりすごいんだねぇ☆」

　そう言って微笑ほほえみ、呆ぼう然ぜんと見送る僕を置いて、公園を出て行ってしまった。

　すごい……って、なにが？

　それと、その〝やっぱり〟は、なんの〝やっぱり〟なの？

「っていうか、いきなり帰るとか、どんだけ!?」




　――半世紀も前の玉音放送。

　今さらなんでそれを、僕のラジオが拾ったんだろう。




　その後、公園で三十分くらい呆ほうけてから家に戻ってきたときには、日が暮れていた。

　冬の日没は早い。春はまだ当分来そうにない。

「うわちっ」

　玄関ドアの鍵かぎを開けようとノブを握ったら、手に鋭い痛みが走った。

「また静電気かよー、今日ポヤガン食らったせいかなぁ」

　パチッ、という音が聞こえるくらい今のは強烈だったな。僕って帯電体質なのか、こういうことが多い。どうせなら電撃攻撃できるくらいになりたいんだけど。〝手から炎〟と〝手から電撃〟は中二病の憧あこがれだし、りょーたすのポヤガンとも戦えるかも。

　今度は少しビビりながらノブをつまみ、ドアを開ける。

「ただいまー」

　真っ暗な部屋の中に声をかけてみた。もちろん返事はない。電気を点つけても、母さんの姿はなかった。まだ仕事だろう。

　母さんは父さんが亡くなってからパートに出るようになった。女手ひとつで僕を育ててくれている。忙しいときには、朝から晩まで家を空けていることもあった。

　僕は寒さに震えながら、居間の石油ストーブのスイッチを点けた。ずっと屋外でりょーたすと話していたせいか、身体からだが芯しんから凍えてる。

「さっむ」

　僕の自宅は、成せい明めい通り交差点を北へ三分ほど歩いた場所にあるマンションの一室にある。レンガ調タイルの外壁を見れば分かる通り、昭和の香りが漂う築三十五年の古い建物だ。当然、床暖房とかエアコンとか、そんな気の利いたものはなかった。

　部屋が暖まるまでの寒さ凌しのぎのために、ケースからノートＰＣを取り出して電源を入れた。ノートＰＣの熱って、使い捨てカイロと遜そん色しよくないくらい温かいんだよね。

　ふと思い出して、りょーたすが言っていたウッドベリーズのことを調べておくことにした。重要なのは値段だ。

「ええと……Ｓサイズ３２０円、Ｍサイズ３９０円、ダブルが５３０円か。すた丼より全然安いじゃん。ま、すた丼の魅力はあのハンパない量なわけだけど」

　これぐらいの値段なら、りょーたすに一度奢おごるくらいどうってことない……よね。あんなに食べたがってたし。僕なんかに付き合ってくれてる貴重な三次元女子なんだから、たまには僕も奮発しないと。喜ばせてあげたいし。りょーたすの笑顔、見たいし。その笑顔が僕に向いてくれるなら、それ以上の幸せはないよ。

「うわっ、今の僕の思考、リア充っぽかったかも！　キモっ！　鳥肌っ！　でもなんかちょっと大人の男って感じ」

　自分の腕をさすりつつ、ついでにキリキリバサラのコメントも見てみようとサイトを開く。管理人としては、一日に最低でも五回はコメントチェックをしたいよね。学校がある平日は、なかなかそうも行かないんだけど。

「さて、コメントは増えてるかな～っと」

　例のごとく、最新記事のコメント欄を一番上から順番に眺めていく。

「ＳＡＲＡＩは……まだカキコしてないのか。たるんでるなあ」

　勝手な文句をブツブツとかましていたら、ミイラ男の記事の最新コメントに、見慣れない新参者のＩＰアドレスによる書き込みがあった。




　的中率99％の美人すぎる天才占い師現る!!

　http://live.nicovideo.jp/watch/lv13448XXXXref=rtrec&zroute=recent&tab=live&sort=view_counter&order=desc&tags=




「美人すぎる……だと……？」

　記事とは全く関係のないコメントだけど、内容は気になった。

　キリキリバサラでは、占いみたいなライトなネタもオカルトに分類して扱ってたりするんだよね。

「いやいや、待て待て。騙だまされるな。これまでネット上にどれだけの〝美人すぎる〟シリーズがあったと思ってる。あくまで相手は素人だ。アイドルとか女優とか、ましてや二次元キャラに比べれば結局は微妙なんだ。僕らはハードルを勝手に上げすぎなんだ」

　そりゃ、慎重にならざるを得ないよね。

　それに、このリンク先がブラクラの可能性だってじゅうぶんある。

　あるいは、エロサイトに誘導しようとする業者による書き込み爆撃かも。

「あれ？　このアドレスって……」

　ただ、アドレス自体は見覚えのあるものだ。ニートなら、いや、ニートじゃなくても普段からお世話になってるニコニコ動画の、しかも、生放送のアドレスだよね。

「うーん……。怪しい……。これは徹底的に怪しい。クリックしたら負けな気がする」

　でも……もしホントに美人すぎるのなら、キリキリバサラのいいネタになる。

　さて、どうしよう……。

「ま、いっか。ウイルス対策ソフトは入ってるし。フリーのヤツだけど」

　とりあえずリンクをクリック。

　実は、内心すごく期待してるんだけどね。

　さあ、美人すぎる天才占い師、カモーン！

　クリックすると、ブラウザに見慣れたニコニコ生放送の画面が表示される。

　ええと、番組名は……。

『みゅうのニっコニコ生占い☆』

　みゅう、っていうのが生主の名前かな？

「お、ちょうど始まる時間みたいだ」

　タイミングよく、映像がカメラに切り替わった。

　壁一面を黒いカーテンで覆ってある、少し薄暗い部屋。

　そこへ、左から女の子がフレームインしてきて、カメラの前にあるイスに腰かけた。ちょうど胸から上が画面内に入っている形になる。

　歳としは僕と同じくらい？

　けっこう、かわいいかも。

　パーカーとブレザーを重ね着している、今どきっぽい占い師だ。

　と、みゅうさんが画面を見ている僕に向かって――つまりカメラに向かって、口元にかすかな笑みを浮かべながら、手を振った。

「あたるもはっけっ！　あたらぬもはっけっ！　信じる者は救われたり救われなかったりするー？」

　その声は、甲高いアニメ声。

　画面の向こうにいるみゅうさんは、すっと目を細めた。そして――

　一転して思い詰めたような、ほとんど聞き取れないほどのささやくような仕草に、僕は、ドキリとした。

「あなたの〝ビジョン〟、見せてください」
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　複数の方向から、照明が当てられている。

　決して眩まぶしく感じないよう絶妙な向きに調整されているが、熱についてはどうしても抑えきれない。

　そんな熱気の中、独特の派手なセットの一角に腰を落ち着けた私は、静かに語り出した。

「科学で霊の存在を証明すること」

　テレビ局のスタジオというのは、とても特殊な空間だ。

　夢の世界であると同時に、虚飾の世界でもある。紙一重というよりは、むしろどちらの要素も内包していると言うべきだろう。

　ちょっとした角度の違いだけで、そこに作られた世界は一変する。境界線ははっきりしている。

　セットの中から見る視界と、外から見る視界とはあまりにも落差があり、世の中の清濁がここに凝縮されているのではないかとすら思える。

「その行為が、今世紀最大の恥となるのか、あるいは二十一世紀のガリレオとなるのか」

　私の話を、左右にずらりと並んだタレントや同業者である大学教授、さらには霊能力者などが聞いていた。

「そのどちらであったとしても、それを追い求めるのが、科学者としての使命だと私は考えているのですよ」

　テレビ番組に呼ばれることが、この一年ほどでかなり増えた。

　きっかけは、心霊現象についての簡単な解説を頼まれて出演したバラエティ番組だった。

　そこでの私の話がお茶の間での好評を博したらしく、以来、様々な番組に呼ばれるようになった。

　基本的に、本業である大学教授としての仕事に支障さえ出なければ、私はこうした仕事を断らないようにしていた。もともと私自身が目立ちたがり屋だという理由もある。

　それに、これまでは好意的に私の持論を聞いてくれる番組がほとんどだった。多くの人々の注目を浴びながら好きなように話をするのは、やはり心地好いものだ。

　ただ、今日のこの番組に関しては様子が違った。

『心霊現象について徹底議論！』というコンセプトだというのだが……。

「そんな非常に高い志を持って研究を続けていらっしゃる橋はし上がみ諫いさ征ゆき先生ですが」

　真ま面じ目めな人柄で人気を博している男性アナウンサーが、手元の台本へとチラリと目を落とした。

「橋上先生は、ＳＰＲ、『心霊現象研究協会』の正規メンバーなんですよね？　日本人で正規メンバーなのは、先生ただ一人だけとか」

「そうですね」

「そのＳＰＲとは、簡単に言うとどんな組織なんでしょうか？」

「『The Society for Psychical Research』が正式名称です。心霊現象や超常現象の科学的研究を促進するための組織ですね。一八八二年に、ケンブリッジ大学トリニティ・カレッジで設立されました。つまり百年以上の長い歴史を持ちます。会員には、ノーベル賞受賞者が多数居ます。ユングやフロイト、さらにはルイス・キャロルなどもメンバーでした」

　私の説明に、ゲストたちが感嘆の声を上げる。日本ではまったく知られていない組織だから、当然だろう。

「研究対象としているものとしては、一例として〝ダイレクト・マインドトゥマインド・コミュニケーション〟があります。分かりやすく言えばテレパシーと呼ばれるものです。他ほかにも、催眠術、霊媒現象、幽霊現象、降霊術、心霊現象全体の歴史と、大きく分類すると計六種類の分野があります」

　そこで、私の左隣に座っている沢さわ崎ざき氏が口を挟んできた。

「ＳＰＲが、その分野において由緒ある団体ということは、科学者ならば誰だれもが認めていますがね」

　沢崎氏の経歴については事前に知らされている。科学原理主義者、とでも呼ぼうか。私と同じように、この手の番組にはよく呼ばれる。会うのは、今日が初めてだった。

「しかし、ＳＰＲの全盛というのは百年以上前の話でしょう？　科学の分野が発達したこの二十一世紀においては、学会でも異端に追いやられていると言われても、あながち間違っていないのでは？」

　沢崎氏のその決めつけに、私はついつい苦笑してしまった。

「確かにそうかもしれませんね。オカルトを科学で証明しようというのが、私を含めＳＰＲの全研究員のスタンスですので。ただ、海外にはこうした研究に真面目に取り組んでいる科学者も多いですよ」

「いや、そうは言いますがね、厳然たる事実として、超心理学を学べる学部や学科を置いている日本の大学は、ただの一つもないわけでしょ」

　私は肯定の意味を込めてうなずく。

「例えば死者の魂など物理的には存在しませんって。このことは、多くの科学で否定され続けてきたんです。そういう歴史が積み重なって、現代の科学は成立してるんですよ？　ね、橋上先生、違いますか？」

　どこか人をバカにしたような半笑いを浮かべて、沢崎氏はまくし立ててくる。

「そうでしょうか？」

　あえて反論することにした。スタジオの雰囲気的に、ここでのポジショントークを期待されていると感じたのだ。

「魂は物理的に存在しない、という実証もどこにもありません。不可思議なことにフタをしているだけの科学には、私はウンザリでして」

　私はここで他の出演者全員を見渡し、それからカメラを意識して、言い聞かせるようにこう宣言した。

「いいですか、皆さん。魂は、確かに存在します」

　スタジオ内がざわついた。カメラに映らないところで私たちの話を聞いている番組スタッフたちが、わざとらしいほどの声を出しているのだ。

　最近のテレビ番組は、一般客に観覧させる方式を取ることなどほとんどない。関西の方の番組ぐらいではないか。

「ん～、スピリチュアル～♪」

　ゲストの一人で、内うつ海みマアコという若い女性タレントが、陶酔したような顔でそうつぶやく。

　その一言で、スタッフたちが一転して大げさなほどの笑い声を上げた。

　内海嬢は最近、バラエティ番組に引っ張りだこのタレントだ。整った顔立ちをしていながら、お笑い芸人顔負けの面白コメントを連発するとして、テレビ局から重宝されている。

　男性アナが、その内海嬢にあえて話を振った。

「内海さんは、今の橋上先生の話、どう受け止めました？」

「よく分かんないんですけど、橋上先生ってとってもイケメンですよね～。その長い髪は、どうやってお手入れしてるんですかぁ？　腰ぐらいまでありますよね。女の子でもなかなかその長さの子っていないですよ。お手入れの方法、私も参考にしたいな～。キューティクルがはっきり見えてるんだもん」

　またスタッフたちから笑い声が起きる。

「さすが内海さん、目の付け所が違いますね。斬ざん新しんです。でも今はキューティクルの話はどうでもいいですよ？」

　真面目さが売りの男性アナは、とぼけた様子でさりげなくツッコミを入れた。

　すかさず沢崎氏が話を戻し、私に向かって身を乗り出してくる。

「魂は存在するって、橋上先生ね、では人間は死んだ直後に、その遺体から魂が抜け出るとでも言うわけ？　どうなんです？　もしそうだと言うならあなたね、それは古典的に想像されてきた怪談描写となにも変わらんよ」

　沢崎氏の口調が熱を帯びてきた。ずいぶん砕けた口ぶりになっている。

　私はできるだけ平静さを保って、問いかけに答えた。

「生きている間は魂は脳の中に収まっていますが、心臓が止まると体外へと放出されるのです」

「いやいやいや、答えになってないでしょ。どうせあれじゃないの？　科学的根拠なんてないんでしょ？　超心理学の人間はだいたいそうなんだ。だったら最初に断っておくべきなんだよ、自分の説は占いとかと同じだって。だいたい橋上先生ね、あなたのその、科学的な根拠のないまま多くの推論だけでコマを進めていくスタンスね、私は以前からどうかと思っていたんだよ」

　ずいぶんと喧けん嘩か腰だ。

　沢崎氏が不快さを隠そうとしないせいか、他のゲストたちは困惑顔で口を挟むこともできなくなっている。

「結局ね、あなたの言ってることは全部、妄想の類たぐいの話なんだよ。そんなことばかりやってると、超心理学という分野そのものまで貶おとしめることになるよ？　超心理学はまだまだ歴史の浅い分野で、なんとか科学的根拠や裏付けをはっきりさせようと頑張ってるが、まだまだオカルトの域を出ていない研究でね。もちろんその研究の意義は認めるが、せめてあと半世紀はきちんとした検証や実証が必要なんだ。それなのに橋上先生は、こういうメディアの場で、根拠もないことを話してしまう。実によくないね。よくない！」

　沢崎氏は、まるで私に説教でもしているかのようだ。

「それとも橋上先生は、きちんと科学的根拠というものを発見しているわけ？　だったらどうして学会に発表しないのかなって話になるよ。あなた一人が、魂は存在すると言ったって、客観的な証明はなにひとつできていないでしょ。だから占い師と同じだと言ってるんだよ。その辺どうなの？」

　すべてをぶちまけてしまおうか、という衝動が頭の中をよぎる。けれどそれをぐっと押さえ込んだ。

「事情があってまだ発表できないこともあるのですが、確かに霊は科学的に存在します。あなた方の言うオカルトは茶番に過ぎない」

「だからあ！　それじゃあ議論にならんでしょうが。事情ってどんな事情だよ」

「…………」

　ふと、思い出した。

　今の沢崎氏と似たような言葉を、昔、幼い息子から投げかけられたことがある。

　今はもう大学生になる一人息子は、私にとっては初めての子供であり、自分の分身とすら思えた。息子のことがかわいすぎて、幼い頃ころは様々な場所に連れて行ったものだ。時には学会や大学の講義にまで連れて行くことさえあった。

　その影響かどうかは分からないが、小さい頃から科学に興味を持つような珍しい子だった。

　だが、私が正式にＳＰＲのメンバーとして迎えられた頃――それは五年ほど前のことだ――息子が、私に聞いてきたのだ。

「父さんは、ただ目立ちたいだけなのか、本気で心霊現象を科学的に解明するつもりなのか、どっちなんですか？」

　そのときに気付いた。

　私と息子の間に、いつの間にか大きな溝が出来ていたことを。

　息子は徹底した完かん璧ぺき主義であり、まさに沢崎氏と同じようなオカルト完全否定派だった。

「この世界には魂なんてないし、心霊現象も存在しない。あまつさえ霊界などあるわけがない。空気中に死者の意識が浮遊するなどあり得ない。全すべては人間本来の動物的本能がもたらす〝感じ方〟ですよ。オカルトの全ては、現代の科学でじゅうぶん説明できます。超心理学はファンタジーに依よりすぎています」

　幼少の頃から高い知性を持った我が子の才能は、皮肉にも私の研究を否定する方向にその真価を発揮したのだ。

　幼い頃には、幽霊を見たとよく私に話してくれたものだが。

　そのことを指摘すると、彼は自身の記憶さえも〝幼児期健忘であり、子供が作る偽りの記憶である〟と分析した。

　まったく、実に理屈っぽい息子だ。

　私がテレビに出始めるようになった頃には、もはや息子との関係は改善不可能な状態にまでなっていた。

　たまに会えば、息子が軽けい蔑べつの視線を投げかけてくることを私は肌で感じていた。気付かないはずがない、なにしろ私は彼の父親なのだから。

　霊界が『無い』ことを科学で証明する息子と、霊界が『有る』ことを科学で証明する父。

　真逆にも見えるこの二つの思考。

　これほどに滑こつ稽けいな親子が、他にいるだろうか？

　息子の冷たい視線を思い出して、本番中にもかかわらず私はつい、自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべてしまった。

「それが死者の魂じゃ～!!　死者の苦しみが呪のろいとなって彷徨さまよっているのじゃ～!!」

　私と沢崎氏の議論――というより沢崎氏が一方的に私に突っかかってきていただけだが――が続く中、突然、私の右側から奇声が響いた。

　割り込んできたのは、霊能者を自称する本もと村むら静しず子こという初老の女性だ。

　だが司会役である男性アナは、その本村女史の言葉を聞かないフリをした。

「橋はし上がみ先生、先ほど、魂は心臓が止まると体外へ放出されると仰おつしやいましたが、それは具体的には、どんなイメージなんでしょう？　魂が空中をふわふわ漂っていたりするんでしょうか？」

　私が答えるより早く、本村女史がキンキンした声で叫ぶ。

「今もこのスタジオに彷徨っておる！　己の死を受け入れられない地縛霊たちがじゃ！」

　だが男性アナは彼女のことにはまったく構わず、答えを促すように私の顔を見続けている。

　早く答えてくれ、とでも言いたげだったので、私は軽くうなずいた。

「はい、そうです。ただ、科学的な言葉で言い換えれば、漂っているのは霊体ではなく、電磁気なのですがね」

「え、電磁気、ですか!?」

「ゴホッ、ゴホンッ！」

　本村女史がこれ見よがしに咳せき払ばらいをして見せるが、男性アナはむしろ私の方へとさらに身を乗り出してきた。

「と言いますと、つまり？」

「磁気によって保存された思念が、電気によって保護されている状態です」

「ほほ～、なるほど、それは面白い説ですね。まあ正直、私は橋上先生のお話に付いていくのがやっとの状態ではあるのですが。その、電磁気というのは記録媒体のようなものですか？　パソコンとかの」

「その通りです。情報は磁気的に記録され、電気的に守られる。これはデジタルメディアでも、アナログメディアでも行われている一般的な手段です」

　私はそこで、あらかじめスタッフに用意してもらっていたフリップを出した。そこには、魂についての図解――私の説によれば、の話だが――が示されている。

「人間の脳内に記録されていた情報は、死後、意志を持った磁気データとして体外へ出ます。幽霊の正体は主にこれです」

「え～、そうなんですかぁ!?」

　内海嬢が、大きな目をさらに真ん丸にして驚きの声を上げる。

「心霊現象と呼ばれるもののほとんどの事例は、この電磁気説で説明できますよ」

「なんだかプラズマみたいだな」

　沢さわ崎ざき氏が、ふてくされたようにぼそりとつぶやく。

　男性アナはその沢崎氏すらもスルーして、私への問いかけを続ける。

「もしオカルトがそのような科学の範はん疇ちゆうで説明できるなら、オカルトそのものの定義が否定されることになりませんか？」

「いいえ、なりません。確かに、私の著書でも述べている通り、オカルトの中でも心霊現象については、近い将来完全に科学で証明ができるでしょう。ただ、それがスタートラインです。そこで初めてオカルトが科学的に認められるのです。本当の意味でね」

「ん～、なんだかな～、橋上先生って語り口が宗教っぽいんだよね。話がうまいのは認めるが」

　沢崎氏の反論は、もはやいちゃもんにしか聞こえなかった。

「沢崎先生も仰ったじゃありませんか。超心理学は歴史の浅い分野だと。まだまだこれからだということは、私もよく分かっていますよ。例えばコペルニクスの地動説も、最初は荒唐無む稽けいな説としてバカにされていたわけですし。だから沢崎先生も、私やオカルトについて全否定するべきではないと思います。人は自らの無知について、喧嘩腰ではなくもっと謙虚になるべきなのです。人類の新たな発見は宇宙だけでなく、とても身近な場所に存在します。その発見はまた、人類に大きな喜びを与えるでしょう」

「だから、そういうところが宗教くさいと言っているんだ。あなた、そこにいるインチキ霊能者のばあさんとなにが違うのか――」

　沢崎氏の言葉は途中で途切れた。

　さっきまで珍妙なコメントばかりしていた内海嬢が、突然胸元を手で押さえながら、その場にうずくまったのだ。

「うぅ……うぅ……」

　苦しそうなうめき声をあげている。顔色が非常に悪い。額には玉のような汗が浮き出ていた。

「内うつ海みさん？　どうしました？」

　男性アナが心配そうに声をかける。

　気分が悪いのだろうか。

　介抱すべきなのかもしれないが、生放送中ということもあって、誰だれもがどう対応していいか判断が付かずにいる。

　スタッフたちの動きも慌ただしくなっていた。ただ、ディレクターらしき人物もあたふたしているだけで、対応を指示しようとしない。

「鎮まれぃ！」

　その中でただ一人、冷静な人物がいた。

　本村女史は唾つばを飛ばしながら一喝すると、スタジオ全体をゆっくりとねめ回した。

　白装束の巫み女こたちが、バタバタとセットに入ってくる。カメラは回っているというのにお構いなしだ。彼女たちがいったい何者なのかの説明もなかった。

「ここには悪鬼悪霊が多いのじゃ！　この娘も！」

　本村女史が、いまだに苦しんでいる内海嬢を指差す。

「悪意を持った地縛霊に取り憑つかれておる！」

　と、巫女の一人が、神主がよく使う大おお幣ぬさを持ってきて、うやうやしく本村女史に手渡した。

　どうやら巫女たちは、本村女史の弟子かなにからしい。

　女史は、うずくまったままの内海嬢に向けて、その大幣を何度も振り下ろした。

「うぇい！　きぇい！　すぇい！」

　誰もが、固かた唾ずを呑のんでその様子を見守るしかない。

　なぜかこのような事態にもかかわらず、スタッフはカメラを止めようとはしなかった。

「悪霊よ、今すぐこの肉体から立ち去れい！　きぇい！」

「ぐぁ、ぐぁーぁぁあああ!!」

　内海嬢の口から、先ほどまでとは別人のような叫び声が発せられる。口の端からよだれを垂らし、白目を剥むいている。

　と、そこでようやくスタッフがカンペを出した。

『ＣＭ行きます！』とある。男性アナがすぐにうなずいた。

「申し訳ありません、ここでいったんＣＭを挟みます！」

　数秒の間の後、スタッフ側から「ＣＭ入りましたー！」という怒鳴り声が届く。

　その最中に、数人のスタッフに抱きかかえられて、内海嬢はスタジオの外へと運ばれていった。

　本村女史は、一仕事やりきった様子で大きな息をつき、自らの座席へと戻る。

「危ないところじゃった」

　それだけつぶやき、弟子たちを下がらせた。

「…………」

　私には今の一連の出来事が、まるで遠い世界で起きていることのように感じられた。

　今日の番組では、もうまともな議論はできなさそうだと感じる。

　ＣＭが明けると、内海嬢抜きのままで番組は再開した。

　男性アナが、本村女史に話しかける。

「本村さん、内海さんは大丈夫なんでしょうか？」

「霊はもう退散したので問題ない。お前たちが霊を刺激するから、このような事態になったのだと知るがよい」

　どうやら私や沢崎氏に非があると言いたいらしい。

　私としてはなんとも思わなかったが、沢崎氏は過剰に反応した。

「バカらしい、実にバカらしいね。あなたのような、オカルトをビジネスにしたいインチキ霊能者をね、私は何人も見てきたんだよ」

　苛いら立だった口ぶりを隠そうとしないのは先ほどと同じだが、氏の攻撃の矛先は、私から本村女史へと移っていた。

　それに対し、本村女史は目を剥いて反撃する。

「お前のような愚かな者ほど、死の恐怖に怯おびえながら生きて行くのじゃぁ！」

　もはや収拾は困難だった。

　テレビ番組中の議論においてこれほどエキサイトするなど、私にしてみればとても信じられない。

　いったい何百万人という人間が見ていると思っているのだ。そうした人々を前に醜態をさらすようなものじゃないか。

　冷静な議論もできないのならば、こうした番組には出るべきではない。

　信じられないのは、司会の男性アナもスタッフたちも、このような感情的な議論をろくに止めようとすらしないことだ。

　もはや、番組を成立させる努力を放棄しているとしか思えなかった。

　するとそこで、信じられないことに男性アナが、締めの挨あい拶さつを口にした。

「さあ、話は尽きないところではありますが、今夜の『特別報道・心霊科学研究所スペシャル』も、終わりの時間となってしまいました」

　生放送の性質上、時間が来たらなにがあろうと終了しなければならない。だとしても、この状態で番組を終わらせるなど、前代未聞もいいところだ。視聴者からの抗議が殺到するのではないか。

「さあ、橋上先生、最後に一言、なにかあればお願いします」

　しかも、そんな無茶な振り方をしてくる。私を間に挟んで、沢崎氏と本村女史がなおもいがみ合っているというのに。

　私はため息をついた。

「先ほどの騒動の件へのコメントは差し控えますが、科学者として物質的なもの以外の存在を認めないという、沢崎先生の考え方は見直す必要があります。日本において超心理学の研究が遅れているのも、科学者の皆さん、さらには日本人すべてのそうした一方的な思い込みがあるせいなのですから」

　沢崎氏に釘くぎを刺してはみたが、彼は私より本村女史にご執心だったので、その後は特に反論も来なかった。

「出演者の皆さん、本日はありがとうございました」

　男性アナが頭を下げ、番組は混乱したまま終わった。

「はい、オッケーです！　お疲れ様でした！」

　スタッフからそんな声がかかると同時に、番組プロデューサーである野の崎ざき氏が我々出演者のところに駆け寄ってきた。

「どうもどうも、橋上先生ありがとうございました！」

「いえ。それより、内海さんは大丈夫でしたか？」

「へ？　ああ、内海ちゃんね。彼女だったらほら」

　野崎氏がスタジオの入り口の方へと顎あごをしゃくる。

　そちらへ視線を向けると、ケロッとした顔で内海嬢が戻ってきていた。スタッフたちに笑顔を振りまいている。

「あ、野崎さ～ん♪」

　ついには大きく手を振りながら、野崎氏のところへと駆け寄ってきた。

「内海ちゃん、さっきのすごく良かったよ～。女優としてもイケるんじゃないの～？」

「え～、やだ～、野崎さんったら～」

　奇妙な会話だった。

　まるで、先ほど内海嬢が苦しんでいたのが演技だったとでも言いたげだ。

　さらに野崎氏は、本もと村むら女史にもニヤニヤしながら声をかける。

「本村さんも素晴らしかったッスよ！　また夏場に特番組みますから、今度はさらに派手なの頼みますネ！」

「野崎さんあっての私たちですからねえ。もちろんご協力しますよ。ほらほら、あなたたちもちゃんとご挨拶しなさい」

　本村女史は、寄ってきた弟子たちに、野崎氏へ向けて頭を下げさせている。

　直前まで沢崎氏とあれほどガミガミやり合っていたというのに、本番が終わったと同時に気のよさそうなおばさんに変へん貌ぼうしていた。表情もすっかり柔和になっている。

「まだ視聴率は出てないけど、ネットとか見るとかなり話題になってるみたいなんだよ～。僕の長年の勘だと、二十％超えは間違いなしだね。やっぱハプニングとかガチンコっぽい口論とかね、今はテレビじゃまったく見なくなっちゃったから。逆にこういうの、新鮮なんだと思うんだよネ！」

　野崎氏はすっかり上機嫌な様子だ。

　ついには沢さわ崎ざき氏とも、笑顔でがっしりと固い握手を交わした。

「野崎さん、それじゃ私はこれで失礼します」

「ありがとね、沢崎ちゃん。沢崎ちゃんもさぁ、そんなにピリピリしないでまた頼むよ！　そのポジションあんたしかできないし、最近キャラも立ってきたしさぁ。今日なんてマジ最高！　その調子で行ってくれるならレギュラー約束するんで」

「頑張りますよ、ハハハ」

　沢崎氏も本番が終われば別人のようだ。

「しっかしヒドイよねぇ、最後なんて、オカルトをビジネスにしたいインチキ霊能者、だっけ？　バーンと啖たん呵か切っちゃってさあ、いやああれはよかったなあ！　っていうか、それ沢崎ちゃんだって一緒じゃんって、俺モニタの前でツッコミ入れちゃったよ～！」

「台本がよかったんですよ。言葉のセンスについては、あれを書いた人に言って下さい。私は本当はとっても紳士的な男ですよ。ワハハ！」

　私はそうしたやり取りを聞きながら、軽くため息をついた。

　結局のところ、最初から最後まで茶番だったということだ。心霊現象について真ま面じ目めに考えていた人間など、このスタジオの中には私以外には一人もいなかったのだ。

　だからこそ議論が空転しても、誰も止めようとはしなかった。

　これがテレビ業界というものか。

　最近、自分がタレントのようになってきていることを痛感してはいたが、そろそろ潮時かもしれない。

　私は自分の楽屋に戻ると手早く帰り支度を終え、局の建物を出た。

　収録したスタジオから専用の駐車場までは、一分ほど歩く。

　すでに夜も更けている時間帯とあって、駐車場へ続く狭い通路は薄暗かった。他ほかに誰の姿もない。地面に埋め込まれたＬＥＤの照明が、通路に沿って続いている。

　その光の道の中、前方に人影がぬうっと浮かび上がった。

　心霊現象かと思って目を凝らしてみる。だが違った。ぼんやりとしていた人影は、近づくに従って輪郭がはっきりしてきた。

　それは霊ではなく実体のある人間だった。

　白いマントのような服に身を包んだその人物と、私はついさっきまで生放送のテレビ番組で共演していた。

　本村女史は、通路を塞ふさぐようにしてそこに立っていた。

　私の足音が聞こえているのは間違いないはずなのに、黙ったままだ。

「本村さん、お疲れ様でした」

　できるだけ気さくに声をかける。

　と、彼女は目をカッと大きく見開き、私の方をまっすぐに見据えてきた。

　顔を歪ゆがめ、恐怖に絶叫でもしているようなその様には鬼気迫るものがあり、私は思わず足を止めてしまう。

「…………」

　無言だった。

　私を睨にらみ付けたまま、一言も発しない。

　先ほど番組中にキンキンとした声で吠ほえていたときよりも、ずっと近寄りがたい雰囲気だった。

　身にまとっているオーラがまるで違う。

　私は戸惑った。

　彼女がどんな意図でそこに立っているのか。なぜ私の行く手を塞ぐのか。

　私を待ち伏せしていたのだろうか。番組中の言動が気に食わないと、言いがかりをつけてくるのだろうか。

　であるなら、その矛先は、私よりも直接やり合っていた沢崎氏に向けられるべきであるはずなのに。

　駐車場へ向かうには、彼女の横をすり抜けなければならない。

　この場で回れ右して引き返すのも、それはそれで失礼だった。

　やむなく、平静さを装って私は歩を進める。

　彼女は狂気の表情を浮かべたまま、私から目を離さなかった。完全に私のことを目で追っていた。そのくせ、絶対に喋しやべろうとしない。

　私は軽く会釈をして、そのまま横をすり抜けようとする。

　そのときふと、心の中で考えてしまった。

　――本村女史は、私を殺すつもりなのだろうか、と。

「よく分かったな」

　耳元でささやかれたその声は、本番中のキンキンとしたものなどではなく、男のように低くうなるようなものだった。







site 03　紅ノ亞里亞　２月11日（木）







　静かな部屋の中で、私が手を動かすたびに衣きぬ擦ずれの音が響く。

　いつ来るともしれない客を待ちながら、私はいつもこうしてドール――実際のところはぬいぐるみなのだけど、私はそう呼んでいる――を縫っている。

　型紙に合わせて断裁した布を、縫い合わせていく。すでにこうした自作のドールが、家には百体近く置いてある。あるいは、このお店では縫い物をしている時間の方が長いかもしれない。なにしろ、一日にひとり、客が来ればいい方なのだから。

　ここは私のお店。

　ほんの四畳ほどと、とても狭いし、棚やテーブルなどでさらに場所を取っているため、大人が三人も入ればそれだけでいっぱいになるだろう。

　天井も低かった。背丈のない私でも、立って歩くと圧迫感がある。

　窓は締め切ってあって、黒い布で覆ってある。

　天井からぶら下がるたったひとつだけの裸電球が、この部屋の光源。だからまだ日が落ちていない時間帯であるにもかかわらず、かなり薄暗い。

　私はハーブティをティーポットからカップに注ぎ、一口飲んだ。温かいお茶が、胸の奥へと染みこんでいく。たまらず、ほう、と吐息をついた。カップを手でそっと包み込み、かじかみそうになっていた手を温める。

　決して建て付けのいい建物ではないため、当たり前のようにすきま風は入ってくる。この部屋に暖房の類たぐいはないので、今の季節、熱々のお茶を欠かすことはできない。

　外の喧けん噪そうが、かすかに聞こえてくる。その音に耳を澄ませるのが、私は嫌いではなかった。

　ハモニカ横丁と呼ばれる、吉きち祥じよう寺じ駅前の商店街。猫の額ほどの狭い一角に、小さなお店が所狭しと並んでいる。お店とお店の間を縦横無尽に通る路地は、人がかろうじてすれ違える程度の広さしかない。

　もともとは戦後の闇やみ市いちがルーツで、その当時の面影が今も残っている。立ち飲み屋さんや飲食店、カフェ、鮮魚店や、雑貨店、生花店など、統一性の欠片かけらもない様々なお店が営業している。

　近年は明るく入りやすい小洒落じやれたお店も増えたらしく、昼間は若い女性の姿も多い。

　夜になればお酒を出すお店がシャッターを開け始めるため、会社帰りの男性客が増える。そのあたりはどこの街の飲み屋街でも同じだけれど。

　もっとも、私のお店は昼でも夜でも、ほとんどの人間が素通りしてしまう。なにしろ雑多な店が揃そろうこのハモニカ横丁内でも、私のお店は明らかに異質だから。

　表に出している唯一の看板――というよりも、サイズ的には表札に近い――には『黒魔術代行屋　紅ノ館やかた』と書いてある。この小さな看板めがけて入ってくる客が居たとすれば、それもまた異質な人物に違いない。




　と、階下からかすかな足音が響いた。

　それだけで、私は気付く。

　どうやら今こ宵よいは珍しく、この悪趣味な私のお店にも、来客があるみたい。

　しかもその客は女性のようだ。聞いただけで、その足音がヒールによるものだと分かった。

　かなり慎重な足取り。

　でも、このお店を訪れる人なら誰だれだってそうなる。

　お店は長屋の二階にある。訪れる人は必ず、狭くて急な階段を上ってこなくてはならない。

　扉の外に、人の気配。

　ゆっくりと、開く。蝶ちよう番つがいがひとつ外れかけているせいか、扉はコウモリの鳴き声のように甲高く軋きしんだ音を立てた。

　三十代ぐらいの女性が、青ざめた表情でお店の中をのぞき込んできた。

「あの……ここは、黒魔術代行屋さんで、間違いないかしら……？」

「ようこそ。『紅ノ館』へ。どうぞお掛けください」
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　私の返事を聞いて、女性はペコリと頭を下げ、店内に入ってきた。

　気分が悪いらしく、口元をハンカチで覆っている。それに、寒さからなのか、あるいはそれ以外の理由からなのか、全身を震わせていた。

　小さなテーブルを挟んで私と向き合う形で、ロココ調のチェアーに彼女は少しふらつきながら腰かける。

　私に向けるぶしつけな視線を、隠そうともしない。

「じゃあ、あなたが……紅くれないノの亞あ里り亞あさん？　ずいぶん、若いわね」

「…………」

　縫っていたドールを片付けながら、会釈を返す。

　よく言われることだ。

　年齢だとか、容姿だとか。そうした世俗的なものはこのお店では関係ない。だから私は、自分からそのことについて話すつもりはなかった。

「場所がなかなか分からなくて、ハモニカ横丁を、ずいぶんさまよっちゃったわ……。二十分ぐらいかしら……」

　客の女性は無理をして微笑ほほえもうとする。明らかにそれはうまくいっておらず、表情が歪に引きつっていた。

「それにしてもここの入り口はひどい匂いね。目の前がゴミ捨て場なのかしら。この辺は飲食店が多いみたいだけど」

　私はその話の相手はせず、新しいティーカップを用意して客のためにハーブティを注いだ。

　無用なことは話さない。話す必要性を感じない。相手も求めてはいないだろう。特に、このお店に来るような客は。

「ここは初めて、ですわよね？」

　言いながらそっとティーカップを差し出し、冷えた身体からだを温めるようすすめてみたが、彼女は口を付けようとはしなかった。代わりに、探るように私の目を見つめてきた。

「ええ、初めてよ。けっこう……趣味の悪い、お店ね」

　確かにそう思う人もいるだろう。言いにくそうに告げた彼女の瞳ひとみは、ひどく濁っている。

　いや、瞳だけではない。

　小さな裸電球の明かりだけでは、最初は気付かなかったけれど。

　こうして目の前に座った彼女を観察して、分かった。

　とても肌が荒れているし、髪もほつれている。着ているコートはよれよれだった。

　ずいぶんと思い詰めているようだ。

「このお店では、人を呪のろうのを代行してくれると聞いたわ」

　そう、私の仕事は、黒魔術代行業。

　人の営みがあれば、誰かが誰かに恨みを持つことは条理。決して、そのような負の感情がなくなることはない。この先、何十年、何百年経たとうとも。

　でも、黒魔術は安易に行うにはリスクが高すぎるし、それなりの知識とスキルも必要。だから、そうした人たちに代わって、私が黒魔術を行使する。

　それが黒魔術代行業。

「お話を、うかがいましょう」

　私はすぐ脇わきの棚から燭しよく台だいを取り、テーブルの上に置いた。そこにはブラックキャンドルが二本、挿してある。マッチを擦って火を点つけた。

　裸電球の明かりを消す。

　店の中に、闇やみの濃度が増えて。

　蝋ろう燭そくの火に照らされて、私と客の影が壁の上でゆらゆらと揺れ始めた。

　暗い方が、人というのは話しやすい。特にそれが、後ろめたいものであればなおさら。

　そういう〝場〟の形成は、客とのコミュニケーションをスムーズにする。

　舞台の幕はすでに上がっている。私は、客が求めている黒魔術師という道化。

　さあ、踊って見せてあげる。だから、貴女あなたの心の闇をさらけ出しなさい。

　私が安心させるように笑みを向けると、女はぐっと身を乗り出してきた。

「ある男を……呪い殺してほしいの」

　自然と声が潜められる。

　ずいぶんとありきたりな願いだった。その類の依頼はこれまで何度も受けている。だから私としてはなにも驚くことはなかった。

「黒魔術を執行するためには、〝触媒〟が必要ですわ。本日は、お持ちになりまして？」

　女は深くうなずくと、持っていたバッグから封筒をひとつ取り出した。

　宛あて名なもなにも書かれていないその中には、幾重かに折りたたまれた便せんが入っている。

　それをテーブルの上に置き、広げていくと。

「……確かに」

　くるまれていたのは、髪の毛だった。長さはだいたい五センチ。それが十本ほど。

　呪いをかける相手の髪の毛がなければ、私は黒魔術代行の依頼は受けない。逆に言えば、髪の毛さえ持ってくれば、客や呪いをかける対象が何者だろうと、依頼を断る理由にはならない。

　私は客に向け、Ａ４サイズの真っ白な紙を差し出した。黒い羽根ペンの先端に、コウモリの血を混ぜたインクを付け、客の手に持たせる。

「ではここに、呪いをかけたい相手の情報を書き込んでくださいますか？　名前、身長、体重、生年月日、血液型、住所、家族の名前、学校名や会社名など、情報が多ければ多いほど呪いが成就する率は上がりますわ」

　客はうなずき、血走った目でペンを動かし始めた。

　かなり詳しく書き込んでいる。何度もペンにインクを付け直すほどに。

　依頼者が書いている間に、私の方では香炉を用意する。蝋燭の火であぶったチャコールを香炉の網の上へと置き、そこにウィステリアとシトロネラというハーブから作ったブラックパウダーインセンスを、ゆっくりと時間をかけて振りかけた。

　お店の中に、独特の香りが漂い出す。

「これぐらいで……いいかしら」

「ええ。じゅうぶんですわ」

　結局、依頼者はＡ４の紙一面をほぼすべて字で埋めた。その情報量の多さから考えると、呪いをかける対象がおそらくは別れた夫、あるいは元交際相手なのだろう。

　けれど、それ以上こちらから踏み込むつもりはない。

　依頼者と呪いをかける対象者との関係性は、黒魔術代行において特に問題にはならない。

　返された紙を小さく折りたたむと、私は透明な小瓶にそれを入れた。テーブルの上には、あらかじめクロスが広げられている。そのクロスに描かれたトリケトラの文様の中心に、小瓶を置いた。

「それでは、コースを説明いたしますわね」

「コ、コース？」

「『紅ノ館』では、三つのコースを用意しておりますの。術式を遂行するドールの数が、変わってきますのよ」

「ドール……？」

「使い魔のようなものとお考えくださってよいですわ」

　依頼者は、戸惑ったような表情を浮かべている。

　そんな彼女に、私は背後の棚に並べられている五体のドールを指し示した。

　彼らが、私の自作の使い魔たち。

「最も下位の呪いですと、『絶望の明日』コース、９[image: ]９９９円。使うドールは一体」

　棚から、ドールを手に取って、トリケトラの文様の縁に置いた。

　緑の縞しま々しまの身体と、飛び出した目玉が特徴の『アーリマン』。

「中位のコースは『断末魔の叫び』。４２[image: ]４２０円」

　さらに棚からもう二体をテーブルへ。

　ミツバチのような黒と黄色の模様と、犬の顔を持つ『ゴルゴーン』。

　たくさんの星型の模様をその身に刻んだ、五つの目玉を持つ『カヴン』。

「最上位のコースは『悪魔の儀式』。６６[image: ]６００円となりますわ」

　残った二体のドールのうち、紫の鮮やかな身体と、モザイク模様のカラフルな歯を持つ鼠ねずみのドール『ペテロ』を、小瓶の横に。

　ズダ袋をかぶって顔を隠している、尻尾しつぽを失った黒猫の王子『リリス十二世』を、五角形の頂点にちょうど配置されるよう置いた。

「いかがなさいますか？」

「…………」

　女はしばらく答えるのを躊ちゆう躇ちよし、

「一番安いコースで……」

　無念そうに、そうつぶやいた。

　どうやら、手持ちがないらしい。

　憎い相手への怨おん念ねんも、経済的な問題にはかなわない。世知辛いけれどそれが世の中。

「『絶望の明日』コースですわね」

　四体のドールを棚に戻し、テーブルには『アーリマン』だけを残した。

「それではこれより、儀式を執り行いますわ」

「儀式……」

「黒魔術を行う上での、あくまで手順的なものですの。厳密には、儀式なしでも術式の発動は可能なのですけれど。呪いにおいて最も大切なのは、貴女の意志ですので。ただ、依頼者である貴女としては、呪いをかけたという実感がほしいとお思いでしょう？」

「そ、そうね」

「ですので、そのための手順ですわ」

　この儀式は、本来の黒魔術の儀式に私なりのアレンジを加えてある。

　黒魔術は人の負の感情を増幅するものであり、安易に儀式を行えば思わぬ形で周囲に呪いの影響が伝でん播ぱしてしまう危険性がある。

　だから独自のアレンジを加えることで、その負の力を多少なりとも薄めているというわけ。

　私はうやうやしく両手で短剣を掲げ、それを依頼者の前に差し出した。

「貴女の血を数滴、いただきます。どちらの手でもいいですので、指を傷つけてくださいますか？」

　依頼者は言われた通り、短剣を左手の人差し指先端へと突き刺した。小さな傷口から、微量の血が溢あふれる。

　私はその指をそっと取って、テーブルに置いた小瓶の上へと導いた。

　血が、小瓶の中の紙へと垂れ、赤い染みを作る。

「はい、結構」

　傷口を優しくティッシュで拭ぬぐってあげた。

　小瓶にコルクの蓋ふたをはめ、封印する。

『アーリマン』を、その小瓶に寄り添うような位置に直して。

　ピンセットで、依頼者が持ってきた髪の毛をつまんだ。

「これより触媒を燃やしますわ。その間、思いつく限りの汚い呪じゆ詛そを心の中で唱えなさい」

　依頼者がうなずいた。

　髪の毛を、ブラックキャンドルへと近づける。

　鼻をつく匂においとともに、髪の毛は音を立てて燃えていく。

　その様子を、依頼者は憑つかれたように、まばたきもせず見つめ続けていた。

　髪の毛をすべて燃やすと、私はブラックキャンドルの火を息で吹き消した。

　店内が真っ暗になる。

「以上で儀式は終わりですわ。ご苦労様でした。貴女の意志が強ければ、呪いは成就するでしょう」

　それは言い換えれば、意志が弱ければ呪いは成就しないということ。

〝必ず呪いは成功する〟とは、私は決して言うつもりはなかった。

　お店の明かりを点け、代金をもらう。

　依頼者は、満足げな薄笑いを浮かべてお店を出て行った。

「女の物語はいつだって、哀かなしいものですわね……」

　私はテーブルに置かれた小瓶の蓋を外し、中にしまった紙を取り出すと、それを別の小箱に慎重に移した。

　私自身は、中に書かれていた、呪いをかける対象者の情報を詳しく見るつもりはなかった。

　呪いを実行するのは私ではない。私はあくまでも代行者。

　実行するのは――悪魔なのだ。

　私は客が手を付けなかったハーブティのカップを手早く片付けると、テーブルの引き出しの中からタブレットＰＣを取り出した。

　このゴシックな店内の雰囲気には不釣り合いだから、あまり使わない方がいいのだろうけれど。客が来ることの方が珍しいのだからと、最近は気にしないようにしている。

　私はタブレットＰＣを指でタッチし、メールアプリを起たち上げた。

『紅ノ館やかた』はホームページも開設していて、むしろそちらからの依頼や問い合わせの方が多い。だから一日に最低一度のチェックを心がけている。

　案の定、今日も一通だけではあるが、依頼メールが来ていた。

　タイトルにはストレートに〝黒魔術代行依頼〟とある。

　私のスタンスとして、依頼メールについては流し見だけして、ほとんどの場合破棄することにしている。実際、メールの依頼者で代金を送ってくる人間はほとんどいないのだし。

　ホームページにも、依頼は店を直接訪ねてきた場合のみと注意書きをしているにもかかわらず、定期的にこういうメールが来る。

　今日来ていたメールには、画像ファイルが添付してあった。

　そちらはまだ開かず、先に差出人の名前を確かめる。

「喪も黒ぐろ……福ふく造ぞう？」

　世俗に疎い私でも知っている。何十年も前のマンガのキャラクター名だ。

　明らかに偽の名前だろう。依頼者は本名を知られたくないか、あるいは単なる嫌がらせか。実際、この店の胡う散さん臭くささを快く思わず、こうしたイタズラをしてくる暇な人間は多い。このメールもその類たぐいだろう。

　本文はたった一文字。

『死』

　とてもシンプル。

　だからこそ分かりやすい。

　そういうセンスを、私は嫌いではない。

　後回しにしていた、添付の画像ファイルを開いてみる。

　その中身を確かめて、私は反射的にギリリと歯は噛がみしていた。

　ただでさえ低い部屋の中の温度がさらに二、三度落ちたような、そんな寒気に襲われる。

　それは、真っ赤な線で描かれた逆向きのペンタグラムだった。逆向きは、悪魔の象徴を意味する。そして五ご芒ぼう星せいの中心に、手書きの文字が刻まれていた。

『〒６６６　橋はし上がみ諫いさ征ゆき』

　その名前にも見覚えがあった。

　最近、テレビや雑誌などに引っ張りだこの科学者。腰まである長い髪が特徴の初老の紳士だ。その年代の男性の割にはとても艶つやっぽく美しい黒髪をしており、女の私でも感心するほど強く印象に残っている。

　様々なオカルトネタをそれらしく紹介するのが、橋上教授のメディアにおける役割。興味深いのは、科学者でありながらオカルト現象について肯定的で、幽霊の存在等は科学的に説明できると主張していること。

　そんな彼の言動に世間も注目し始め、それに引っ張られるようにしてメディアでは久々にオカルト番組ブームが再燃しているとも聞く。

　そんな飛ぶ鳥も落とす勢いの橋上教授の死を願う人間は、おそらくごまんといるだろう。

　――実におぞましいですわね。

　これは直感だ。黒魔術師を自称している人間としての。

　このあまり凝ったようには見えない手書き文字には、デジタルベースのテキストでは伝わりにくい、怨念のような強い波動が感じられるのだ。

　この画像から意味を抽出することはすぐにできた。

「６６６は悪魔の数字、あるいはコースの金額……というところでしょうか」

　聖書の黙示録に登場するこの数字は、古来より悪魔の数字として不吉な意味に用いられてきた。

　それはこの『紅ノ館』でも同じ。黒魔術代行業、その最上位コース『悪魔の儀式』も、その数字から引用して６６[image: ]６００円と設定している。それはホームページにも明記してあった。

　では〝〒〟は？

「……ポスト」

　このお店のポストは、階段の下にある。そこに、誰だれかがなにかを置いていったのだろうか。階段の下では、流石さすがに足音に気付くことはできない。

　だとすれば、いったいなにを置いていったのか。

　金か、あるいはそれ以外のなにか……か。

　おぞましい予感は、ますます強くなっている。まるで、悪霊にうなじを舐なめられたかのよう。実に不快だ。

　悪寒をこらえながら、それでも私はイスから立ち上がった。ポストになにかが置かれているのなら、そのまま放っておくわけにもいかない。

　外へ続く扉を開けると、そこには踊り場などなく、すぐに急な階段が始まる。

　その時点で、私は顔をしかめた。

　饐すえたような強烈な匂いが漂っている。

　先ほどの客が「ひどい匂い」と言っていた事を思い出す。

　ハンカチで口元を押さえていたのは、この匂いのせいかもしれない。私が店に出てきたのが正午少し前。それから先ほどの客が来るまでの数時間は、お店には誰も訪れてはいない。

　その間に、誰かが……？

　上から見る限り、ポストの中は黒いなにかで満杯になっているように見えた。郵便物だとかそんな生やさしいものではない。もっと悪意に満ちたなにか。

　私は足を踏み外さないようにしながら、慎重に狭い階段を降りていった。

　あまりの匂いのひどさに嘔おう吐としそうになり、たまらず口を手で覆ったが、そんな程度では無駄なあがきだった。

　なんとか階段を降りきって、路地に出る。

　私のお店がある路地は、横丁の中心からは外れたところにある。周囲のお店がお酒を出すお店ばかりのため、まだ夜の帳とばりが降りてきていないこの時間帯はほとんどのお店がシャッターを降ろしている。必然的に、この路地に足を踏み入れる客は皆無だった。

　ほんの数メートル隣では、にぎやかな喧けん噪そうが聞こえると言うのに。

　吉きち祥じよう寺じの駅前にぽっかりと開いた、冥めい府ふへの入り口にさまよい込んだかのよう。

「――――」

　私は息を呑のむと、意識的に見るのを避けていたポストの方へと視線を向けた。

　中に、やはりなにかどす黒いものがパンパンに詰められているのが、外からでも確認できた。

　吐き気をこらえながら、ポストの扉を開ける。取っ手の部分は、ぬるりとした液体で濡ぬれていた。赤黒いそれは紛れもなく――血。

　中に詰め込まれていたものが、ポストを開けると同時に地面に滑り落ちた。

　まるでヘドロのような、けれど決してヘドロではない、サッカーボールほどもあるやわらかなその塊は。

「髪の……毛……」

　丸められた大量の髪の毛は、黒く変色した血に濡れて、てらてらと艶つややかに光っていた。

　その量は尋常ではない。人ひとり分だとしたら、かなりの長髪だったと推測できる。

　素手で先端をつまみ、そっと拾い上げてみる。

　そこですぐに気付いた。

　この塊を形成しているのは、髪の束だけではない、と。

　髪はすべて、ウィッグのワイヤーのようなものから生えていた。そのワイヤーの表面は肌色なのだが、裏面はぬらぬらとしたピンク色だ。

　――これは肉片ですわね。

　決してウィッグなどではない。

　そこから導き出される答えは、明白だった。

　この大量の髪の毛は、ただひとりの人物のものであり。

　しかも、頭皮ごとはぎ取られたのだ、と。

　そしてこれほどの長い髪の持ち主について、私には心当たりがあった。

　――橋上教授。

　この量の髪をポストに置いていったその想おもいの深さを感じ取って、私は混乱した。

　教授の髪をこうしてむしり取ることができるのならば、自称喪黒福造氏はなぜ、黒魔術代行屋の私に、橋上教授へ呪のろいをかける依頼などをしてくるのか。

　ただ、唯一確かなことがあった。

　これは紛れもない『依頼』なのだ。触媒となるこの大量の毛髪が、全すべてを物語っている。

　それを考えると、膝ひざが震えてしまいそうになって。私はたまらず、階段の段差に腰かけて、大量の毛髪を両手で抱きしめた。

「なんて一いち途ずで……反へ吐どが出るような執念ですこと……」
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「あなたの〝ビジョン〟を、教えてください」

　これってさ、なんか告るって感じに似てるよね――

　そう、私はいつも思う。

　生放送の一番最初に、ほとんど聞こえないくらいの声でつぶやくそのメッセージは、誰とも分からない人へ向けた、ラブレターみたいな感じってゆうか。

「…………」

　目の前に置いてあるノートＰＣの画面を確認してみた。そこには、私が今放送してる番組のページが表示されてる。

　画面内に、視聴者のコメントがどんどん書き込まれて、右から左へと流れてく。

『おひさー』『みゅうたんかわいいよみゅうたん』『本名教えてくれ』『本物の占い師なの？』『今日も期待してまーす』『インチキだろ』『声エロい』『なんだビッチか』

　内容を見てため息出ちゃいそうになったけど、ぐっと我慢。

「はいはい、茶化さない。ってゆうか、顔見ただけでビッチ呼ばわりとか超絶あり得ないんだけどー」
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『みゅう！　あいさつ忘れてる！』

　部屋の隅で様子を見てた友達のちいちゃんが、あたふたしながらそんなカンペを出してるのが見えた。彼女はこの番組をいつも手伝ってくれてる、私の一番の親友。もともと、この番組をやろうって言い出したのはちいちゃんなんだ。

　私はすぐにテンションを切り替えると、背中に垂れ下がっていたパーカーのフードをかぶった。

　前髪を整えつつ、ノートＰＣに内蔵されてるカメラに向けてウインクして見せた。画面内に映る私も同時に同じ動きをする。

「どもぉ。初めての人は初めまして。そうじゃない人は、一週間ぶりのおひさ～。生主のみゅうでぇす。今日も『みゅうのニっコニコ生占い☆』を見に来てくれてサンキューです。超絶うれしいよー。せっかく来てくれたんだから楽しんでってくださいね♪」

　みゅう、ってのが、この番組での私の名前。もちろん本名じゃなくて、相あい川かわ実み優ゆ羽うってゆう本名をちょっぴりもじっただけの、簡単なハンドルネーム。でもこれはこれでカワイイと思う。今ではすっかり気に入ってる。命名してくれたちいちゃんにはマジ感謝かも。

　来場者数を何気なく見てみる。って、うわ、もうすでに一万人超えてるし。私がカメラの前に座ってから二、三分しか経たってないのに、凄すごすぎ。そのほとんどが男の人だって思うと、軽く寒気を感じちゃうわけだけど。この番組のリスナーって男の人が九割ってゆう、占い番組っぽくない比率だからなあ。ってゆうか、五万人に達する頃ころには東京ドームのステージで占いライブやってるようなもの、とか思うとなおさら恐怖。

　あんま想像しないようにしとこうっと。

　元々この番組は、言い出しっぺのちいちゃんに引きずられて最初は自宅でなんとなく始めたユーザー生放送。でもおかげさまであれよあれよとゆう間に人気になって、視聴者数が初めて五万人を超えたときに、ニコニコ動画の運営から声がかかった。で、公式生放送へ格上げされたってわけ。すごくない？　なんだか嘘うそみたいって自分でも思うけど、全部ホントだよ。

　私の挨あい拶さつを受けて、すぐにコメントが増えていく。

『みゅうたんかわいいよみゅうたん』『やだ、なにこの子、可愛かわいい』『今日もかわいい』『ペロペロしたい』『声エロい』『髪をペロペロしたい』『首筋をペロペロしたい』『眼球をペロペロしたい』『耳穴をペロペロしたい』『オマエラ、ペロペロペロペロ、うるせーｗｗ』

「子犬様たちだからってそんなにナメんな～。超キモいですから！」

　苦笑しつつ軽く注意する。するとそれに対してさらに『ペロペロするのとナメるのをかけてるんですね。誰がうまいこと言えとｗ』『ツンデレっぽかった』『もっとペロペロする！』『鼻の穴の中をペロペロしたい』『キモくて結構！』『冷たい目ありがとうございます！』『もっと罵ののしって！』なんてゆうキモさ五割増しのコメントが書き込まれてく。

「うみゅぅ、これ以上のキモいコメントはこっちで削除しちゃいますからね。マジ容赦しないんで」

　こうゆうノリ、実はあんま好きじゃないんだけどなあ。私はあくまで、自分の占いの力を試したいだけで……。

　まぁ、チヤホヤされるのはそんなに悪い気分じゃない。けど最近は放送をしてても、余計な雑音ばっか。占いに専念できないから、これはこれでストレスたまっちゃうよ。

　って、愚痴ってもしょうがないか。

　頬ほおをポンポンと軽くおさえて、私は気を取り直した。

「さてとぉ！　んじゃ、早速占いにいっちゃいますよー？　あ、その前に、この放送の説明しといた方がよさげ？」

　できるだけ明るい態度で、ゆいたいことははっきりとゆう。そうすれば後腐れだってなくなるはず。それが、ちいちゃんと話して決めた、みゅうってゆう占い師のスタンス。一度決めた以上は貫き通さないとね。

「えっと、じゃあ簡単に説明しますんで。この番組はタイトルの通り、私、自称占い師のみゅうが生放送で公開占いをしてまぁす。皆さんのことはこの番組では勝手に〝悩める子犬様〟って呼ばせてもらっちゃってるんでよろしくね。そんな悩める子犬様たちの参加方法は超画期的。占ってほしい人は、ズバリ、みゅうの携帯に電話してくるだけでおっけー！　誰だれが選ばれるかは、あたるもはっけ☆　あたらぬもはっけ☆　ってことで」

　もちろんその電話番号は、プライベートで使ってるものってわけじゃなくて、この番組用に作ったもの。おかげで携帯二個持ち。第一回の時は、プライベートの携帯番号を晒さらしてたんだけど。それはさすがに危ないって、ちいちゃんに止められたんだ。

「とゆうわけで、準備いいですかぁ？　みゅうの番号はこちらでぇす」

　私は、キーボードに電話番号を入力しつつ、携帯電話本体の電源をオンにした。

　少し遅れて、画面の運営コメント欄にその電話番号が表示される。

　同時に携帯の着信音が鳴り出した。

「って、みんなかけるの早すぎだしっ」

　でも、すぐに着信音は途切れて、留守電になる。

　これはわざと。

　この番号にかけてきても、三コールですぐに留守電になっちゃう設定にしてる。

　私は、三コールが終わるまでに、その電話を受けるか受けないか決める。選ぶ理由は特にない。あえてゆうなら、私の気分かな。

　私はとりあえずすぐには電話を取らずに、占いに使うカードの束をパーカーのポケットから取り出してテーブルに置いた。

　カードは、タロットカードに似てるけど、ちょっと違う。

　――それは、実優羽の心の鏡であり、実優羽のアニムスなんだよ。

　パパの言葉が脳裏をよぎって。

　私は、小さく息をついた。

「はい、では張り切って、今日の最初の悩める子犬様～」

　電話はかかりまくってる。ひっきりなしに着信音が鳴っては、すぐに留守電になっちゃうってゆう繰り返し。

　私は携帯の画面に表示される相手の電話番号をひとつひとつ確かめながら、どれを受けるかタイミングを計った。

　じらすのもそれなりに必要でしょ。それは私がこの生放送を十二回も続けてきて得たテクニック的なものだったり。

「よし、決めました！　ポチッと」

　通話ボタンを押して、今まさにかかってきた電話を受ける。すぐさまスピーカーモードにして会話開始。

「もしもし。ニっコニコ生占いです」

『あ、え？　あ、ども。うおっ、繋つながっちゃった！』

　電話の向こうで、超絶興奮してる男の人の声が聞こえた。

「名前教えてくださぁい」

『あ、じゃぁ〝もちもちポンポン〟で。みゅうちゃん、よろしくお願いします』

「はい、よろしくです」

　私はカメラに向かって頭を下げる。

「んじゃ、〝もちもちポンポン〟さん、私に占ってほしいお悩みをどぉぞ」

　彼の相談は、一言でゆうと恋愛相談だった。

　――会社の同僚に好きな人がいるんだけど、相手は絶対に自分のことを恋愛対象と見てない。もし告ったら嫌われちゃうのは間違いない。でも勇気を出して告りたい。この恋愛が成就するかどうか占ってほしい、みたいな。

　そんな、かなり典型的な相談だったんだけど、声の感じからして、けっこう切羽詰まってるっぽくも聞こえた。

　会社の同僚ってゆってるぐらいだから、相談者の〝もちもちポンポン〟さんも社会人なのかな。そんな男の人が、私みたいな年下の女子高生に、マジな占いを頼んでくるなんて。

　私は、その期待に応こたえることができるかな……？

「おっけー。みゅうのニっコニコ生占い、スタートします！」

　宣言して。

　カードの束を手に持つ。シャッフルし、伏せた状態でカードを無造作にテーブルに広げた。

　フツー、占いではタロットカードの大アルカナを使う。でも、私は違う。

　このカードは自作だ。印刷されてるのは、どれもへたっぴな絵ばっか。全部に、小さな女の子と、人の身体からだを持つ犬――私は犬男って呼んでる――が描かれてる。

　どれも、私が小さい頃にクレヨンで描いた。

　それをパパがわざわざ写真に撮って残してくれてて。その写真を印刷してカードにした。

　枚数は二十二枚。小さい頃の私はまったく意識せずに、大アルカナとぴったり同じ枚数の絵を描き上げたんだ。今は勝手に『犬アルカナ』って呼んでる。

　なおも、テーブルの上に広げたカードを適当にシャッフルし続ける。

　胸の奥の方で、チクチクとした痛みの感覚が芽生え出した。

　――いつだって、そう。

　この胸の痛みは、サッカク。

　私は、怖いんだ。

　占いをするたびに、逃げ出したくなるってゆうか。

　もしも、良くない結果が出たら、とか。

　悪い占いの結果が出たせいで、相談者の人たちの未来にも悪い影響が出たら、とか。

　占いは、あらかじめ決まってる未来を見通すだけだから私はちっとも悪くないし――ってゆうのは、簡単だけど。

　でもそれって、相談者の人から見たら、言い訳にしか聞こえないし。

　私は今この瞬間、人ひとりの運命をメチャクチャにできる立場にいるんだ。

　だから、占いをするのが、怖い。

　それでも。

　それでも私は、占いを続ける。続けなくちゃいけないんだ。

　ひとしきりシャッフルを済ませて、もう一度カードを束ねた。束の一番上のカードから順に、計十枚をテーブルの上に伏せて配置していく。

　その配置は、カバラのセフィロトの樹きと同じ形。タロット占いとしては、ちょっと特殊なやり方だって前にプロの人に怒られたっけ。きっと邪道にしか見えないんだろうなー。

　その樹には十個の聖球がある。カードを置くのはそれに対応した位置。

　十枚のカードは全部伏せられてる。どれをめくるかは、占いの内容次第。今回は恋愛に関してだから――

　四番目の聖球がピッタリ、かな。

　私は一度、小さく息をついてから、セフィロトの樹の右側の列、二段目に置いたカードに指を添えた。

「……開け、ケセド！」

　ケセドは〝慈悲〟を意味する聖球。同時に〝神聖な愛〟を象徴してる。

　別にそれを口に出してゆう必要はないんだけど。ちいちゃんに〝決めゼリフ的なものがあった方がいいよ〟ってアドバイスされたから、いつもゆうことにしてたり。

　画面を見ると、ここぞとばかりにリスナーが大量のコメントを書き込んでた。

『キターーー！！！』『決めゼリフ!!』『惚ほれる！』『中二病っぽいｗ』『かわいい！』『ケセドたん結婚してくれ！』『みゅうちゃんの恐怖絵クルー？』『へたうまアート』

　……バカだらけ。

　軽く頭を振って、そうゆうノイズのことはきれいさっぱり忘れちゃうことにする。

　意識を集中させて、伏せたままの四番目のカードをめくった。

　それがなんのカードか確認するより早く。

　めくった瞬間に私の頭の中に流れ込んでくる、ぼんやりした映像。

　まるで、ドラマなんかでよくある走そう馬ま燈とうみたいな。

　――見えたのは、スーツ姿の二人の男の人。二人とも二十代ぐらい。すごく楽しそうに話してる。

「……っ」

　視界がチカチカして、ハッと我に返った。

　何度かまばたきを繰り返しつつ、自分がどこにいるのか確かめる。

　意識が飛んだのはたぶん一秒ちょい。

　その間の、ほんの一瞬の出来事。でも、ちゃんと見た。

〝ビジョン〟って勝手に私は呼んでる。ちっちゃい頃ころから持ってる、スピリチュアル的な力。

　どうゆう仕組みかは私自身よく分かんないんだけど、声を聞いてる相手の未来の断片を見ることができちゃったりするっぽい。

　フツーは、透視とか、予知とか呼ばれるもの、だと思う。

　でも、今見えたビジョンは、ちょっとおかしいかも。相談内容といまいち噛かみ合ってないってゆうか……。

　めくったカードを確認してみる。

　四番目のカードは、女の子と、逆さまに立つ犬男の絵だった。女の子と犬男の足は一体化してて、鏡合わせみたいな状態になってる。犬の全身は血まみれで、倒れて死んじゃってるようにも見える。

「……『吊つられている犬』。その逆位置」

　タロットカードでゆうと『吊られている男』のカードに対応する。逆位置ってのは、私から見てカードが上下逆さまに置かれてる状態のこと。

「ふぅん……」

　このカードで理解した。

　私はカメラに視線を戻し、相談者に話しかけた。

「〝もちもちポンポン〟さん。ひとつ、聞いてもいい？　あなたが好きな人ってさ、もしかしてぇ、女性じゃなくないですか？」

『え……!?』

　電話の向こうで、息を呑のむ声。

　リスナーたちも戸惑いのコメントを書き込んでる。

「…………」

　あれ、〝もちもちポンポン〟さんってば、黙り込んじゃった。でもここはこっちから踏み込んじゃダメ。それじゃ誘導みたいになっちゃう気がするし。だから、向こうが喋しやべり出すのをじっと待った。

　すると。

『すごいですね。みゅうちゃんに、隠し事はできないか……。はい、そうです。俺が好きなのは……男です』

　その、勇気ある告白を受けて、私はふうっと息をついた。

『アッー！』『ホモォ』『私女だけど濡ぬれた』『これは予想外の展開！』なんて無駄に盛り上がってるコメントは無視。

『俺、同性愛者で……、でも相手は、そうじゃないんです。普通の人で。だから俺が告白したりしたら、絶対に嫌われるって分かってるんですよ……。でもやっぱり、あの人のこと、好きだって気持ちが、抑えきれなくて……』

　電話の向こうの声に、嗚お咽えつが交じり始めた。

　きっと、超絶苦しかったんだろうなあ。こんな素人の占い番組に本気ですがっちゃうくらいに。

　でも、安心していいよ、〝もちもちポンポン〟さん。

「諦あきらめることなんかないですって。マジでっ」

『え？』

「ビジョン見えたもん。あなたと、あなたの好きな人が、超絶ラブラブな感じでお話ししてましたからっ」

『じゃ、じゃあ……！』

「ふたりにとって特別な日に、告っちゃうべき！　そしたらぁ、想おもいは伝わると思いますんで」

『ほ、本当ですか！　ありがとうございます！　みゅうちゃんは俺にとって神です！　ありがとう！』

　興奮した様子で感謝の言葉を告げて、電話は切れた。

　はぁ～、よかった。悪い未来が見えなくて……。

　相談者にとってのいい未来が見えても、そのことについて一緒に喜んであげるほど、気持ちには余裕なかったり。

　ただただ、ホッとした。

　私は私なりに、いつだって必死で。

　気が付けば、手が震えちゃってる。一度占うたびに、こうなる。

　震えを隠すように、広げたカードを手早くまとめて。

　ふと画面を見ると、コメントが溢あふれてた。

『すげえええええ！』『言い当てた!!』『みゅうたそは神！　いわゆるゴッド！』『本物だ！』『まだまだこんなもんじゃねえよみゅうさんは！』『ペロペロ！』

「だからペロペロはヤメロ」

　キモいっての。

　でも、ちょっとウケた。

「んじゃ、続いての悩める子犬様、お電話くださぁい」

　ゆうと同時にまた携帯が鳴り出す。

　二人目の相談者は、女の人だった。一ヶ月ぐらい前に大切な指輪をなくしちゃったってゆう、失うせ物もの相談だった。

　一人目のときと同じように、カードを使って占う。頭の中をよぎったビジョンは、相談者と思われる女の人が、車のトランクをのぞき込んでる姿。

　私が車のだいたいの形や色――車のことにはあんま詳しくないから車種までは特定できなかった――を伝えると、まさに相談者の持ってる車がその条件にぴったり一致した。そこからは早くて、探し物はトランクの奥に落ちてますよって伝えたら、すぐに相談者は車へと探しにいった。それから三分もしないうちに戻ってきて、興奮した様子で「見つかりました！」って話してくれた。

　指輪みたいな物は、失せ物相談の中でもけっこう見つけやすい。特に貴金属類には、まるでパソコンのハードディスクみたいに、人の気持ちが書き込まれてるんだって考えてる。

　さらに続けて三人目の悩める子犬様。

　電話に出た相手は、中性的な声をした男の人だった。

『あ、みゅうちゃん？　僕だよ僕！　銭ぜに形がただよ～。って、これハンドルネームだけどね。わ～、嬉うれしいなあ、こうしてみゅうちゃんとお話しできるなんて。幸せだなあ、今日だけで運を使い切っちゃったよぉ、テヘ☆』

　ヤバイ。やけにテンション高い。すごく馴なれ馴れしいし。口調もなんだか子供みたい。

　どこかで会ったことあったかな、って考えてみたけど、まったく心当たりがなかった。

「お名前はぁ、銭形さんでいいんですか？」

『はい、それで。まぁ正確には〝どーも銭形です〟なんだけどね。僕は銭形警部に憧あこがれてるんだ』

「は？　ぜにがたけいぶ？　ゴメンぜんぜん分かんないんですけど……」

『うわっ、今どきの女子高生は知らないの!?　いきなりジェネレーションギャップだよ……』

「ド、ドンマイおじさん」

『いや、僕はおじさんじゃないし！　まだ二十六だし！』

　なんか、めんどくさいなあ。

『ちなみに銭形警部と同じぐらい、みゅうちゃんも憧れだよ。女子高生占い師って属性はたまんないよね～。あ、そうそう、質問があるんだけどみゅうちゃんの趣味とか教えてくれる？』

「え、いきなり逆質問とかあり得ないんですけど。二十六の割にオヤジくさいし」

　リスナーのコメントでも『とっとと電話切るべき』『こいつうぜえええ』『相手する必要ないよ、みゅう』なんてゆう反応ばっか。

『あ、質問はひとつだけじゃないよ。もうひとつ、好きな男性のタイプも知りたいな。〝優しい人〟みたいなありきたりな答えはできれば避けてね。あとさ、アイドルになる気ってある？　もしそのつもりなら、僕は全力で君を推してあげるからね。これでも公務員なんで稼ぎはそこそこだったり。なんて、庶民を敵に回しちゃったかな』

「相談するつもりがないなら、電話切っちゃいますけどぉ」

　つい、冷たい声でゆっちゃったけど、ちいちゃんが出してくれた『おちつけー[image: ]』ってゆうカワイイカンペを見て、噴き出しそうになった。

　サンキュー、ちいちゃん。

『あー！　切らないで！　切らないでくださいって！　あなたのファンなんですから！』

　電話の向こうで、銭形さんはかなりあたふたしていた。

「それで、銭形さん。ご相談は？」

『そうそう！　それなんですけど、どんなことでも占えますか？』

「……ん～、まあ」

　私のこのビジョンを見る力は、どんな相談でもだいたい対応可。

　そこで見た光景が、相談者にとっていいものなのか、悪いものなのかは、私には選べないけど。

『じゃあ質問です』

　質問じゃなくて相談をしてほしいんですけど……って思ったけど、反論するとまた話が長くなりそうだから、とりあえず我慢する。

『みゅうちゃんは、ひとりかくれんぼ実況男の話はご存じですか？』

　それは最近ネットで話題になってる事件だった。ゴシップ好きのクラスメイトから、私もチラッとだけ話を聞いたことがある。

　気のせいかもしれないけど、銭形さんの声が変わったような感じがした。なんかこう、急に真ま面じ目めになったみたいな。

『その行方不明になった男性の所在について、ぜひみゅうちゃんに占ってもらいたいんです。男性はどこにいるのか、そして男性は生きているのか』

「…………」

　リスナーたちが、戸惑ったようなコメントを書き込んでる。

　これまで、この番組を見に来る悩める子犬様のほとんどは、恋愛相談だったり失せ物相談だったり将来の運気だったりって、ごく身近なことについて占いをしてほしい人ばっかだった。

　でもこの銭形って人は違うみたい。

　よりによって、今世間を騒がしてる事件の被害者の行方について占ってほしいだなんて。

　一昔前、テレビでは似たような番組がよくあったっけ。自称霊能力者が透視を使って行方不明者を捜すってゆうやつ。ああゆうのって結局どれもインチキだったって話だけど。

　まさか私が、そんな類たぐいの占いを頼まれるなんて思ってもみなかった。

『みゅうちゃん、どうしました？　できませんか？』

「…………」

　できないことはない、かも。

　乗り気にはなれないけど。

　でも、そんな事件のことを占ったら、悪いビジョンが見えちゃいそうで怖い。

　チクチクって、また胸の奥が痛み始める。

　ただ、リスナーのコメントでは、占うべきだってゆう意見が多かった。

　ちいちゃんの顔色をさり気なく窺うかがってみる。不安そうな表情で私のことを見守ってた。カンペを出す気はないっぽい。

　どうしよう――

　膝ひざに置いた手を、グッと握りしめた。

　ノートＰＣのカメラレンズを睨にらみ付ける。

　――実み優ゆ羽う、お前の力は間違ってなんていない。胸を張っていいんだよ。

「やってみます」

　思い切って、カードを手に取った。

　怖い。マジ怖いんだけど、胸を張らなくちゃ。

　それが、パパとの約束だし。

　これまでと同じように、手作りのカードをセフィロトの樹きの聖球と対応するように並べていく。

　今回開くべきは――

「開け、イェソド！」

　九番目の聖球。〝基礎〟を意味してる。

　中央の列、三段目に置いたカードを裏返したとき。

「……っ！」

　私の頭の中に、それが叩たたきつけられた。

　――ゆらゆらと揺れる水面。それを見上げてる。空が明るいのは、満月が出ているから？　でも水の中にいるみたいで、視界そのものは濁ってる。水底までは月の光も届かなくて、周囲は暗くて、かろうじてたくさんの影のようなものがゆらゆらと周りに漂っているのが分かるだけ。

「水底……、暗くて……、ひとりじゃなくて……」

　自分でも意識しないまま、見えた光景を口に出しちゃってた。

　こんな景色は、はじめて。

　ビジョンには感覚自体はないはずなのに、凍えそうな水の冷たさをサッカクして、思わず身震いしちゃって。

『大丈夫？』『どうした？』『みゅうたん目がイってる』『放送事故』ってゆうコメントを見て、ハッとして口元を押さえる。

「あの……」

『みゅうちゃん、どうでしたか!?　見えましたか!?　見えたんですよね!?　水底って、どういう意味です!?　男性は生きているんですか!?』

　一方的にまくし立ててくる。

　私はゴクリと唾つばを飲み込んだ。気が付けば喉のどがカラカラだった。

　めくったカードを確認する。

「『審判犬』のカード……」

　ラッパを吹いてる犬男と、そのラッパの前で頭が爆発しちゃって血まみれになった女の子のイラスト。

「男の人は、水の中にいて、周囲に、たくさんの人が見えました。空には、満月があって……」

『生きていますか!?』

「生きてるかどうかは――」

　銭形さんの問いかけに、私は。

「今は生きてます」

　なんとか、言い直した。

「ただ、その先の未来は……、よく、分かんなかったです……。ごめんなさい」

　頭を下げる。

　そうしながら、今のビジョンについて考えた。

　あれって、どんなシチュエーションなんだろう。いまいちピンと来ない。

　水の中だったのは間違いなさそうだけど。

　普段のビジョンにはない感覚があったってゆうか。サッカクにしては、リアルすぎってゆうか。水の冷たさとかもそうだけど、それだけじゃなくて。

　超絶息苦しかったんだ。マジで溺おぼれちゃうんじゃないかって思ったくらいに。

　死のビジョンなんかじゃ、ないよね。……そうだといいな。そう信じたい。

　ただ、どっちにしても気持ちのいいものじゃなくて。

　私は銭形さんとの通話を切ると、なんとか気持ちを切り替えようと、無理に明るく振る舞った。

〝みゅう〟はいつだって明るい女子高生。そんなペルソナを演じる方が楽なときだって、ある。

『そろそろ終わりにしようか？』ってちいちゃんがカンペを出してくれた。でも私は小さく首を横に振った。

　できれば、後味が悪いまま終わりたくなかったし。

「よ、四人目、行くねっ」

　私はカメラに向かって呼びかけた。

　再び携帯が鳴り出す。

　今回はじらすことはせずに、最初にかかってきた相手の電話に出た。

「こんにちは、お名前どぉぞ」

『な、名前なんて別に、どうでもよくね？　っていうかさ、あんた、運営から、い、いくらもらってんの？』

「え？　な、なに？」

『金、もらってるんでしょ？　いや、あげてるのか？　これまでの相談者って、全部、サ、サクラなんだよね？』

　占いが嫌いな人、かな……。

　ああ、ハズレ引いちゃった、って、少し――ううん、かなり後悔。

　ちいちゃんの言う通り、さっきの時点でやめとくべきだった。

　リスナーが増えれば増えるほどアンチも多くなるって、ニコニコ動画の運営の人から聞いたことがある。そうゆうのにはあんま付き合わない方がいいってアドバイスもされたし。

「占い、信じてないんですか？」

『べ、別に。テレビとかでやってる、う、運勢占いとか、あの程度のものならさ、いくらでもやればいいよって、思うよ。で、でもあんたの占いは、なんか、違うだろ。なんなん？』

　くぐもった、ボソボソとしたしゃべり方。キモい……ってゆうより、気味が悪い。

　わざわざ私に難癖付けるためだけに、電話してきたのかな？　女子高生をいじめたい願望でもあったり？

　暇なやつ。

　もっと、フツーに占いさせてほしいな。

　舌打ちするのを堪えて、電話を切ろうとしたら――

『十年後の自分について』

「は？」

『十年後の俺のこと、占ってくれよ』

「十年後……」

　占いを信じてないくせに、ちゃっかり占ってはもらいたいんだ。

　扱いに困るなぁ。でも質問内容はけっこう普通な感じ。なんなんだろ。

　ここで「お断りです」ってゆっちゃうこともできるけど……。

「ん～、おっけー！　あなたの十年後、占っちゃいましょぉ！」

　無理矢理笑顔に戻って、私は相手の情報について質問した。

　男は二十八歳、男性、無職だとゆう。

「では、ニっコニコ生占い、スタートします！」

　良い結果が出れば、占いのことを嫌ってるこの人も、ちょっとは考え直してくれるかもしれないし。私の力は間違ってないんだって、認めてくれるかもしれないし。

　なんてゆうのは、自分への言い訳で。

　ホントは、ちょっとムキになってるだけなのかも。

　シャッフルしたカードをテーブルの上に配置していく。

　脇わきに置いた携帯の送話口から、ブツブツとした声が聞こえてる。なんか独り言でもゆってるっぽい。ますますキモい。とりあえず無視しとこう。

　今回開くのは――

「開け、ケテル」

　一番目――セフィロトの樹の頂点に配置したカードをめくる。

　見えた光景は――

「二〇二六年のカレンダー……。キレイな会社のオフィス……。あなたはコンピューターを使って仕事をしてるっぽいです。ノートＰＣとかじゃなくて、もっと大っきなコンピューター」

　その答えが、相手にとっていい結果なのか悪い結果なのか。

　私には、選ぶことはできない。

　一番目のカードは『愚犬』の逆位置。四つん這ばいの犬男が、全裸の女の子の腕に噛かみついてる絵。

　え、なにこれ……。

　そのカードは未知数の可能性を示す。それの、逆位置？

『ハハハ、アハハハ！　フヒハハハ！』

　電話から、男のヒステリックで甲高い笑い声がこだました。

『これはひどい！　インチキだって証明されたな。されちゃいましたよーっと！　占いってレベルじゃねーぞ、このアマ！』

「イ、インチキなんかじゃないもん！　ちゃんと、ビジョンが見えて――」

『あー、言い忘れてたけど俺、余命一年の末期がん患者なんで』

　……は？

『そんな俺の十年後が見えたって？　んなわけねーだろカス！』

「そんな、なにそれ……！　最初から騙だますつもりだったってこと!?　あなたが余命一年だなんて証明できるんですか!?」

『あ？　だったら今から会う？　いいよ、会っても。診断書だって見せられるよ』

　――痛い。

　胸の奥の、チクチクとした痛み。それが、この四人目の占いを始めたときからどんどん強くなってる。

　手の震えも、どれだけきつく握りしめても止まんない。

『しかも俺、医者から制限されちゃうぐらいの電磁波過敏症なんだよね。ウヒヒ、電磁波過敏症って分かる？　分かんねーなら調べろこのクソアマ！　そんな俺がコンピューターを使う仕事とか！　うは、超ウケる！　ねー、どんな気分？　インチキ見破られて今どんな気分？』

　コメントも荒れてる。私を心配する人たちもいるけど、大部分は面白がってる人たちばっか。

　たまらずギュッて目を閉じた。

　声が、遠くで響いてる。子供たちの、無邪気で残酷な笑い声。

　それは幻聴。分かってる。この笑い声は、ちっちゃい頃ころ、私に向かって投げかけられたもので。今、この瞬間に聞こえてるものじゃないって。

　閉じたまぶたの裏に、化け物でも見るような、怯おびえた瞳ひとみが浮かび上がる。

　それは、ママが私を見る目。

　――あ、ヤバイかも。

　子供の頃、いつだってこの笑い声と、この視線を必死で受け止めてた。

　記憶がどんどん逆流してくる。いつもは意識しないようにしてる、小さい頃の想おもい出で。

　きっかけは、まだ小学校に入る前のこと。

　カードに使ってるあの犬男と少女の絵を、たくさん描いた。ぴったり二十二種類。同じ絵柄を、繰り返し繰り返し。

　幼稚園のセンセや友達からキモがられて、笑われた。それでも、その絵を描き続けなくちゃって当時の私は思ってて、取り憑つかれたみたいに、幼稚園でも、家でも、ひたすら描いてた。

　やがて、描いてる最中に、その場にはない光景が見えるようになった。

　例えば、行方不明になってた近所の猫の居場所だとか。急な夕立でびしょ濡ぬれになるママだとか。

　それは未来のビジョン。私は無意識に未来の光景を予知してた。

　最初は笑って聞いてたママも、徐々に私のそうゆう話を嫌がるようになって。

　でもある日、私は決定的なビジョンを見ちゃったんだ。

　ママが車に轢ひかれる事故の光景。

　私は必死で、ママに家から出ないように頼んだ。でも、そんな私の訴えを無視して買い物に出掛けたママは、私の目の前で本当に車に轢かれた……。

　思い出しちゃった。あの、生きるのが一番キツかった頃のこと。

　私、孤独だった。

　誰だれにも分かってもらえなかった。

　自分は他ほかの人とは違う。自分は異常なんだって、思ってた。

「私の……ビジョンは……っ」

　歯を食いしばったら、涙がこぼれて。

　ねえ、パパ――

「やっぱ、私は、間違い……なの……？」

　これまで、一度だって間違えたことなんてなかった。

　全部、的中した。私が見た通りの光景が、現実に起きた。

　でも今日、はじめて間違えた……？

　相手が嘘うそをついてるかもって思う。でもそれを証明なんてできないし。

　たとえ余命一年でも、十年生きられる可能性はゼロじゃないけど。それだって言い訳にしか聞こえないし。

　今も、五万人近い人たちが、私を見て笑ってる気がした。

　相手の顔は、私には見えない。

　私の顔は、たくさんの人に見られてる。

　怖いよ……。

　はっきりした悪意を向けられて、私はまた子供の頃みたいに、膝ひざを抱えることしかできなくなりそうで。

　――助けて、パパ。

　ちっちゃい頃、ただひとり、手を差し伸のべてくれた人。それがパパだった。

　パパが写真に撮って残してくれた、私の絵。それを使ったカード。その束を、私はすがるように握り、胸元に抱きしめた。

　目を開けると、私は花畑の真ん中でうずくまってて。目の前に、あの頃のままの姿のパパが立ってて。優しく微笑ほほえんで、私をギュッと抱きしめてくれた。

　その温ぬくもりに、身を預けようとしたら。

　いつもそこで、パパが耳元で囁ささやくんだ。

　――私が死んだのは、どうしてか分かるかい？

　ギクリとして身を離すと、パパはなおも笑みを浮かべたままで。

　でも私が逃げようとすると、表情を少しも変えずに追いかけてくる。

　最後に私は手をつかまれて。

　パパが口を開く。いつもと同じ、あの言葉を。

　――分かるかい、実み優ゆ羽う。

　いや。言わないで。

　――分かるかい？

　やめて！

　――お前が占ったせいなんだよ！

「……っ！」

　我に返ったのと、手に握りしめてたカードをテーブルの下に取り落としたのは、同時で。

　私はとっさに、パーカーのフードを引き寄せて深めにかぶった。顔を隠して、自分の身体からだをきつくきつく抱きしめる。

　そうやって声を殺して泣いたのなんて、子供のとき以来だった。

　こんなに惨めな自分自身の未来さえ、窺うかがい知ることができないなんて。

「パパ……」
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　その部屋は、地下二階の、関係者ですらほとんど近寄らないような長い長い廊下の奥にあった。

　病院独特の消毒液の匂においがしないのは、外部とほぼ隔絶されているためであり、コンクリートの壁に囲まれた殺風景な内装は、核シェルターだと説明されても違和感がないほどだ。

　窓など一つもなく、日の光が一切入ってこない部屋の明かりは、中央に扇形に座している数人の男たちが持つタブレット、その画面から洩もれるブルーライトのみだった。

　そんな薄暗さのせいか、部屋そのものが無限の暗くら闇やみへと永えい劫ごうに続いているかのような錯覚すら生じさせる。あるいはそんな錯覚を生むために、あえて部屋の中に家具も装飾品すらも置いていないのかもしれなかった。

「旧約聖書にある預言には、終末が来ると人々は悪魔の刻印〝６６６〟を身体に押され、それがなければ生活することが許されないと謳うたわれています」

　扇形に座る者たちに正対して立つえんじ色のスーツを着た男が、仰々しくそう語り出した。

　座している者たちはいずれもその男より年上である。にもかかわらず男は慇いん懃ぎん無礼な態度を隠そうともせず演説を披露するように言葉を紡ぐ。それはつまり、男がこの会合における中心人物であることを意味していた。

「もちろんこれは神話の中での話ですが。現実にも、人間は誕生の瞬間から、支配するか、支配されるかを運命づけられていると言えるでしょう」

　それを聞いて、座している者たちの中から、衆院議員でありかつて首相の座も経験したことのある羽は斗と山やまが話に割って入った。

「ずいぶんな物言いだね、鷹たか栖す君」

　その顔には苦笑いが浮かんでいる。

「ここはいつから、宗教めいた闇やみの組織か、はたまた怪しげな秘密結社に成り下がったのかな？」

「心外ですね」

　鷹栖と呼ばれたえんじ色のスーツの男は、特段鼻白む様子も見せずに羽斗山へと向き直った。

「私は決してイルミナティごっこをしているわけでも、自身の言葉に陶酔しているわけでもありませんよ」

「しかし羽斗山先生の言う通り、今さら崇高な神話や伝承に酔いしれている場合ではないだろう？」

　次にそう口を挟んだのは、白衣を着た真ま面じ目めそうな男だった。白衣の下にはきっちりとワイシャツとネクタイを身に付けている。

「お言葉ですが的まと場ば教授、私は常に現実の話をしています。我々の立場をはっきりさせておきたくて、こうして皆さんにお話しさせていただいているのですよ」

　鷹栖は同意を求めるように、座している者たちをゆっくりと見回した。

「すなわち、支配する立場としての、ね」

　全員が持つタブレットに、同一の画像が一斉に表示された。

　それはイルカであったり鳥であったりを撮影した画像だ。ただし自然の中での愛らしい姿を撮影したものではない。屋外の水槽や巨大なケージの中で人の手で管理されている動物たちだ。

「マイクロチップを埋め込み、リモコンにより遠隔操作するイルカや鳥たち。これらはすでに実用段階にまで到達しました。脳内物質を分泌する器官にちょっとした電気信号を加えれば、その動物にごく自然に痛みや喜怒哀楽の感情を与えることができる。この技術については皆さん、すでにご存知の通りです」

　座している者たち全員が、無言でうなずいた。

「知らず知らずのうちにコントロールされていることが、不幸とは限りません。もちろん、コントロールすること自体についても、決して断罪されるようなものではない。支配者は被支配者に対し、多幸感すらも与えることが可能なのですから。歴史を振り返ってみても、人類の秩序は一握りの暴徒によってその均衡を幾度も崩されてきました。人とは本質的には愚かな生き物であり、統制がなければ内部から崩壊していくのです。厳密に言えば緩やかな滅びは進行中であると言えるでしょう。これを打開するためには場当たり的な対応など無意味であり、一般的な概念そのものを超越した力による秩序の構築が求められます。故に――」

　そこで鷹栖は思わせぶりに一拍置き。

「この世界に必要なのはヒーローではなく――神なのです」

　そのような観念的な存在がこの場に持ち出されたことで、座していた者たちの間に動揺が広がった。

　鷹栖はそんな反応を楽しむかのように、唇の端に笑みを浮かべた。
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「こいつを見たことがあるか？」

　僕は一枚の封筒を取り出し、正面に座る少年に差し出した。

　少年が封筒の中身を確認している間、僕の方はサングラス越しに、店内の様子にすばやく視線を巡らせる。

　吉きち祥じよう寺じのサンロード内にあるトレーディングカードショップ『アメニティードリーム』。

　それほど広くはない店内には、ガラスのショーケースがいくつか並べられ、その中に様々な種類のカードが整然と並べられている。

　今、店には僕らを含め五人の客がいた。この時間帯にしては少ない方だろう。客はいずれも小学生から中学生ぐらいの子供たちだ。全員が顔なじみらしく、はばかることなく大声で雑談している。たまに妙な奇声まで上げていた。

　僕と少年――彼の名は相模さがみという――は彼らとは離れ、パーティションで仕切られたデュエルスペースで話していた。三十席ほどあるこのデュエルスペースでは、普段は最低でも二組は対戦している客がいるものだが、今日は運がいいことに誰もいない。

　封筒の中身を見た相模少年が、愕がく然ぜんとした様子で目を見開いた。

「こ、これって……！」

「誰だれにも話すな。もし話せば君は東京湾に浮かぶことになる」

　小声でそう忠告する。他ほかの三人の客が、ショーケースを見ているフリをしながら、こっちをチラチラと盗み見ている。どうやら僕らの密談が気になって仕方ないみたいだ。

「どうやって手に入れたの？」

「結局のところ、世の中は金がすべてなんだ、とだけ言っておく」

　僕が自じ嘲ちよう気味に笑って見せると、相模少年はギリリと奥歯を噛かみしめた。

「大人ってずるいよね……」

「フッ、なんとでも言えばいいさ」

「……本当にこれ、くれるの？」

「情報と引き替えだ」

　僕は、コートのポケットから新たに写真を取り出した。それはインターネットの動画からキャプチャーしてきたもので、カメラ目線の二十代のメガネの男が写っている。

「この男について見覚えは？」

「……誰？」

「先日、ニコニコ動画で『ひとりかくれんぼ』の生実況をしていた男が、その実況中に忽こつ然ぜんと姿を消した。それがこの男だよ」

「ああ、キリキリバサラが記事にしてたヤツか」







[image: ]







「ほう、『キリバサ』を見ているのか」

　キリキリバサラ、略して『キリバサ』。オカルトネタを扱うまとめサイトだ。一部マニアの間では話題になっている。

　僕は相模少年の方へ身を乗り出した。

「だったら話は早い。不自然なことに、この事件は主要メディアではまったく扱われていない。ネットでも取り上げているのは『キリバサ』ぐらいだし。これが意味しているのは、なんらかの圧力が掛けられているということさ。僕はその行方不明になった男が、国家の重要な機密情報を手に入れたのだとにらんでいる」

「ひとりかくれんぼをやったから、呪のろわれて死んだんじゃないの？」

「いいや、死んでいない」

「なんで分かるの？」

「なんで、だって？」

　僕は大げさに肩をすくめた。

「それはな――」

　その場で立ち上がり、サングラスを勢いよく外す。

「〝みゅうちゃん〟がそう言ったからなんだよ！」

　僕が提示した超スーパーな情報源の名前を聞いて、数秒ほど、店内が静寂に包まれた。相模少年だけでなく、他の客もビックリした様子で僕の方を見ている。

「……誰それ。ヴァンガの新キャラにそんなのいたっけ？」

「ちっがーう！　そりゃ、ヴァンガアニメはもうちょっと女の子キャラを強化するべきだと思うんだけどさ。でもみゅうちゃんはヴァンガのキャラじゃないから。相模くんは本当にヴァンガしか頭にないヴァンガ脳だなあ。来年中三でしょ？　受験大丈夫？」

「……じゃあ誰？」

「ちょっと君さ、本当にあのみゅうちゃんを知らないのかい!?」

　あまりの衝撃に、僕はデュエル用のテーブルをバンバンと叩たたかざるを得ない。

「昨日のニっコニコ生占い、見なかったの!?　なんで!?　どうして!?　だっせー、遅れてるー！　今大注目の女子高生占い師じゃん、ネットじゃすでに人気に火が点つき始めてるっての！　ブレイク間違いなしだよ!?　それを知らないとか、だっせー！　ださすぎ！　まあそれは仕方ないとして、みゅうちゃんは僕の質問に占いで答えてくれたんだ！　行方不明になった人はまだ生きているってね！　みゅうちゃんにそんな鋭い質問をできるのは僕ぐらいだよ！　ま、みゅうちゃんの番組を第一回から毎回欠かさず見てる僕ぐらいになると、みゅうちゃんがどんな質問をしてほしいかも察してあげられるっていうか？　とにかくみゅうちゃんの占いの的中率は神がかっているの！　彼女は本物なの！　そのみゅうちゃんが言うんだから間違いないの！　これは絶対の法則なの！　男は死んでないの！　まだ生きているの！」

「モ、モリヅカくん、いい大人が店内で子供相手にケンカしないでくれないかな……」

　と、気弱そうな店長がそう声をかけてきた。

　うわ、やばい、中学生相手につい本気で興奮しちゃった！

　他の客も、目を丸くして僕の方を見ている。とりあえず、愛想笑いをしてごまかした。店長にもペコリと一度、頭を下げる。

「ごっめーん店長。相模くんがあんまりお間抜けなこと言うんでビックリしちゃってさ。テヘペロリン☆」

「…………」

　店長も相模少年も、笑ってくれなかった。

「あ、でも店長、これだけは言わせてもらうよ。僕はモリヅカじゃなくてモリツカだから！　森もり塚つか駿しゆん！　いい加減覚えてよ」

「ああ、悪い。ともかく、あんまり大声出さないで」

　わざわざ釘くぎを刺さなくても、失敗は繰り返さないよ。

　二十六歳の立派な社会人、しかも武蔵むさし野の署の刑事だからね。子供と一緒にしないでほしいな。

「でさ、この『撃退者レイジングフォーム・ドラゴン』、もらっていいの？」

　相模少年が、最初に僕が渡した封筒を手に持ったまま、ヒラヒラと振った。

　その中には、ヴァンガの超レアカード『撃退者レイジングフォーム・ドラゴン』が入っている。

「はあ!?　相模くん、ちょっとなに言っちゃってるの？　僕言ったよね？　情報と引き替えって。君、僕が求めた情報なんにも知らなかったじゃーん！　だからあげないよ、ほら返して。それ手に入れるのにいくら注ぎ込んだと思ってるの？」

　ここだけの話、５千円だ。カード一枚に５千円払った。しかも東京中のトレカショップを何十軒もはしごして、ようやく見つけたんだぞ。

　それを中学生のクソ坊主ごときにタダでくれてやるほど、僕の心は広くない。

「モリヅカウザい……」

　うんざりした顔で、ずっと年上の大人である僕相手にそんな不満を述べる相模少年。

「だから！　君もいつもいつも、分からない子だな！　それでも中学生？　僕はモリヅカじゃなくてモリツカ！　いいからカード返して！」

　多少強引にカードを奪い返す。

　相模少年は拗すねたように唇を尖とがらせているけど、それをしたいのは僕の方だよ。

「相模くんさ、ちょっと僕にヴァンガのデュエルで十一連勝中だからって、あんまり調子に乗らない方がいいよ。ヴァンガの強さで威張れるのは中学生までだからね」

「いいじゃん。ちょうだいよモリヅカ」

「あげない。ちなみに勝手に持っていったら窃盗罪になるから。今後も注意するようにね。でないと僕が即逮捕しちゃうよ？　それでもいいならどうぞー？」

　相模少年の顔の前で、『撃退者レイジングフォーム・ドラゴン』のカードをひらひらと見せびらかしてみた。

　相模少年は明らかにムッとしている。

「どうせ僕、未成年だから罪になんか問われないし」

「うっわー、屁へ理り屈くつ。そういうの大人から嫌われるからやめた方がいいよ相模くん」

　僕の忠告を、相模少年はまったく聞く気がないようだった。

「で、モリヅカ、今日はデュエルするの？」

「しないよ、僕は今仕事中なんだ。あーあ、学生は気楽でいいよねえ、毎日が日曜日みたいなものじゃないか。羨ましいったらないよ。僕も平日の夕方からヴァンガ三ざん昧まいしたいもんだ」

「サボり刑事だなあ。だったらさ、なんでここにいるの？」

「聞き込みだよ。これが僕の仕事なの。たった今、君にも情報提供を求めたでしょ？　ま、ヴァンガしか能がないガキ相手に聞いた僕が間違いだったよ。元より期待してなかったけどね。これは単なる真ま似ね事ごと。おままごと。相模くんも分かったでしょ？　刑事っていう仕事がいかに大変かって」

「やっぱりサボりじゃん」

「ちっがーう！」

　このガキ、いちいち言い返してくるなあ。さすがに温厚な僕でも本気でキレちゃうぞ。

「その『ひとりかくれんぼ』をしていた人って、うちのお客さんかなにか？」

　店長が困惑した様子で尋ねてきたので、僕は肩をすくめた。

「さあ」

「さあ、って……」

「でも店長、僕の敬愛する銭ぜに形がた警部の言葉に、こういう言葉があるんだ」

　僕は目を閉じ、世紀の大怪盗逮捕に生涯を捧ささげたＩＣＰＯの名警部の顔を思い浮かべた。

「『お前がたとえ百回死のうとそんなことは問題ではない！　ルパンという人間がいる限り、私は日夜永遠に追い続ける義務があるのだよ』ってね！　どう？　かっこいいでしょう？　刑事の鑑かがみだ！」

「いや、ちっとも意味が――」

　そのとき、僕の携帯電話から『ルパン三世』のテーマソングが流れ出した。

「あっ、店長ごっめ～ん、この着信メロディは緊急連絡だ。事件かも！」

　店長の話を遮り、素早く電話に出る。

　――Ａｇｅｎｔ　Ｍｏｒｉｔｓｕｋａ？

「Ｙｅａｈ」

　電話の向こうの声が、いつもより遠くに感じられた。その声に耳を澄ます。

「Ｙｅａｈ……、Ｙｅａｈ……ＯＫ」

　一通り話を聞き終わると、僕は電話を切った。

　小さくため息をつく。

　と、相模さがみ少年が呆ぼう然ぜんとしていた。

「ねえモリヅカ、今の電話の相手、英語で話してなかった？」

「え？　あはは、バレちゃったか～。みんなにはナイショだよ。じゃっ、僕は仕事に戻らなきゃいけないんで。アデュ～！」

　笑いながら手を振って、店を出た。

　アメニティードリームは雑居ビルの三階にある。階段の踊り場からは、ビルに面したサンロードを行き交う人々の姿を見下ろすことができた。

「さて……事態は思った以上に深刻みたいだ……。でかい事件が起きる前に、タレコミのあった物を手に入れないと」

　ポケットから先ほど相模少年に見せた写真を改めて取り出し、そこに写る男の顔をしげしげと眺める。

「こっちはひとまず保留だな」

　それからソフト帽を深めにかぶると、階段へと向かった。

「『昏い水の底』か……。とりあえず、新宿の『とらのあな』にでも行ってみるか」
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　視界がクラクラする。

　カフェ☆ブルゥムーンのカウンターに突っ伏して、僕は吐き気を必死にこらえていた。

　目の前には、半分ほどまで液体が入ったグラス。

　それがすべての元凶。

「ちょっとちょっとぉ、ガモタくん！　そんなに大げさにしなくてもいいでしょ～!?　りょーたすちゃんはおいしいって言ってくれたのよ～？」

「りょーたすの味覚がバカなんでしょ……」

「おいしいよ～☆」

　りょーたすはニコニコ顔だ。まったくこんな飲み物のどこがおいしいんだか。

　ついさっき、マスターから試飲を頼まれて、僕とりょーたすで飲んでみたんだけど。

　引き受けたりするんじゃなかったよ……。ちょっとした出来心だった。今は反省してる。

「そもそもこのドリンク、いったいなに？」

「あら、さっきりょーたすちゃんにした説明、聞いてなかったの？　これはね、名付けて『超絶ラッキー茶』よん♪」

　なんだよそれ～……。

「アタシ、いつも愛読してる『キャムキャム』って雑誌があるんだけど――」

「ええー？　それって若い女子が読むようなファッション誌じゃなかったっけ……。マスターイズミンが、それを、愛読してるって？」

　マスターが『キャムキャム』をニマニマしながら読んでる姿を想像してみたけど……これはひどい。ちょっと……いや、かなりゾッとしちゃったよ。そしてさらなる吐き気が襲いかかってきた。

「んもうっ、ガモタくん、それってどういう意味かしら♪　二人きりでたっぷりねっとり聞かせてもらおうじゃない☆」

　マスターがブリッ子っぽいポーズを取りながら、僕にウインクしてくる。僕は完かん璧ぺきなスルーを決める。

「マスター、水ください」

「ひっどぉい、なぁにその態度。アタシ傷ついちゃうわ～」

　身をくねらせながらも水をグラスに注いでくれるマスター。

　そのキンキンに冷えた水を一気に飲み干すと、気分の悪さはかなり晴れてきた。

「でね、その『キャムキャム』に、すごく当たるって評判になってる占いページがあるの！　どれぐらい評判かって言うと、発売日に売り切れちゃうぐらい！　そのページが評判になる前からずっと買い続けてたアタシにしてみればいい迷惑なんだけどね！　とにかくそういう占いページがあるの！」

「まさかそのコーナーでオススメされたラッキードリンクだったとか？　それ完全にステマだから！　まんまと乗せられてるから！　情弱乙！」

「そう！　そこなのよお！」

　マスターが、氷用のトングを振り回しつつ僕の言葉にうなずいた。

「今の日本で、占いがどれだけ経済を回しているか、想像してみてちょうだい！」

「ど、どういうことだってばよ……？」

「朝、社会人も学生も主婦も、みんなが出掛けるタイミングを見計らって、テレビのほとんどのチャンネルで占いコーナーをやっているでしょう？　中には、天気予報のおまけで占いも一緒に紹介している番組まであったりするわ」

　確かに。僕も登校前に、なんとなくそういうコーナーを見ている。

「雑誌だってそう。週刊誌も月刊誌も、マンガ雑誌もファッション誌も、なんでもかんでも占いページが付いているし、新聞でも、ネットでも、日替わりの運勢を教えてくれるのよ？　占いってものがね、無意識的に、日常的なものとして刷り込まれちゃってるの！　それを信じてるか信じてないかは人それぞれだけど、なんとなく、ちょっとだけなんだけど、占いの結果を意識しちゃうことってあるでしょう!?　今日は自分の運勢がよかったからちょっと頑張ってみようとか。逆に悪かったから慎重に行こうとか。ラッキーアイテムと言われたものがたまたま安く売っていたから買ってみようとか。そうやってほんのちょっぴり影響を受けちゃっている人が、日本全体で一割いたとしても、それだけで一千万人以上になっちゃうのよ？」

　一千万人。けっこうな数だ。

「つ・ま・り！　日本人は思った以上に占い大好きな人種なの！　アタシも大好き～！　しかも無節操だから、仏教の運勢やら十二星座占いやら風水やらなんでも来いよ！」

「まあ、日本人のミーハーぶりは異常だしね。僕は、釣られたりしないけど。キリッ」

「それで考えたのが、さっき飲んでもらった『超絶ラッキー茶』っていうわけ。毎月のラッキーカラーでしょ、ラッキーアイテムでしょ、ラッキーフルーツ、ラッキー方角エトセトラエトセトラ。とにかくそういう要素を片っ端からぶち込んだドリンクを月替わりで用意すれば、人気沸騰間違いなしなのよぉ！　一千万人がこのお店に殺到しちゃうわ！　いやん、どうしようガモタくん！」

　いや、殺到なんてしないし。そもそもその総人口の一割っていう数字は、なにを根拠に持ち出してきたんだか。

　だいたい、僕が聞いたのはそういう話じゃなくて、このマズイ謎なぞドリンクがいったいなにで出来てるのかなんだけど。

　夕方の暇な時間、タダで店に居座っていいからっていう条件の下に、新ドリンクメニュー開発の実験台になれって言われちゃって、喜んで引き受けたわけだけど。

　この先、こんなクソまずいドリンクを飲まされ続けるのかと思うと、げっそりした。

「まったく、マスターって顔に似合わず乙女趣味ですね。占いなんか僕はまったく信じませんね。オカルトと同じですよ。あ、キリキリバサラで占いのこと取り上げようかな。で、バサラーに斬きってもらう。僕と同じように思ってる人、けっこういると思う――」

「ガ～モ～タ～ン☆」

「あひょぉっ！」

　りょーたすの指が、僕の背中を上から下へかけてスーッと撫なでていく。あまりのくすぐったさに、たまらず身み悶もだえた。

「ガモタンは、占い、信じてないのぉ？　でもね、あの子のこと、この前、『ほどよい！』って話してたよね？」

「え？　あの子？」

　りょーたすの視線は僕ではなく、カウンター内で点つけっぱなしになっている小さなテレビへと向けられていた。

　画面には、見覚えのある女の子が映っている。ほんのつい数日前に見た子だ。忘れるはずがない。

「って、これ！　みゅうじゃないか！」

　公園のベンチに座って、少し照れ臭そうにしながら女性レポーターの質問に答えている。

「マスター！　音声！　ボリューム上げて！」

「あら、ガモタくんの知り合い？　もしかしてカノジョ？」

　マスターの冷やかしは無視し、画面に意識を集中する。

　テロップには『ネットで話題騒然！　大人気女子高生占い師、相あい川かわみゅう』とあった。

　このテレビはＰＣモニタじゃなくて、文字通りのテレビだ。たぶん、映っているのは夕方のニュース兼情報バラエティ番組『知らなきゃ損だＰＯＭ！』じゃないかな。

　つまりこのテレビには今、地上波が映っているということであり、それが意味するのは――

「みゅうが『知らＰＯＭ』で地上波デビュー……だと？　まさにみゅうポム！　これは祭りの予感……」

「あら、これ、井いの頭かしら公園ね」

　言われてみれば確かに、みゅうポムがインタビューを受けてる場所の景色には僕も見覚えがある。これは〝井の公〟だ。

「吉きち祥じよう寺じの近くに住んでるのかな？」

「会いに行く～？　りょーたすも、一緒に行ってあげる☆」

「いや、生放送じゃないでしょ」

　答えながらも、みゅうポムの顔をまじまじと見つめる。

　さすが地上デジタル放送だけあって、この前のニコ生のときより、みゅうポムの顔がはっきりと確認できた。産毛まで見えちゃうぞ。僕は今、みゅうポムの産毛をガン見しているぞ。

「うむ、ほどよい！　地デジで見てもやっぱりほどよい！」

「ほっどよ～い♪　ほとんど、ほどほど、ほどよ[image: ][image: ][image: ]い♪」

　僕の言葉を受けて、りょーたすが唐突に歌って踊り出したけど、それは放っておく。

「みゅうポムのルックスを一言で言い表すと、『ほどよい』なんだよね。クラスで三番目ぐらいにかわいい顔って言うの？　絶世の美女じゃなくて、等身大のかわいさってところが逆に好感持てるんですよ。まあもともとアイドルってわけじゃないから、その素人くささが新鮮に感じるってのもあるかもしれないんだけどさ。胸だって、見たところＣかＤでしょ？　うん、ほどよい。でかすぎず小さすぎず。真ま面じ目めすぎず、口調はギャルっぽいけど見た目はそんなにビッチすぎるわけでもない、ほどよいガードの固さというか軽さというか、頼めばバレンタインの義理チョコぐらいはくれそうというか。そういう雰囲気」

　そう、ほどよい。程よい。程良い。程ほど好よい。

「ガモタくんったら、童貞根性丸出しね～。よくもまあそこまで上から目線で意見言えちゃうもんよね。あ～も～、かわいいったらないわん♪」

　あんたにかわいいとか言われても寒気しか感じないですよ……。さすがにそれを口に出して言い返すことはできないけど。

「まあ、ほどよくないところを強いて挙げるなら、かなり萌もえ萌えのアニメ声ってところかな。あざとすぎっていうか。あと口調ももうちょっとだけ改善してもらえると。後はなにも問題なし！」

　今やっている番組では、みゅうポムの本名や通っている学校など、本人を特定できそうな情報は極力隠されていた。あくまでも、ネット上で話題の占い師としての部分にスポットを当てているみたいだ。

　みゅうポムは女性レポーターからの質問に、少し緊張しつつもときおり笑顔を見せている。徐々にリラックスしてきているみたいだ。砕けた口調もいつも通り。

　でも――この前見た彼女のニコ生番組では、意地悪な相談者のせいで泣き崩れる姿を晒さらしちゃったんだよね。

　あそこまでリアルに同世代の女子が泣いてるのを見ることって、僕みたいな非リア充には滅多にないことだから、ついつい見入っちゃったよ。っていうか、あのムカつく相談者がマジ許せないよ。みゅうポムを泣かすなんてね。

　でも泣き顔をフードで隠して肩を震わせてる仕草なんかも含めて、最高でした。僕なんか一発でみゅうポムのファンになっちゃったし。２ちゃんねるでも神回だって話題になってたし。

　このインタビューが収録されたのはいつのことだろう。あの神回だった生放送より前だろうか。それとも後？

『相手の声を聞くと、その人の未来の映像が、ボヤーっと見えるんです。私は勝手にそれを〝ビジョン〟って呼んでるんですけど。その映像を頼りに、超簡単なアドバイスをしてるって感じ？』

　みゅうポムの言葉に、僕はうなってしまった。

　前回、初めて見た『みゅうのニっコニコ生占い☆』。そこで彼女が語ったいくつかのビジョン。

　その中に、既視感を感じさせるものが一つあったことを思い出す。

　それは三人目の相談者に対してのビジョンで。

　みゅうポムはそのとき、こう語っていた。

　――水底……、暗くて……、ひとりじゃなくて……。

　――男の人は、水の中にいて、周囲に、たくさんの人が見えました。空には、満月があって……。

　実を言うと一ヶ月ぐらい前に、似たような夢を僕も見た。

　学校で授業中、ふと眠っちゃって。

　夢での体感はすごく長く感じられて。それこそ何時間も眠ってたんじゃないかって思って、気が付いたときにはかなり焦ったんだけど、実際にはほんの数秒しか経たっていなかった。自分の認識と現実とのギャップが大きかったから、やけに鮮明に覚えていたりするんだけど。

　その夢が、みゅうポムが語ったビジョンの内容とほぼ同じで。

　水の底に僕は横たわっていて、周囲にも同じように沈んでいる人たちがたくさんいて、水面の上には鮮やかに光る満月が見えていた。

　特に水の冷たさが印象的で、夢から覚めたときに寒気で身震いしたくらいだったよ。

　みゅうポムが見たのは、あれと同じ光景だったのかな。

「……あるあ……ねーよ」

　なにそのシンクロニシティ。そんなことあるわけないでしょ。もしもみゅうポムと同じ夢を見ていたとしたらかなり運命的だけど、マンガやアニメじゃあるまいし、あるわけないって。

「んー、相川みゅうって、どこかで聞いた名前なのよねえ」

　店の準備の手を止めて一緒にテレビを見ていたマスターイズミンが、しきりに首をひねって、そんなことを言い始めた。

「もしかして身内だとか？　実はマスターの娘だったり？」

　だとしたら、この店に入り浸っていれば会えたりするかもしれない……なんて考えたけど、僕じゃみゅうポムと実際に会っても話しかけることがやっとだろうな、っていう結論になって、軽くヘコんだ。

　そもそも、みゅうポムみたいなほどよい子が、こんな変態マスターの娘であってほしくないし。それこそ同じ夢を見ていたよりもあり得ないことだよ。

　そんなことを考えている間にも、番組は進んでいる。頭の悪そうな女性レポーターが、感心したようにみゅうポムのことを説明していた。

『ネットだけではなく、雑誌の占いコーナーなども連載していて、しかもよく当たると評判なんですよ～』

「ああ！　そうよ、これよ！」

　マスターは思い出したように、さっき僕に見せてくれた『キャムキャム』を手に取った。愛読している占いページを端から端まで見回し、隅の方に書かれた小さな文字を指差す。

「ほら見て！」

　そこに書かれていたのは――

『監修：相川みゅう』

「おおっ！　こんなところにも！」

　もしかして、けっこう仕事として占いをしていたりもするのかな。

　でもこの前の生放送を見ると、プロの占い師と違って代金を取っているわけでもない。

「アタシもいつもこの子にお世話になってたのねえ。そんじょそこらのアイドルの子なんかより、よっぽどすごいじゃない」

　番組では、インタビュアーである女性レポーターの恋愛運についてみゅうポムが占ってあげて、終了となった。『これからの活躍に目が離せません！』というナレーションとともに、みゅうポムは吉祥寺の駅に消えていった。

　さっきの〝井の公〟といい、この吉祥寺押しはなんなんだろう。もしかして吉祥寺の近くに住んでいるとか？

　だったら駅前でニアミスしてたりするかも！　うおおお、テンション上がってきた！

　できればどこの高校に通っているのか知りたかったなあ。今の特集では、ずっと私服を着ていたから、さすがに学校を特定するのは難しそう。

　それにしても、だいたい五分ほどのコーナーだったけど、素人のニコ生主ひとりだけにスポットを当てた内容ってことを考えると、かなりすごい。

　さっそくツイッターをのぞいてみると――

「今日のトレンドワード一位だ！」

　これはガチでいい意味での祭りになるぞ。ニューアイドル誕生の瞬間に立ち会えたと言っても過言じゃない。胸が熱くなるな。

「そうだ！　キリキリバサラも乗るしかない！　このビッグウェーブに！」

　相川みゅうは女子高生占い師だ。さっき僕自身が言ったことだけど、占いはオカルトに分類すべきだと思ってる。

　つまり彼女のことをキリキリバサラで記事にしても問題ないってこと。

「そうと決まれば今の番組のキャプ画像を見つけないと……！」

　２ちゃんねるの実況板をのぞいてみた。

　さすがに映像はまだ見当たらなかったけど、キャプ画像の方はかなりの数がアップロードされまくっている。

　素材用意してくれて乙ですぞ、ねらーの皆さん。

　キリキリバサラは２ちゃんねるの書き込みの転載は禁止されてるけど、キャプ画像を拾ってきてそれを貼はり付けるのは、グレーゾーンってことでごまかせるはず。

　速報記事ってことにして、いつもより短めのコメントを付けるだけでいい。今はとにかく速さが大事。







【速報】女子高生占い師相川みゅうがテレビで特集される！【ぐうかわ】







■ニート通神

　かっ[image: ]

　わっ[image: ]

　いい[image: ]♪

　なお占いについては僕自身、興味はなかった模様

　バサラーの皆様、斬きっちゃう？　現役女子高生を斬っちゃうの？

　かわいいは正義なのに？

　斬られて泣いちゃうみゅうポムも見てみたいですけどねｗ







「よし、パパッとアップ完了、と」

　我ながらいい仕事をした。

　うまくすればアクセス数大幅アップを狙ねらえる。

　あとはりょーたすの調子っぱずれな歌と踊りを鑑賞しつつ、優雅にバサラーの反応を楽しむとしますかね。

「りょーたす、一曲踊ってよ」

「ぽややー？　一曲でいいのー？　百曲ぐらいは踊れるよー」

「じゃあ十八番を」

「そうだなぁ、りょーたすはご遠慮するぅ。おととい来やがれ☆」

「ちょっ」

　どうでもいいときには踊ってばっかりなのに、リクエストすると踊ってくれないのか。

「女心と秋の空は、読みにくいのよ」

　マスターイズミンがニヤニヤしているのが気に食わなかった。

　でもそんな感情も、一時間が経った頃ころにはすっかり吹き飛んでいた。

「ふおおおお！！！　アクセス数すごいんですけどぉ！！！」

　まさにみゅうポム効果ってやつ？

　みゅうポムの速報記事には、今までとは比べものにならないくらいのペースでコメントが付けられている。

　うちのサイトのコメントにしては、全体的にかなり好意的だ。







1：ズバリ言う名無し

　うさんくせえｗｗｗ




2：ズバリ言う名無し

　かわいいじゃん




3：ズバリ言う名無し

　ステマだろ

　でもかわいい




4：ズバリ言う名無し

　僕も占ってもらいたいでちゅーｗｗｗｗｗｗ




5：ズバリ言う名無し

　チェンジ




6：ズバリ言う名無し

　またこの手の怪しいヤツが出てきたか

　日本人ってほんとこういうの好きだな




7：ズバリ言う名無し

　かわいいか？

　声はゆかりんみたいで萌もえるけど




8：ズバリ言う名無し

　48人グループならギリでセンター張れないってレベル




9：ズバリ言う名無し

　みゅうってなんだよクソみたいな名前しやがって

　で、この子にはどこに行けば会えますか？




10：ズバリ言う名無し

　俺も占ってもらいたいです。できればマンツーマンで




11：ズバリ言う名無し

　誰だれ？　このブス




12：ズバリ言う名無し

　こんな占い信じるのは情弱のアホ女どもぐらいだろｗｗ

　ところでみゅうちゃんのおっぱいペロペロしたい




13：ズバリ言う名無し

　みゅう！　好きだー！




14：ズバリ言う名無し

　俺、この生占い初回からずっと見てるけど

　みゅうはすごくいい子だぞ

　今どきのＪＫにしては礼儀正しい方だし

　嫁にしたい







　やっぱりみゅうポムのほどよい魅力に、みんなメロメロなのか。分かる。分かるよその気持ち。

　これでもうちょっとでもかわいげがなかったら、一転して非難コメントで溢あふれてたことだろう。まさに紙一重って感じ。

「あ、ＳＡＲＡＩまで書き込んでる」

　更新直後の記事にＳＡＲＡＩが早々にコメントを書き込むなんて、これまで一度もなかった。まさかあの堅物のＳＡＲＡＩがみゅうポムに惚ほれちゃったのかと思ったけど。

　――占い師なんてみんなインチキですよ。詐欺師と同じです。これは巷ちまたでよく当たると話題になっている人物だろうがテレビによく出てくるタレントもどきの占い師だろうが雑誌に掲載されている占いコーナーだろうが同じです。

　――すべてはリーディングのテクニックに過ぎません。事前に対象者の情報をなんらかの方法を使ってリサーチしておき、本番でさもその場で占ったかのように情報を提示してみせる。なにも知らされていない対象者にとっては自分の情報を次々と言い当てられるのですから、催眠効果は抜群です。後はどんな適当なアドバイスだろうと盲信してしまう。テレビに出ている占い師などがよくやっている方法ですね。これはホットリーディングと呼ばれます。

　――もちろん店舗を構えて、来てくれた客に対してその場で占うような占い師には、ホットリーディングの手法は使えない。ではどうするか。そこで有効なのがコールドリーディングです。さも普通の雑談をしているように見せかけて、うまく会話を誘導し、相手から自然に情報を引き出すんです。相あい川かわみゅうはコールドリーディングは使っていませんね。これは詐欺の手法ではありますがそれなりにアドリブでの高度な技術がいるので、彼女には厳しいのかもしれません。

　――いずれにせよ相川みゅうの背後には、彼女をタレントなりアイドルとして売り出していきたいどこかの芸能事務所がついているのでしょう。彼らがシナリオを書いている茶番ですよ。近いうちに芸能人デビューするでしょう。今回のテレビでの特集もあらかじめ予定されていたもののはず。ステマです。

「真ま面じ目めかっ」

　思わずツッコミを入れたくなっちゃうレベル。いつも通りの、まったく歪ゆがみないコメントで、バサラーとしては百点満点だよ。

　ただ、みんながみゅうポムかわいいって言って祭りになってる中じゃ、かなり浮いてる。そのせいで、他ほかのバサラーからもフルボッコ状態にされてるし。







217：ズバリ言う名無し

　そんなにイカサマだとか詐欺師だとか言うならＳＡＲＡＩは凸すべき

　そして盛大に論破されろ




218：ズバリ言う名無し

　ＳＡＲＡＩとみゅうポムちゃんの直接対決か

　二十年前ぐらいに流は行やった超能力者ＶＳ科学者とかの特番を思い出すな

　あれ好きだった




219：ズバリ言う名無し

　そんなことよりみゅうを俺の妹にしたいんだがどうすればいい？

　あと管理人はみゅうポムって呼ぶな糞くそ




220：ズバリ言う名無し

　ＳＡＲＡＩがみゅうちゃんのイカサマを見破ってしまったら

　みゅうちゃんが泣いちゃうじゃないか！

　そんなことしたら許さないからなクソＳＡＲＡＩ！




221：ズバリ言う名無し

　【速報】ＳＡＲＡＩがＪＫ泣かせる宣言




222：ズバリ言う名無し

　お兄さまが大好きな海に、一緒に行きましょうね




223：ズバリ言う名無し

　ＳＡＲＡＩ「すべてプラズマが悪い」

　こういうことですねわかります

　大○教授に弟子入りしてこい石頭




224：ズバリ言う名無し

　キリキリバサラから我らがＳＡＲＡＩ氏が出陣だー！

　おまいら背後から鉄砲撃つ準備は万全か？

　全力で撃って構わん！




225：ＳＡＲＡＩ

　いいでしょう。そこまで言うならやってみます

　次に相川みゅうが生放送するときに電話してみますよ




226：ズバリ言う名無し
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　うわあ……




227：ズバリ言う名無し

　[image: ]225

　なにドヤ顔で宣言してんだｗ

　うぜえｗｗｗ




228：ズバリ言う名無し

　[image: ]225

　次のニっコニコ生占いは今夜らしいですよ

　もし現れたら俺はみゅうちゃんの援護に回りますからヨロ




229：ズバリ言う名無し

　数日後、そこにはＪＫに完膚なきまでに論破されたＳＡＲＡＩの姿が




230：ズバリ言う名無し

　まぁサライの電話が繋つながるとは限らんけどなｗ

　つか繋がる可能性の方が圧倒的に低いっていうｗ




231：ズバリ言う名無し

　[image: ]225

　もしかしてＳＡＲＡＩきゅんってば

　キリキリバサラでの自分の立場がみゅうに奪われそうだから焦ってる？

　だったら心配すんなお前のことはみんながうぜえと思ってるからｗ




232：ズバリ言う名無し

　とりあえず泣きながらサライ歌ってこい







「うわ、ＳＡＲＡＩのやつ、煽あおり耐性ないのかな。こういうときは、ヘラヘラしながら自虐的なこと言って媚こびるのが一番いいのに」

「あら？　でもガモタくん、この前タマゴマンたち相手にすっごくイライラしながら必死に反論してなかった？　声が出てたわよ」

「ぐぬぬ……」

　そりゃ、当事者かそうでないかによって、感じ方なんてがらりと変わっちゃうもんでしょ。自分に直接向けられた挑発に対しては、どんな聖人でもカチンと来ちゃうっつーの。

「でもさマスターイズミン。つまりそれって、僕とＳＡＲＡＩが同レベルってことですよね？　ぷぷぷ、あのいつもインテリぶってる上から目線のＳＡＲＡＩが？　僕みたいなニート神と？　同レベル？　ああ～、残念だわ～、ＳＡＲＡＩがそんなダメダメなヤツだったなんて、個人的にすごく残念だわ～。ちょっと本気で酒飲み交わしたいわ～」

　酒なんて飲んだことないけど。

「ウフフ、ムキになっちゃって。ガモタくんって本当に子供ねぇ♪」

　マスターイズミンにニヤニヤされた。キモくて、背筋を冷たいものが走ったわけだが。

「でも、そのＳＡＲＡＩって子と相川みゅうちゃんの対決、アタシも興味あるわ～。『キャムキャム』の占いコーナー愛読者としては、ぜひともみゅうちゃんに勝ってほしいわね」

　僕としても今夜のニコ生は、意地でもライブで見るつもりだった。こんなにおいしいネタは他にないでしょ。

　これを記事にすればアクセス数もバンバン増えてアフィの収入でボロ儲もうけ、ってところまで妄想した。

　ＳＡＲＡＩのニっコニコ生占い参戦決定により、みゅうポム地上波デビューの速報記事コメント欄は、今では勝者予想が始まってる有様だ。更新からたった二時間くらいで、『ひとりかくれんぼ実況男が帰ってこない！』や『コックリさんの呪のろいマジ怖ぇ！』のコメント数を軽く追い越してしまった。

「りょーたすにヨーグルトを奢おごる日も近そうだよ。なんなら今日これからどう？」

　そう言って店内を見回したら、りょーたすの姿はどこにもなかった。

「りょーたすちゃんなら帰ったわよ」

「帰った……!?」

　これはひどい。なにも言わずに帰るなんて。しょんぼりする。ヨーグルト、一緒に食べに行こうと思ったのに。

「ガモタくんも帰ってくれる？　そろそろ夜のお客さんが来始める頃ころだから」

　マスターに言われて初めて気付いた。

　窓の外がもう暗くなってきてる。

「ニート神はニート神らしく、ぼっちで華麗に去るでござる！　泣いてなんかねえし！」

　早く帰って、ニコ生に備えなくちゃいけないし。

「あ、マスターこのメモ読んどいて」

　さり気なくメモを渡す。

「あら？　なぁにこれ？　恋文？」

「ちょっ、気持ち悪いからそういうこと言わないでくんない？　さっき飲まされたラッキー茶とかなんとかってやつ、僕なりに改善案をまとめたから、参考になればと思って、それで」

「へえ、そうなの？　助かるわ～。若い男の子の好みはアタシ詳しくないから♪　優しいわね、ガモタく～ん♪」

「べ、別に、いつもマスターに世話になってるお礼とかそういうんじゃないから！　これ以上ゲロまずなお茶を飲まされたらたまったものじゃないからってだけで。自分の身を守るためだけなんで。今度はもっとマシなもの飲ませてよね。じゃっ」

　僕はそそくさと店を出た。

　マスターがいつもより媚びたような声で「また来てねぇん」と言ってきたけど、キモくて返事をする気にはなれなかった。
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「ＲＦＩＤマイクロチップの話を今さら蒸し返すことに、何か意味があるのかね？」

　羽は斗と山やまがうんざりした様子でそう言った。

「あれは見事なまでに失敗に終わった計画じゃないか。あんなに稚拙で歪いびつな計画はなかったよ」

「一部のドナーは身体からだの不調まで訴えた。危うく計画自体が明るみになるところでしたからね」

　的まと場ばが苦い顔で追随する。

「ええと、あの彼はどうなったんだい？　なんていう名前だったかな、内通者の」

「アーロン・ルッソ」

　鷹たか栖すの告げた名に、羽斗山は我が意を得たりとばかりにうなずいた。

「そう、その彼。〝処理〟はちゃんと済んだのかな？」

「はい。滞りなく」

　鷹栖はそれ以上は言わなかった。具体的な話などこの場では無粋であり、〝内通者の処理〟という共通認識さえあればそれで問題はなかった。

「むしろその〝処理〟の後の、マスコミへの情報規制で羽斗山先生には大変お世話になりました」

　羽斗山は苦笑して顔の前で手をひらひらと振った。

「構わないよ。私が金を出しているわけでもないしね。日本は世界における〝報道の自由度ランキング〟で65位まで下がっている。〝特定秘密保護法〟の成立以降、ますます順位を落としているのだ。これを恥ずべきとする若手議員もいるが、一方で都合が良い事も事実。それでも、この国の住民は皆自由だと考えているのだから、平和である事に疑いの余地は無い」

「羽斗山先生は世間一般に対して道化のイメージを浸透させましたからね。とんだ策士でいらっしゃる」

　的場の冗談めかした言葉に、羽斗山もまんざらではないようで笑みを返した。

「その方がなにかと動きやすいのでね。〝オカルト〟についても、同じように問題なく進行中なのだろう？」

「おかげさまで」

　鷹栖はここぞとばかりに、うやうやしくうなずいた。

「失敗に終わったＲＦＩＤ計画を、〝都市伝説〟にまで昇華させて闇やみに葬るとは、まったく大胆な」

　的場は肩をすくめる。

「最初に聞いたときはどうなることかと肝を冷やしたものだ」

「いずれにせよ、マイクロチップの話はこれで終わりにしてほしいものだね。私は黒歴史の説教など聞きたくはない。それよりも、新しい計画の進しん捗ちよくを教えてくれないか。うまくいっていないので神頼みをしている最中、などという戯ざれ言ごとは許されまい？」

　顔は笑っていても、羽斗山の目はまったく笑っていなかった。

　そこに自ら道化を演じる策士としてのしたたかさを垣かい間ま見みて、的場などはゾクリと背筋を凍らせた。

　だが鷹栖は、そんな羽斗山の視線をも軽く受け流し、小さく肩をすくめた。

「黒歴史……ですか。確かにＲＦＩＤは失敗でした。しかし成功から学ぶ事などありません。失敗の歴史こそ、学ぶべきものが多いのです。我々は傲ごう慢まんになってはならない。支配する立場としてね」
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　編集部に戻ったときには、日が暮れかけていた。

「ただいま戻りましたー」

　そう声をかけても、デスクにいる同僚は二、三人しかいない。みんな私の方をチラリと見て、軽く手を挙げて応こたえるとすぐ自分の仕事に戻ってしまう。他ほかの同僚はまだ取材であちこち飛び回っているのだろう。

　次号の校了までまだ一週間あるとはいえ、編集部内に活気は見られない。最近すっかり見慣れた光景だ。

　五ご反たん田だ駅から徒歩五分ほどの距離にある二十四階建てのビルは、外から見るととても小ぎれいだ。教科書や学術書など、お堅い本を出版している会社だけに、そういう外面の良さというのは体面的に必要なのだろう。

　けれどそのビルの中で、私がエレベーターを降りたこの十六階の一角だけは、明らかに異質な空気を醸し出している。

　月刊ムムー。

　オカルトを題材にした月刊誌。

　歴史は古く、創刊は私が生まれるよりずっと前だが、世の中の評価としては苦笑とともに語られることがほとんど。

　その編集部は、周囲から隔絶されているかのように棚で囲われ、荷物が天井近くまで積み上げられていて、しかもなぜか照明の一部が消されているためかなり薄暗くなっていた。編集長曰いわく〝節電のため〟にやっているらしいけど、私の予想ではもっとうさん臭い理由に決まっている。

　そもそもムムー編集部は、他部署と比べてあまりに雑然としている。

　棚に適当に詰め込まれた古めかしい資料原稿はどれも日焼けして黄ばんでいるし、無造作に床に積まれた古文書もどきは今にも朽ちてしまいそうだし、毒々しい色に光る大きな石なんだか彫刻なんだか分からない塊が置いてあるし、海外で売られているような等身大の謎なぞの像が槍やりを持って立っていたりもする。資料棚の裏には小さな鳥居まで設置してあった。とにかくそういう怪しげなものがあちこちにあって、見通しがすごく悪い。

　今のビルに会社が引っ越してきてから、まだわずか数年。その短い間に、ここまでオフィスを散らかしたのは、このビルに入っている全部署の内、うちの編集部がダントツだろう。

　けれど、片付けるべきだという話は編集部内からまるで出てこない。なんだかんだで多少散らかっている方が、みんな落ち着くらしい。

　私は……そうでもないんだけど。

　それは私が普通の人に比べて異常に霊感的な力が強いからかもしれない。あんな鳥居やらなにやらを寄せ集めて設置したって逆効果にしかならないだろうし、個人的にとても不気味だ。

　おかげで、女子トイレに夜一人で入っているときなど、物音どころかいるはずのない人の話し声まで聞こえてくる始末。この力のせいで何度も嫌な経験をしてたりする。

「もしかして私がこのオカルト編集部に居るのって……運命だったり」

　案外、ムムー編集部は霊感の強い人が少ない――つまり鈍い人が多い――から、そういう私の話もありがち過ぎて、オカルトネタとしてさえ受け止めてくれないのだけど。

　今にも崩れてきそうな棚の間をかき分けるようにして、私は編集部の奥にある自分のデスクへ向かった。

「疲れた……。やっぱり〝ラーメン三さぶ郎ろう〟で野菜マシマシニンニクカラメを食べてくればよかった……」

　ため息をつきつつ、イスに座る。

　今日は取材で吉きち祥じよう寺じに行っていたから、ついでに寄ろうと思ったのだが。そもそも、土日も休みなく取材に走り回る私のような雑誌編集者にとってニンニクマシは厳禁だという事実が脳裏をよぎって、泣く泣く諦あきらめたのだ。学生の頃はよく通っていたのだが、社会人になってからすっかり足が遠のいている。

　パンプスをデスクの下で脱ぎ捨て、一息つく。バッグを担いでいた肩が凝り固まっていた。自分で軽くマッサージしてみるけれど、大した効果は得られない。

　私のバッグはパンパンにふくれ上がっている。ノートＰＣに資料に原稿に手帳にと仕事で必要なものに加えて、さらにカメラまで入っているんだから仕方がない。

　バッグからそのカメラを取り出した。

　結局、今日も使う機会がなかった。まあ、オカルト雑誌の編集者がこんな高性能のカメラを使う機会なんてそうそうないのだが。まさに宝の持ち腐れと言える。

　カメラは単なる趣味で、本業ではない。最近のカメラは扱い方が簡単で、女性の間でも私みたいにカメラファンは増えているらしい。そんなわけで仕事柄、ちょっとは腕を磨いておこうかと思って始めただけのこと。

　けれど、けっこうかさばるので少しうんざりしてきたところではあった。カメラ自体はとてもコンパクトなのだが、レンズも含めると案外バカにできない重さになる。今度からは仕事中に持ち歩くのはやめるべきだろうかと思案する。

　肩を揉もみながらデスクの上を見ると、置いた覚えのないＡ４サイズの封筒が目に入った。表紙には走り書きで〝橋はし上がみ諫いさ征ゆき　第二十六回〟とある。

「アセンション！」

　おっと、またいつもの口癖が出てしまった。汎はん用よう性せいが高いおかげで、ついいろんなシチュエーションで口走ってしまうのだ。矯正したいけど、きっと無理。

「橋上さんの連載原稿、もう上がってたんだ。だったらついでに寄ればよかった。真ま壁かべ君が……取ってきてくれたのかな」

　ムムーでは、成せい明めい大学の教授である橋上諫征氏に、二年ほど前から連載コラムを書いてもらっていた。次号で連載二十六回目になる。去年の春、前任者が他の部署に異動になったので、私が担当を引き継いだ。

　橋上先生の自宅も吉祥寺にある。だけど原稿の〆しめ切きり自体は明日だったし、向こうからも特に連絡がなかったから今日は家に寄らなかったのだ。

　真壁君の姿を捜してみる。けれど彼のデスクは無人だった。原稿を置いていったあと、また出掛けたのだろうか。

「いや、あいつのことだからどうせ呑のん気きに昼食でも行っているに違いないわね。お昼でもないけど」

　最近の新人というのは、やけにマイペースな性格をしている気がする。まあ、かく言う私も真壁君より一つ先輩でしかないのだけれど。

　早速、流し読みしてみる。

「なになに、『幽霊に対する過剰な感情付与を排除せよ』か。ふむふむ」

　幽霊否定派にしろ肯定派にしろ、霊というものに対して過剰な感情を抱きすぎている……と橋上先生は書いている。それによって真実は曇り、現象の本質を見誤ってしまっているのだ、と。

　――幽霊と言われてあなたはどんなものを思い浮かべるだろうか。信じている人もそうでない人も、思い浮かべたのはほとんどの場合、生き物、さらに言えば人の姿ではないか？　それこそがすでに感情的すぎるのである。

「なるほど、むしろ肯定派より否定派の方が、その〝刷り込み〟は強いかもね」

　最近の橋上先生の主張は、個人的に嫌いではない。

　マヤによる終末予言が二〇一二年をもって賞味期限切れしたことで、ネットでは『マヤビジネス＼(^o^)／オワタ』と皮肉が飛び交い、二十世紀から引っ張ってきた有名なネタも底を突いた。最近は小振りな話題ばかりになっているせいで、ムムーの売り上げ部数もかなり減ったと、編集長が以前ぼやいていたのを思い出す。そんな中で最近は謎のオカルトブームが追い風になっている。

　オカルト肯定派に転向し、それを科学的な側面からも追求しようとしている橋上先生の連載も、右肩上がりで人気を得てきているのだ。でも第一回のときの原稿と読み比べてみると内容は一変してる。彼の中で何らかの〝異変〟があったような、そんな気がするんだけど、、実際はどうなんだろ。

「よお、澄すみ風かぜ。戻ったか」

　そこへ、編集長の高たか藤ふじが声を掛けてきた。ムムー編集部を〝散らかした〟張本人であり、普段からポロシャツにブレザーというラフな格好を貫き続けている、信念の人である。ポロシャツの裾すそをズボンの中に入れさえしなければ、少しは敬意を表せるのだが。本人はその辺はまったく気にしていないようだ。

　とはいえ編集者としての実力は尊敬に値する。ムムーも今の編集長になってからのこの二年ほどで、売上部数が二倍近くまで増えた、らしい。マヤビジネスが終しゆう焉えんした事を考えれば、これってすごいことだ。

「今回の橋上先生の原稿、いい感じだな」

「え、編集長、読んだんですか？」

　いつもならこの段階で読むことなんてないのに。

「おいおい、その原稿、誰だれが回収してきてやったと思ってんだ？」

「真壁君、じゃないんです？」

「俺だよ！　おーれ！」

「編集長自ら？　へえ、ふーん、いったいなにが始まろうっていうんです？　明日、大マゼラン星雲からＵＦＯでも襲来します？」

「しないだろ。もしそんなことがあるなら、とっくに俺の知り合いから情報が入ってる。なにしろ世界中にパイプがあるからな」

「あはは、冗談言っただけですってば。いい大人が、そんなことで偉そうに胸を張らないでくださいよ～」

　世界中にパイプがあるというのは本当らしいが。

　なにしろ編集長は、ムムー創刊時から在籍しているほどのベテランなのだ。

「ま、それはともかく、たまたま橋上先生のお宅の近所まで用事があってな。ちょうどいいやと思って、ついでにいただいてきたんだよ」

「ふ～ん、真壁君のこと、ずいぶん甘やかしちゃってますね」

「バカ言え。もちろんその代わりに山やま梨なしまで急きゆう遽きよ日帰り取材に行かせたっての」

「前言撤回。編集長ひどい」

「はは」

　この編集長も、以前はもっとストイックに雑誌を作っていたと、先輩の編集者から聞いたことがある。でも最近は、私みたいなペーペーとの雑談に付き合ってくれるほど丸くなった。それもこれも、売上部数増加による景気の良さなのかもしれない。そもそも遠くまで取材に行かせるなんてことだって、私が入る以前はなかなかできなかったらしいと先輩編集者が語っていたし。

「でも、わざわざ取ってきてもらって、本当にありがとうございました」

　立ち上がって、頭を下げておく。

「橋上先生も、パソコンを導入してくれれば、原稿を取りに行くなんてことはなくなるんですけどねえ」

　橋上先生の主張は好きだが、彼の自宅まで毎月、原稿を取りに行くのは意外と骨が折れる。できればメールだけで済ませたいのだが、橋上先生の世代にとってはやはりそういうことに抵抗があるのだろう。

　でも、あの家って……ちょっと嫌な感じがするのだ。霊感的な意味で、だが。

「なあ、ところで澄すみ風かぜ。橋上先生って、人嫌いなのか？」

「へ？　どういう意味です？」

「いや、原稿取りに行ったときにな、先生のお母上が対応してくれたんだよ。先生は留守なのかと聞いてみたら、家にいますと答えたんで、俺がいきなり行ったのが失礼だったんじゃないかと思ってな」

「そんなことないと思いますよ？　私もいつも原稿取りに行ってますけど、先生ご本人が対応してくれますし。っていうか、先生のお母様？　奥様じゃなく？」

「ああ、歳としはもう七十を超えてるぐらいだった」

「へえ……」

　私は橋上先生の家を十回以上訪ねているが、先生の母親には一度も会ったことがない。

「そもそも同居してましたっけ？」

「いや、俺もそこまで詳しくはないが……」

　自分の記憶を掘り起こしてみる。すぐに思い出した。

「あ、橋上先生のお母様は、だいぶ前に亡くなっているはずじゃ……？」

　自分のデスクの棚から、橋上先生の原稿をまとめたファイルを取り出す。整理整せい頓とんは私の信条だ。せめて自分のデスクだけでもと、編集部の方針に逆らっている。

「去年の連載記事の中で、亡くなられたお母様のことについて触れてましたもん」

　探してみると、第十八回の原稿で確かに母親が亡くなっていると書いている。
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「本当だな。けどよ、応対してくれたのは間違いなく婆さんだったぞ」

　親族の方だろうか。だとしても、先生も奥様も対応に出てこなかったのは何な故ぜだろう。他ほかには大学生のご子息もいたはずだ。

　その女性に来客の対応を任せるのは、とても不自然に思える。

「これはアセンションね……。編集長、そのお婆さんってもしかして……」

「もしかして……？」

　私は周囲をうかがい、声を潜めた。

「幽霊、だったんじゃ？」

　その言葉に、編集長はしばらく眉まゆ根ねを寄せてうなったあと、膝ひざを打った。

「そりゃ傑作だ！　ムムーの記者を三十年やってきた俺が、本物と幽霊の婆さんを見分けることもできねえとは！　世の中、まだまだ奥が深いぜ！」

　愉快そうに笑って、定規で背中をかきながら自分のデスクへと去って行った。

　……冗談で言ったわけではないのだが。

　まあ、これ以上追求しない方がいいのかもしれない。先生の家のことに踏み込む権利などないし、こちらとしては原稿が上がってくれさえすればなにも不自由はない。

　優秀な編集者なら、こういうときにあえて踏み込んでいくのだろう。だが私は、自分の霊感というものをあまり表に出したくはなかったのだ。

　それがこの二十三年間生きてきて身に付けた処世術でもある。

　というわけでこの件については頭の隅に追いやり、自分の担当記事について考えることにした。

　私はバッグから取材用の手帳を引っ張りだし、今日の取材でメモしたページを開いた。

　調べているのは、未成年の少女がミイラ男と一年にわたって同居していたという事件だ。最近、ネットでも話題になっている。

　なんらかの呪じゆ術じゆつ的てきな要素が事件に関係しているのではないかと目を付けた編集長から、記事を書けと振られた。

　事件自体は二年ほど前に発覚した。警察も動いたし、当時、小さいながら新聞の記事にもなった。

　吉きち祥じよう寺じの外れにある、大きな洋館。そこで起きた悲劇だ。

　今日、実際にその洋館の周囲で取材をして、いろいろ分かった。確かに編集長が目を付けるだけあって、その事件の概要は一筋縄ではいかない。

　構図としては、成人した兄が医療ミスにより亡くなり、当時十五歳だった妹がその兄の遺体とおよそ一年間に渡って一緒に暮らしていたというものだ。

　ミイラ男と少女とは、兄きよう妹だいだったのだ。それはまだいい。納得できる。

　不思議なのは、兄の遺体はすでに医師によって正式に死亡確認がされたものだったということ。

　では遺体は、死亡確認後、いつ、誰が、どうやって、住まいである洋館へと戻されたのか。

　病院や葬儀社がそんな真ま似ねをするはずがない。

「ミイラが歩いて帰った、っていうならオカルトよね。っていうかそれはミイラというよりゾンビだけど」

　その方向性で記事にできないかとあれこれ調べてみたけれど、さすがに無理があるかもという結論に至って、今日はすごすごと編集部まで帰ってきたというわけで。

　あくまでこれは事件であって、オカルト要素を見つけるのは難しい。死体と同居していたというだけでは、ネタとして少々弱い。

　でも、だからと言って編集長に「無理です」と答えるわけにはいかない。そんなことは、記者としてのプライドが許さない。

　さっき、あえて編集長がなにも聞いてこなかったのも、私を信頼してくれてのことなのだろう。だからこそ、まだ諦あきらめるつもりはなかった。

「とは言え、打つ手はあんまりないのよね……」

　事件内容のねつ造はさすがにはばかられた。ムムーはうさん臭いネタばかりを記事にしているが、記事のねつ造はするなと、この編集部の一員になったときに編集長からも釘くぎを刺されたことがある。

　かと言ってオカルト要素がなければムムーで取り上げる意味もない。個人的にはオカルトにこだわってはいないのだが、雑誌のカラーを無視した記事は書けない。

「ネットにいいネタは転がってないかしら……」

　なにかの取っかかりだけでもいい。このミイラ事件は、発覚したのが二年前にもかかわらず最近になってネット上で話題になり始めた。だから私が知らない情報も転がっているかもしれない。

　手始めに、ミイラの兄と暮らしていた妹の名前――水み無な瀨せ莉り愛あという芸能人のような名前だ――を検索してみた。警察発表では彼女の名前は伏せられていたから、ネットでもまだ出回っていないかもしれないが。

「ふむ……」

　珍しい名前だけあって、ヒット件数は少ない。完全に一致したのは、とあるＦａｃｅｂｏｏｋのページだけだった。

　Ｆａｃｅｂｏｏｋは、実名登録が基本のＳＮＳだ。水無瀨莉愛という名で登録している人物は、その一人だけ。

　この人物が、私が追い求めている水無瀨莉愛と同一人物なのかどうか。

　とりあえず見てみることにする。すると思いの外、大量の投稿がなされていた。五年以上前から律儀に日記が付けられている。全部読むには時間がかかりそうだ。

「やっぱり三さぶ郎ろうで腹ごしらえしておけばよかったわ……」

　そう思ったら、ため息と唾だ液えきが出た。

　テーブルの隅に置きっ放しにしていたミルク味のキャンディを口に放り込んで、食欲をごまかす。

　さて、と。

　試しに、三年ほど前の投稿を読んでみた。

　するとすぐに、この日記の特徴が見えてきた。

　それは、すべての投稿が必ずと言っていいほど彼女の兄を話題にしているということ。さながら〝兄日記〟と言っても過言じゃなかった。







三月二〇日

今日の午後、お兄さまが新しいお車でドライブに連れて行ってくださいました。

こもりがちな私などのために、お仕事を休んでまで。

でもお兄さまは免許を取り立てですから、運転があまりお上手ではなくて。

方向音痴で何度も道を間違えて、湘しよう南なん海岸には結局辿たどり着くことができませんでした。

「ごめんな、今度はちゃんと地図を覚えるから」

お兄さまはそう言って肩を落としていらしたけれど。

ねえ、お兄さま。

私はお兄さまのお隣に座っているだけで、とても幸せだったのですよ。

お兄さまと何時間もご一緒にドライブができて、それだけで涙が出そうでした。

あるいは、いつまでも辿り着かないでほしいと私が願ったから、きっと神様が気を利かせてくださったのかもしれませんね。

また、連れていってくださいね。







　どうやらかなりブラコンのようだ。

　もっとも、それも仕方がないのかもしれない。

　もしこの水無瀨莉愛がミイラ事件の水無瀨莉愛と同一人物だとすれば、両親はこの時点で他界しているのだ。親が残した莫ばく大だいな遺産で兄と妹は二人で暮らしていたことになる。二人きりの肉親ならば、兄に依存するのもうなずける。

　ただ、この時点で水無瀨莉愛は十四歳のはずだが、日記を読む限り精神年齢が幼そうに感じるのが気になった。

　先入観を捨て、この水無瀨莉愛は別人かもしれないという前提で読み進めることにする。







五月一二日

お兄さまが大好きな海に、一緒に行きましょうね。




五月一三日

今日はお兄さまにねだられて、お兄さまの好物であるフレンチトーストを作って差し上げました。

私は鈍臭くていつもお兄さまに頼ってばかりですけれど。

このフレンチトーストの腕前だけは、お兄さまにも負けませんわ。

だって、お母さま直伝なんですもの。

だって、お兄さまに喜んでもらえる、私のたったひとつの特技なんですもの。

お兄さまは朝から嬉うれしそうに食べてくださいました。

私のフレンチトーストを一生食べ続けたい、なんてことまで言ってくれたのです。

うふふ、お兄さま、それではまるでプロポーズのようですわよ。

私がお兄さまの妹でなかったら、そのプロポーズを受けてしまっていたかもしれません。

……いいえ、でもやはり私は、お兄さまの妹がいいです。




五月一四日

お兄さまが大好きな海に、一緒に行きましょうね。




五月一五日

ひどく臭におうのです……。

何度もシャワーを浴びました。




五月一六日

お兄さまったら、お笑い番組のような低俗なテレビ番組を見ておかしそうに笑っています。私はああいう騒々しいのは嫌いだというのに。

ただ静かにのんびりと、隣に座って二人で一緒に本を読む……。

そういうのが望みなのです。




五月一七日

お兄さまが大好きな海に、一緒に行きましょうね。




五月一八日

まだ五月なのにとても暑くて、お兄さまにアイスを買ってきてくださいとわがままを言ってしまいました。

でも、よりによって買ってきたのがあずきアイスだなんて。

お兄さま、ちっとも分かっていらっしゃらないわ。

私はチョコアイスがよかったのですよ。




五月一九日

暑いのは苦手ですわ。だからついつい薄着をしてしまったのですけれど。

そうしたらお兄さまったら、なんて言ったと思います？

「えっちぃぞ」

ですって！

とっても破廉恥な言葉遣いですわね。お兄さまがそんなに動揺しているところを見たのは初めてです。

ふふ、お兄さまには、私が〝えっちく〟見えるのですのね。

なんだか、とてもうれしい。




五月二〇日

お兄さま、最近あまりお車に乗らないのはどうしてかしら？

ドライブが嫌いになってしまったのでしょうか。




五月二一日

虫が多い。




五月二二日

お兄さまが大好きな海に、一緒に行きましょうね。







「なによ……これ……」




　読み進めていくうちに、私は背筋が寒くなった。

　一見すれば、ごく普通の微笑ほほえましい日記だ。

　だからこそ、正視に耐えない。

　なぜなら。

　この日記の日付の時点では、まるで一緒に暮らしているかのように書かれている水無瀨莉愛の兄は――




　すでに、亡くなっていたのだから。




　私はたまらずメガネを外し、まぶたの上から眼球を指で揉もみほぐした。

　特に気になったのは、日記に何度も繰り返し登場する、とあるフレーズだった。

『お兄さまが大好きな海に、一緒に行きましょうね』

　なにか意味があるのだろうか。

　私はその部分をコピペすると、何気なくネットで検索をかけてみた。

　特に確信があったわけではない。

　けれど。




「あ……」




　ヒットした。

　完全に日記の文と一致したサイトが、二件。

　そのうちの一件は、今まさに見ていたＦａｃｅｂｏｏｋのページ。

　そして、もう一件は。

「キリキリ……バサラ？」

　そのまとめサイトのコメント欄に、まったく同じ文章が書き込まれていた。

　しかも、ひとつではなく。

　すべての記事に必ずひとつずつ。

　その日付を見て、私は息を呑のんだ。

　最新のものが書き込まれたのは――

「つ、つい昨日……」







222：ズバリ言う名無し

　お兄さまが大好きな海に、一緒に行きましょうね
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　大丈夫、この寒さでも、手は震えてない。

　ビジョンも、見える。

「あなたはさ、お母さんと一緒にいくの。それは決まってることですんで」

　私がそう告げると、電話口から期待に満ちた女性の声が返ってきた。

『お母さんに付いていけば、幸せになれるんですね？』

「幸せになれるかどうかは、私には分かんない感じです。見たままをゆってるだけなんで。でも、あなたはお母さんと一緒にケーキを食べてましたよ。お誕生日のケーキじゃないかな。お母さんは笑ってた。超絶楽しそうで、私まで嬉しくなっちゃったぐらい」

　それが、今電話で話してる相談者の未来。

〝両親の離婚が決まっているのだが、父か母か、どちらに付いていけば幸せになれるか占ってほしい〟ってゆわれて、見えたビジョンだ。

『ありがとうございます。これで、やっと……決心が付きました』

　どうやら今回の迷える子犬様は、私の言葉をいい意味に取ったっぽい。ホッとした声でそうゆって電話を切った。

　私も小さく息をついて、胸をなで下ろす。

　窓の方に目を向けた。カーテンを閉め切ってるから外の様子は分かんないけど、もう日は落ちて暗くなってる感じ。

　時間はそろそろ午後六時二十分。

　今日の『みゅうのニっコニコ生占い☆』は、さっきテレビで私のことが放映されたせいか、すでに閲覧者が十万人を超えてるってゆう超絶ヤバイことになってる。

　これだけの人が見に来るのなんて初めて。

　テレビってすごい。

　反響大きすぎてなんか怖くなっちゃった。おかげでいつもより緊張しちゃってるよ私。

　それでも、今日最初の占いを無事にやり遂げられて。ちょっとだけだけど、心の余裕が生まれた感じ。

　前回は……泣かされちゃったしね……。

　私的に、あれは超絶悔しかった。

　私が肩を震わせて泣いてる動画、たくさん拡散されちゃって、恥ずかしさのあまり「もうやめろ～！　や～め～て～く～れ～！」って叫びそうになって――実際に家で一人になったときに何度か叫んだ――かなりヘコんだ。

　ちいちゃんからも「しばらくニコ生やめようか？」って心配されたんだけど、私は自分で、今日もやるって決めた。

　テレビで取材を受けたことは、あんま関係なくて。

　私がニコ生を続けてる理由はこれまでと変わらず、自分の力は間違ってないって証明したいため。

　だから、できれば前の放送で私を嘘うそつき呼ばわりしたあの人とも直接会って話をして、私が間違ってたのかどうか確かめたかった。今日の放送が始まったときに呼びかけてみたけど、応こたえてくれるかは……ビミョー。今のところ返事はない感じ。

　ちいちゃんが、ホットのミルクティをわざわざ淹いれてくれて、私の手元に置いてくれた。ありがたく受け取って、一口飲む。とっても温かくて、ホッとする。おかげで寒さも和らいだ。この部屋にはガスストーブがひとつしかないから、あんま暖まらないんだよね。

　ちいちゃんに軽くウインクして、感謝。

　サンキュー。ちいちゃんがいてくれるから、私はこうしてまだ放送を続けられるんだよ。それぐらい、ちいちゃんは私にとって超絶大きな存在なのだ。

「そんじゃ、続いての悩める子犬様、どうぞお電話くださぁい」

　私がそう呼びかける前から、すでに電話は鳴り続けてたわけだけど。

「フライングはヤメロっての～。そうゆう電話は、取りませぇんよ～」

　そうゆって、ノートＰＣのカメラに向かって手を振る。

　今、私はちゃんと笑えたかな？

　引きつってなかったかな？

　大きく深呼吸して。

　鳴り続けてる携帯を取った。

　大丈夫。

　私は、大丈夫――

「はい、もしもしっ。ニっコニコ生占いです☆　ようこそ、迷える子犬様。お名前からどぉぞ？」

『…………』

　電話の向こうから、相手の息づかいが聞こえる。

　たぶん、男性。

　なんにも答えてくれないのは、緊張してるから？　それとも……？

　たまらず、ゴクリと唾つばを飲み込んだら。

『ＳＡＲＡＩです』

　スピーカーモードにした電話から、落ち着いた声が返ってきた。

　すると途端に、ニコ生の画面にコメントがいっぱい溢あふれ出す。

『ＳＡＲＡＩキター!!』『奇跡の直接対決！！！！』『これはメシ食ってる場合じゃねえ！』『みゅうたん逃げてえええ』『マジでＳＡＲＡＩ来たのかｗ』『みゅうちゃん、相手にしない方がいいよ』『今すぐ電話を切って、みゅう！』

「え……？」

　この電話の相手――ＳＡＲＡＩってゆう人は、有名……なの？

　イヤな予感がするんだけど。前回みたいに、ケンカをふっかけるのを前提に電話してきた人？

　電話切るべきかな？

　でも、それじゃ自分の力を確かめられないし。

『路上に出ている占い師が、なぜ儲もうからないか。とても裕福とは言えない生活をしている人がどれだけ沢山いるか、みゅうさんには分かりますか？』

「は……？」

　いきなりＳＡＲＡＩさんが、まるで学校の先生みたいな口調でそう切り出してきたから、パニックになりかける。

　超意味分かんないんですけど……。

　これは電話を使った占い番組で、占ってもらいたい内容を相談者から話してもらう。それがフツーの流れなのに。ＳＡＲＡＩさんは全然関係ない話題を勝手に喋しやべり始めてる。

『ほとんどの占い師は、占いだけで生活を成り立たせることが難しいんですよ。個人的に十人ほどの占い師に実際にリサーチしました。ちなみに易者は除外しています。すると占い師の人たちは誰だれもが、占いの他ほかに仕事をしていると答えたんです。この意味、解わかりますか？』

「え、え？　なになに？」

　コメントでは、色んな人が『話に付き合うな』って警告してきてる。

　でも、ＳＡＲＡＩさんは前回の人と違ってキモくも怖くもないし、話し方もちゃんとしてる。いきなり怒鳴ってくるような人じゃない……はず。

　だから、もう少しだけ、付き合ってみよう。

『易者と占い師は決定的に違う。易者はどちらかと言うと統計学です。膨大なデータを元に方向性を示すだけ。ですが、占い師は違います』

「えっと、違う、んですか？」

『ええ。彼らは、自分の存在についての矛盾に気付いていないんです。実に滑こつ稽けいですね』

「こっけい……」

　って、どうゆう意味だっけ？

『未来を見ることのできる占い師は、なぜ占いだけで食べていけないのか。必要であれば自分の未来を見て、占い師として成功するような道を選んでいけばいいだけの話です。彼らは一日に何度も、他人の未来を予見し、人生をプラスへと導く力があるのです。当たると喧けん伝でんしているなら、造作もないことのはずです』

「…………」

　ここまで聞いて、彼がなにをゆいたいのか、分かっちゃった感じ。

『けれどそれをしないのは……占いで、未来など予見できないからです』

「……っ」

　冷静な口調のまま、淡々と主張してくる。

　前回、絡からんできた人とはまるで正反対。

　私は、自分の手を見た。

　大丈夫。……だいじょうぶ。

　声には出さずに、そうつぶやいて。

　きつく拳こぶしを握りしめ、怖いのをごまかした。

　パソコンの画面を見てみると、攻撃的なコメントが増え始めてる。

『ＳＡＲＡＩはタヒね』『みゅうちゃんに本気で占ってもらいたい人に譲ってやれよ』『占いを信じてる人もいるんだぞ！』『うぜえぞクソ野郎』『みゅうをいじめるな』『チラ裏乙』『キリバサでやってろカス』『みゅうと対決なんて茶番は誰も望んでねーんだよ帰れ！』

　味方してくれてるのはありがたいけど。

　ケンカはヤメロ、ってゆうべきなのかな。

　このままだと、どっちも挑発し合って、どんどん空気悪くなっちゃいそうだし。

　なんて考えてたら、私がそれをゆうより早く、電話の向こうのＳＡＲＡＩさんがコメントに反応した。

『ええ、その通り、これは茶番ですよ。僕としてはあまり表には出たくなかったんですが、キリキリバサラの連中があまりに挑発するので、仕方なくこうして電話しています。けれどみゅうさんのやっていることもまた、茶番です。これを占いだと本気で信じている人は、むしろ今すぐ考えを改めた方がいい』

　――ノイズ多すぎ。

　私は唇を噛かんで、目の前で繰り広げられている出来事を見つめる。

　今のＳＡＲＡＩさんの言葉で、彼への攻撃コメントが溢れ返った。画面上の私の顔が覆い隠されちゃうくらい。

　ＳＡＲＡＩさんもＳＡＲＡＩさんで、なおもそうゆうコメントに噛みついて、一人で喋り続けてるし。

　なんなのこれ？

　コメントが荒れるのを、もう私じゃ止められない。場の空気が、固定されちゃった感じ。

　数ヶ月前、最初に『みゅうのニっコニコ生占い☆』を始めたばっかで訪問者もほとんどいなかった頃ころ。

　あのまったりのんびりとした時間が、私は好きだった。私を誉ほめてくれる人もいなければ、けなす人もいなかった。ただフツーに、私の占いを見て、聞いて、評価してくれた。

　あの頃みたいに戻るのは、もう、無理なのかな……。

　でも。

　でもね？

「きっと――」

　私は口を開く。

　あえて、フードを脱ぎ払う。

「きっとね、それでも、ＳＡＲＡＩさんだって、迷える子犬様だよっ」

　ゆいながら、いつも通りカードを並べ始めた。

　なにを占おうとしてるのかなんて、自分でもよく分かんないけど。

『フン。俺……僕は迷ってなんていない』

　あ、このひと今、鼻で笑った。

　超絶ムカつく！

　でもなんか、さっきまでと口調、ちょっとだけ、変わった？

　――そっちが、ホントのあなた？

　セフィロトの樹きの形に、十枚のカードを配置して。

「開け、イェソド！」

　九番目のカードをめくる。

　見えるのは……なに？

　ふっと、正面にあるパソコンの画面が遠のいて。

　目の前が真っ暗になったみたいな感じ。自分がどこにいるのか、一瞬、分かんなくなって。

　私じゃない人の声が、頭の中に響いた。

『どうしてあなたが殺されなくちゃいけないんだ、いったい誰がこんなことを……。俺は、あなたに言いたいことがたくさんあったのに！　なにも言えていない……。もう、あなたと何ヶ月話してなかったんだろう……。どうして俺は、あなたのことをこんなに嫌っていたんだろう……。なあ、なにか言ってくれよ……。父さん……』

「――っ」

　今の声、ＳＡＲＡＩさん……だよね。

「急……いで……っ」

　思い浮かぶのは、父親の顔。

　でもその人は、ＳＡＲＡＩさんのお父さんじゃなくて、私のパパ。

　土気色の顔で、目を閉じ、横たわってる。すっかり痩やせこけて、骨と皮だけになっちゃってる。

　私はママだけじゃなく、パパのことも助けられなかった。

　学校の友達にも気味悪がられていた私を、たったひとり受け入れてくれたパパ。私のために、私が書いた絵を写真に撮ってくれたパパ。

　そのパパが、ガンで余命半年だって宣告されたのと。そんな残酷な事実を認めたくなくて、私がパパの未来を占い出したのと。

　いったいどっちが先だったのか、今となってはよく覚えてない。

　私はただ、パパが助かる未来を、パパが生きてる未来を、視みたかったの。

　その未来を視ることができれば、パパは助かるんだって、信じてたの。

　私がパパを助けるんだって、ご飯も食べず、寝ることもせず、何日も、何百回も占って。

　……結果は、いつも同じだった。

　私は、パパを助けられなかった。

　もしかしたら、私がそんな未来ばっか視ちゃったせいで、パパは死んだのかも。

　――お前が占ったせいなんだよ！

「っ……！」

　そんなことない。パパは私にそんなことをゆう人じゃないし。ただの、私の罪悪感が生んだ勝手な妄想だし。

「お願い、ＳＡＲＡＩさん……。早くお父さんと話すべき……」

『な、なんだって……？　なんで、父さんが出てくるんだ』

　明らかにＳＡＲＡＩさんの口ぶりが変わった。

「もし……、お父さんと仲直りしたいなら、話をよく聞いてあげて」

　私は、占いを続けたい。

　私を信じてくれたパパのために。

　私には人の未来を視ることのできる力があって、この力を持つことは間違ってないんだよってゆってくれたパパのために。

　だから、どれだけ罵ば倒とうされたって、否定されたって、私は、続けなくちゃいけないんだ。

「あなただって、お父さんと話したいこと、あるでしょ？　今しか、ないんだよっ。後回しにしたら、超絶後悔しちゃうから！」

『テ、テンプレートな言葉の羅列だ、なんの意味もない。それとも脅迫か？　そうやって思わせぶりに肉親の死を匂におわせておけば精神的優位に立てると思ってるんだろう……！　俺は、脅迫に屈したりしない……！』

　ダメだ、ここで私がどんなに訴えても、私を信じてない人には届かない。

　こうゆうとき、どうしたらいいのかな……？

　こうして電話で繋つながってるのに、私とＳＡＲＡＩさんとの間には、海よりも深い溝があって。こっちからどんなに手を伸ばしたって、相手が掴つかんでくれることはないのかな。

　せっかく、視えたのに。

　ＳＡＲＡＩさんが、お父さんと仲直りするチャンス、今ここにあるのに。

　それがＳＡＲＡＩさんに伝わらないことが、もどかしくて。

　悔しくて。

　悲しくて。

「私には、運命を変える力なんて、ないから……。あなたがさ、自分で動かなくちゃ……」

　ああ……。こぼれる涙を、止められない。

　また、泣いちゃった……。

　ぼやける視界の中で、手の中のカードに目をやる。

『犬まみれの塔』の逆位置。

　タロットでゆうところの意味は。

「――すべてを無にして、自分自身を見つめよ」
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「ＣＯＤＥリストは見つかったか？」

　自室に戻った鷹たか栖すは、携帯電話に着信履歴のあった番号へ折り返すと同時に、相手にそう詰問した。

『まだです』

「ではなぜ呑のん気きに私に電話をしてきている？」

　棚に並べられたワインのうち一本を無造作に取り出し、携帯電話を耳に当てたまま器用にコルクを抜いていく。

「経過報告など不要だ。今すぐ電話を切って、仕事に戻れ。なんとしても場所を聞き出すんだ。もしリストが流出すれば、君だけの責任では済まされなくなる。場合によっては、計画そのものが遅延することになるのだ。そうなれば総帥もどれだけ〝機嫌〟を悪くされる事か。それがなにを意味するか、君に分かるかな？」

『も、申し訳ありません！　なんとしても聞き出します！』

　電話が切れたのと、コルクが抜けたのは同時だった。

　鷹栖はグラスに赤ワインを注ぎ、それを一口飲んで風味を味わう。

　こんなことで計画がつまずくことは、決してあってはならない。すべてを秘密裏に、オカルトとして処理するのだ。

　だが――

　鷹栖はグラスを手の中で揺らしつつ、首をひねった。

「なにかがおかしい。あの男のバックにいるのは、何者なのだ？」
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【速報】ＳＡＲＡＩ氏、相あい川かわみゅうに完全論破されるｗｗｗｗｗ【みゅうポム】





前回の『みゅうのニっコニコ生占い☆』より









■ニート通神

　ＳＡＲＡＩざまあああああｗｗｗ

　最初は威勢がよかったのに途中からｇｄｇｄでひどすぎワロタｗｗｗ

　みゅうポムに謝れよマジで

　キリキリバサラはこれからも相川みゅうちゃんを応援していきます（キリッ







156：名無しの親衛隊

　しどろもどろじゃないかｗｗｗ

　典型的なおまえらｗｗｗ




157：名無しの親衛隊

　俺には相川みゅうが二回連続で泣かされたようにしかみえないわけだが

　なんでＳＡＲＡＩ完全敗北の流れになってるのか教えてエロい人




158：名無しの親衛隊

　お兄さまが大好きな海に、一緒に行きましょうね




159：名無しの親衛隊

　なあなあＳＡＲＡＩきゅんＳＡＲＡＩきゅん

　女子高生占い師に論破されて今どんな気持ち？　ねえどんな気持ち？




160：名無しの親衛隊

　で、ＳＡＲＡＩはいつこの件でコメントしてくれるの？

　昨日からまだ一度も現れてないけど

　あっ……（察し）




161：トコトコ

　面白い番組だなあ、これ




162：名無しの親衛隊

　[image: ]157

　前回はみゅうが完全論破されて、それで泣いたんじゃん

　今回はみゅうは論破されてない




163：名無しの親衛隊

　[image: ]157

　今回はむしろＳＡＲＡＩに同情して泣いてやったと思われ

　お父さんがどうとかって言ってただろ

　優しい子なんだよかわいい




164：名無しの親衛隊

　お前らそんなにＳＡＲＡＩをいじめてやるなよ（笑）

　あいつは俺たちのためにキリバサを代表してみゅうに凸したんだぞ（笑）







　じっと、見つめる。

　ブラウザに表示されているのは、昨日の『みゅうのニっコニコ生占い☆』。

　生でも見たけど、その後もタイムシフト視聴ですでに五回は見てる。

　ＳＡＲＡＩが論破された件については割とどうでもいい。

　それよりも。

「みゅうポムの泣き顔マジ最高だし！」

　フードはかぶらずに、自分の身体からだをギュッと抱きしめて、嗚お咽えつも漏らさず涙だけを流す相川みゅうの姿は、近年まれに見る神っぷり。まさに女神。実にハァハァしたくなる顔と仕草である。

　前回、悔しそうに泣いているのもよかったけど。

　今回の泣きっぷりは、なんというか、忍び泣きというか。

「なんにせよ、いいものだ。女子の涙というのはいいものだ」

「ガモタく～ん、そのセリフ、今日うちに来てから何度目よ」

　マスターイズミンが、呆あきれた声を上げた。

「ふん、どうせマスターイズミンには、僕の繊細な気持ちは分かりませんよ。非モテコミュ障ニート神としては、たとえ同情でもあんなかわいい女子に泣くほど心配してもらえるのが羨うらやましくてたまらないわけで。結論、ＳＡＲＡＩ許さん。地獄に落ちろ」

「あらあらまあまあ、歪ゆがんでるわねえ。それなら、アタシがガモタくんのモテなさっぷりに同情して、ドリンク奢おごってア・ゲ・ル」

　ウインクされて、ゾワリと背中を悪寒が走った。

「や、やめてくださいよっ」

　またこの前みたいにドリンクの実験台にするつもりだぞ。このカフェ☆ブルゥムーンに居座らせてもらえるのはありがたいけど、前に飲まされたときは死ぬほどまずかった。あの後、夜までポンポンペインで死ぬかと思ったんだから。

　……でも、もしかしたら僕が書いたメモを読んでくれて、味が改善されてるかもしれない。

　だからこそここまで自信満々に僕に対して出してきたのかも。

　だったら、アドバイスした手前、断るのもよくないよな……。

　仕方なく、僕は出されたドリンク――見た目は、濃厚な野菜ジュースみたいな色だった――をぐいっとあおった。

「ぐげっ、ごふぉぉぉおぁあああああ！」

　含むと同時に想像を絶する酸っぱさが口の中どころか鼻の奥から脳天へ向けてガツーンと突き抜け、苦しみのあまり全身が硬直したように動かせなくなった。

「ぬぁんじゃこらあああああ!!」

「サジージュースよん。世界一酸っぱいけど健康にいいって聞いて取り寄せたの～♪」

「たの～じゃねえですよぉぉぉ！」

　この前の僕のアドバイスなんてガン無視どころか、そもそもそれ開発してないじゃないですか！　こんな変態マスターに期待した僕がバカだったよ！

　水をがぶ飲みして口の中をゆすぐ。それでも脳がぐわんぐわんと揺さぶられたような感覚は治らず、自然と涙がドバドバと溢あふれ出る。

「しょうがないよ」

　りょーたすがそんな僕の肩に手を置き、悟ったようにひとりでうんうんとうなずいた。

「ＳＡＲＡＩきゅんは、やっぱりや～っぱり、かわいそうな人なので」

「そ、そっちの話？」

「ぽーややー？」

　りょーたすは首を傾かしげる。

　僕がマスターイズミンのクソドリンクで悶もだえてる件は、このメロン女子にとってはどうでもいいらしい。

　つまり僕よりもＳＡＲＡＩが大事ってこと？

「りょーたすさ、あんな嫌味なやつのどこがいいわけ!?　ハッ、もしかしてあいつ、母性本能をくすぐる天性のなにかを持ってるとか!?　ぐぬぬ、おのれ……」

「ガモタン泣かないで～。りょーたすはもらい泣きしちゃいそうだよ」

「泣いてるのは変態マスターのクソジュースのせいですから！」

「でもガモタくんはＳＡＲＡＩって子の味方じゃなかったかしら？」

「ぶぇっへへ！」

　口の中が麻ま痺ひしてるせいか変な笑い方になった。

「ドリンク開発能力皆無のマスターイズミンがにゃにやら変なことを言い出しましたぞ～。なんで僕がＳＡＲＡＩみたいなウザい男の味方をすると思いこんだんどえす？　僕は完全にみゅうポムの味方ですがにゃにか？」

「だって、ＳＡＲＡＩくんはキリキリバサラの代表でしょう？」

　そりゃあまあ、キリキリバサラはＳＡＲＡＩのバッサリコメントで持ってるようなもんだけどさ……。

「フフフ、マスターイズミン、ＳＡＲＡＩはもうオワコンですよ、終わったコンテンツ。ここまで支えてくれたことには感謝しますけどね、昨日、みゅうポムに完全論破された時点で時代は変わったんです」

「あら、ＳＡＲＡＩくんを捨てちゃうのね。ひっどい男だわ～、ガモタくんったら」

「なんとでも言えばいい。でもこれを見れば、僕の言うことも分かるはず」

　僕はノートＰＣを操作して、昨日から今日にかけてのキリキリバサラの閲覧数を表示させた。

「ほら、どうですこれ！　昨日に比べて、だいたい十倍ですよ十倍！　ついにキリキリバサラが有名アフィブログの仲間入りをしたわけです！　ヤバイ、どうしよう、これまで以上に叩たたかれちゃう！　これは完全にみゅうポム効果でしょ！　みゅうポムは〝持ってる〟んですよ！　ＳＡＲＡＩなんかいなくてもいい、僕はみゅうポムと生きていく！」

　この数日、立て続けにみゅうポムを取り上げた記事をいくつか上げただけで、これだけアクセス数が跳ね上がったんだ。すでにネット上じゃ、みゅうポムの情報を知るならキリキリバサラを見ろって共通認識ができつつあるし。これはいい流れだぞ。

「むはぁ、来月の収入が楽しみすぎる！　りょーたすにヨーグルトを奢れる日も近いかもしれぬぞ～！」

「ぽやぁ？」

　りょーたすは例によってぽや～んと……じゃなくてぽか～んとしている。

　もしかしてヨーグルトを奢れって自分で言ったのを覚えてないの？　そのリアクションは、さすがにしょんぼりしちゃうんですけど。

　僕は流れ続けていた涙をゴシゴシと服の袖そでで拭ふいた。

「はあ～、いっそみゅうポム専用サイトにリニューアルしよっかな。みゅうポムの占いだけはガチ」

「へえ、ガモタくんも占い信じてるの？」

　マスターイズミンは、最初は驚いた顔をしたけど、すぐにしたり顔で『キャムキャム』を差し出してきた。

「じゃあ、読ませてあげてもいいわよん？　愛しの相川みゅうちゃんの占いコーナー、読みたいでしょ？」

「……あ、ども」

　ありがたく読ませてもらうことにした。

「って、べ、別に占いを信じてるわけじゃないですから～！　占いなんて、ちっとも科学的じゃないし」

　みゅうポムが書いている占いコーナーだから興味があるだけであって。

「ただ、みゅうポムだけは、なにをしても許しますし、信じるってことですよ。かわいいは正義なんで」

「うんうん。りょーたすもそう思うな」

　おおっ、珍しくりょーたすがまともに会話に加わってきた。

「さすがりょーたす。それでこそキリキリバサラのスタッフ」

　ヨーグルトのことについては、心の中でこっそり泣いておく。

「占いに科学的なことなんて、誰だれも求めてないと思うわよん？」

「そういうのを思考停止状態って言うんです。情弱の考え方ですよ。そんなんじゃ今の時代、生きていけませんて」

「そういうものかしら～？　ほら、あの人、誰だっけ？　あの～、テレビでよく見る、髪の長い……」

　テレビに出てる芸能人で髪の長い人なんて、いくらでもいるでしょうが……。

「ガモタくんの学校の、有名な先生よぉ。おじさんなのにロン毛だから、顔はすぐ思い浮かぶんだけど、ええと、名前なんだったかしら。ガマ……ガミ……？」

「はっしがみせんせー♪　だよ」

「そうそう！　その人！」

　ああ、橋はし上がみ教授ね。確かに僕が通ってる成せい明めい学園の教授だ。高校じゃなくて大学の方だけど。

「その橋上教授がなにか？」

「あの先生も最近、幽霊のこと科学的に説明できるとかって言ってなかったかしら？」

　言っていた。前はオカルト完全否定派だったけど、最近になって急にオカルト肯定派になっちゃったんだ。で、しきりに〝幽霊の存在は科学的に証明できる〟って主張してるわけ。あまりにうさん臭くて、誰も信じてないけど。

「そんなの、アタシとしてはあんまり望んじゃいないのよねえ。幽霊っていうのは、お化け屋敷や怪談に出てきて、怖ければそれでいいの。きっとほとんどの人はそう思ってるわよ？」

「そりゃあまあ、ロマンは大切だとは思いますけど」

　オカルト話は、怖がる人がいてなんぼだと思うし。

「でも、人は答えを欲しがる生き物なんですよマスターイズミン」

「あらまあ、かっこつけちゃって」

「これでも、オカルトブログの管理人ですから！　オカルトはこれっぽっちも信じてないけど！」

　科学で幽霊が説明できちゃったら、確かにオカルト業界が全世界規模で震しん撼かんするだろう。ホラー映画も作れなくなるだろう。怪談で有名な稲川氏だって商売あがったりだろう。

　それでも人は、説明のできないものをそのままにして気にしないでいるなんて器用なことはできないのだ。

　……今の言葉、今度キリキリバサラで使おう。

「ねえねえ、ガモのすけ侍～」

　と、りょーたすが、僕の服の裾すそを指先でつまんで引っ張ってきた。

「今度ね、今度ねぇ、橋上せんせーに会いに行こうよ～♪」

「は？　なんで？」

「キリキリバサラの取材だよ♪　いいでしょガモのすけ侍～♪」

　だから侍ってなんなんですか。でも……。

「その発想はなかったわ。橋上教授に独占インタビューとかしたら、さらにページビューが伸びるかも」

　せっかく同じ学校にいるんだし、使わない手はない、か？

「だけどなあ、マンドクセ～。しかもそんなテレビに出まくってる大学の教授に話を聞きに行くとか、ハードル高すぎでござる。あ、侍になっちゃった。テヘっ♪」

　僕って、別にオカルトの知識とかそんなにあるわけじゃないし。科学的な知識はもっとないし。

　そもそもさ、ニート神である僕にとっては、テレビに出てるような有名な人に突撃取材するとかハードル高すぎて無理って言うか。行けって言われてもビビって直前で逃げ出すのは確実だと思う。自分で言うのもなんだけど、それぐらい僕はヘタレだ……。

　うっ、考えただけでポンポンペインになってきた気がしないでもない。

「りょ、りょーたす特派員！」

「ぽんや？　とくはいん？」

「橋上教授へのインタビューは、言い出しっぺのりょーたす特派員に任せるから！　後はうまくやって！」

「わ～あ、任せてもらえたぁ。りょーたす頑張りま～す」

　りょーたすは両手を挙げて、ぴょんぴょんと飛び跳ねる。そのたびに、ゆ、豊かなバストがぼよんぼよんと上下に激しく揺れて……。これはすごい……。

「とっくはいん♪　とっくはいん♪　とーくとっくとっくはいぼるてーじのじっさまだぁぁぁ――」

　と、いつものように謎なぞの、いや、呪のろいの歌を歌い出そうとするりょーたすに、マスターイズミンがストップをかけた。

「そろそろお店、始まるのよねん。〝ホント〟のお客さんを迎える時間だから、ふたりとも出てってくれるぅ♪」

　その一言で店を追い出された。

　時計の針は、午後七時ちょうどを指していた。

　日が暮れた吉祥寺の夜風は冷たい。ああ、暖房の効いた部屋が恋しい。

「あーあ、ガチでみゅうポムその辺歩いてないかなあ。ニアミスする可能性は高いはずなんだけどなあ」

　この前テレビに出たとき、撮影は吉祥寺でやってたみたいだから、きっとこの辺に住んでるはずなんだ。

　まあ、カフェ☆ブルゥムーンみたいな怪しげな店なんかに入り浸ってるようじゃ、どう頑張っても会えなさそうだけど。せめてスタバあたりに出入りしてないと、ああいうほどよい女子高生には会えない。

　歩きながらも両手で抱えているノートＰＣの液晶画面には、ニコ生でのみゅうポムが停止状態で映ったままになっている。ため息をついて、そのノートＰＣを閉じようとしたら。

「みゅうちゃんのいる場所なら、知ってるよ」

　なんの前触れもなく、りょーたすが夜空を見上げながらそう言った。

「え!?　知ってるって、どこ!?」

「ほら。ここぉ」

　振り向いたりょーたすは、ノートＰＣの画面を指差す。

「ここ？　分かるの？」

「視聴覚室だよ？　ガモタンの学校の」

　一瞬、なにを言っているのか分からなかった。

　まじまじと、りょーたすの顔を見て。

　ノートＰＣの画面を見て。

　もう一度、りょーたすの方に視線を戻した。

　にっこりと。朗らかな微笑ほほえみが返ってくる。

「ガモタンの学校の、視聴覚室でしょ～？」

「えっ!!　えぇー!?」

　そう指摘されるまで、まったく考えもしなかったけど。

　みゅうポムが吉祥寺にある高校に通ってる女子高生って可能性は、じゅうぶんあったんだ。それにしても、まさか……。




「僕って、もしかして……持ってるぅ―――!!」
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　ふと気配を感じて、私はパソコンを操作する手を止めた。

　軽い催眠作用もあるアロマ・オイルについて調べるのに没頭してしまっていたけれど。

　店内をそっと見渡す。

　日が暮れると、店の中は小さな照明ひとつではまかない切れないほどの闇やみに包まれる。狭い店内だが、所狭しと黒魔術に用いるアイテムを置いているため、死角も多い。

　気配を、感じた。それも、おぞましいほどの濃密な悪意を放つ気配だ。

　ただ、それほどのプレッシャーにもかかわらず、気配の主が私のすぐ背後にいるのか、あるいは部屋の隅にいるのか、その距離感を掴つかむことはできなくて。奇妙な居心地の悪さを覚える。

「……いらっしゃいましたのね？」

　誰にともなく問いかけると、天井からぶら下がる裸電球がかすかに明滅した。ただでさえ凍えるほどの寒い夜なのに、体感温度がさらに下がったような気がする。

　構わず、言葉を紡いだ。

「最近あまり顔を出してくださらなかったので、お忙しいのかと思っていました」

　最初に返ってきたのは。

《フフン……》

　鼻で笑ったかのような、まがまがしい吐息。

　うなじに吹きかけられたかのように感じて、ゾクリとする。

　けれど、背後に人など立っていない。そんなスペースはない。私のすぐ後ろには棚があり、そこにドールが並んでいるだけ。

《最近、新規の客が多くてな》

　次に聞こえたのは、低く囁ささやくような、男の声。

　いや、男の声だと私が感じているだけで、実はそうではないのかもしれない。

「繁盛していらっしゃるのは、良いことですわよ」

《こっちも景気わりぃんだよ。ビンボーヒマなしってやつだ》

　そんな軽口を叩たたいてくるが、私はと言えば緊張を押し隠すことに必死だった。腋わきの下に、じんわりと汗をかき始めているのが自分でも分かる。

　その〝声〟は。

　決して聞き取りやすいわけではなく。

　どこかくぐもったような。

　それでいて、聴覚器官をすり抜けて頭ず蓋がい骨こつの中に直接響いてくるような。

　そんな錯覚を感じさせる。

　どこから発せられているのか分からなくて。

　ひどく不安になる。

　いつまで経たっても、慣れることはない。

　この〝声〟の相手をしていると、方向感覚や距離感が次第に麻ま痺ひしてくるのだ。

　そんな不安をごまかそうと、私は背後の棚からドールを一体、無作為に手に取った。『カヴン』だった。五つ目のお茶目な顔で、私を見上げている。それをお腹なかのあたりでそっと抱いた。

　私が対たい峙じしている存在は、姿を見せない。

　けれど私は知っている。

　古来、人に恐れられ、ときに神に反逆する者たちから崇あがめられてきた、闇に生きる存在。

　その名は――悪魔。

「なぜ、悪魔なのにお金が必要なんですの？」

　貧乏暇無しと、この悪魔は言った。

　ずいぶんと俗物なのだ。

　もちろん神と違って、俗物である方が悪魔にはふさわしいと思うが。

《フン、今さらそんな事を聞いてどうする。テメエは〝契約〟を忘れたのか？》

「…………」

　もちろん忘れてなどいない。

　二年前、私の大好きだった人が死んだ。天涯孤独になった。絶望し、線路の踏切に飛び込んで死のうとしていたとき、この〝声〟が私の頭の中に響いてきた。

　――死ってのはな、選ばれし者に〝与えられる〟もんなんだぜ？　テメエには、まだその権利はねえよ。

　それで、死ぬのをやめた。

　以来、この悪魔がずっと私のパートナー。

　黒魔術代行業は、私ひとりでやっているわけではない。

　私が客から話を聞いて情報をリサーチし。

　この悪魔が客の依頼を実行に移す。

　そして私が受け取った依頼料の半額を、悪魔に支払う。

　それが〝契約〟の内容。

《ここは慈悲すら金でしか手に入れることができねえ世界なのさ。それはテメエもよく知ってんだろ？》

「貴方あなたは、景気が悪いなどという概念をお持ちなのですね。ですが、何な故ぜ苦しむのはいつでも生きている人間の方なのでしょう」

《おいおい、こっちだってけっこう気苦労が多いんだぜ？　この間の客だってそうさ。ええと、なんだっけ？　絶叫コースだったか？》

『断末魔の叫び』。

　４２[image: ]４２０円のコース。

《徹底的な絶望を与えるってのは、実はけっこう苦労するんだよ。やたらとハートが強ぇ客んときは、ギャラも倍にしてほしいくらいだ》

「ハートの弱い簡単な客のときは、金額を半分にしてくださいます？」

《フフン……》

　不満そうに、悪魔は鼻を鳴らして押し黙った。

　以前、この〝声〟を録音してみたことがある。

　ボイスレコーダーには、人を不安にさせるこの〝声〟がかすかに吹き込まれていた。ほとんどがノイズではあったが、確かに聞くことができたのだ。

　つまり悪魔の〝声〟は、私の頭の中だけで再生されているような、精神感応と呼ばれるスピリチュアルなものでも、私の精神的疾患に起因する妄想でもないということを証明した。

　それは空気を振動させて伝わってくる〝音〟なのだ。音源を特定することができなかったとしても、確かに彼の声はこの空間の中にかすかな振動として存在している。

「人間は、生まれた瞬間に不幸と知って泣くのです。そこからハートはどんどん弱っていく。弱ったハートの背中を押すだけ。貴方にとっては、簡単なお仕事でしょう？」

　もっとも、だからといってこの悪魔が、黒魔術代行業の仕事を本当に実行しているかどうかは疑わしい。

　私は悪魔による成果をこれまで一度も確認したことはないし。私に依頼した客が再度この店を訪れて、感謝を述べたり文句を言ったりしてきたこともない。

　それが幸いなことなのか、不幸なことなのかは置いておくとして。

　今以上に踏み込んでしまったら、この悪魔との関係は終わりを告げてしまうような気がしていた。

《新しい依頼の話を聞かせろ》

　いずれにせよ、私は悪魔に魂を売った女。

　この悪魔が指定した口座に、依頼が入るたびにお金を振り込んでいるのは、あるいは、安心したいからなのかもしれない。

　人の不幸で収入を得ることへの罪悪感を、悪魔に半分ほど肩代わりしてもらっているようなもの。だからこの悪魔が、黒魔術代行業を実行しているかどうかは、私にとって、もはやどうでもいい。

「橋はし上がみ諫いさ征ゆき」

《フフン……。それはそれは》

　先日、店のポストに血に濡ぬれた大量の毛髪が押し込まれていたが、そこには一緒に、６６[image: ]６００円の現金が入れられた封筒も置いてあった。

　依頼料は、支払われた。

　依頼者は不明のままだが、黒魔術代行の依頼を拒否する理由はなくなった。

「『悪魔の儀式』を、お願いしますわ」

　悪魔への生け贄にえを選ぶのは、古来より背教者と決まっている。

《いつもの口座に金を振り込んでおけ》

　それで、いつもなら悪魔との対話は終わるはずだった。この後、気配が消えて、いつもの店の空気に戻る。これまでずっとそうしてきた。悪魔とそれ以上の雑談を交わすことなど、特に望まなかった。

　けれど、今回はなぜか、自分から声をかけていた。

「ひとつ、聞きたいことがあるのですが」

《あん？　内容にもよるぜ。こっちも商売なんでな。言えねえこともある。言いたくねえこともある。あんたが知りたくねえこともある。そうだろ？》

　悪魔は話に乗ってきた。

　彼はかなり口が軽く、話好きだ。

　一言で言えば軽薄。

「呪のろいの対象が、すでに死んでいた場合、クーリングオフは可能ですか？」

《フフン……》

　悪魔は、答えなかった。

　私はさらに不安になり、言葉を紡ぐ。

「黒魔術代行は、数本の髪の毛さえあれば依頼は成立しますのに。この依頼だけは違いました。大量の毛髪がごっそりと置かれていたのです。それこそ執念とも呼べるほどの量ですわ」

　あの髪は気味が悪くてすぐに捨ててしまいたかったが、それもできず、ゴミ袋に詰め込んで棚の奥にしまってあった。

「あれほど大量の髪を引き抜いてしまうなんて、そんなことをしたら、私たちが呪いを遂行する前に……対象となる人物は、死んでしまっているのでは？」

《だからクーリングオフとか言い出したのか。笑わせるぜ》

　悪魔はまともに答えてはくれず、その代わりに、天井の裸電球がまたも明滅する。

　おぞましい気配の濃密さが、かすかに薄らいだ……ような気がして。

《ちょっと待て。外に誰だれかいる》

　外……？　それは店の階段の下ということだろうか？

《客じゃなさそうだぜ。ベージュのトレンチコートを着た背の低い男だ》

　そのような男に覚えはないので、私は戸惑った。

《ガキみたいにも見えるが、身のこなしはやけに〝それっぽい〟な。……チッ、逃げられた》

「…………」

《じゃ、こっちもそろそろ消えるぜ。またな》

　今度こそ、邪悪な気配は消えた。

　かすかに店の玄関ドアが揺れるような音がしたように思えたけれど、おそらくすきま風の仕業だろう。

　悪魔が見たという怪しいコートの男についても、階下まで行って確かめるつもりは毛頭なかった。

　悪魔による成果は確認しない。悪魔の話も鵜う呑のみにしない。

　それが、自分の心を平穏に保つ手段なのだから。

「なんて、醜いのでしょうね」

　膝ひざの上に置いた『カヴン』の頭を、私はむぎゅうと握りつぶした。

　気が付けば、喉のどがカラカラに渇いていた。







site 14　MMG







「それで、新しい計画の方はどうなんだね？」

　羽は斗と山やまの問いかけに応こたえるように、鷹たか栖すは全員のタブレット画面に画像を表示させた。

　そこには細かい数字が図解入りで記されている。

「スペクトラム拡散実験は成功し、通信精度を高めることにも成功しました」

　座している者たちの反応は上々だった。

「スカンジウム計画は、順調に推移しています。第一世代から第三世代まで、全すべての被験者のモニタリングテストを行っていますが、いずれも正常値。全思考パターンともに異常なしです」

「ＲＦＩＤマイクロチップと比較して、性能は？」

「比較になりません。インプット、アウトプット共に、通信精度はおよそ十倍近い数値を叩たたき出しています」

「一部不具合が出ている、という報告が上がっているらしいが。その点は事実かね？」

　鷹栖は浮かべた笑みを崩そうとしなかった。

「バグが発生しているのは事実です」

「おいおい……」

　的まと場ばがイスから腰を浮かしかけた。

「大丈夫なのか？　マイクロチップの二の舞は勘弁してほしいのだが」

「なにも問題ありませんよ」

　鷹栖はきっぱりとそう言って、視線で的場を制した。

「なにもね」
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　人の声には、睡眠導入を促す声の高さだとか、話し方のテンポといったものが確かに存在する。

　今、およそ五十人ほどの学生を相手に講義をしている高たか岡おか教授がそれを意識しているとは思えないが、人を眠くさせる話し方のセンスで言えば、彼はこの大学の教授陣でもズバ抜けている。

　俺はそう思いながら、大教室内を見回した。

　机に突っ伏している学生がとても多い。およそ六割は寝ているだろう。

　今日が一年で最後の講義で、来週からは後期試験だ。単位をもらうという大学生にとっての最重要目標が目前に迫っているというのに、どいつもこいつも腑ふ抜ぬけの集まりと言っていい。

　そんな寝ている学生たちをほったらかしにして、高岡教授はマイペースに経済学についての講義を続けている。

　退屈な講義だった。それはおよそ一年前、このコマを取って最初の講義のときにすでに感じていた。

　入学直後は、せっかく理工学部に入ったのになぜ関係ない共通科目など取らなければならないのかと、不満に思ったものだ。

　けれど、そういうシステムなのだから仕方がない。

　それにこの一年、多少無理をして多くのコマ数を取ったおかげで、単位はかなり稼げた。

　二年、三年となるに従い、理工学部の学生はゼミでの実験に時間を取られると聞く。だから一年時に無理をしてでも単位を取っておいた方がいいと、父さんからも以前忠告されていた。

「…………」

　たまに、教授がチラチラと俺の顔を見てくるような気がして、俺としては少し落ち着かなかった。その回数は講義が始まってからの一時間ですでに十六回に及んでいる。

　この一年、高岡教授の講義を受けてきて、彼が普段あまり人の顔を見て話すタイプではないと思っていたから違和感はあった。

　あるいは自分の顔に変なものでも付いているのかとも疑ったが、他ほかの学生はまったく俺に見向きもしないところを見ると、そういうわけでもないらしい。

　いずれにせよその視線が不快なので、俺はあえて講義を聞いてないフリをすべく、手元のスマホに視線を戻した。

　気付けば、意識せずに小さく舌打ちしていた。

　この苛いら立だちはどこから来たものだろうと、自分の精神状態を分析する。

　高岡教授のぶしつけな視線だろうか？

　父さんから大学生活についてアドバイスを受けた、間抜けな一年前の自分に対してだろうか？

　あるいは――

　今、スマホで見ているこのアフィリエイトブログの書き込みのせいだろうか。

　液晶画面に表示されているのは、キリキリバサラと呼ばれるブログだ。俺自身、『ＳＡＲＡＩ』のハンドルネームでよくコメントを書き込んでいる。橋はし上がみサライという本名をフルネームで名乗ってもよかったが、バカはネットリテラシーなんて知らないから平気で現実へと侵食してくる。そんな迷惑な連中に家まで押しかけられるのはご免だから、渋々ハンドルネームを使っていた。

　キリキリバサラで扱っているネタ自体は非常に下らないものばかりで、そのあまりの非論理性にカチンと来たので、あのサイトに入り浸っているバカどもに科学的な考察を交えていつもレクチャーしてやっていた。

　それなのに。

　この俺が完全論破されただとか、デマを垂れ流すなんて。

　よくもこんなデタラメを書き込めるものだ。しかも、管理人まで一緒になって。

　こんなことなら、相あい川かわみゅうのニコ生番組になど電話しなければよかった。もともと出るつもりなどなかったのに。キリキリバサラの連中が挑発してくるから、ついそれに乗ってしまったのだ。

　スマホをタップし、キリキリバサラのコメント入力欄を開く。そこに、好き放題言っている連中に向けた反論を書き込むことにした。

「……すげ」

　隣に座っている、名前も知らない男子学生が、俺の指の動きを見て間抜けな顔をしている。俺がメガネの位置を直すついでににらんでやると、彼は愛想笑いを浮かべて目をそらした。

　俺の指の動きの速さに驚いたんだろう。でも、見世物じゃない。

　スマホを使い始めてだいたい五、六年になる。フリック入力にはすっかり慣れた。小学生の頃ころに使っていたガラケーの入力方法にはもう戻れない。戻るつもりもないが。

　画面に目を戻し、俺はなおも反論を書き込んでいった。

　理論的に説明していくと、思いのほか長文になりそうな気がする。だが構わない。

　占いとか予知といった類たぐいのオカルトを根拠もなく肯定する、非建設的でバカな連中相手にもちゃんと分からせようとしているんだ、長くなるのも仕方ないことだ。

　だが、バカは長文を読んでくれない。

　ジレンマだ。

　バカを相手にするのは難しい。

　高岡教授の声だけが響く静かな大教室。大声を上げたい衝動に駆られるのをぐっとこらえ、途中まで書いた反論を投稿せずに全文削除した。

　一昨日おととい、相川みゅうと論戦してから、ずっとこの有様だ。

　書いては消し、書いては消しを繰り返して、結局なにもコメントできていない。

　今、なにを書き込んでも、言い訳になってしまうような気がした。

　どれだけ正論を書き込んでも、バカにされるような気がした。

　直接会って一対一でディベートできれば、あんな連中は一分もかけず黙らせてやるのに――

「そこの君」

　壇上に立つ高岡教授が、誰だれかに声をかけたらしかった。

　横の男子がいまだに俺を見ている。

　前に座る女子が、肩越しに俺のことを振り返る。

　他の学生たちの失笑も聞こえる。

　気になって顔を上げると、高岡教授がはっきりと俺を指差していた。

「そんなに私の講義はつまらんかね？　携帯をいじっているが」

「…………」

　妙だ。

　高岡教授という人は、学生がどれだけ寝ていようと、他事をしていようと、なにも言わずにマイペースを貫き講義をしていくタイプだと、俺の中で結論が出ていた。それを見誤った？

　いや、そんなはずはない。

　だったら、高岡教授は俺のなにかが気に入らなかったのか？　だからこうして因縁を付けてきた？

「では君、この場面で最も注視すべき問題とはなにか、答えてみなさい」

　高岡教授が、黒板を指し示す。そこにはケインズ経済学についての要点が書かれてあった。

　ため息をつき、その場で立ち上がる。

「ひとつ、非自発的失業が存在する不完全雇用の状況下では、国民所得や雇用水準は投資と消費の合計である有効需要の大きさによって決定すること。ふたつ、投資の増加がその増加分以上に所得を増加させること。みっつ、利子は流動性を手放すことへの対価であり、利子率は資産を流動性の高い現金として保有したいという需要と貨幣の供給量が均衡するように調整されること」

「む、む……？」

「これらから導き出されるのは、国民所得を増やして失業を解消するためには政府が投資や消費需要を増加させる政策をとる必要があるということで――」

　高岡教授が、泡を食ったかのように咳せき払ばらいをする。

　俺が答えた模範解答は、百科事典の完全コピペだ。俺が学びたいのは理工学関連だけだから、経済学を真ま面じ目めにやることにはあまり意味を感じない。だからコピペでじゅうぶんだった。

　それなのに、教授は俺の解答に目を白黒させている。なんだか滑こつ稽けいだった。

　実に下らない。

「なんでしょうか？」

「いや、聞いていたなら、いいんだ」

　案外あっさりと教授が矛を収めたので、逆に俺の方が驚いた。

「そちらはよくても、こちらはよくありません」

　そうはっきり告げると、高岡教授が目を丸くした。学生たちの失笑がざわめきに変わる。まさか俺が反論するとは誰も思っていなかったんだろう。

「なぜ俺だけを注意したんですか。寝ている学生、携帯をいじっている学生も、俺よりずっと目に付く学生も他にいます」

　例えば服の色であったり、座っている席の場所であったり。

　俺はあえて、教壇から見て一番目立たないと心理学的に考えられる席に座っていた。

「たまたま、君が携帯電話をいじっているのが目に入ったからだ」

　教授が小さく舌打ちしたのを俺は聞き逃さない。

「理由は分かりませんが、教授は少々イライラしているようですね。厳密に言えばこの講義が始まった時点でその兆候はありました。この講義が始まるまでに些さ細さいなイレギュラーが積み重なった結果、と考えるのが妥当でしょう」

「なんだって？」

　俺が冷静に淡々と指摘すると、教授は困惑した表情を浮かべた。

　だが俺は構わずなおも続ける。

「いつも身なりに気を付けている教授が珍しく昨日と同じネクタイを締めているのは、時間がなかったせいで手近にあったものを着けたからでしょう。なぜ俺が昨日あなたが締めていたネクタイの柄を知っていたかについては大したタネはありません。昨日、たまたま教授の姿を見かけましてね。そのときに、あまりのネクタイのセンスの無さに心の中で笑ったからです。さっき二日連続でそのネクタイを目にしたときは、軽く眩暈めまいを覚えました」

「ぐっ……君は……！」

　教授は怒りのせいか顔を真っ赤にさせたが、教育者として学生である俺に罵ば声せいを浴びせるべきかどうか一瞬だけためらったらしい。その隙すきを見逃さず俺は自分の言葉を強引にねじ込んだ。

「ネクタイのことから推測するとあなたはこの講義に遅刻しかけたのでしょう。他にも、いつもしている革ベルトの電波式腕時計すら忘れてきていますしね。時計をしていると勘違いして、この講義中、三回も左腕をのぞき込んでいる」

　教授がハッとしたように自身の左腕を見た。もちろんそこに腕時計はない。

「教授、今朝はそれほど慌てていたわけですから、朝食も摂とっていないでしょう。そのせいで血糖値は低下している。影響は顕著に出た。あなたのストレスは、講義開始からおよそ六十四分が経過した今の時点で急上昇したんです。その時間が、あなたが当てつけのように俺に質問をしたタイミングでした」

　他の学生たちが呆ぼう然ぜんとして俺の話を聞いているのが分かる。彼らに用はなかったしこんな演説をする気もなかったが、理論立てて状況を説明しようとするとどうしても話は長くなってしまう。

　どうせ講義も聞かずにサボっていた連中だ。巻き込んでも恨まれはしないだろう。

「あなたがそんなに慌てるほど、朝、寝坊してしまった理由はなにか。ちなみに俺が昨日、あなたを目撃した場所は大学構内ではなく、吉きち祥じよう寺じの駅前です。あなたは友人らしき複数の人物とともに、ハモニカ横丁へと入っていった。時間は夜の九時十九分でした」

　学生たちがざわめく。俺は小さく肩をすくめた。

「別にあなたが飲酒していたことを咎とがめる気はありません。講義中に飲んでいたわけではありませんからね。なにも問題はない。ただ、そこで飲み過ぎたせいで今朝は寝坊し、講義に遅れそうになった。それはほぼ断定できる」

　教授は苦々しげな表情をしているが、反論はしてこなかった。事実上の肯定と見ていいだろう。

「しかし、イライラの矛先が何な故ぜ俺だったのでしょう？　俺を指名するまでの六十四分の間に、教授と目が合った回数は実に十六回です。最初の一回目の二度見をカウントすると十七回ですが、それは捨て置きましょう。平均すると四分に一度、目が合っていることになります。今この教室にいる学生の数はおよそ五十人。俺は五十分の一なのに十六回も目が合った。詳しい計算はしていませんが、偶然で片付けるにはとんでもない確率でしょう」

「意味のない偶然の数字だ」

　教授はゴニョゴニョと小さな声で言いながら、俺から目をそらした。

「今、左手だけをポケットに入れましたね？」

「な、なに？」

　教授は指摘されて初めて気付いたといった様子で、左手をズボンのポケットから出した。

「人間は動揺したり嘘うそをつくと心臓のある左側をかばおうとするんです。教授は意味などないと思っていても、心理学的にはあるんですよ。僕も心理学については聞きかじった程度ですが。嘘を隠そうとする人は、身体からだの中でも心臓がある方――つまり左側をかばおうとする心理が働くとか。もちろん諸説ある中のひとつですが」

　ただ、重要なのはそんな心理学的なこじつけではなかった。

「それはともかく、教授は授業中にもしきりに左手をポケットに入れて、その中にある〝なにか〟を触っていたことに、自分でお気付きでしたか？」

　教授はなにも言わない。

「ポケットに膨らみはないので、それはきっと紙。メモかなにかでしょう。昨日貼はり出されたゼミ一覧のプリントはご覧になりましたか？　人気ゼミは、来年の定員はすでにほぼいっぱい。ですが、高たか岡おかゼミは……どうでしたか？」

　心なしか、教授の顔が土気色になってきているように見えなくもないが、精神的な影響だろう。

「自分の人気が気になるのでしたら、イライラしないことですよ。まして無関係な学生を当てつけのように攻撃して憂さ晴らしするなど、実に子供じみていてみっともないです」

「な、なにが言いたいのか、よく分からないね。そもそも、目上の人間に口答えするとは……最近の学生はまったく……。もういいよ」

　教授は肩をすくめ、俺たちに背を向けると黒板にテキストを書き始めた。

　結局、認めようとはしなかったか。

　だが俺に目を付けたのは絶対に偶然ではない。あえてはっきり口にせずに回りくどい方法で指摘してみたが、俺にはその理由は分かっていた。

　俺が〝橋はし上がみ諫いさ征ゆきの息子〟だからでしょう？

　高岡教授は俺個人を気に入らないと思っていたわけではない。俺ではなく、俺を通して別の人物――橋上諫征を見ていた。

　原因は、左手のポケットの中にあるメモ。

　新年度のゼミ一覧だ。

　人気のゼミは今の時点で予約が殺到し、埋まってしまうこともある。高岡ゼミはそんなことはないようだったが……橋上ゼミの方は、まさにその状態だった。

　以前から高岡教授が、同じ教授である橋上諫征を意識していることは、俺だけじゃなくうちの大学の学生なら誰でも知っていたことだ。

　テレビで引っ張りだこの橋上諫征はなにかと目立つ。チャラチャラしているという印象も受けやすい。地味な高岡教授にはそれが許せなかったんだろう。

　だがその鬱うつ憤ぷんを、無関係の俺にぶつけて憂さ晴らしをしようとしたのは軽率だったな。

　シーンとした大教室の沈黙と、他ほかの学生たちの探るような視線が、鬱うつ陶とうしくなってきた。

　まだ講義中だったが、荷物をまとめて大教室を出た。

　もしかしたら単位がもらえなくなるかもしれないが、別に構わなかった。ひとつくらい落としたところで、なにも問題はない。

　大教室がある三号館から外に出る。

　しとしとと降る小雨のせいか、外は身震いするほど寒い。

　昨日の夜中から降り始めた雨は、今日いっぱいは止やむ気配がなかった。

　傘を差し、目の前のアトリオと呼ばれる中庭を突っ切る。大きなケヤキの木を中心として一面に芝生が敷き詰められており、晴れている日には座り込んで談笑している連中の姿をよく見かける場所だ。

　でも、今日はこんな天気ということもあってか人の姿は皆無であり、閑散とした雰囲気に逆に息が詰まりそうになる。

　芝生の中庭を横目に見ながら、掲示板の方へと向かった。

　俺が通っているこの成せい明めい大学は、吉祥寺駅から徒歩十五分ほどの場所にある。全部で十四の教室棟の他、最新鋭の情報図書館や、体育館、グラウンド、学生会館、カフェなどの施設が敷地内に散らばっている。理系四学部十学科の学生たちが通っている大学に加え、隣接する小学校、中学校、高校も含めて成明学園と呼ばれていた。

　大学は来週から試験期間だ。それに関する各教授やゼミなどからのお知らせが、掲示板には大量に貼ってある。自分に関係する通知がないかどうかを、ひとつひとつ順に確認していった。

「あ……」

　途中で、とあるゼミの名前を見つけて、そこに目が留まる。

　今日の『橋上ゼミ』の休講を知らせる通知だった。まったく、皮肉なものだ。

　俺自身は、そのゼミを取っているわけではない。

　橋上諫征。

　今、テレビで引っ張りだこになっている、オカルト研究の第一人者。

　成明大学理工学部教授。

　俺の……父親。

　もう、どれぐらい話をしていないだろう。同じ家で暮らしていても、顔を合わせることすらめっきり減ってしまった。仕事――と言っても大学の仕事ではなくテレビの仕事だ――が忙しく、家に帰ってこないことも増えた。

　もともと、目立ちたがり屋なところはあった。話もうまい。

　父さんが講師としていかに人気があるかは、橋上ゼミを受講したい学生の競争率という数値になって表れた。その競争率の高さは、学園の同じ敷地内にある中学校でも話題になっていたくらいだ。俺が実際に中学時代にその噂うわさを耳にしたんだから、間違いない。

　だから、オカルト否定派から肯定派に主張を変えたと聞いたときも、最初はただ単に目立ちたいだけだと思っていた。呆あきれたが、それ以上はなにも感じなかった。

　なのに、テレビに出始めて、しかもどうやらオカルトを本気で科学的に証明しようとしているらしいと理解したとき、俺は橋上諫征という科学者を本気で軽けい蔑べつした。

　オカルトを科学的に証明する？

　できるわけがない。そんなのは、バカのやることだ。

　これまで、いったいどれだけの人間がそれに挑戦してきたと思っているんだ。そのすべての人間が、挫ざ折せつし、学会から干されていった。

　父さんが、そんなバカなことに取り組もうとしているなんて、認めたくなかった。

　父さんにいったいどういう心境の変化があったのかは、分からないけど。

　科学者としての父さんを、尊敬していたんだ。父さんと同じ研究をしたくて、ここまで来たんだ。

　だからこそ、裏切られた気がした。

　――お願い、ＳＡＲＡＩさん……。早くお父さんと話すべき……。

　相あい川かわみゅうの、懇願するような声を思い出す。

　傘の柄を、きつく握りしめた。

　こうして立っているだけで、アスファルトの冷気が這はい上がってくるようだ。濡ぬれた足のつま先の感覚が徐々になくなりつつある。

　帰ろう。

　父さんのことなんて、考えたくもない。

　今日はバイトも休みだから、『肉のサトウ』で熱々のメンチカツを買い食いしていくんだ。

　ふと、シャラリ、と、金属が鳴るかすかな音が聞こえて。

「――っ!?」

　そこで、気付いた。

　視界の右横を占めている、鮮やかな青に。

　いつの間にか、隣に傘を差した人が立っていたのだ。青は、その傘の色。傘に隠れて、相手の顔は見えない。

　直前までまったく意識になかったから、驚きのあまり俺の心拍数は跳ね上がった。のけぞりそうになるのを、ギリギリでこらえる。この前のニコ生のときのように無様な姿を晒さらしたくはなかった。

　メガネの位置を直しつつ気を落ち着かせ、隣の相手を観察する。

　俺と同じように、掲示板の通知を見ている……のだろうか。

　それにしても、なぜこんなに近くに立ったのか理解できない。青い傘の先端から垂れた水滴が、俺の肩を濡らしていることに気付いているんだろうか。

　顔は見えないが、ふわりとしたコートの上からストールを羽織ったその身体のラインは、女性のものだ。

　すらりと背筋を伸ばして立つ姿は、彫刻を思わせた。

　俺の、知り合いだろうか。

　この学園には小学校から通っているため、顔見知り自体は多い。友人と呼べる人間はひとりもいないが、大学内ですれ違えば挨あい拶さつぐらいはする。

　シャラリ、とまた金属の鳴る音がした。特徴的な金色のネックレスが胸元に光っていた。逆三角形のモチーフの下に、三本の棒状の飾りがぶら下がっていて、それが互いにぶつかるときに涼やかな音色を立てるのだ。

　三角形と、三本。

　三という数字は、世界的に見て重要とされている。

　例えばキリスト教では三さん位み一いつ体たいという言葉があるぐらいだ。聖なる数と言う人もいる。

　その、逆――

　逆三角形の意匠には、目玉のような文様が刻んであった。どこかで見たことのあるマークだ。どこだったか、とっさに思い出せない。とても有名なマークだったはずなんだが。

　思案していると、相手が傘の向きを変えた。

　俺は、目が釘くぎ付づけになる。

　とても、キレイな人だった。

　わずかにウェーブがかった長い黒髪も。

　長い睫まつ毛げの下にある、憂いを秘めているような瞳ひとみも。

　柔らかそうな唇も。

　どれも、濡れたように艶つややかで。

　ずっとこの雨の中で傘も差さずにいたんじゃないかと思ったが、服は濡れていないみたいだからただの錯覚なんだろう。

　いずれにせよこんな風に女性に見とれたことなんて、今までの人生で一度もなかったから、自分の心の動揺にますます困惑した。

　心拍数は、いっこうに落ちてくれない。交感神経が昂ぶっている。原因がこの女性にあるのは明らかだ。

　自分よりずっと年上の雰囲気を醸し出しているこの女性の顔に、見覚えはなかった。

　そのことを自覚すると、急激に恥ずかしくなって。

　自分がひどく子供っぽく思えて。

　慌てて回れ右しようとしたら。

　彼女と、目が合った。

　呼吸をするのさえ、忘れそうになる。

「休講みたいね」

　同世代のバカ女どもとはまるで違う、落ち着いた声音で、彼女はつぶやいた。それは俺に向けて言ったものなのか、ただの独り言なのか。判断が付かなくて、返事をすることに迷う。

「悪魔に、食べられちゃったか。それとも――」

　少しだけ、楽しげに。

　少しだけ、いたずらげに。

　少しだけ、からかうように。

「これから、食べられちゃうのかな」

　耳元で囁ささやかれたのかと思った。

　彼女の声はとても小さく。この霧きり雨さめの音にすらかき消されてしまいそうだったのに。俺には、はっきり彼女がそう言ったように聞こえたから。

　呆ぼう然ぜんとしている俺に、片目で一瞬だけウインクをして。

　名前も知らない彼女は、傘をクルクル回しながら、遠ざかっていく。

　それをただただ見送って。

「〝悪魔に食べられちゃった〟って、どういう意味だ……？」

　ようやくそんな疑問を喉のどから絞り出したときには、青い傘はもう見えなくなっていた。
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　悪魔なんているわけないでしょう？

　あえてなにかを悪魔にたとえるなら、それは人の心。

　人の心の闇やみは深い。誰だれだってその闇を持っている。そして、その闇を愛めでている。

　……少しポエミーになってしまって、私はお気に入りの青い傘をクルクル回しながら、ひとり笑った。

　ちょっと浮かれた気分になっているのは、さっき大学で、眼鏡をかけたかわいらしい青年と思いがけず出会ったせいだろうか。

　名前を聞いておけばよかった。

　雨が降り続く中、井いの頭かしら公園まで歩きながら、そんなことばかり考えていた。

　真冬の、平日の昼下がりということで元々閑散としている時間帯。しかも雨が降っているとなれば、公園内に人の姿はほとんどなくて。

　青い傘を差して、静まり返った公園を歩くと、それだけで自分がファンタジーの世界へ迷い込んだかのように錯覚して、とても穏やかな気分になる。

　中でも、公園内にある有料の動物園である自然文化園は、特にお気に入りの場所だ。

　水生物館が併設されているここは、大きな木々に囲まれていることもあって、さらに外界から隔絶されている印象がある。

　たまに、檻おりの中からカモやツルたちの鳴き声が響く。雨に当たりながら丸くなっている水鳥たちをぼんやり眺めているだけで、時間を忘れられる。

　私の心が壊れてしまっていると診断されてから、そろそろ一年が経たとうとしていた。

　もちろん現実と非現実の区別くらいはついているつもりだけど、私の目に今見えているこの世界がはたして現実なのかどうかを証明するものは、どこにもない。

　人生のすべてが夢オチであってもなんら不思議ではないのだから当然だ。

　それならせめて、視界に入る景色が少しでも幻想的であってほしい。

　だから私は、雨が降るとこうして衝動的にここへ足を運ぶのかもしれない。

「あの」

　いい気分に浸っていたら、思いがけず邪魔が入った。

　声をかけてきたのは、私と同い年ぐらいの、見知らぬ女性。

「もしかして、西園梨々花さんですか？」

「……ええ」

　ごく自然に、笑みを返すことができた。

　おそらくこの公園以外で声をかけられていたら、無視するか唾つばを吐きかけるかしていただろう。

　ここでは、私は穏やかでいられる。

　この女性との一期一会を、大事にすることができる。

「やっぱり！　噂うわさは本当だったんですね！」

　私がうなずいたのを見て、女性はずいぶんと興奮している。

「ツイッターで見たんです、西園さんは雨の日に井の頭公園によく行くらしいって」

　確かに以前にも何度か、公園を歩いていて声をかけられたことはあった。別に有名人でもないのにどうして私だと分かるのだろうと不思議だったけど、そんな情報が流れていたなんて。

　もっとも、街中で声をかけられるぐらいなら、こっちの方がずっといいのは間違いない。

「あの、スケブを頼んだら応じてくれたっていう噂も聞いたんですけど、本当ですか？」

「スケッチブックは、持ち歩いていないのよ」

「いえ、その、私、持ってきたんですけど……」

　女性はおずおずと、バッグからスケッチブックを取り出した。

　あらまあ、用意がいいこと。

「いいですよ」

　これでも漫画家の卵のようなことをやっている。

　プロデビューはしていないが、同人誌は何冊か出していて、それなりの部数は売れていた。

　少なくとも、ネット上で噂になるぐらいには評判になっている。

　こうして声をかけてくるファンが、いつも女性ばかりなのが少し残念だけれど。

　望むなら、年下のかわいらしい少年がいい。

　そうしたら私はきっと、その少年を誘惑して家に誘うだろう。そしてその少年に、まだ見ぬ世界を教えてあげるのだ。

　それを想像して、私は少し身震いした。

「どんな絵がいいですか？」

「はい、あの、去年の冬コミ本、『昏い水の底』からお願いしたいんです。神社の双子くんが、アルビノの男の子に……その、エッチなことされてよがってる顔を……」

「ふふ、ずいぶん具体的なのね」

　きっと私と会えたときのことを夢見て、お願いするスケブの内容をずっと妄想していたのだろう。

　私が指摘すると、案の定、女性は恥ずかしそうにうつむいてしまった。

　雨の中、傘を差したまま、人のいない動物園で、ＢＬ絵のスケブを描く。

　それもまた、幻想的で、エロティック。

　私の絵は、謙けん遜そんでもなくそれほどうまいわけではない。いまだプロデビューできていないことからもそれははっきりしている。

　ただ、こうしてファンの人と触れ合ったときなどに、『すごくドキドキする絵です』とよく言われた。つまりそれが私の絵の魅力なのだろう。自分ではよく分からないけれど。

　私個人は、性癖については比較的ノーマルだ。男性同士の耽たん美びな妄想など、創作中にしか考えることはない。私より過激な妄想をする女性作家は、世の中にたくさんいるはず。

　だから、こんなに受けるなんてむしろ私自身が驚いていた。

　描くのは速い方だ。

　スケブは特に力を入れずに描くことにしている。

　テンポ良く、頼んできた人ができるだけ想像を広げやすいように。

　最初に浮かんだイメージだけを頼りに、さっと描ききる。

　ほんの三分ほどでリクエスト通りの絵を仕上げて、女性に渡した。

　そこで、気付いた。

　少し離れたところに、もう一つ、人影があって。

　その人物が、じっとこちらを見ていることに。

「わあ……、すごく素敵ですぅ！　たまりません！　一生の宝物にします！」

「どうもありがとう」

　喜ぶ女性ファンのことは、すでにどうでもよくなっていた。

　私の意識は。

　私の五感は。

　私を――私だけを見つめているその人物に、囚とらわれてしまった。

　まるで、今自分がスケッチブックに描いたキャラクターのような、顔立ちに幼さの残る中学生ぐらいの少年。

　それなのに、年齢には不相応なほど、その表情は空虚に見えた。

　さっき大学で会った眼鏡の青年とはまた異質な空気を醸し出している。

　あえて言うなら……そう、そっくりなのだ。私が描いた本に登場する、アルビノの少年に。

「神様が夢を叶かなえてくれたのかしら」

　たまらず、小声でそうつぶやいてしまう。

　聞いた噂では、井の頭公園には神様が現れるという話だし。

　女性ファンが何度も頭を下げながら去って行った後も、少年はその場から動こうとしなかった。

　雨が降っているのに傘も差さずに、立ち尽くしている。

　私の方から歩み寄っていき、濡ぬれている彼の頭上に傘を掲げた。

　少年からは、むせ返るような汗の匂においがした。それだけで私は、身体からだの芯しんが熱くうずいてしまいそうだった。

「風邪、ひいちゃうよ？」

　少年は私から目を離そうとしなかった。

　すぐ目の前に私が立ってもそれは変わらなくて。

　これほどまっすぐに見つめられたことなんて、これまで一度もなかった。

「おねえさんの書いた話、まあまあ面白かったです」

　少年は背負っていたリュックをおもむろに降ろすと、中から私の同人誌を引っ張り出した。

「それ、女性向けのエッチな本なんだけど、どうして君が持ってるのかな？」

　からかいたくなって、そう聞いてみる。

　この年とし頃ごろの男の子なら、照れたり恥ずかしがったりするのが普通だ。

　でも少年の表情には、特になんの変化もなかった。

　それどころか、なおも私の目をじっと見つめ続けている。

　あまりにも人形じみたその瞳ひとみの透明さに、私は。

「とても、キレイな目」

　吸い込まれてしまいそうだと、錯覚してしまって。

「知っている？　眼球には、痛覚がないから……舐なめても、平気なの」

　私、欲情している……。

　このいかにもなにも知らなさそうな男の子を、私の手で文字通り白く染めてしまいたい……。

　私は導かれるようにして、寒さのせいで青紫色をしている少年の唇に、そっと親指を這はわせた。

　とても、冷たくて。

　私の心は、ゾクリと震えてしまう。

「僕、未成年だけど、おねえさんの本買ったら罪に問われるかな？　大丈夫だよね。未成年はダメでも罪にはならないよね」

　少年が、私に、私の本を差し出してくる。

「ハコを、描いて下さい」

　一瞬、なにを言われたか分からなかった。

「箱？」

　おかしなことを言う。

　サインでもキャラクターでもなく、箱を描けだなんて。

　かわいらしい子。

「君の名前、教えて？」

　一緒に宛あて名なも書いてあげるつもりで、私がそう尋ねると。

　少年は、無表情のままぼそりと答えた。

「相模さがみです」

「いい名前ね。食べてしまいたいぐらいに」

　私の胸元で、ペンダントの飾りがシャラリと音を立てた。

　相模少年はそれでも無表情のまま、なおも私を真まっ直すぐに見つめている。

　リアクションなど期待していない。

　このシーンではこれが最も官能的な表情なのだから。




「それで、どんな箱かしら？」




　少年はまるで腹話術の人形のように、ただ口だけを動かして答えた。







　コトリバコだよ――――
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　――それは半年前の、夏の日。

　僕はいつものように、吉きち祥じよう寺じ公園のベンチにひとりで腰かけて、スカイセンサーをいじっていた。

　どうせいつものノイズしか聞こえないんだろうなって思いながら、半ばクセみたいにチューナーを回していて。

　でも、その日は少しだけ、聞こえてくる音色が違っていたんだ。

　――ピューイージズッ……チャッ……タッ

　今までと違う反応に、僕は色めき立った。

　もしかしてついに父さんの声をキャッチしたんじゃないかって、思ったんだ。

　もちろん、理性では「そんな声、聞こえるわけない」って諦あきらめていた。でもやっぱり、心のどこかで期待を抱いちゃっていたんだと思う。きっとどこかにまだ諦めたくないって思いがあったんだ。

　スカイセンサーを手放せないのも、それが理由で。

　久々の手て応ごたえに僕は素早く中腰になり、ラジオのスピーカー部分に耳を近づけた。注意深く音を聞きながら、チューナーをゆっくり左右に動かして微調整。

　――のま…だと……

　ノイズの中に埋もれている、明らかに違和感のある音色を、僕の耳は確かに捉とらえた。

　音量を上げつつ、マイクロメートル単位――あくまで比ひ喩ゆだけど――でダイヤルを動かしていった。

　父さんが死んだあと、その声を求めて一日中、ラジオにかじりついていたときの感覚が蘇よみがえって。意識のすべてを、耳と指先に集中させた。

　――……この……まま……だと……せかい……は……

　今度は、理解できた。

　それは、声だった。

　それは、言葉だった。

　それは、日本語だった。

　なおも聞こえてくる言葉の意味を理解しようと、僕は息を止め――

　同時に、ラジオから聞こえてくる音声は、ピタリと途切れてしまった。

「今の、女の子の声……だよな」

　少なくとも、父さんの声じゃないことが分かって、少しガッカリした。

　でも、だとしてもなんらかの電波を受信したのは確かだ。

　もう一度、今の女の子の声を聞いてみたいとは思った。

　なにかを伝えたがっていたように感じたんだ。

「〝このままだと世界は〟……とかなんとか言ってたような気がする」

　もしかして、どこかのラジオ局が放送しているラジオドラマが混線しちゃったのかとも思った。

　でも、そんな混線はあり得ない。スカイセンサーはそのとき、短波しか拾わない状態になっていた。そして、今のこのご時世に、わざわざ短波でラジオドラマを放送する人なんていない。

「父さんなら、分かったのかな」

　僕は改めてスカイセンサーにかじりついた。

　その後もダイヤルをさらに微調整したり、一度電源をオフにしてもう一度オンにしたりと、色々やってみたけど、どれだけ粘ってもスピーカーからあの声が再び聞こえることはなくて。

　気が付けば暑さで汗びっしょりで、ひどく喉のどが渇いていて。

　たまらずベンチの背もたれにぐったりと身を預け、夏の夕焼け空を見上げた。

　夕日が、目の前の十階建てマンションの向こうに沈もうとしていた。

　やけに眩まぶしく感じて、太陽に向かって手をかざした。

　世界はそのとき、黄昏たそがれ色と、長く伸びた影の黒色と、二色に分断されていて。

　公園内は、目の前のマンションのせいですべてその影の中に没していた。

　影の色が、やけに濃かった。

　どうしてそう感じたのかはよく分からなかった。普段、影の濃さなんてまったく意識しないのに。

　ふと、視界の隅でなにか動くものがあった。

　公園の中央。カラフルな遊具の上。

　何気なく僕がそちらへ目をやったのと――

　トン、と彼女が滑り台の上に〝着地〟したのが、ほぼ同時で。

　――いつから、彼女はそこにいた？

　僕が座ってるベンチからは、公園の全体が見渡せた。

　公園の中央にある滑り台へ行くためには、入り口から少なくとも五メートルは歩く。

　彼女は公園に、いつ、入ってきて。

　いつ、遊具に上り。

　いつ、滑り台の上でジャンプしたのか。

　思考が整理できなかった。

　そんな戸惑ったままの僕の前で、着地した彼女のふくよかな肢体がよろけた。そのままサーフィンでもするように立ったままズルズルと滑り台を滑り降り、一番下でつんのめった。

　よろりと前のめりに倒れ……ることはなく、一本足のまま器用にバランスを取ろうとして両手を広げ、さらに足を取られ、もつれるように身体からだを右へ左へとひねりながら、僕が座るベンチの方へヨロヨロと向かってきた。

　僕は――魅入っていた。

　彼女が人間だとは思えなかった。

　空から降ってきた天使かなにかだと、本気で錯覚した。

　だから、動けなかった。

　ただ間抜けにベンチに腰かけたまま、よろけた彼女が迫ってくるのを見ていた。

　ぶつかる――と思って身をすくめたとき、その寸前で、ようやく彼女は僕の目の前で立ち止まり、

「ぽんや！」

　と、意味不明の単語を叫んで、背筋を伸ばし、両手をＹの字に掲げた。

「ウルトラしー！」

　彼女の顔を見るより先に、僕の目の前に、凶器と呼んでも過言じゃない豊満な胸が突き出され、ぶるるんと、揺れていた。

「うぉぅふ!?」

　思わずのけぞっちゃって。

　そこでようやく、目が合った。

　僕とほとんど歳としが変わらないくらいの、瞳の大きな女の子。

　不思議そうに、僕を見ていた。

「おはこんばんにちは」

　第一声がそれだった。レトロアニメのアラレちゃんのそれとはちょっと違っていて。

「あ、おお、おは、こんばん、にちは……」

　いきなりヘンテコな挨あい拶さつをされて、戸惑った。

　次いで、強烈な罪悪感と恥ずかしさに襲われた。至近距離で爆乳をまじまじと見つめちゃったのが申し訳なくて、顔が熱くなった。でも、少しでも動けば目の前のおっぱいに触れちゃうから、逃げ出すこともできなかった。

「いししゅ。手を上げろぉ」

　そんな僕の側頭部に、なにかが突き付けられた。

　視界の端にかろうじて見えたのは、彼女の手に握られた銀色の……拳けん銃じゆうのようなもの。

　――彼女は、そんなもの持ってたっけ？　分からない、まったく意識していなかった。そしてその拳銃が本物なのかオモチャなのかも、動けない僕には確かめる術すべがなくて。

「上げないと、撃っちゃうぞぉ☆」

　そんな緊張感のない脅迫を前に、僕はますます混乱して、彼女の胸に触れないように恐る恐る両手を上げていた。

「おぬし、お名前は？」

「お、おっぱいは、見てません……、だから、殺さないで……」

「オッパイハ、ミテマセン？」

「あ、僕の、名前？　な、名前は、我聞悠太……！」

「ガモタン！」

　そんな呼ばれ方をされたのは初めてだった。

「りょーたすは、りょーたす！」

　それが自己紹介のつもりらしかった。だけど、まったく意味不明だった。

　ますます混乱して。

「君は、いったい……？」

　思わずつぶやいたら。

「いーしーしゅ☆」

　いきなり、衝撃が全身を貫いた。

「あばばばばば！」

　視界が虹にじ色の閃せん光こうで埋め尽くされる。

　雷にでも打たれたみたいに身体が痙けい攣れんして、言うことを聞かない。身体中を無数の針でひたすら刺され続けているようで、頭がおかしくなりそうだった。

　りょーたすに、本当に撃たれたのだと理解して。

「やめ……あぎぎぎぎぎ！」

　いつの間にかりょーたすのおっぱいに顔が挟まっているという緊急事態に気付き、急いで顔をおこす。

　そこで、ふっと痛みが消えた。

　身体中から力が抜け、たまらずその場にくずおれる。

　いきなり撃つなんて、めちゃくちゃだ。この女の子はヤバすぎる。いくらかわいいからって、許されることじゃない。

　荒い息をつきながら見上げた僕に、りょーたすは流し目でウインクをして、持っていた拳銃を自身の口元に寄せた。それはとてもレトロなデザインの、銃口に球体がくっついてるような、オモチャの光線銃で。

　直後、彼女はぐいっと顔を僕の方に近づけてきた。

　そして至近距離で、銃口にフッと息を吹きかけた。その吐息は、なんだか桃みたいな甘い香りがして、ドキドキしてしまった。

　僕を上からのぞき込むようにして、触れるほどの距離まで迫ってきた彼女の澄んだ瞳ひとみ。夕日を背負ってるから陰になってるはずなのに、そのときの僕にはキラキラと輝いているように感じた。あまりにキレイで、瞳の中に吸い込まれちゃいそうな気がして、息をするのも忘れてしまって。気が付けば、痛みも、汗も、引いていた。




　りょーたすのオッパイの感触を忘れないうちに反はん芻すうしていると―――

「りょーたすは！」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんだ彼女は、僕の頬ほおを優しく撫なでて、こう告げた。

「ガモタンの、使い魔だよぉ！」

　それが、自分のことをりょーたすと呼ぶ不思議な少女――成なる沢さわ稜りよう歌かとの初めての出会いだった。




　あの日以来、りょーたすとはほぼ毎日のように会っている。

　でも、あのときりょーたすがどこから現れたのかとか、ポヤガンって一体なんなのかとかは、いまだに謎なぞのままだ。

　一番分からないのは、なんで僕みたいなニート神と仲良くしてくれるのか、なんだけどね。

　まさにミステリアスにして不思議ちゃん。これぞギャルゲー。

　だがかわいければすべて良し。りょーたすマジ天使。

　そんな天使との待ち合わせ場所である学校の屋上に出ると、痛いくらいの冷たい風が僕の頬を撫でた。

　成せい明めい高校の中でも、四階建ての中高中央館は唯一屋上へ出ることができる校舎だ。

　こんな真冬の寒い日に屋上を待ち合わせ場所に選んだのは失敗だった。僕ならこの寒さを理由に、待ち合わせなんかほったらかしてさっさと帰っちゃったかも。

　でも、ミステリアスにして不思議ちゃんであるところのりょーたすは、誰だれもいない屋上で金網の柵さく越しに、眼下へ向けてポヤガンの引き金を引いていた。

　風の音に交じって、「いししゅ！」なんていう意味不明なかけ声が聞こえてくる。

「りょーたす！」

　声をかけても反応しない。ポヤガンを撃つのに夢中になっている。もちろん撃ってるフリなんだろうけど。あれ、実際に銃口から光線が出るわけで、ヘタすると銃刀法違反でしょ。しょっちゅう撃たれてる僕の身にもなってほしい。

　っていうかポヤガンを撃たせるためにここで待ち合わせしたわけじゃないんだけどなあ。

　ため息をつきつつ、僕は吹きさらしの屋上へと足を踏み出した。

　りょーたすの横に立って、周囲の景色を眺める。

　そこに見えるのは、成明学園の全景だ。小学校から大学までが同じ敷地内に密集してる。ええと、敷地の広さはどれぐらいだったっけ。東京ドーム三個分ぐらいはあるって聞いたことがあったような。それが広い方なのか狭い方なのかは、いまいちよく分かんないけど。

　すぐ真下には桜並木。でも今は当然ピンク色の花は咲いていない。あと一ヶ月以上待たないと。その木々の下を、下校していく生徒たちがぞろぞろと歩いている。

　奥にある大きなグラウンドや野球場では、運動部が練習している姿が確認できた。このクソ寒い中でよくやるよ。

　右手に目をやると、成明大学の校舎群が並んでいる。そのさらに向こうにあるだろう吉祥寺駅前の街並みは、その校舎群に阻まれて見えなかった。

「いっし☆」

　りょーたすはグラウンドで練習する野球部員に向けて、しきりにポヤガンの引き金を引いていた。

　野球部に恨みでもあるんだろうか。

　でもこの距離じゃ、さすがにいつも僕が食らっているビリビリも発動しないみたいだけど。

「りょーたす？　いつまでやってる気？」

　よく見るとりょーたすの頬には、ほんのり赤味が掛かっていた。やっぱり寒いんだろう。コートすら着てないし。それを我慢してまでポヤガンでの狙そ撃げきに夢中になってるなんて。

　風のせいで、セミロングの栗くり色いろの髪も乱暴に煽あおられている。制服のスカートだって裾すそがめくれて、あとちょっとでパンツが見えそうになっている。りょーたすはそんなこと気にも留めてないみたいだ。

「うむ、レア。マジでレア。りょーたすの貴重な制服姿は超スーパー激レアな上に――」

　チラリと、その胸元を盗み見た。

　他ほかの女子とは比べものにならないくらいの、とんでもない膨らみだ。

「メロン！　メロンが入っております！　熟れ熟れで甘々すぎる！　惜しむらくは乳袋じゃないことだね！」

　なんにせよ、りょーたすとこうして学校で会うことなんて滅多にない。学年も違うし、家がどこかも僕は知らない。リア充じゃない僕にはりょーたすに「一緒に帰ろうよ」と誘うような真ま似ねもできない。キリキリバサラの活動のためにカフェ☆ブルゥムーンで集まるときだって、各自勝手に集合って感じで、時間も決めてない。
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　りょーたすがブルゥムーンに来るときは決まって私服だ。制服は絶対に着てこない。家が近いから学校から一度帰宅して着替えてきているんだろう。りょーたすの私服のセンスは今風とは言えない。よく言えば大人っぽい。いまいちな感じで言えば、古い。とにかく今どきの女子高生の流行からはちょっと……いや、かなりズレてる。

　だから、今どきの女子高生の制服を着ているりょーたすを見ると、新鮮な気分になる。

　そして改めて気付かされるんだ。

「日本中の全すべての中学高校は、女子制服の乳袋化を義務付けるべきでしょ」

「ガモターン？」

　と、りょーたすがおもむろにポヤガンの銃口を僕へと向けた。

「今、エッチなこと考えてたでしょー？」

「あ……」

「いしーっしゅ！」

　りょーたすはこういうとき、容赦しない。

「いてててて！　ポヤガン！　ノー！」

　絶叫したら、りょーたすは撃つのを止めてくれた。

「ガモタン、遅れたくせにエッチなこと考えてたなんて～。早くしないと、視聴覚室が逃げちゃうよ」

「し、視聴覚室は……逃げないでしょ。だって視聴覚室だし」

　僕は這はいつくばったまま、息も絶え絶えにそう答えた。

「足が生えた教室なんて、ぼ、僕が見たいぐらいだっつーの」

「視聴覚室じゃないよ～。逃げちゃうのは、視聴覚室にいるみゅうちゃんだよ～」

　それなら最初からそう言って。

　でも確かにりょーたすの言う通り、みゅうポムが視聴覚室にいるとは限らないんだよな。こうしている間に帰っちゃうかもしれないし。

　というわけで僕はよろよろと立ち上がると、りょーたすと一緒に校舎内へと戻ることにした。

　視聴覚室は、この中央館の四階。屋上から階段を降りてすぐだ。

「それにしてもさー、まさかみゅうポムが同じ学校の生徒だったなんて、盲点だったよ。りょーたすはよく気付いたね」

「えっへん☆　りょーたすはこう見えても、細かいところまで鼻が届く子なのです」

「……？」

「ぽや？　鼻が？　鼻が……んー、むぅー」

　りょーたすは自身の小振りな鼻の頭をポリポリと指で引ひっ掻かきながらしばし考え込み、やがてパッと表情を輝かせた。

「利く！　鼻が利くの！」

「あ、それな！　ま、とにかくお手柄だったよ」

　あの後、実際に調べてみたら、なんとうちの高校には『占い研究部』っていういかにもな部があることが判明したんだ。その活動場所が、中央館の視聴覚室だったってわけ。

　そこから『みゅうのニっコニコ生占い☆』が放送されている可能性が高い。

　それを確かめるための突撃調査であり。

　運がよければ、あのみゅうポムと会えるかもしれないんだ。

「うわ、なんか胸がドキドキしてきた！　ドキムネ！　ドキがムネムネ！」

　階段を降りながら、何度か深呼吸する。

　そんな僕を待とうとせず、りょーたすは先に階段を降りきり、廊下を曲がっていってしまった。僕も後に続いて廊下に出て――そこで「ゲッ」と思わず声を上げてしまった。

　視聴覚室の前に、十人ほどの生徒たちが集まっていた。

　しかも高校の生徒だけじゃなく、中学のガキまで何人かいる。うちの学校は中学と高校は同じ校舎を使っているから、ここに中学生がいても不自然じゃないんだけど。

　男が五人、女が六人。

　全員が知り合いって感じでもなさそう。

　四つのグループに分かれているようで、中学生女子三人組、高校生男子二人組、高校生男子三人組、高校生女子三人組。全員が全員、少し声を潜めながら視聴覚室の中の様子を控えめに窺うかがっていた。

　いったいなんの集まりだろう。

　占い研究部の部員の皆さんかな？

　でも、だったら中に入らないのはなんで？

　それとも、みゅうポムに占ってもらいたい連中が並んでたりする？

　視聴覚室のドアは閉まっている。もう放送が始まっているんだとしたら、完かん璧ぺきに出遅れちゃったわけだけど。

「あ、いたー。かわいいー☆　こら！　ガモのすけ侍ぃ、いたよ～☆」

　と、僕を差し置いてりょーたすが視聴覚室のドアに張り付き、そんなはしゃいだ声を上げた。

　ぐぬぬ、ズルいぞりょーたす。抜け駆けするなんて！　そして僕は侍ではないってば。

　他の生徒たちの目を気にしつつも、僕はりょーたすにならって、ドアの窓越しに視聴覚室の中をのぞき込んだ。

「ぬぉぉぉ―――！　あれはまさしく僕らのアイドル、相あい川かわみゅう！」

　てっきり本番中かと思ったけど、そうじゃなかった。

　視聴覚室のカーテンは開け放たれたままだ。中では、四人の女子が机を囲んでミーティングのようなものを行っていた。机の上にはスナック菓子が開けられているし、四人のうち三人は表情も和やか。いかにも女子高生の雑談っていう感じ。

　ただ……その中の一人だけが、浮かない顔をして手元のカードに視線を落としている。

　それが、相川みゅうだった。

『みゅうのニっコニコ生占い☆』では前回、前々回と彼女は相談者から泣かされている。そのせいで元気がないのかもしれない。

　少し心配だったけど、そんなことよりも――

「りょーたす！　ホントにいた！　すげえ！　本物！」

「何万人っていう人が、ここから放送されてるみゅうちゃんを見てるんだね」

　相川みゅうは、僕と同じ学校の生徒だったってことでＦＡ。

　本名はなんて言うんだろう？　何年生なんだろう？　っていうか、どうして僕はこの学校に入学してから約二年、こんなにほどよい美少女の存在に気付かなかったのか！

　……しょうがないか。僕ってクラスメイトの名前すら覚えてない有様だし。ニート神だし。きっと学校ではすでに噂うわさになっていたんだろうな。自分の情弱っぷりが情けないよ。

　みゅうポムは、ドア越しにのぞき込んでいる僕に気付く様子はまったくなくて、他の女子に心配そうに話しかけられていた。それに対して、さっきまでの浮かない顔を引っ込め、取り繕うように笑顔で応こたえている。

　うむ。なんていい子なんだ。他の部員に心配をかけまいと、気丈に振る舞ってるんだ。

　萌もえ。

　できれば結婚してくれ。

　それはともかく、『みゅうのニっコニコ生占い☆』は今日も放送するのかな？　何日周期で放送するかの法則性は特にないみたいだけど、時間帯は決まって午後六時頃ごろから一時間弱に限定されていた。今思えば、その時間になると学校が閉まっちゃうからなんだろう。

　ただ、そうすると僕がみゅうポムに話しかけるためには、七時過ぎまでここで待ってなくちゃいけなくなる。

　相川みゅうが同じ学校の生徒ってことは確認できたから、とりあえずの目的は達したわけだけど。

　できれば今後ともキリキリバサラで追っていくために、彼女の個人情報を少しは手に入れておきたい。さらに可能なら、直撃インタビューって感じで取材したい。ついでに可能なら、お友達になれたりしたらいいなあなんて思ってたりするわけだが。

　いーやいやいや！　無理無理無理！

　いったいどうやって自己紹介するつもりだよ。

　――あなたのファンです。握手して下さい！

　って、それじゃただの追っかけだっつーの。

　――君の涙を、拭ぬぐいに来てあげたよ。

　うむ、女子がキュンとするセリフだ！　※ただしイケメンに限る。つまり僕じゃ逆効果。

　――わたくし、キリキリバサラっていうアンチオカルトのアフィブログを運営して荒稼ぎしてるんでゴザイマスよ！　キリッ[image: ]

　って、これが一番ダメじゃん！　相手はテレビや雑誌でもお馴な染じみの、カリスマ女子高生占い師のみゅうポムだぞ！　占いは一応、オカルトに分類されるんだぞ！

　そんなみゅうポム相手に、オカルト否定のアフィブログ管理人を名乗ったら……。

　間違いなくドン引きされて嫌われる……！

　よし、キリキリバサラのことは黙っておこう。そうしよう。それが無難だ。第一印象は大事だ。

　……でも、そうしたらキリキリバサラでみゅうポムを取り上げるのが難しくなってしまう。本人の了承無しにインタビューなんて載せられないし……。

　うあああ、どうすればいいんだー！

「つんつん、そこのお侍さん。中には入らぬのか？」

「へ？」

　ハッと我に返ると、りょーたすが今まさに視聴覚室のドアを開けようとしているところだった。

「うわ！　タンマタンマ！」

　すんでのところでりょーたすの手をつかみ、それを止める。

「ぽーややー？」

「いきなり入っていくのはまずいでしょ」

「でも雑談してるだけみたいだよ？」

「そうだけど」

「だって、おぬし取材に来たんじゃろ？」

「う……、それもちょっとどうしようかと考え中で……」

　自分の立場を明かすべきか黙っておくべきか、まだ迷い中なわけで。

　と、とりあえず今日は戦略的撤退を……。

　そのとき、背後からの視線に気付いた。

　何気なく振り向いてみる。

「う……っ」

　敵意に塗まみれた二十二の瞳ひとみが、僕とりょーたすに注がれていた。

　廊下にいた他ほかの生徒たちが、遠巻きに全員でにらんできている。

　明らかに敵意のある目だ。

　僕、なんか悪いことしたっけ？

　戸惑っていると、ヒソヒソとした声が聞こえてきた。

「……なにあいつら？」

「抜け駆けするつもりなら全力で潰つぶすぞ」

「どうせニワカだろクソが」

「相川さん親衛隊の俺たちに挨あい拶さつも無しかよ」

　そんな声を耳にして。

　僕は、ようやく彼らが何者かを理解した。

　こいつらは、みゅうポムの出待ちだ……！

　まさか、みゅうポムファンが学校内に僕以外でこれだけいるなんて。完全に予想外だった。そして僕は出待ちの場を荒らした、空気の読めないニワカファン扱い。敵、邪魔者として認定された。アイドルの現場だったらヤバイ事になってた。

　もし仮にみゅうポムが視聴覚室から出てきたときに、僕やりょーたすが彼女に話しかけようとしたら、なんらかの妨害行為が入るのは確実……！　少なくとも、僕が彼らの立場ならそうする。

　こ、ここはこいつらにヘコヘコと媚こびて謝って、出待ち組に仲間入りさせてもらうべきかな。いや、でも今さらそんな風に下手に出たって、第一印象から敵認定されちゃってる状況じゃうまく馴染めるとは思えないし、ここから関係改善できるほどの話術を僕は持ち合わせてないし。

　ぐぬぬ、もっと慎重に行動すべきだったかも。

　って言うか出待ちがいるなんて想像できるわけないじゃんか、アイドル歌手じゃあるまいし。みゅうポムが素人だから出待ちして話しかければ簡単に応じてくれるだろうとか思ってるのか。それともあれか、マイナーな地下アイドルを応援してる俺かっこいいと思ってるドルオタと同じ心境か。女は女でネットで話題の先輩占い師に憧あこがれてるんだろうけど二次元の百ゆ合りならともかく三次元百合なんてキモいだけだし、いいからお前らはイケメン男子アイドルでも追っかけてろよ――

「ガモのすけどの？　なにをブツブツ言ってなさる？」

　あ、やべっ、つい声に出しちゃってた。りょーたすと僕だけのコソコソ話は続く。

「どいつもこいつもミーハーすぎって話。僕らの邪魔しないでほしいよ」

「ガモタンもねー☆」

「急にガモタンって。で、僕がなに？」

「ミーとハーはミーハーミー♪」

　りょーたすは僕を指差し、急に普通の声量で歌い出す。

　その指をクルクル回し、短いメロディを口ずさんだ。

「僕も……ミーハー……？」

　愕がく然ぜんとなりつつ、他の出待ち連中へと改めて目をやる。

　その中の中学生女子三人組が、あからさまに僕をにらみつけてきた。

「あのキモ野郎、相川先輩のファンかな？　女連れなんてふざけてる」

「超ウザい。死んでくれないかな」

「私たちの相川先輩に手を出そうとしたら殺す」

　そっちのコソコソ話は全部聞こえてるから！

　二次元ＪＣからのセリフならご褒美だけど、リアルでされると本気で凹へこむから！

　と、とりあえず目を合わせないようにしておこう……。

　隅の方で、目立たないようにしておいて、今日はみゅうポムを遠巻きに拝めればそれでいいかな。

　というわけで、なおも室内に突撃しようとするりょーたすを引っ張って、視聴覚室前から離れ、一団の最後列へ。

　そのとき、出待ち連中の空気が変わった。みんな、ソワソワと落ち着かなくなる。

　もしかして、占い研究部の部活が終わったのかな。さっきのぞいたときは、雑談しかしてなかったように見えたけど。

　時計を見ると時間はまだ夕方五時前。

　みゅうポムの番組はいつも六時ぐらいから始まるから、一時間以上、間が空くわけだけど。

「く、来るのか？　来るのか……？」

　視聴覚室のドアが開いた。

　中から、みゅうポムが出てくる。

「うおっ、本物！」

　思わず身を乗り出して口に出してしまった。

　そこで――

　偶然、目が合った。

　確かにニコ生で見たのとまったく同じ顔。いや、画面で見たのよりも小顔かもしれない。

　まさにほどよいかわいさ。あのカリスマ女子高生占い師相あい川かわみゅうが、そこにいて。

　彼女が、僕みたいなアフィブログ管理人のニート野郎を何な故ぜか見ていて。

　その瞳が、驚いたように大きく見開かれ。

　その唇が、かすかに震えて。

「あなたは――」

「え？」

　そんなみゅうポムを、すぐに他の出待ち連中が取り囲んじゃって、僕のところからは姿が見えなくなった。

　ぐぬぬ。あいつらマジで邪魔なんだけど。

　僕を邪魔者扱いした上に、遠くからも眺めさせてくれないなんて、どれだけ外道な連中なんだ。

　……なんて心の中で悪態をつきつつも。

　胸の鼓動が速くなっている。

　みゅうポムが、僕をじっと見ていた。僕を見て、びっくりしたような表情をした。僕に、なにか声をかけようとしたようにも見えた。

　あれはいったい？

　気のせい？

「ねえねえガモのすけ。取材しなくていいのですぅ？」

「い、いや、無理でしょ。この状況で僕が話しかけたって変な空気になるだけだし。そもそも僕って初対面の女子に積極的に声をかけられるようなリア充じゃないし。今日だってみゅうポムがこの学校の生徒ってのを確かめに来ただけであって、会ったその日に突撃取材したいと思ってたわけじゃないし。そもそもそんなに取材したいならりょーたす特派員が行ってくればいいじゃん。せっかくこの前、特派員に任命したばっかりなんだから。女子同士なら向こうも警戒しないだろうし」

「ガモタン」

　りょーたすはニコニコしたまま僕の肩をポンと叩たたき。

「ガモのすけさまってば、本日もへっぽこ侍さんですね～☆」

「ぐぬぬ……。満面の笑みでそんなこと言われると本気で鬱うつになるんですけど……」

　それにしても出待ち連中はみんなグイグイとみゅうポムに突撃してるなあ。あんなにがっちり囲まれたら、身動きも取れないんじゃないか？　そもそも出待ち連中はみゅうポムになにを望んでるんだろう。握手？　サイン？　写真？　それとも占ってもらいたいのか？

「そんなに取り囲まないでー！　実み優ゆ羽うが困ってるでしょー！」

　占い研究部の他の部員が、出待ち連中の人垣の外から必死でみゅうポムを助け出そうとしてるけど、まったく効果なし。

　あれじゃ、出待ちの全員に対応するだけで三十分近くはかかりそう。ここで待っててもどうしようもなさそうだ。

　今日はもう帰ろう。本人の確認はできたわけだしじゅうぶんだ。

　りょーたすにそう声をかけようとしたそのとき――

「通してっ！」

　鋭い声が、人垣の中から上がった。

　場が、シンと静まり返る。

「ごめんね、ホントにごめん。ちょっと通して」

　そんな申し訳なさそうなみゅうポムの声とともに、人垣が割れる。

　その間から、みゅうポムがヨロヨロとした足取りで抜け出してきて。

「ぷはっ」と息をつくと。

　顔を上げて、また、僕をまっすぐに見つめてきた。

　切なそうな、少し泣きそうな表情で。

「え？　え？」

　僕？　なんで僕を見るの？　さっきも見てきたけど。もしかして僕と彼女は知り合いだったとか？　僕は忘れてるけど十年以上前に一緒に遊んでた近所の幼おさな馴な染じみとか？　そんなフラグ、僕のこれまでの人生にあったっけ？　いや、ない。断言できる。

　じゃあ、なんで……？

　戸惑っている僕に、みゅうポムが一歩、また一歩と歩み寄ってくる。

　僕は完全にヘビににらまれたカエル。

　逃げ出したい。でも、一歩も動けない。

　ついには、目の前に立って、彼女は、止まった。

　とってもいい匂においがする。

　彼女の白くて柔らかい手が伸びてきて、僕の手をキュッと握ってきた。

　そんな大胆な行動に、呆ぼう然ぜんと固まっていた出待ちの連中が悲鳴にも似たざわめきを上げて。

　それすら気にせず、みゅうポムは僕の手を持ったまま、真剣な表情でつぶやいた。




「あなたの事を……待ってたんです」
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　自宅までは、吉きち祥じよう寺じの駅から歩いて三十分ほどかかる。

　ハモニカ横丁での黒魔術代行屋『紅ノ館やかた』の店じまいはいつも深夜、日付が変わってからになる。歩いて帰れる距離なので終電を気にする必要はなく、むしろ街が寝静まってシンと空気が引き締まったこの夜道を歩くことが、私にとって日々の楽しみになっている。

　特に今のような季節は、世界が静止してしまったかとさえ思うほどの静寂で。

　この闇やみも、むしろ私というちっぽけな人間を包み隠してくれる優しい膜なのだ。そこに身を置くと、不安よりも安らぎを感じてしまう。

　家のすぐ近くにある善ぜん福ぷく寺じ公園の横を通り過ぎるときなどは、特にそう感じる。

　もしも闇が足あし許もとへと侵食してきたとしたら、私はきっと、喜んでこの身を捧ささげるだろう。

　自宅の前まで辿たどり着いたとき、ちょうど同じタイミングで向かいに住む三み島しま氏の主が車で帰ってきた。高級外車が静かに駐車場に停とめられる。

　車の中から出てきたのは初老の紳士。確かどこかの銀行の役員だと聞いた。

　目が合ったので軽く会釈をしたのだけれど、相手は私に対して、ゴミでも見るかのような視線を投げかけるだけで、そのまま家の中へと入っていってしまった。

「…………」

　そうした態度には慣れている。

　周囲の住民からすれば、私と、私の家の存在は忌むべきものであり、できれば消えてほしいと思っているのだろう。

　私の自宅は、高級住宅街であるこの一帯でも一際目立つ、大きな洋館だ。

　だが立派なのは見た目だけ。一人暮らしということもあって手入れは行き届いておらず、あちこちガタが来ている。大きな地震が来るたびに今度こそ倒壊するのではないかと心配になるほどだ。そんな最期もあながち悪くはないとも思うけれど。

　秋頃ごろには、庭に生えている大きな銀杏いちようの木から落ちた実のせいで、ひどい匂いを発する。その匂いは好きではなかったけれど、それもまた当たり前にそこにあるものとして受け入れている。

　大きな玄関ドアを開けると、老婆の悲鳴のような軋きしんだ音が鳴った。

　家の中は当然ながら真っ暗で、人の気配などまったくない。

　入るなり、少し咳せき込んでしまった。埃ほこりっぽいのはいつものことだ。けれど綺き麗れいに掃除をするつもりはなかった。そんなことをすれば、この家に渦巻いている淀よどみが消え去ってしまう。

　この吐き気をもよおすほどの淀みに身を委ゆだねること。

　それこそが、私のような黒魔術代行屋にはふさわしい。

　電気も点つけず階段を上がり、自室へ向かう。

「ただいま」

　部屋の中に声をかける。

　二年前までは、「おかえり」と必ず応こたえてくれる声があった。

　今は、その代わりに物言わぬ無数のドールたちが、私を出迎えてくれる。

　そろそろその数も百体を超えるはずだ。正確な数は、作っている私自身すら忘れてしまった。というより、もう数えていない。

　コートを脱ぎ捨て、ロココ調の豪ごう奢しやな天てん蓋がい付きベッドに顔から倒れ込む。

　夜遅くに仕事から帰ってくると、そのまま食事もせずお風ふ呂ろにも入らず、死んだように眠ってしまうのが最近の習慣になってしまっている。

　決して朝が早いわけではない。むしろ昼頃まで寝ている。黒魔術代行業だって、一日に客が二人も来ればいい方だから、忙しいわけでもない。

　悠々自適にやっているつもりではあったけれど、自分でも気付かないうちに心が摩耗しているのかもしれない。

「お兄さま……」

　目を閉じたまま、つい、つぶやいてしまう。

　そうすると、いまだに、大好きなお兄さまが応えてくれる気がして。

　――そんな格好で眠ると風邪を引くよ、莉り愛あ。

　会いたい。けれど、もういない、愛いとしい人。

　ほんの二年前まで、私の世界は、お兄さまだけで彩られていた。

　思い出す。あの頃ころを。あの、どうしようもなく幸せだった日々を。




　両親が他界したのは、私がまだ十歳だった頃だ。

　それ以来、この無駄に大きな洋館で、私はお兄さまと二人だけで暮らしてきた。

　背が高くて、運動神経もよく、モデルとしてスカウトされたこともあるというお兄さま。成績は学年トップ、Ｋ大を首席で卒業したお兄さま。そんなお兄さまは、私にとって憧あこがれの存在だった。

　十三も歳としが離れたお兄さまが、幼かった私を育てるためにどれだけの犠牲を払っていたのかは、今となっては分からない。

　私はただ、この世でたったひとりの家族――お兄さまと過ごせるだけで幸せだった。

　もともと内気だったこともあって、他人と関かかわるのは苦手だった。お兄さまが「学校には行くべきだよ」と言うから、仕方なく行っていたけど、本心は朝から晩まで一日中、お兄さまと一緒にこの家で過ごしていたかった。

　けれど、そうは言ってもお兄さまだって仕事をしなくてはならない。親が残した遺産はたくさんあったけれど、なにもせずそれを食い潰つぶしていくことをお兄さまはよしとしなかった。だから、私にばかり構っている時間はなくて。

　最初の数年は、朝早く出掛けていくことが多かった。それでも夕食の時間にはなるべく帰ってきてくれたのだけれど、やっぱりこの広い屋敷で、たったひとり、お兄さまの帰りを待つのは寂しくて。

　しかも、学校では辛いことばかりだった。

　クラスメイトには意地悪され、担任の先生は気持ち悪い目で私を見たり身体からだを触ったりしてきた。

　優しいお兄さまは仕事で疲れて帰ってきているのに、そうした私の悩みを、黙って辛抱強く聞いてくれた。

　お兄さまとだけずっと一緒にいたいと、願った。

「他ほかのどこにも行きたくないよ。どこにも行ってほしくないよ。ねえ、お兄さま、お仕事に行かないで。行くのなら、私、舌を噛かんで死んじゃうから……っ」

「僕も莉愛と同じ気持ちだよ。ずっと莉愛と一緒に静かに暮らしていきたい。でもね、僕らが生きていくためには、どうしても仕事をしなくてはいけないんだ。ごめんね莉愛」

　私の無茶なワガママに、お兄さまは困ったような笑みを返してそう諭すばかりだった。

　それが劇的に変わったのは、私が十四歳になった頃。

　ある日の朝、学校に行こうとした私は過呼吸を起こし、病院に運ばれたことがあった。それ以来、お兄さまは仕事をやめ、一日中、家にいるようになった。

　私が学校から帰ってくるのを、ずっと待っていてくれた。

　その頃に覚えた黒魔術の話も、イヤな顔ひとつせず興味深そうに聞いてくれた。

　朝も夜も、私が作った食事を「おいしいよ」と笑って食べてくれた。

　眠るときには、私のベッドで添い寝してくれた。

　枕まくら元もとで、頭を優しく撫なでてもらいながら「おやすみ、莉愛。良い夢を。そして、素晴らしい明日を迎えられるように」と囁ささやいてもらうと、心の底から安心して眠ることができた。

　朝、お兄さまよりも早起きして隣で眠るお兄さまを起こしてあげるのが、私の一番の幸せになった。

　その一年間が、私にとってきっと、人生で最も満ち足りた時期だったと思う。

　幼い頃からの願い――ずっとお兄さまと一緒にいたい――がかなったのだから。

　他にどれだけ辛つらいことがあっても、家に帰ればお兄さまが私の部屋で待っていてくれたのだから。

　クラスメイトや、男の先生や、街を歩く不審者たちからどれだけいやらしい目で見られても、耐えることができた。

「莉愛はとても魅力的な女の子だから、男の人たちがその魅力に狂ってしまうのかもしれないね。僕が莉愛を守ってあげたいけれど、さすがに学校にまで付いていくことはできないし」

「大丈夫です、お兄さま。こうしてお兄さまに抱きしめてもらえるなら、私、どんなイヤなことだって耐えられますわ」

「偉いね、莉愛。でも、もしも本当に耐えられないことをされたときは、僕に言うんだよ？　いかなる手段を使っても、僕が報復してあげるからね。そして、二度と莉愛には近づけさせないから」

「ありがとう、お兄さま……。大好き」

　お兄さまに身を委ねているときだけは、俗世の出来事をすべて忘れられた。

　けれど、その幸せは長くは続かなかった。

　あれは、今と同じくらい寒かった冬の日。私が中学校を卒業するまであと一週間ほどに迫った頃だった。

　その日、学校から帰ってくると、いつもはお兄さましかいなくてひっそりしている屋敷が、やけに騒がしかった。家の前には何台もの車が停まっていて、しかもパトカーや救急車まで含まれていた。

　冬なのに、庭の銀杏のせいなのか、家の中にひどい匂においが漂っていて。

　混乱しながら家に入ったとき、私の目に飛び込んできたのは、ストレッチャーに寝かされて今まさに運び出されようとしているお兄さまの姿だった。

「貴方あなたたち誰だれなんですか!?　お兄さまになにをするの！　お兄さまに触らないで！」

　お兄さまは薬でも打たれたのか眠ってしまっていて、私の声でも起きる気配がなくて。

　そのストレッチャーを、警官や救急隊員、さらにはよく知らない大人たち数名が取り囲んで、私を近づけさせまいとしていた。

「私のお兄さまを勝手に連れていこうとするなんて！　こんなの誘拐ですわ！　今すぐ警察に通報します！」

「莉愛ちゃん！　落ち着きなさい！」

「落ち着けるわけないでしょう！　目の前で、たったひとりの家族が連れ去られようとしているのに！　お兄さま！　目を覚まして、お兄さま！　お兄さま！」

　私が取りすがった弾みに、ストレッチャーが倒れ、お兄さまの身体が床に投げ出された。それでもお兄さまはピクリとも動かない。

　対して、大人たちの間には強い動揺が広がった。

「誰か！　莉愛を押さえろ！」

「連れていかないで！　私からお兄さまを奪わないで！」

　私はお兄さまをかばうように、その身体の上に覆い被かぶさった。

　けれど、背後から羽交い締めにされて、すぐに引き離されてしまう。十五の小娘では、大人たちの力に抗あらがうことはできなかった。

「いやあ！　離して！　お兄さま！　助けて！　お兄さま！」

「暴れるな！　こんな恐ろしいことを、いつまで続けるつもりだ！　こんなことは……異常だ！」

「異常……？」

　その言葉を受けて、私は初めて大人たち全員の顔をゆっくりと見回した。

「なんですの、それ……？」

　異物を見るような、怯えが混じった目が、私に注がれる。

　まだ十五の小娘に向けるものではなかった。人に向けるものではなかった。

　これまでにも、同じ気持ちになったことがある。

　クラスメイトの男子たち、男の先生たち、すれ違う男性たち。彼らが私に――私の身体に――向けてきた、いやらしい視線。その視線に気付きゾクリと背筋に悪寒が走る、あの感覚と同じものだった。

　涙が溢あふれた。

　許せなかった。

　私とお兄さまの関係を、異常だと言うこの大人たちが許せなかった。

　どれだけ歯を食いしばっても、涙は止まらず。

　同時に、胸の奥が怒りで爆発しそうだった。

「私がお兄さまをそそのかして近親相そう姦かんをしているとでもお思いなのですわね!?　黒魔術好きの娘だからとそんな偏見を向けるなんて、貴方がた大人の方がよほどおぞましいですわ！　確かに私はお兄さまを愛しています。ですがそのような汚れた関係になったことなど一度もありません！　兄きよう妹だいが一緒にいて、純粋に愛し合っていることのなにがいけないのですか！」

「そんな次元の話ではないでしょう、莉愛ちゃん！」

　私の肩をきつくつかんで、顔面蒼そう白はくになりながらそう訴えてきた初老の女性には、見覚えがあった。確か、お母さまの妹であり、私にとっては叔母さまにあたる人。

「そんな次元って……いったい、なんの……」

「現実が、現実の景色が見えていないの!?」

「げん……じつ……？」

「この匂いのことで、ご近所さんから通報があったのよ！」

「匂い……？」

　家の中にはこの日も、腐った卵のような匂いが漂っていた。冬にも銀杏いちようの実が生なるなんて変だな、と思ったけれど、それが当たり前になっていたから深くは考えなかった。

「なんなんですの？　いったい、なんの話を……」

「よく聞きなさい、莉愛」

　そう言う叔母さまの声は震えていた。

「あなたのお兄さんは……一年も前に、亡くなっているのよ！」

「え……？」

　なにを言っているのか、理解できなかった。

「亡くなって……って、そんなわけないですわ。だって、お兄さまはそこに……」

　床に倒れているお兄さまに視線を向けたら。

　そこにいたはずのお兄さまが。

　背が高くて、運動神経もよくて、モデルとしてスカウトされたこともあるお兄さまが。

　一瞬にして―――




　干からびたミイラになっていた。
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　あのカリスマ女子高生占い師、相あい川かわみゅうがキリキリバサラのスタッフに入隊！

　って、その夢みたいな出来事で昨日は熱に浮かされたようになってたし、当然ツイッターでも大々的に宣伝したい気分だったワケ。

　だって信じられる？　キリキリバサラみたいなマニアックでアンチも多いアフィブログのスタッフに、りょーたすとみゅうポムっていうハイレベルな女子高生が二人もいるってことになるんだよ？　これぞまさに両手に花。つまり絶賛リア充。

　でも、今朝、目が覚めたらその興奮も冷めてすっかり賢者タイム状態になってた。

　そんなわけで結局、キリキリバサラにとっての――アクセス数を劇的に増やすことのできる――大ニュースを公表するタイミングを失っちゃった。

　夢みたいっていうか、きっと、これは夢だ。

　夢じゃないとしたら、なにか裏がある。そんな気がする。

「ども。お邪魔しまぁす」

　まだ営業前のカフェ☆ブルゥムーン。

　僕の案内で、店内にみゅうポム――相川実み優ゆ羽うというのが本名だと、昨日のうちに教えてもらっていた――が少しおっかなびっくりという様子で入ってきた。

「きゃあぁぁー！　すごい、本物のみゅうちゃんじゃないの！」

　気持ち悪い歓声を上げて、マスターイズミンがカウンターの中から飛び出してくる。僕を押しのけると、みゅうポムの手を取った。

「握手してちょうだい、握手！」

　もうしてるじゃん、ってツッコミ入れるのもマンドクセ……。

　呆あきれる僕を尻しり目めに、マスターイズミンとみゅうポムは、手を繋つないだままひとしきり互いの自己紹介を終えた。

「アタシね、みゅうちゃんの占いコーナー、いつも見てるのよ～」

「ホントですか？　超絶嬉うれしいんですけど」

「ちょっとガモタくんガモタくん！　悪いんだけど写真撮ってくんない？　アタシとみゅうちゃんのツーショット写真！　ね、いいわよねみゅうちゃん？」

「あ、はい。おっけーです、アハハ……」

　みゅうポムはグイグイ来るマスターイズミンに圧倒され、断るにも断れない状況。仕方がないので僕は言われるまま写真を撮った。

「いいないいなぁ。りょーたすもみゅうちゃんと撮りたーい☆」

　おいおいりょーたす、空気読んでよ……って、無理か。

　うう、なんか胃が痛くなってきた。

　みゅうポムが晴れてキリキリバサラのスタッフになったから、本拠地であるブルゥムーンに連れてきたわけだけど。

　そのスタッフになった経緯だって、なにがなんだか分からないうちに決まってたわけだし。そもそもまだキリキリバサラがアンチオカルトのアフィブログだっていう、一番肝心な事は伝えられてない。その説明をするためにも、こうしてブルゥムーンに来てもらったんだけど。

　さて、どう切り出すべきか……。

「あ、電話。ちょっとゴメンなさい」

　みゅうポムがバッグから取り出した携帯電話が、ブルブルと振動していた。

「あ、ちいちゃん？　平気平気、大丈夫だって何度も言ってるじゃん。もぉ、心配しすぎぃ。別に変なことなんてされてないってば」

〝変なこと〟ってなんぞ？

　電話が終わるのを待っている僕は、その場に棒立ちで手持ちぶさたになる。と、必然的に、こうしてみゅうポムの電話の会話内容を聞いちゃうワケだけど……これって不可抗力だよね。

「……うん、サンキューちいちゃん。うん、じゃ、また明日。バイバーイ」

　笑顔で電話を切ったみゅうポムは、僕にペコリと頭を下げた。

「お待たせです」

「友達……ですか？」

「あ、そです、同じ占い研究部の。超いい子なんですよ。いっつも私のこと心配してくれて。今度、紹介しましょうか？」

「い、いや、別にいらねーですし！」

　しまった、キョドって変な口調になっちゃった！

「は？　いらねーとか、超絶偉そうなんですけど！　先輩なんかにちいちゃんはあげませんて！」

　みゅうポムは少しムキになって言い返してきたけど、すぐにはにかんだ。僕に悪意がないってこと、理解してるっぽい。

　そのまま店内をぐるりと見回して、「ほほー」と感心し出す。

「カワイイお店なんですね」

　カ、カワイイ、だと？

　みゅうポムの美的感覚が分からなくなってきた件について。

「ありがと♪　いつでも来てね、みゅうちゃん。あなたなら大歓迎よん」

　マスターイズミンがいちいち会話に割り込んでくる。写真を撮らせてやったんだから、それだけで満足しろよな、変態マスターめ。

「このお店を選んだのって、我聞先輩の趣味なんですか？」

「え、ま、まあ」

「ふぅん。アリです。全然アリ。でも我聞先輩のセンスっぽくない感じかも」

　なぜか全身をつま先から頭のてっぺんまでゆっくりねぶるように見つめられた。

　うむ、これは誉ほめられてる。ギャップ萌もえって、あるよね。普段の僕の冴さえない見た目からは想像できないポテンシャルを感じて、みゅうポムは間違いなく僕にギャップ萌えを感じてるに違いない！

　うおおおお、テンション上がってきた！　ブルゥムーンいいぞよくやった！

「私のニコ生配信も、このお店からやるとかよくないですか？　今より雰囲気出ちゃいそう」

「あらま、ニっコニコ生占いをここで？　うちは大歓迎よ～！　お客さんも喜ぶだろうし！」

　だから、いちいち入ってくるなって、マスターイズミンめ……。

「我聞先輩、キリキリサラバの活動も、このお店で？」

「あ、いや、サラバじゃなくてバサラ」

「うみゅ？　そっか、サラバじゃ、バイバイしちゃうことになっちゃいますもんね」

「そ、そうそう。まあ、オカルトネタのブログとしては、案外、サラバの方が合ってる気がしないでも、ないけど」

「すいません、間違えちゃって」

「いや、こっちこそサーセン」

　二人して頭を下げ合った。

「気が合うね～、二人とも☆」

　りょーたすが笑って。それに釣られて、みゅうポムも笑う。僕はニヤける。

　なにこのラブコメ展開な空気。

　これがリア充空間なの？

　だとしたら実にたまらん！

　ちょっぴりこそばゆくて、幸せすぎる！

　ドキムネ再発！

　結婚してくれ！

「あ、そこ座ってください。ええと、なに飲みます？　って言っても、この店、マスターがドケチだから水しか出してもらえないんですけどね～、エヘ、エヘヘヘヘ」

「ちょっとガモタくん？　気持ち悪い笑い方してるところ申し訳ないけど、お金払ってくれるならソフトドリンクぐらい出すわよ？　勘違いしないでよね？」

「ツンデレマスター乙！　マスター、お水三杯持ってきて！」

「自分で運びなさいよ～」

　マスターはグラスと氷だけは用意してくれた。

　仕方ないので、カウンターからテーブルに水を運び、みゅうポムの前にも一つ置く。

「サンキューです。我聞先輩って優しいですねぇ」

　や、優しい、だと!?

　こんなどうでもいいことで、優しいと言ってもらえるのか!?

　同世代の女子からそんなこと言われたのは初めてだ！　テンション上がる！

「って、ちょっと待った！　優しいっていうのはつまりあれですよね、言い換えれば気弱そうでろくに女に手を出すこともできないヘタレ安全野郎っていう意味ですよね分かってる、分かってるんです」

「いや、そこまで言ってないですけど……」

「いやいや、まさにその通りでございます！」

「ってゆうか、先輩、なんで私に敬語？」

「あ、いや、その……」

「別にフツーでいいんですけど」

「お、おう……了解、でござる」

「あ！　ガモのすけ侍だ～☆」

　りょーたすが、呑のん気きにパチパチと拍手した。

　それを、みゅうポムがはにかんで見ている。

「もしかして先輩、照れてるんですかぁ？」

「照れてます」

「アハハ、ウケる。私、年下ですけど？」

「照れてます」

「ガモのすけは、照れ屋で変態のお侍さんだからね～」

「りょーたすちゃ～ん？　おぬしさあ、誰だれが変態だって？」

　そこでみゅうポムは、僕とりょーたすとを交互にまじまじと見比べた。

「……な、なんぞ？」

「我聞先輩と成なる沢さわさんって――あ、成沢さんって一年生だったよね？」

「そだよー☆　りょーたすはぴっかぴかの一年生☆」

「二人、付き合ってるんですか？」

「げふんげふん」

「だって昨日、〝占い研〟の部室に来たときもフツーに一緒にいたし。ずっと二人でキリキリサラバを運営してきたんですよね？」

「あのぅ……サラバじゃなくて……」

「あ、そうそうっ。で、付き合ってるんですか？」

「りょーたすはね、ガモタンの使い魔なのだ☆　キラリ～ン☆」

「それって、もしかしてその……やらしー関係ってこと……ですか？　我聞先輩、そうゆう類たぐいの人なんですか？　だとしたら超絶引くんですけど」

「つ、使い魔っていうのはりょーたすが勝手に言ってるだけですし～！　僕とりょーたすはあくまで、キリキリバサラの管理人と特派員ってだけですし～！」

　もちろん僕自身、りょーたすといやらしい関係になりたいっていう気持ちはあった。でもニート神である僕には、リアル女子に告白する勇気なんてない。断じて持ち合わせてない。

「でもね、ガモタンはりょーたすに、光線銃を突きつけられて脅されたことがあるんだよ☆」

「ええー!?　女の子を脅すとか先輩ひどくない!?　ケーサツに突き出されちゃいますよ!?　優しい人かと思ったけどゲンメツかも！」

「いや、話はちゃんと聞くべきでしょ。脅されたのは僕の方ですから」

「え、我が聞もん先輩の方が、脅されたの？」

「うん、初対面がそれだった。っていうか、実際撃たれた」

　みゅうポムは、僕の話が本当なのかどうかをりょーたすに目で尋ねる。りょーたすはニコニコしながらうなずいた。

「ホントなんだ……。特殊な関係性なんですね。これ以上は、あんま聞かないでおきます」

　明らかに変態を見るような目をされたし！

　うう、まるで性癖を暴露されたみたいで、すごく恥ずかしい。自分の顔が茹ゆでダコみたいに真っ赤になっているのが分かる。それをごまかすために、グラスに入った冷たい水を一気に飲み干した。

「あのさ、なんでそんな根掘り葉掘り聞くんですかね？　もしかして、ゴフッ、相あい川かわさんは僕のことが、ゲホゲホッ、好き、なんですかね？　ゲホッ、僕としては全然、ゴホッ、乗り換えてもＯＫだけど」

「大丈夫ですか？」

「あ、サーセン、水が気管支に入ってつい……」

「成沢さん、我聞先輩っていっつもこんな感じ？」

「きっと浮かれてるんだよ☆　ね、ガモタン」

「浮かれてるんですか、我聞先輩？」

「浮かれてるよ！　そりゃウッキウキだよ！　こんな夢みたいなシチュエーション、普通だったらあり得ないよ！　エロゲやったことないけどそれなんてエロゲって言っちゃうよ！　なにかの陰謀かと疑っちゃうよ！　もしかして君の友達のちいちゃんって人が、実は物陰に隠れてこっそり撮影してて、後でニコ生で放送してドッキリ的な笑い物にするコーナーじゃないか？　とか今でも疑ってるよ！」

「ちいちゃんはそんなことしません」

「じゃ、なんで僕みたいな半分ニート野郎に、思わせぶりな態度を取ってくるわけ!?　なんでこんな趣味の悪いカフェバーにまでのこのこ付いてきたわけ!?　僕、いつからリア充になったわけ!?　こんなのあり得ないでしょマジで！　夢なら覚めろ！　いや、覚めるな！」

「ちょっとガモタく～ん？　〝趣味の悪い〟ってどういうこと？　ナマ言うとつまみ出すわよ～？」

「ゴフッ、別にそういうつもりで言ったんじゃありませんよマスターイズミン！」

「先輩、なんかキモい……」

　みゅうポムの笑顔が引きつっているのが分かった。

　キモい言われた……。

　僕も興奮しすぎたみたいだ、うう、くそぅ。

　冷静になろう。これ以上嫌われるのはよくない。

　りょーたすが水のおかわりを持ってきてくれたので、それを飲み干す。

　ふう……。

　イスに座り直して、深呼吸を繰り返しつつ、バレないようにみゅうポムの様子をこっそり窺うかがってみた。今、カリスマ占い師はりょーたすと和やかに雑談している。

「みゅうちゃんは、ウッドベリーズのフローズンヨーグルト、食べたことある～？」

「あぁ、あるある～！」

「わあ☆　どうだったどうだった？」

「もう超絶おいしかった！　あれヤバイから！」

「いいなあ」

「好きなの？」

「ぽや……。一度も行ったことないんだぽやん……」

「じゃあ、今度一緒に行こうよ」

「ううん、ダメなの。ガモタンがごちそうしてくれる約束だから、ずっと待ってるの」

　お、覚えてたのか……。

「……やっぱ二人、付き合ってません？」

「ぽーややー？」

　よし……。僕の方もようやく落ち着いてきたことだし、思い切って、ずっと気になっていたことを聞いてみよう。

「あの、みゅうポ……相川さん。昨日の〝待ってた〟ってさ、えっと、ど、どういう意味……なんですかねぇ？」

　するとみゅうポムは、すっと姿勢を正した。

　どうやら、それについて聞かれることを覚悟してたみたいだ。

「我聞先輩と一緒にいることで、大きく未来が開けるって……占いの結果で、出たんです」

「え……？」

「なんだかんだで、つまりはそうゆう自分勝手な理由だったりするんですよ。……ごめんなさい」

　深々と頭を下げられちゃったわけだが。

「自分のこと、占ったの？」

「はい」

「……僕と一緒にいると、なにが起きるの？」

「それは分かんないです」

「えっとさ、僕が運営してる、キリキリバサラってどんなブログか知ってる？　アンチオカルトで、アフィブログって言ってお金を――」

「だいたいは知ってる感じです。内容も、みんなからなんて言われてるかも、昨日帰ってから調べましたし」

「……あ、そう」

　もう知ってるのか……。

「だ、だとしたら、分かるよね？　僕は、君の占いのこともネタにしちゃうような、クズニートなんだけど」

「クズニートでもおっけーです」

　はっきりと、みゅうポムはそう言った。

　クズニートっていうところは、特に否定しないんですね……。

「それでも、一緒にいた方がいいって、自分で決めたんで」

　うわ……、な、なんか、すごい覚悟を感じちゃって、鳥肌注意なんだけど！

　彼女自身、占いの結果っていうのをかなり大事にしているのが分かる。そりゃ、占い師なんだから当然かもしれないけど。

　僕みたいなアンチオカルトの人間からしたら、そのひたむきさは羨うらやましくもあったし、いまいち理解できない感情でもあった。

「ダメ、ですか？」

　いずれにしても、そんなすがるような目で見つめられたら、僕の方が照れちゃうじゃないか！

　たまらず視線をそらす。

　ええと、なんか言わなきゃ。なんか気の利いたことをビシッと言ってあげなきゃ。

「ち、ちなみに君がキリキリバサラのスタッフになったあかつきには、色々インタビューとかしたいし、できればサイト内に専用の占いコーナーも作りたいし、イベントとかやっちゃったりとか、握手会やったりとか、あと特派員としてりょーたすと一緒に顔出ししつつネタ見つけてきてくれると嬉しいんだけど。でもこれで間違いなくキリキリバサラは超有名アフィブログと肩を並べる人気になる！　アフィ収入もがっぽがっぽ！　僕は働かなくて済む！」

「そ、そこまでやらせる気なんですか……」

　しまった、完全にパニクってた！　ダメだ！　こんなこと言ったらみゅうポムはその場でイスを蹴けり倒して出ていっちゃう！　早く軌道修正しないと！

「いや、でもさ、占い師の相川みゅうのことを、キリキリバサラでこれから大々的に推していくんで。それなら、ウィンウィンの関係じゃないかな？」

「うぃ～んうぃ～ん、どぅんどぅるるるる！　じぃーっさまのーでぃーおーえっちしー！」

　りょーたすが車のエンジン音の歌を始めたけど、そっちは無視。

　僕の話を聞いていたみゅうポムは、別段、怒ってるようには見えなかった。

「別に大々的に推してもらいたいわけじゃないですけど……スタッフにしてくれるなら、私にできることはします」

「つまり水着でグラビア――」

「それは無理」

「てへぺろっ」

　でも、そこまでして一緒にいたいって言ってくれるなんて。こんなの、僕にしか利点がないような気もするけど、みゅうポムがいいって言うならこれ以上こっちからはなにも言うまい。でないと、いつ彼女の気が変わるか分からない。

「決まりだ。これからよろしく、みゅうポム」

「は？　みゅう……ポム？」

　あ、しまった……。

「キ、キリキリバサラのスタッフはお互いを愛称で呼ぶんだよ！　君はみゅうポム！　僕がそう決めたんでそう呼ぶ！　りょーたすはりょーたす！」

「ガモタンはガモタ～ン☆」

　よし、いいぞ、あーぱーなりょーたすが文脈も読まずに乗って来てくれた。

「というわけで、みゅうポムも僕のことあだ名で呼んでくれてＯＫなんで！　例えば〝ゆうたくん〟とか！」

「え……、じゃあ、ガモ先輩で」

「すごく……普通です」

「〝ゆうたくん〟って、愛称でもなんでもない感じだし」

「てへぺろっ」

「じゃあこれからよろしくです、ガモ先輩」

　みゅうポムは、苦笑交じりにペコリと頭を下げた。

　僕はこの瞬間、真の勝ち組となった。

　これから毎日放課後には、後輩女子二人とイチャイチャしながらブログの更新ができるんだ。

　まさに文字通りのニート神。

　世のニートども、羨むがいい！

「でも、自分で自分のこと占って、結果がちゃんと出るもんなんだね。そう言えば、この前のニっコニコ生占いで、ＳＡＲＡＩが言ってたっけ。占い師は自分のことを占えないからインチキだって」

「そうそう。あれ言われてカチンと来たんで、私も自分のこと占ってみたんです」

「ま、ＳＡＲＡＩはまんまと論破されて、ざまあ、って感じだけど」

「あの人のこと、知ってるんですか？」

「キリキリバサラの常連なんだ。会ったことはないけど。みゅうポムのこと論破してやるって息巻いてたけど、あっさり返り討ちにされてて、笑っちゃったよ」

「…………」

　みゅうポムは、ふと表情を暗くする。

　もしかして、ＳＡＲＡＩのことを心配してる……とか？

　あのとき、占いの結果でみゅうポムは確かＳＡＲＡＩに対して、父親がどうとかって言ってたような気がしたけど。

「ＳＡＲＡＩきゅんはね、かわいそうな人なの」

「って、りょーたすまたそれ？　三度目だよ、もう飽きたよ」

「ぽやや……」

　りょーたすがしょんぼりしてうなだれたそのとき――




　突然、くぐもったような声が僕の足あし許もとから響いた。

　それを聞いて、ゾワリと悪寒が走る。

　自分の座っているイスの下に誰だれかいるのかと錯覚して、その場から飛とび退のきそうになった。

　それはとてもかすかな声で。

　でも、徐々に大きくなってきて、すぐに錯覚じゃないと分かる。

　それはたとえるなら、恨みがこもったような女たちの、地の底からのうめき。

　すぐに声は別の女の声になった。それは日本語じゃないけど、メロディがあって、歌のように聞こえた。

　やけにもの悲しそうで、寂さみしげな声。

　どこから聞こえてくるんだろうと疑問に思ったけど。思い当たる節はひとつしかない。

　僕がいつも肩からかけているケース。今は足許に置いてあるスカイセンサー。

　歌は、まさにそのラジオのスピーカーから奏でられていた。

　声はいまや店中に響き渡るくらいになっている。ボリュームつまみが最大になっているのか、音割れが激しい。

　慌ててケースのフタを開き、ボリュームを下げた。

「なんの曲だろ？」

　りょーたすやみゅうポムの顔を見てみる。でも、二人とも首を傾かしげた。

　僕も聞いたことのない曲だ。

　やたらと暗くてジメジメしていて、聞いているだけで気分が滅め入いってきそうな曲。

　音質が悪いから、かなり古い外国の曲なんだろうとは思うけど。

　ふと見ると、カウンターの奥でマスターイズミンが蒼そう白はくな表情になって僕のラジオを見つめていた。

「マスターイズミン、今の曲、知ってるんですか？」

「…………」

「マスター？」

「え？　あ、ああ、この曲？　知ってるもなにも……確か、すごくダメなやつだったと思うの」

「ダメなやつって、どぉゆうことです？」

　みゅうポムが尋ねると、マスターはカウンターから出てきて、わざわざヒソヒソ話をするみたいに声を落とした。

「曲のタイトルは……ええと、なんとかの日曜日。なんだったかしら、寂しい、じゃなくて、怖い、でもなくて……そう、『暗い日曜日』！」

「日曜日が暗いの？　りょーたすは、月曜日の方が暗いと思うな☆」

「りょーたすちゃん、これはね、ホントに怖いヤツなんだから」

　いつもならすぐに茶化した態度に出るマスターが、やけにマジになっている。そのせいで、僕までなんだか怖くなってきた。

「『暗い日曜日』……聞いたこと、あるかも」

　考え込んでいたみゅうポムがそう言ったけど、まだ渋い顔をしてるところを見ると思い出すまでには至ってないみたい。

　僕は……そんなタイトルの曲は、聞いたことがなかった。

「それ、どういう曲なんです？　なにか曰いわく付きなんですか？」

「これはね、アタシが高校生ぐらいのときに流は行やった、都市伝説みたいなものなんだけど……。うーん、あんまり話したくないわ。気持ちのいいものじゃないから」

「焦じらし乙！　そんなもったいぶらないでいいんで！　都市伝説とかインチキなんで！」

　マスターはため息をつき、首を左右に振った。

「『暗い日曜日』は、確かハンガリーで八十年ぐらい前に作られた、古い曲なんだけど……。都市伝説っていうのはね、この曲が……自殺ソングって言われてるからなの」

「自殺ソング？」

　なにその、キリキリバサラに使えそうなネタ。

「詳しく！」

「そもそも歌詞の内容がね、とある女性が、亡くなった恋人を想おもい嘆くっていうものなんだけど。最後は自殺を決意して終わるのよ」

「それだけ？　だから自殺ソングです、ってわけじゃないですよね？」

　八十年前の歌が、現在まで都市伝説として残るほどのレベルまで昇華するためには、もっとセンセーショナルな〝尾ひれ〟がいる。

「それだけじゃないわ。本題はここから」

　マスターはそこで一度、店内をそっと見渡した。当然、僕ら四人以外には誰もいない。

「この歌を聴いて、世界中で数百人っていう人たちが、実際に自殺したって言われてるのよ」

　数百人……。

　ネガティブな歌詞の歌だから、もともと自殺願望がある人が聞くと、そのネガティブさに引きずられて……みたいなことがあるんだろうか。

「りょーたすは、今のところ死にたくなってないから大丈夫☆　みゅうちゃんは？」

「私も大丈夫な感じですけど……」

「さすがに全員が全員、自殺したくなるってわけじゃないと思うわよ？　もしそうなら、数百人じゃ済まないだろうし。ただね、この曲が放送禁止になってる国も実際にあるみたいなの……」

「それって、暗示とかマインドコントロールあたりと関係ありそう。調べたらきっとそういう説も出てくるはず。ネタとしてストックしておこう」

　暇なときに、ネットで調べてみるのもいいかもしれない。

「でもでも、ねえガモタン、不思議だね」

　りょーたすは興奮しているのか、その頬ほおがかすかに上気していた。

「そう？　死に誘導する音楽って、都市伝説としては世界中に見られたりするよ。そこまで特殊な都市伝説ってわけじゃない」

「じゃなくてー。なんで、ガモタンのラジオから今の歌、聞こえてきたのかな？」

「なんでって……、ああ、そうか、特にチューニングしてないもんね」

　普通だったら雑音しか聞こえないはず。それがどうして今このタイミングで、『暗い日曜日』が聞こえてきたのかっていうことだろう。

　確かに少し不思議だけど。

「でも、この間だって似たようなことあったし。たまたま短波の周波数が合って、どこかの国の放送局と繋つながったのかもしれない」

「じゃーなーくーてー」

　珍しくりょーたすが、もどかしそうに身体からだをくねらせた。その弾みに胸のメロンが揺れる。

「そうじゃなくてね？　ほら、ガモタンのラジオ、さっきから――」

　りょーたすはそこで、僕のラジオの、電源スイッチのあたりを指差した。

「電源、オフになったままだよ？」

「え……？」

　オンとオフとを切り替えるスイッチ。確かにそのスイッチは、今もオフになったままで。

　さっきケースのフタをめくってから、僕は一度もそのスイッチに触れた覚えはなくて。

　にもかかわらず、今もスピーカーからは歌が聞こえてきていて。

　僕もみゅうポムもマスターイズミンも、その事実を目の当たりにして、言葉を失う。

　静かな店内に、陰いん鬱うつな女性の歌声だけが響き続けていた。
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『やはり一部のバグレセプターが、想定外の動きをしております』

「想定外だと？」

　鷹たか栖すは苛いら立だたしげにティーカップを置いた。

「テスラがこのシステムを生み出してから、既に一世紀以上の歳月が流れているというのにか？」

『はい……』

　鷹栖はうなりながら、部屋の水槽へと目をやった。

　ライトアップされた大きな水槽の中では、鷹栖の心とは裏腹に、実に穏やかに熱帯魚たちが泳いでいる。

「神学のほとんどが科学で説明できる時代だというのに。なぜこれほど手こずる？」

　魚たちは、もちろん答えてはくれなかった。
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　窓の外から、小鳥のさえずりが聞こえる。

　ブラインドの隙すき間まから差し込む朝の光がまぶしくて、私は目を細めた。

　必死にあくびを噛かみ殺す。

「おっす、おはよう」

　みんなに声をかけながら編集部に入ってきた高たか藤ふじ編集長の姿を見て、私は慌てて自分の席から立ち上がった。

「編集長！　これ、見てもらえます？」

　まだコートを脱いでいる最中の編集長の鼻先に向けて、徹夜でまとめた企画書を突き付けた。

「おう、澄風、泊まりか？　とりあえず、寒いんでコーヒー飲ませてくんない？」

　脱いだコートを無造作に畳んで机の上に置いた編集長は、編集部の隅にあるコーヒーサーバーの方へと顎あごをしゃくった。

「はい、コーヒーなら今すぐ淹いれてきますから、読んでください」

「なんだこりゃ？」

「編集長から指示されてたネタです。思ったよりずっと闇やみが深かったんで、ページ数を増やしたくて」

　なおもいぶかしげな顔をしている編集長の手に、企画書を押し付ける。

　それから急いでコーヒーサーバーへ。昨日から放置されたままですっかり煮詰まっちゃってる黒い液体を、紙コップに手早く注いだ。

　戻ると、企画書に目を通してくれている編集長の前に、紙コップを置く。

「これさ、例のミイラと同居してた女の子の件だろ？　お前、この間はオカルト要素なんて見つからないって愚痴ってなかったか？」

「愚痴ってなんか……いませんて」

　少なくとも編集長の前では。

　でも、しっかり聞かれてたらしい……。

「うーん、でも今さらページ数増やすなんて無理だろ。来月号はメキシコのフライング・ヒューマノイドで行くって、編集会議で決まったばっかなんだよ」

「まあまあ、そう言わずに。とりあえず、読むだけ読んでくれます？」

「これだけの量をか？　概要だけこの場で軽くプレゼンしてくれよ」

「おっと、そう来ますか」

　それならそれで、望むところだった。口は達者な方だ。

「二ページ目を見てください」

　そこに貼はり付けてある画像は、過去の新聞記事のコピーだ。

　社会面の、それほど大きくはない記事。

　見出しはこうだ。

『東京で生体腎移植失敗、ドナー死亡』

「三年前の記事です。八はち王おう子じの東京医療大学で生体腎移植の手術が行われたんですけど、医療ミスが原因で提供者の男性が亡くなったんです」

　男性の名前は水み無な瀨せ貴たか春はる、二十七歳。

「医療ミス？　そんな事件あったか？」

「ありましたよ。裁判は行われてないんですけど、事件の後、読よみ買かい新聞が大々的に医療ミスだって告発するキャンペーンをやったでしょ？」

　編集長は覚えていないらしい。

　その生体腎移植手術は、水無瀨貴春から、当時十四歳の実の妹――水無瀨莉り愛あへと移植される予定だった。

「移植そのものはうまく行きました。移植された妹の術後の経過はいたって良好だったんです」

　編集長は黙って私に先を促す。

　そこから先にこそ、この事件の本質――真の闇がある。

「術後、目が覚めた莉愛は最愛の兄の死を受け止められるはずもありません。数日後、水無瀨貴春の遺体が病院の霊安室から消えました。それは水無瀨莉愛の退院の日と重なっていた」

「持ち去った、のか？」

「ええ。わずか十四歳の少女は、自分を救うために死んだ兄の遺体を霊安室から誰だれにも気付かれることなく持ち出し――いえ、彼女からしたらきっと〝連れ出した〟ということになるんでしょうけど。そのまま車イスに乗せた兄を連れて、歩いて自宅まで帰った」

「……ちょっと待て。病院の場所って」

「八王子です」

　私の返答に、編集長は押し黙った。

　目だけで〝マジか？〟と問われる。

「八王子から、吉きち祥じよう寺じまで、歩いて帰ったんですよ、直線距離でおよそ二十キロの道のりを、数日前に腎じん臓ぞう移植手術を受けた十四歳の少女が、死体を乗せた車イスを押して」

「…………」

「そして自宅に帰った水無瀨莉愛は、その後、兄の遺体と同居生活を始めるんです。それだけでもじゅうぶん異常ですが、親族がそのことに気付くまで一年もかかったってのもゾッとするでしょう？」

　現代社会の核家族化による弊害だとか、ムラ社会の壊滅だとか。社会学的な分析をすればそんなキーワードが出てくるのかもしれないけど。とにかくこの一族が異常な事は確かだろう。貴族としての外面を優先するが為ために、遺体が無くなった事実を隠いん蔽ぺいしてしまう程なのだ。警察沙ざ汰たにもニュースにもならず闇に消えた遺体。その後も遺族は独自に探していたに違いない。でも、私がこの事件に興味を持ったのは、もちろんそこじゃない。

「結局、親族に知られたことで兄の遺体との同居生活は一年で終わったんですが。いいですか編集長。興味深いのは、ここからです」

　私はぐっと身を乗り出した。

　たじろいだ編集長が、逆に身を引く。

「今も、水無瀨莉愛は、同じ家でたった一人で暮らしています。しかも名前を変えて、黒魔術代行業なるものを営んでいる。吉祥寺の駅前にある、ハモニカ横丁でね。さてそこで質問。黒魔術とミイラ、その二つから編集長はなにを連想します？」

　と、編集長は鬱うつ陶とうしそうに私を押しのけ、企画書を机の上に放り捨てた。

「あのなぁ、澄風。お前、ムムーをなんだと思ってんだ？」

「えっ？」

「うちはゴシップ誌じゃねえんだぞ」

　深々とため息をつくと、編集長はコーヒーを口に含む。そしてすぐに顔をしかめた。きっと思った以上に渋かったんだろう。

「だいたい、今の話のどこに、オカルトの要素があるんだ。単なる頭のおかしい女の奇行ってだけだろ」

「いや、だから紅くれないノの亞あ里り亞あを――紅ノ亞里亞っていうのが水無瀨莉愛の今の名前なんですけど、彼女を取材したいっていう企画なんですって。彼女、絶対に黒魔術を使ってなにかしようとしてるはずで――」

「澄風よ」

　ギロリと、鋭い眼光でにらまれた。

「俺は事件を調査しろとは言ったが、あくまでムムーとして記事にできる要素を探せって言ったんだ。どうしてもやりたいなら、その亞里亞って女が黒魔術で超常現象を起こせるって証拠を掴つかんでから、俺のところに持ってこい。以上」

「ええ～、アセンションですよ編集長、きびしぃ～！」

「おいおい、これでも優しい方だってんだ。ったく、これだから最近のゆとりは」

「ゆとりって言う方がゆとりなんです～」

　ま、完全にボツにならなかっただけマシ、かしら……。

「分かりました……。もう一度、練り直します」

　私は返された企画書を握りしめて、すごすごと自分の席へと退散した。

　確かに編集長の言うことは一理ある。編集部に籠こもって頭の中であーだこーだと考えてるより、もっと深いところへ自分から踏み込んでいかなくちゃいけない気がする。そこで動かなきゃ、記者とは言えない。ただの素人だ。

「さて、どうすっかなあ……」

　気が抜けたら、眠気が急速に襲いかかってきた。

　もう一度あくびを噛み殺して、滲にじんだ涙を拭ふきながら、ブラインドの隙間から見える冬の青空へ目をやった。

　ぼんやりと想おもいを巡らせる。

　紅ノ亞里亞の視界には、いったいどんな世界が広がっているんだろう。

　間違いなく正気とは思えない彼女には、なにが見え、そして―――




　なにが聞こえているんだろう。
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　我が聞もん悠ゆう太た――ガモ先輩は、私が初めて接するタイプの人だった。

　オタクっぽさ、ってゆうのとはまたちょっと違うっぽい。オタク趣味の男子なら私のクラスメイトにもいるけど、そうゆう人たちよりももっと……なんだろ、言葉を選ばずゆうなら……めんどくさい人。

　今は、いつも持ち歩いてるってゆうラジオのスイッチをいじりながら、一人でブツブツとつぶやいてる。なんか、ラジオに向かって話しかけてるっぽく見える。

「だからさ、単なるインタビューじゃ、ちっともインパクトないんだって。いっそ『みゅうのニっコニコ生占い☆』をまるまるキリキリバサラに吸収しちゃおうかな。一番理想的なのは水着のグラビア画像集をドーンと出すことなんだけど、それじゃアイドルと変わらないし素人にそこまでやらせるのも酷でしょ、チラッチラッ」

「……そんなチラチラ見ても、おっけーしませんて」

　私はテキトーに受け流して、さっきマスターイズミンさんが出してくれた『試作版超絶ラッキーマンゴーラッシー』ってゆうドリンクを一口飲んだ。甘酸っぱい味が口の中に広がる。あ、これヤバイ。ホントにおいしいんだけど。なにが超絶ラッキーなのかは分かんないけど。

　ガモ先輩は、私のつれない態度がショックだったのか、ソファに身を沈めたままシュンとしちゃってる。

　無茶なお願いばっかしてくるくせに、私が拒否するとあっさりそれを引っ込めちゃう。この人、思った以上に打たれ弱いってゆうか。もしかして誰かに嫌われるのが怖いのかも。

　つまり……ネット弁慶？

「分かってる、分かってますよ、だからこれは僕のただの願望っていうか妄想であって、いや、そりゃもちろんみゅうポムの水着姿を頭の中で妄想はしたけども、それを本当にやろうなんてことは考えないよ、だって僕はアイドル事務所のプロデューサーとかじゃないし。でもみゅうポムの水着グラビアは絶対、求められてる。これだけは言っておくよ、キリッ」

「キリッ、じゃありませんよぉ」

　そもそも今、冬だし。こんな寒い季節に水着になるなんて、バカみたいじゃん。

　冷え性気味の私にとっては、自殺行為なわけで。そんな自分の姿を想像しただけでヤバイ感じ。身体からだがブルブル震え出しちゃいそうで、たまらずパーカーのフードを頭にかぶった。

　寒いのはニガテ。

「あー、どうしたらいいんだ……。けっこう、ニュアンスって大事だと思うんだよね。みゅうポムがスタッフになりましたってことだけでもさ、ニュアンス次第で絶賛されることもあれば、炎上しちゃうこともあるわけ。あんまり僕とみゅうポムとの間に馴なれ馴れしい空気を出しちゃうと、ファンに嫉しつ妬とされてツイッターのタマゴ戦士に僕だけが叩たたかれるんだ。僕だけがね。それは避けたい」

「そんな熱狂的なファンなんていないと思いますけどぉ。私、別にアイドルじゃないし」

「甘いね！　みゅうポムは自分の人気のことをちっとも理解してない！」

　ガモ先輩はムキになって、私の鼻先へビシッと人差し指を突き出してきた。

　……人に向かって指差さないでほしいんですけど。

「ニコ動の踊り手とか歌い手とかってさ、すごくチヤホヤされてるんだよ？　スキャンダルとかだってあるしね。みゅうポムはニコ生の再生数もすごいし、さらにテレビでも紹介されたんだ。そんじょそこらのアイドルより、何倍も何十倍もファンはいるはず！」

「はぁ」

　余計な心配だと思う。

　それにしてもよく語るなぁ……。

　学校で初めて会ったときは、もっとビクビクしてたのに。ここまで分かりやすい人見知りはなかなかいないってゆうか。

　話してる内容も、いちいち卑屈だし。

　それを聞かされる方としては、けっこう疲れちゃうかも。

　私、この人と一緒にいればホントに大きく未来が開けるのかな。自分の力を疑うわけじゃないけど。未来を切り開いてくれるような人には見えないから、なんか超絶不安。

「ガモタン、悩みすぎだよぉ！」

　今の今まで店内を縦横無尽に歌ったり踊ったりしてた成なる沢さわさんが、大きなバストを揺らしながら訴えた。

　あれは、女の私でもついつい目がいっちゃうくらいの迫力だと思う。

「これまではね、毎日キリキリバサラを更新してたのに、もう何日も止まっちゃってるよ？　みんなガモタンの更新を待ってるのに～！　待って～！　るのに～！　のに～！」

「確かに、コメント欄でもガモ先輩のこと心配する書き込みを見ましたよ」

　私がそう教えてあげると、ガモ先輩は目を丸くした。

「え、バサラーが僕の心配してるって？　マジ？　僕ってもっと嫌われてるかと思ったけど、ちっともそんなことはなかったんだぜ！　これは全俺が泣きそう！」

　バサラー、ってゆうのは、キリキリバサラにコメントを書き込む人たちのこと。彼らは、ガモ先輩が作った記事に、オカルトを否定する立場で発言する。そうした彼らの専門知識に則のつとった否定っぷりこそが、キリキリバサラを個性的なサイトとして成立させている最大の特徴なのだぜ！　……ってガモ先輩がこの前ゆってた。

「で、みゅうポム、どんなコメント？」

　そんな、子犬みたいに目をキラキラ輝かせて見つめられると、答えにくい感じなんだけど……。

　これ、ゆっちゃっていいのかな。

「私が見たのだと、〝もうネタ切れか、管理人おつかれ〟みたいな……」

　そう告げると、ガモ先輩は「心配してないじゃん」ってふてくされて、テーブルにバタンと突っ伏した。

「うっせ。バサラーうっせ。ネタはあるっつーの。そういうお前らバサラーだって、最近ちっとも勢いがないくせにさ。コメント数が全然伸びなくなっちゃったじゃんか。ＳＡＲＡＩなんか、みゅうポムにフルボッコにされてから、一度も現れてないし」

　それは単に取り上げる記事が面白くないからじゃ……ってゆう言葉が出そうになったけど、ギリギリでぐっと我慢した。

「あ、今、記事がつまんないからだって思ったでしょ？」

「みゅ？　そんなことは……アハハ」

　私は笑ってごまかそうとして……でも、頬ほおが引きつっちゃったかも。

「コメント伸びないのは、特にみゅうポム絡がらみの記事がどれも速報ばっかりだからなんだけど」

　私について触れてる記事は、今のところ三つ。

　相川みゅうってゆう女子高生占い師がネットで話題になってる――そんなまとめ記事がひとつ。

　それと、先週の『みゅうのニっコニコ生占い☆』が始まる直前にアップしてくれた「これから始まるぞ！」ってゆう宣伝っぽいもの。

　あとは私がテレビに出たときに「今、テレビでやってる！」ってゆう、これまた宣伝みたいなもの。

「確かに、最初のまとめ以外は、速報ですね。リアルタイムだからこそのもので、後から見るとしたらビミョーかも」

「だからアップした直後のアクセス数はすごいんだけど、後が続かないわけ。時間が経たってからでも見てもらえる、『相川みゅう特集！』みたいなものが全然足りないんだよね。だからこそ水着を――」

「着ませんて」

　そもそも私なんかの特集記事を組んだって、そんなに見てくれる人がいるかどうか。

　ガモ先輩、私のこと買いかぶりすぎ。

「このままじゃ、キリキリバサラが死んじゃう☆　さらばバサラ～♪　サラバサラ～♪」

　成沢さんが盛大に嘆きつつダジャレをゆった。

　今の、もしかして私が前にゆい間違えたのも参考になってる？

「だったらさ、りょーたす、早く橋はし上がみ教授の取材に行ってきてよ。りょーたすを特派員に任命したよね？」

「ぽーやーや……？」

「四月になったら大学も新年度になっちゃうから、しばらく教授も忙しくなりそうじゃん？　タイミング的には今がチャンスなんだよ」

「とくはいーん！　とっくはっいーん！　とってもお得だね☆　昨日ね、ハモニカ横丁のフルーツ屋さんで、ミカン半額だったの。お得すぎて、りょーたすは思い切って箱買いしちゃった☆　おかげでね、今日は朝から指がオレンジ色～☆」

「いや、あの、ちょっとりょーたす？　ミカンの話じゃなくてさ……」

　ガモ先輩もマジで変な人だけど、成沢さんはその上をいく変な人っぽかった。

　突然歌い出したり、踊り出したり、変なことゆってると思いきや、急にドキッとするような鋭い一言をゆったり。でも、基本的に人の話をあんま聞いてない気もしたり。

　こんな強烈な個性の持ち主が同じ学校の同学年にいたら、絶対に話題になってもいいはずなんだけどなぁ。入学から一年弱の間、一度も成沢さんの話を聞いたことがない。廊下ですれ違った記憶もないし。

　もしかして学校では猫かぶってるのかな？

　だとしたら、私と似てるかも。相川実優羽と相川みゅうみたいなもので。

「ほら、ガモタン、りょーたすの指、クンクンしてみて？　ふえぇ、ってなるよ？」

「ちょっ、やめなさいよ」

　ってゆうか、二人、仲いいなぁ。油断してるとすぐイチャイチャし出すし。成沢さんがほぼ一方的にガモ先輩に絡んでるって表現の方が、正しいかもだけど。

　新参者の私がこの空間に入ってくのは、けっこう気が重い。ってゆうかイチャイチャされると、リアクションに超絶困るんですけどぉ。

　空気読みすぎかなぁ？

　確かにこのままダベってるだけなのもビミョーだよね。一応、今日の集まりは、今後のキリキリバサラの方針についての打ち合わせ、って聞いてる。でもガモ先輩はさっきから同じことでずーっと悩み続けてるだけ。成沢さんも話には特に参加してなくてマイペースに遊んでるだけ。

　これじゃ、なんにも進まない感じ。

「あのぉ」

「ん？」

「キリキリバサラってぇ、記事として取り上げるネタに基準みたいなものってあるんですか？」

　ってゆうわけで、あえて空気を読まずに、新人の私からネタを振ってみた。

「古いのとか、外国のとか、そうゆうオカルトネタはまったく扱ってないですよね」

「そそ。古いネタなんて持ってきても、ただの都市伝説紹介ホームページになっちゃうじゃん。そういうのは他ほかに腐るほどあるから」

「新しいネタならおっけー、ってゆうことですか？」

「新しいだけじゃダメなんだなこれが。まず日本限定。東京の、中央線沿線で起きた出来事ならなお良し。ベストなのは吉祥寺が舞台になってること」

　ずいぶん狭い範囲に絞り込んでるなぁ。

「なんで？」

「取材に行くのに楽だから。キリッ」

「みゅぅ……」

　真ま面じ目めに聞いて損した気分なんですけど。

「でもガモタンガモタン、キリキリバサラで取材に行ったことなんて一度もないよね☆」

「う……それは、これまでは、特に行く必要もなかっただけでっ」

　つまり、ただのめんどくさがりってことじゃん……。実はこの人、けっこうナメた態度で運営してるのかも。

　私が視線だけで「もっとちゃんとやってくださいよ」って訴えるも、ガモ先輩は目を合わせようとしなかった。おのれ。ちゃんとやれ。

「ええと、後は、あんまりガチガチの専門的なネタも避けてるんだよね。だってほら、難しい話だと、頭のいい奴やつしか付いて来られないでしょ？　そんな高尚なブログにしたって、アクセス数なんてまったく伸びないんだよ。バカやＤＱＮにも分かるように心がけてるわけ」

　本音は、自分で調べるのが大変だからっぽい。ぽいってゆうか、きっとそう。ガモ先輩の本性がだんだん分かってきた。

　ただ同時に、その考え方はフツーに間違ってなさそうな感じがする。私もこの数日でキリキリバサラの記事を一通り読んだけど、どれも分かりやすくてサラッと読めた。あのお手軽感はけっこう大切かも。

「あと、キリキリバサラでネタを取り上げるときに、一番重要なことがある」

　一番重要なこと……？

　ガモ先輩はもったいぶったように私、次いで成沢さんの方を見て、最後に、カウンターの奥で忙しそうに開店の準備をしてるマスターの方にもわざわざ顔を向けた。

「ちょっとガモタく～ん。アタシの顔じっと見てどうしたの？　もしかしてアタシのこと好きになっちゃった？　でもごめんね～。アタシ、ノンケなのよん、うふん」

　私は〝嘘うそだ〟って思ったけど、口に出さなかった。

　ガモ先輩は「嘘だ」ってほとんど聞こえないくらいの小声でつぶやき、その後で「オエッ」って軽く嘔え吐ずいた。

「ウッソだー☆」成沢さんは笑顔でそう言い切って踊り出した。

　嘘なのかホントなのかの答えは別に聞きたくないから、誰だれもそれ以上はマスターにツッコまなかった。成沢さんのダンスショーについては……とりあえず置いといて。

「先輩、一番重要なことって？」

「それはズバリ、バサラーに斬きってもらいやすいかどうか」

　斬ってもらう――ってゆうのはキリキリバサラでよく使われる言葉で、要するに科学的な反論を書き込んでもらうこと……らしい。

「だからさ、ちょっとうさん臭いな、って思うぐらいのネタがいいんだよね。あんまりガチガチなオカルトとか、逆に誰でも嘘って分かるようなネタは、食いつきが悪い」

「へえ……」

「ガモタン、すごいね☆　ちゃんと考えてるんだ」

「これでもカリスマアフィブロガーを目指してますから」

　胸を張るガモ先輩。

　でも――

「もしそうなら、私のことも、うさん臭いって思ってるわけですか」

「えっ、あっ」

　ガモ先輩、いきなりオロオロし始めてるし。

「私のことをバサラーの皆さんに斬らせるつもり、ってゆうことですもんね？　ひどくないですか？」

「いやいやいや、だがちょっと待ってほしい、みゅうポムの記事だけは別で――」

　私は苦笑し、「冗談です」と告げた。

　それに、別にバサラーの人たちに袋だたきにされたって、気にしたりなんかしない。ショックはショックだし、また泣いちゃうかもしれないけど、自分の力は本物なんだって信じてるし。私の目的は占い師として有名になることでもないから。

「ねえねえガモタン、それでキリキリバサラはいつまでお休みなの～？」

「りょーたすさ、これまでそんなにキリキリバサラの更新楽しみにしてたっけ？」

「いつも当たり前にそこにあるものがね、急になくなっちゃったりすることってあるでしょ？　そんなときにね、初めて気付くの。それがとっても大事なものだったんだって☆」

　そんな、聞いてて恥ずかしくなっちゃうようなことを、満面の笑みを浮かべながら堂々とゆえるなんて。聞いてる方はムズムズしちゃうよ。成なる沢さわさんってカワイイけど、やっぱタダ者じゃない。

　ガモ先輩もそんな邪気のないまっすぐな言葉を受けて照れたのか、顔を超赤くしてるし。

「一応、ネタのストックはいくつかあるんだ。みゅうポムのことで頭を悩ませてるから、更新してないだけで」

　そんなことゆってるけど、なんか言い訳っぽい感じ。

「例えばどんなのです？」

「この前、僕のラジオから聞こえてきた『暗い日曜日』だって、今、温め中」

「ちーん☆　温まりました～☆」

　そうゆえば、あの件はまだ原因が分かってない、ってガモ先輩ゆってたっけ。

　ヤバイよね、ラジオの電源スイッチがオフになってたのに、スピーカーから歌が聞こえてきたんだもん。

　私と、ガモ先輩と、成沢さんと、マスター、四人とも確かに聞いたけど、原因なんて分かるわけなくて。

　あの日は結局、ガモ先輩のラジオが壊れてるんだ、ってゆうことにして無理矢理納得した。んで、そのままずっと保留中って感じ。

　ふと、あの歌のメロディを思い出しちゃって、全身がゾクリと震えた。

　あんま考えないようにした方がいいかも。

「ガモのすけ侍どの～？　他に温めたいものとか、温め中のものはある？」

　成沢さんの問いかけに、ガモ先輩はドヤ顔になった。

　テーブルのラジオをどかして、代わりにノートＰＣを取り出す。

「例えば、井の頭公園には、神様が出没するわけだけど。主に、平日の昼間」

　変なことゆってるぞ。

「アハハ、神様が出没？　しかも、平日の昼限定で？　超ウケるんですけど」

「ギャグじゃないって。たまにだけど、現れるんだ」

「すごーい☆　りょーたすも会ってみたいなあ」

「それって、あの鳥居に関係するなにか、とか？」

　井いの頭かしら公園には、池のほとりに弁べん財ざい天てん様の社殿が建ってる。私も子供の頃ころ、パパとお参りに行ったっけ。

　でもガモ先輩は首を左右に振った。

「あ、そんなガチな神様じゃないんで」

　神様にガチかそうじゃないかなんてあるのかな、って思ったけど。

「『自称・神様』なんだ」

「は？　つまり？」

「よーし分かった、ハッキリ言おう。一番正しい表現は、ホームレスのおっさん、かな」

　おい。そうゆうオチ？

　夢も希望もないし。

　ガモ先輩によると、その『自称・神様』はたまに昼間の井の頭公園に出没しては、デンパな話を大声で演説してるっぽい。

「２ちゃんにはヲチスレもできてるんだよ。話す内容も、世界は武蔵むさし野のから滅びが始まるとかなんとか。セカイ系中二病陰謀論って感じらしい」

「りょーたすも会える？」

「平日の昼間ってのが、学生にはハードル高いよな。いつ現れるかのルールも特にないらしいし。曜日とか時間とか、まったくまちまち。現れない日もある」

　偶然会えるのに期待するしかない、ってことかぁ。

「そんなわけで春休みに入ったら、神様捜索しようかなって考えてた。ほら、『神様にインタビュー敢行！』って見出しにしたら、絶対みんな釣られるでしょ」

「バサラーの人たちに、怒られそうじゃないですか？　騙だますなんてひどいって」

「はあ、分かってない。みゅうポムはちっとも分かってない」

　呆あきれたようにため息をつかれた。そんなあからさまに人をバカにしたような態度をされると、さすがに軽くカチンと来るってゆうか。

「みゅうポムは知らないかな？　２ちゃんでもバーボンハウスとかあるでしょ。あれと同じなんだよね。ネタを提供する側と、それを受け取って楽しむ側との、あうんの呼吸みたいなもの？　むしろバサラーなら、釣られたことを楽しむぐらいの気概を持ってほしいわけだが」

　そんなものなのかな？

「ねえねえ、そんな得体の知れない神様なんかより、アタシがとっておきの地元情報教えてア・ゲ・ル」

　グラスを拭ふき終わったマスターがカウンターから出てきて、ニヤリとした。

「ハモニカ横丁に、怪しいお店を見つけたって、友達から教えてもらったのよ～」

　ハモニカ横丁ってゆえば、吉きち祥じよう寺じ駅前にある小さな店が軒を連ねる商店街だ。ほとんどはお酒を出すお店で、だから昼よりも夜の方が賑にぎわってる。

「ハモニカ横丁か」

　ガモ先輩がすぐに反応した。

「それってもしかして『紅ノ館やかた』ですか？」

「あら、そう、それよ！　ガモタくん、知ってたの？」

「僕を誰だと思ってるんです？　キリキリバサラの管理人、ニート神ですよ？　当然、それもネタとして温め中ですって。ええと――」

　ガモ先輩はノートＰＣのタッチパッドを操作し始めた。

「あった。これでしょ？」

　またまたドヤ顔で、ノートＰＣの液晶画面を私とマスターの方へと向けてくる。

　目に飛び込んできたのは、黒い背景に真っ赤な字で書かれた『紅ノ館』ってゆう文字。

　インターネットブラウザで、その店のホームページを表示させてるみたい。

「そう、これよこれ！」

「どんなお店なんですか？」

　私の質問に、ガモ先輩はわずかに首を傾かしげた。

「黒魔術代行業……とかなんとか」

　超絶自信なさげなんですけど。

「代行って？」

「僕もよく分かんなくてさ。マスターイズミン、なにか知ってます？」

「黒魔術で、人を呪のろってくれるらしいわよ。呪いたい相手の髪の毛を持っていかないと、依頼を受けてもらえないんだって」

「へえ。メモっとこう」

　嬉き々きとしてガモ先輩はキーボードを叩たたいてる。

　うーん、人を呪う、か。

　そんなのが商売として成り立ってるなんて。

　世の中には、誰かを呪いたい人ってけっこう多いのかな。

　そんなのシャレにならなくない？　想像しただけでゾッとしちゃう感じ。自分の知らないところでそんな黒魔術をかけられたりしたら、いったいどうやって身を守ればいいわけ？

　そうゆう呪じゆ術じゆつ的てきな力を全部信じるわけじゃないけど、自分に〝ビジョン〟を見る力があるからこそ、そうそう簡単には笑い飛ばせなかったり。

「つーか、髪の毛が必要ならホームページで説明しとけって話じゃね？　殿様商売すぎでしょ。今の時代、そんな説明不足で客に来てもらえると思ってるのかなぁ。だいたいなんで髪の毛が必要なんだろ。悪魔がＤＮＡ照合とかしてたらイヤなんですけど」

　ガモ先輩はノートＰＣのメモ帳に情報を書き込みながら、変なところで怒ってる。

「でもね、ガモタくん。その方が冷やかしは減るって思わない？　本気で相手を呪いたい人しか来なくなるわけでしょ。他人の髪の毛を手に入れるのって、けっこう大変なことよん？」

「『紅ノ館』って、評判はどうなんです？」

「それがね！　ちょっと聞いてくれる!?」

　マスターが私の隣のイスに腰を下ろした。本格的に雑談に加わるつもりっぽい。見た目は筋肉質な男性なのに、ノリは完全におばちゃんだし。

「友達の友達の話だと、呪いのせいで車に轢ひかれた人がいるんだって！」

「これはひどい。友達の友達、って時点で、信しん憑ぴよう性せいゼロですよ、その話」

「ちょっと、ゼロってどういうこと!?　アタシに友達がいないっていうこと!?」

「友達の友達って言ってますけど、その友達と、友達の友達の間に、いったい何人の友達が省略されてるかって話ですよ」

　ガモ先輩は、そんなことも分かんないのか、ってゆう様子で首を振ってる。たまにすごく自信過剰ってゆうか、嫌味な態度を取ることがあるなあ、この人。

「友達の友達って言うと近く感じるけど、実は友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達の……ぐらいかもしれないじゃないですか。友達の友達の話は信じちゃダメっていうのは、昔からの常識なんですってばよ」

　なんか異世界の呪じゆ文もんを聞いてるみたいなんですけど……。あんま友達って連呼しないでほしいなぁ。

「あらそうなの」

　マスターは超絶不服そう。でもすぐに、いたずらげな笑みを浮かべた。

「ちなみにね、これも友達の友達の話なんだけど、その黒魔術代行屋さんの店主、若くて綺き麗れいな女の人らしいわよん」

「なん……だと……？」

　今、あからさまにガモ先輩の目の色が変わった気が。

　友達の友達の話は信じないんじゃなかったのか。

「そこに食いつきますか。ガモ先輩って人見知りのくせに女の子大好きな感じなんですね」

「そ、そりゃ、ゴホン、好きだよ。でも、勘違いしないでよねっ、ヤリチンなだけのリア充バカとは違うんで。僕は別に、リアル女子と付き合いたいって思ってるわけじゃないんで、そこんとこよろしく」

「そうなんですか？」

「そうだよ、だって僕、ニート神だし。たださ、黒魔術代行屋で人を呪う仕事してるのが、若くて美人な女の人だったらさ、その時点で萌もえるでしょ。そこまでの属性持ちはなかなかいないでしょ。それをキリキリバサラで取り上げれば、アクセス数アップ間違いなしでしょ。ホラ、アフィでの収入ガッポガッポ」

「ふぅん……。ガモ先輩って、思ってた以上に――」

「ん？　思ってた以上に、なに？」

「いえ。ゆうのはやめときまぁす」

　そう答えて、苦笑する。

　この人、思ってた以上に現金じゃん。でもバカってわけじゃないっぽい。

　私がキリキリバサラのスタッフになりたいって頼んだときも、似たようなことゆってたし。

　ある意味で、ブレてない。

　尊敬はできないけど、信念に基づいて行動してるってゆうのは感じる。

「まあ、なんて言うのかな～、黒魔術？　悪魔？　そんなのガチでいるなら、お友達になりたいね。そしたらなんか中二病っぽいし、オカルトサイトの管理人としてのカリスマ度アップしそうじゃん。あ～、悪魔見たいわ～、本当に見てみたいわ～」

　と、ガモ先輩の肩越しに、成なる沢さわさんが、背後からそろりそろりと近づくのが見えた。私と目が合うと、声は出さずに唇に指を添えて〝シーッ〟ってゆう身振りをする。

　ガモ先輩は気付いてない。

　なにする気だろ？　ドキドキしながら見守ってると。

　成沢さんはガモ先輩の頭髪を何本か、その綺麗な指先でつまんだ。

「……お？」

「プチッとな？　プチッとな～☆」

　そのまま躊ちゆう躇ちよすることなく引っ張り抜く。

「痛！」

　ガモ先輩がのたうちまわる中、成沢さんの指には十本くらいの髪の束が残った。

「ちょっ、なにするんだよ、りょーたす！」

「りょーたすは、特派員なんだよね？」

「え？」

「ぱんぱかぱーん！　りょーたす特派員、行ってまいりまする～☆」

　ガモ先輩の髪を高々と掲げ持って、成沢さんは宣言した。

「あの、行くってどこへ？」

「もちろん、決まってるよ～。この髪の毛を使うところ☆」

「使うって、まさか……」

　そこで成沢さんは、ビシッと、ガモ先輩のノートＰＣの液晶画面を指差した。

「黒魔術太鼓！　ドン！　だどん！」

　代行、ね……。

「え、ちょっと、なんで今日に限ってりょーたすはそんなにやる気に満ちてるわけ？　みゅうポム効果？」

　ガモ先輩は首を傾げてる。

「なんで私の効果なんです？」

「だってほら、ライバル関係ってマンガとかアニメでよくあるじゃん。女子同士、互いに僕にいいところをアピールしてるってことはさ、真のバサラガールはどっちか張り合ってるって言えるわけで」

　バサラガールってゆうのがボンドガール的な意味なのはなんとなく理解出来なくもなかったけど、そもそも別にまったく張り合ってないんですけど。

「とりあえずりょーたす、その、ええと、僕の髪の毛、返してくれないかな？」

「でもガモ先輩、超絶チャンスでは？」

　提案してみた。

「え？　なにが？」

「先輩の髪の毛を使って悪魔に呪われるなら、悪魔とお友達になりたいってゆう望みがかなうじゃないですか」

「あ、うん、ま、まあね。なにしろ僕ってニート神だしね。あは、あはは。ところでりょーたす、本当にその髪の毛、返してくれるつもりないの？　なんなら、これからウッドベリーズ行く？　奢おごるけど？」

　ガモ先輩の表情、引きつってるなぁ、アハハ……。

　成沢さんはただ一言、「特派員なので！」って答えて、ガモ先輩の申し出をあっさり断った。




　そこからの成沢さんの行動は超速かった。

　マイペースだからこそ、速いときは速いのかもって、ハモニカ横丁の看板を見上げつつ私は思う。

「到着しましたー☆」

　それにしたって、その日のうちにお店を訪れようなんて。超絶大胆な感じだよ。

「私、帰ろうかな……。緊張でお腹なか痛くなってきた」

　ニコ生のときはそれほどじゃないのに、今は妙にドキドキしてる。

「ダメー☆　みゅうちゃんも、キリキリバサラの人だもん☆　キリキリー☆　ほら、キリキリー☆」

　人でごった返すハモニカ横丁の入り口で、成沢さんは私に向かってカワイイポーズを決めた。

　通り過ぎる人たちの生暖かい視線が痛い。

　キリキリするのは私のお腹の方だってば……。

　すでに日は暮れてる。会社帰りのサラリーマンのオジサンたちが、ハモニカ横丁の狭い路地へと吸い込まれていく。

　いっつも学校帰りにこの横丁の前を通ってるけど、中に入ったことって一度もない。

　私みたいな未成年には無縁の世界だし、怖い酔っ払いのオジサンたちが手ぐすね引いて待ち構えてるんじゃないかってゆう変な思い込みもあったし。

　成沢さんに急せかされたせいで、着替える暇もないまま学校の制服で来ちゃったのも不安。空気読めてない感じが出まくりなんだもん。学校のセンセに見つかったら「こんな盛り場で高校生が遊んでたらイカン」って怒られちゃうのは間違いない。警察に見つかって補導されちゃったりなんかしたらもうサイアク。

　成沢さんの方は私服だし、雰囲気も――あくまで雰囲気だけだけど――大人っぽいから、成人だってゆえば通用するんだろうけど……。

「さてさて、りょーたすはこれからヨッパライになります☆　むむー」

　私の心配も知らずに、フラフラと千鳥足の演技を始める成沢さん。

　……おいおい、大丈夫かな。

　そもそも私がこうして付いてきたのだって、彼女一人だけで行かせるのが心配だったから。

　最初は、ガモ先輩も一緒に行くべきだって訴えたんだけど。

　――呪のろわれる対象である僕が一緒に行ったら意味ないじゃん。

　そんな言い訳をして、行くのを拒否した。あれ、絶対本気でビビってた。

　しょうがないから、私が付いてきたわけだけど。

　うみゅぅ！　いつまでもここで立ち止まってるわけにもいかないし。覚悟決めるしかないかも！

「よし、行こう」

　成沢さんを促して、横丁の路地に足を踏み入れる。

　横丁の地図は、事前にインターネットで調べてカンペキに頭に叩たたき込んである。目指す『紅ノ館やかた』まで最短ルートで向かった。

　辿たどり着いたそこは控えめな看板がひとつ置いてあるだけの、味気ない入り口で。看板にも『黒魔術代行屋　紅ノ館』ってゆう店名しか書かれてない。なんにも知らない人が来たら、きっと怖くて近づけなさそう。ましてや、二階へ向かう薄暗くて急な階段を上ろうと思う人なんか、絶対いないはず。

　階段の先を見上げてみる。

　上がってすぐのところに扉が見えた。そこに設けられた小窓からは、店内の淡い照明が漏れてきてる。

「じゃあ、成沢さん。準備おっけー？　作戦通りにね」

「うん☆」

　成沢さんはのほほんとした笑顔でガッツポーズをする。

　作戦はこうだ。

　成沢さんと私は、ガモ先輩に二ふた股またをかけられた者同士ってゆう設定。で、お互いに話し合った結果、ガモ先輩が許せないので呪いをかけてもらうためにこの店を訪れた――

　設定の発案者はガモ先輩。

　……個人的には「その設定、ガモ先輩がモテモテみたいでちょっとイヤかも」ってゆったんだけど、だったら代案を出してくれって不満そうな顔でゆわれた。

「トントントン☆」

　まずは言い出しっぺの成沢さんが、先に階段を上ってく。あまりに傾斜が急すぎて、下にいる私からは、スカートの中が丸見えナンデスケド……。

　さり気なく周囲を見回し、男性がいないか確認しつつ、ため息をつく。

　成沢さん、超絶無防備すぎ。あり得なくない？　少しは隠そうとするとかした方がいいと思うんだけど。

「こんばんはー☆」

　成沢さんは呑のん気きな様子で、店の扉を開けた。そのまま私を待たずに入ってく。

「ああ、あんな脳天気に挨あい拶さつして……」

　あれじゃ、悪い男に二股かけられたかわいそうな女の子だとは絶対思ってもらえないじゃん……。

　早くも作戦が台無しになった気がしつつ、私も急な階段を慎重に上った。もちろんスカートの裾すそはきちんと押さえつつ、ね。

　店の中は天井が少し低いかな、って思うくらいで、入り口の狭さに比べればそこまで窮屈って感じじゃなかった。

　ただ、さすがに黒魔術を扱ってるお店だけあって、照明は抑えられてるし、怪しげなグッズがあちこちに配置されてる。

　う～ん、超絶雰囲気出てるなぁ。

　占いと黒魔術じゃ、似てるようだけど全然違ってて。こんなにもたくさんの道具類が並べられてても私なんかじゃ訳分かんないだけだし、神秘性とか厳かさなんかを強調するこうゆう空気もなんか苦手な感じ。

　私は、明るく楽しく占いをやりたいって、いつも思ってるから。

　……息苦しい、かも。

　まるで、水の中に潜ってるみたい。

「ようこそ、『紅ノ館』へ」

　突然声をかけられて、ハッとした。

　店の奥。

　そこに、彼女は静かに座ってた。

　――キレイな人。

　心の底から、そう思った。ホントにキレイ。

　長い黒髪、端整な顔立ち、憂いを秘めた表情。

　なんか、お人形さんっぽい。

　この人が、噂うわさの店主なんだろう。

　どうしよう、思ったよりずっと若いんだけど。もしかして私たちとあんま変わらなくない？

　店主は立ち上がると、予備のイスを部屋の隅から運んで来た。

「どうぞ、お掛けください」

　私と成沢さんは、店主と向かい合う形で並んで座る。

　あんまジロジロ見るのは悪いって思いつつも、そのキレイな顔立ちについつい目が行っちゃう。

　私の横の成沢さんはとゆえば、店主の背後の棚に並ぶ五体のぬいぐるみを見て、目を輝かせてる。

「かわいい～☆」

　作戦、忘れちゃってるんじゃないかな……。

　店主がハーブティを出してくれた。礼を言いつつ熱々のそれを一口飲むと、身体からだの芯しんにまで染み渡って、思わずホッと息をついちゃう。

　店主の女性は、紅くれないノの亞あ里り亞あって名乗った。

「ここは、初めてですわよね？」

　彼女はそれから、黒魔術代行の具体的なシステムについて語り出した。

　人を呪う黒魔術を、依頼者の代わりに〝ドール〟って呼ぶ超絶カワイイぬいぐるみが執行すること。値段によって三つのコースがあること。高ければ高いほど呪いの効果も出ること。

　どこまでがホントのことで、どこまでが演出なのかは、私なんかじゃよく分かんなかったけど。ぬいぐるみが黒魔術を執行してくれるってゆうのは、依頼者側からすると生々しさが薄れて、ちょっとだけ気が楽になる感じかも。

「どのコースにいたしますか？」

　三つあるコースは、どれも高かった。私みたいな学生じゃ、一番安いコースでも躊ちゆう躇ちよしちゃうくらい。

　なのに成なる沢さわさんは、その説明は聞いてなかったみたいで、ただひたすらドールばっか見ながら、サラリと答えた。

「りょーたすはね、『悪魔の儀式』がいいな☆」

「ええっ」

　それ、値段や呪いの効果じゃなくて、ドールの数で決めたでしょ！

　だって、『悪魔の儀式』は、五体全部のドールを使う代わりに、６６[image: ]６００円ってゆう一番値段の張るコースなんだもん。

　亞里亞さんがいる手前、はっきり口に出せなくて私はあたふたしてたんだけど。

　成沢さんが平然と７０[image: ]０００円近い大金を財布から抜き出すのを見て、自分の目を疑った。

　まさかの、６６[image: ]６００円一括払い……ですか。

　もしかして成沢さん、すごい資産家のお嬢様かなにかなのかな？

　こんな子が、なんでガモ先輩なんかと一緒にいるんだろう。

「かしこまりましたわ」

　亞里亞さんはお金を受け取り、ゆっくりとうなずく。

　テーブルの上に広げられた、魔法陣が描かれたシート。その魔法陣を囲むようにして、五体のドールが並べられる。

　成沢さんが、手前に置かれた緑の縞しま々しまドールの頭を指でつついた。勝手なことして、亞里亞さんに怒られたりしないかなって、私はハラハラ。

「それで、どのようなご依頼ですの？」

　亞里亞さんは、ニコリとも笑わない。

　そのことがかえって艶あでやかな雰囲気を醸し出してる。

　この人ならマジで黒魔術を使えるかもって、フツーに思えた。

「りょーたすは、ガモのすけ侍に二股されたので☆　呪ってください、お願いします☆」

「……アハハ、ええと、成沢さん？　それじゃ、分かんなくない？」

「ぽや？」

　おや？　みたいに言わないで。

　さすがの亞里亞さんも戸惑って変な顔になっちゃってるはず――って思って様子をうかがってみたけど、無表情のままだった。

　ただ……表情には変化がなくても、その細くて白い手が、『リリス十二世』――頭から白い袋をすっぽりとかぶったヘンテコなドールの名前――の身体をむんずとつかんで、モミモミとせわしなく揉もみ始めた。それが亞里亞さんの唯一のリアクションだった。

　もしかして、笑いか、怒りを、こらえてるのかな……。

「ええと、もっとちゃんと説明した方が、いいと思う……。私たちに、ええと、フタマ――」

　さすがにその言い方は下品すぎかも、って思って別の言い方を考えてみたけど、とっさに思いつかなくて、諦あきらめた。

「二股かけたあの男のことを、よく分かるように説明しよう。ね？」

　耳打ちすると、成沢さんは頬ほおに指を添えて視線を天井へとさまよわせた。

　でも、そうして考えるポーズをしたのは、ほんの三秒くらい。

「ガモタンは、りょーたすより一つ年上なの。みゅうちゃんよりも一つ上。りょーたすとみゅうちゃんは、一昨日おととい、お友達になったんだよ☆」

　『リリス十二世』をモミモミする亞里亞さんの手の動きが、さらに加速する。もし『リリス十二世』が声を出せたなら、モミモミされすぎで苦痛のうめき声を上げてたかも。

「ええと、つまりですね」

　私はたまらず横から補足した。

「我が聞もん悠ゆう太たってゆう男がいて、私と、この成沢さんは、二股されてたんです。しかも私のことみゅうポムって呼ぶし。で、私たち二人で色々話し合ったら、意気投合して、我聞悠太マジ許さねー、って話になりまして」

「…………」

　説明する私の声だけが、この狭い店内に虚むなしく響く。

　なんだろ、この緊張感。

　亞里亞さんは私たちを見ようとしない。手元のリリスくん――もしかしたらリリスちゃんかも――へと視線を落としてる。相変わらずの無表情。なに考えてるか、ちっとも読めないんだけど。

　分かんない。

　そもそも今の説明だって、してもよかったのかな。

　ガモ先輩の名前を出しちゃったけど、ホントに呪のろわれたりしたら？

　分かんない。

　すごく不安。

　そもそも私、なんでここにいるの？

　なんの目的で？

　試すような真ま似ねしていいの？

　分かんない。

　分かんないから――

　つい、見てしまった。

　亞里亞さんの、ビジョンを。

　――開け、イェソド。

　実際に手元にカードはないけど。

　カードがあるときよりも見えるビジョンはぼんやりしちゃうけど。

　頭の中でイメージする。

　私の手が、九番目のカードをめくる光景を。

　それだけで、いい。それだけでじゅうぶん。

　それだけで、ビジョンは、私の中に現れる。
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　見えたのは、どんよりと靄もやがかかったような、薄暗い場所。

　周囲にゆらゆらと漂う、無数の人影たち。

　濁った水の中。

　水底から舞い上がった汚泥で、水面の月光が遮られてく。

　嘘うそ……。これって……。

「みゅうちゃん？」

「……みゅっ!?」

　ハッと我に返る。

　私の肩に手を置いて、成沢さんが心配そうに顔をのぞき込んできてた。

「ご、ごめん……。大丈夫」

　頭を振って、今見えた映像を振り払う。

　視線を感じた。

　亞里亞さんが顔を上げ、私だけを、じっと見つめてた。

　なんか、ゆわなきゃ。

「わ、私も、ショックで……。その、二ふた股またされるなんて、ショックだったから……」

　声が震えちゃって。

　でも、そのおかげでうまくごまかせた、と思う。

「分かりました。それでは、これより儀式を執り行いますわ」

　亞里亞さんは厳かにそう告げた。

　どうやら、信じてくれたっぽい。

　その後、亞里亞さんが黒魔術的な儀式を進めて行くのを、黙って見てた。

　でも、その儀式でどんなことをしたのか、まったく覚えてなくて。儀式の最中、私はずっと他ほかのことばかり考えてた。

　亞里亞さんのビジョン。

　水の底に沈んでる、あの光景。

　それとまったく同じビジョンを、前にも見たことがある。

　あれは先々週のニコ生で、行方不明になった『ひとりかくれんぼ実況男』について占ったときだ。

　――なんで？

　亞里亞さんは、ひとりかくれんぼで失しつ踪そうした人と関係があるの？

　それともまさか、亞里亞さんの黒魔術代行によって、その人は呪い殺されちゃったの？

　怖くて、全身が超絶寒くて、私は儀式が終わるまで、自分の身体をきつく抱きしめ続けてた。一刻も早く、この店から出て行きたかった。

　声を出す勇気もなくて、儀式を止めることはできなかった。




　こうして、ガモ先輩を呪うための契約は――結ばれた。
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「ずいぶんと、世間が騒がしいではないか」

　部屋の、カーテンで仕切られた奥から、その声は聞こえてきた。

　どこか感情の感じられない、淡々とした声音だったが、鷹たか栖すはそれを聞いた途端に自分の身と心に緊張が走るのを自覚した。

「はい……。第一世代で、また問題が」

　かろうじて声を絞り出すことに成功する。

　部屋の奥は暗く、鷹栖が立つ場所からは声の主の姿ははっきり見ることができない。

　声の主は、そんな鷹栖の緊張を気にかけることもなく、平板な調子で声を発し続ける。

「あれほどのスペックを持っていながら、いまだ使いこなせず、とは」

「ご存知の通り、第一世代当時はまだβテストの段階でした。全体的にスカンジウムの保有量にばらつきがあります。それと、レセプターの脳の働きに過剰な活動が見られるパターンも。恐らく、受容体タンパク質のミスマッチが原因かと」

「オーファン・レセプター、か」

　鷹栖は声を出さないようにして大きく息をついた。自分をこれほどに緊張させる人物は、この男をおいて他にはいまい。

「まだ解析中ではありますが。アミノ酸配列は類似しているにもかかわらず、既知の受容体タンパク質とは明らかに異なる点が見られるので、ほぼ間違いないでしょう」

「それが、バグレセプターの原因だと？」

「はい。恐らく」

　まるで闇やみと話しているようだ、と鷹栖は感じる。

　底なしの闇。その深しん淵えんに少しでも近づきたい。この奥にいる偉大なる人物の期待に添いたい。

　緊張感はあるが、こうして声の主と会話を交わすことは、鷹栖にとっては歓よろこびでもあった。

「現在もシステムプロトコルからは制御不安定な状態が続いています。敢あえてスペックという言葉を使うなら、送受信性能が低いのではなく……」

　鷹栖はそこで、ごくりと唾つばを飲み込んだ。




「――〝高すぎる〟のです」
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　携帯で時間を確かめると、午後五時十二分だった。

　顔を上げる。

　まっすぐに続く廊下。その先へと視線を向けた。

　やたらと薄暗いのは、ちょうど日が暮れそうな時間だからなのと、節電でもしてるのか廊下の電灯がいくつか消されてるからだ。おかげで軽くホラーな雰囲気。

「やっぱり教授はいないんだよ……」

　小さく独り言をつぶやいたつもりが、思ったよりも声が響いちゃって、慌てて周囲を見回した。

　この十号館は、教授の個人研究室などが入っている、成せい明めい大学で一番高い建物……だと思う。

　その六階の廊下には、人の気配はまったくなかった。試験期間が終わった直後らしいから、学生のほとんどが休みのせいかもしれない。それにしたって人いなさすぎ。

　この校舎に入ってから、まだ一度も人と会ってない。

　ああ、今すぐ帰りたい。帰るべきだ。

　高校の制服を着てるせいもあって、まったく落ち着かない。こんな研究室ばかり入ってる校舎内を僕みたいなやつがうろついてるのを見られたら、「ここでなにやってるんだ？」って注意されるのは確実だ。

「どうしてこうなった……」

　そもそも僕がこんなところに来る羽目になったのは、りょーたすのせいだ。

　一昨日、りょーたす特派員が俄が然ぜんやる気を見せて、黒魔術代行屋に突撃取材を敢行した。僕としてもようやく覚かく醒せいしたりょーたすにそのままの流れで橋はし上がみ教授のインタビューもしてきてもらうつもりだったのに。

　今日、学校から帰ろうとしたら、普段学校じゃ滅多に僕の前に姿を見せないりょーたすが昇降口で待ち伏せしていたんだ。

「おぬし～、ねえねえ、これから教授のところに行ってくればいいんじゃないかな～☆　ガモのすけ侍どの？」

　僕としては、いきなりアポ無しで押しかけるなんて非常識にも程があるからって、なんとか逃げようとした。でも覚醒したりょーたすは、いつもよりもやけに押しが強くて。

「行くべきでありますぞ☆　今すぐ行かないと、会えませんぞでござる☆　へたれのすけ返上でござる☆」

　とまあ、そんな感じで背中を押されて、大学の方まで渋々足を運んできたわけなのだ。

　問題は、そこまで言ったりょーたすもてっきり一緒についてきてくれるのかと思いきや、全然そんなことはなかったっていうことだ。あの自称使い魔は、大学の入り口で「それじゃ、頑張ってね～」と手を振って、さっさと帰っていってしまったんだ。

　一人で行けだなんて、酷ひどすぎる。

　そりゃ、僕の使い魔を自称するりょーたすが頑張ったのに、キリキリバサラの管理人であるニート神が偉そうにふんぞり返ってるわけにはいかないとは思うよ。

　りょーたすだけじゃなくて新人メンバーであるみゅうポムにも示しが付かないし。

「でもな～、やっぱりな～、いきなりアポ無しで突撃インタビューとか、無茶に決まってるって～」

　僕みたいなどうでもいい高校生がいきなりインタビューを頼んだって、テレビに出てるレベルの教授が受けてくれるわけがない。それどころか「今すぐ消えろ、ゴミが」とまで言われるかもしれない。

　対人スキルだって高い方じゃないんだから、取材交渉とか絶対無理。

　それにここに来る前に掲示板をだらだら見ていたら、橋上教授のゼミは二週連続で休みになっていた。だから今日だって教授はいないんだ。

　……それを見つけたおかげで、この研究室の場所を知ることができたわけだけど。

「教授はいないってことでＦＡだよ。それだけ確認して帰ろう」

　りょーたすには、会えなかったって言えばいい。それは言い訳じゃない。本当のことなんだから別に僕は悪くない。悪くないぞ。

　というわけで、これ以上ここでグダグダと迷っているのをやめて、研究室へ向けて一歩を踏み出した。

　橋上教授の話そのものには実は興味があった。

　と言っても主に打算的な意味でだけど。

　今の日本のオカルト界かい隈わいで旬な人物と言えば、ニコ生の占い姫ことみゅうポムと、オカルト否定派から肯定派に転向した橋上教授なんだ。

　この二人が手に入ったなら、僕のキリキリバサラはオカルト系アフィブログじゃ最強になる。雑誌で言うところのムムー、新聞で言うところの東スポ、その二つと比肩してブログならばキリキリバサラ、とまで言われるようになるのも時間の問題。

　つまり僕大勝利！

　アフィの収入がっぽがっぽ！

　僕はニート神としてその稼ぎだけで生活し、毎日をダラダラと寝て過ごす！

　働いたら負け！

　見事にして完かん璧ぺきな未来想像図じゃん。

　母さんにも、ちょっとは楽させてあげられるかもしれないし……。

　でもそれをやるにしても、事前にアポを取って、ちゃんとインタビューする内容を考えておいて、それなりにちゃんとした記事としての体裁を整えて、しかも教授に対して謝礼金を渡すか、または謝礼は出せないけど問題ないかどうかを確認しておいて、こっち側も僕だけじゃなくスタッフ全員でインタビューに臨むぐらいしないと。

　相手はそれぐらい大物なんだから。

　りょーたすはそれを分かってないよな、うん。

　つまるところ、僕はビビっているのだ。

「っていうか、教授はいなくても、ゼミの関係者がいるかもしれないわけだが……」

　ゼミっていうものがどういうものなのか、僕はよく分からないけど。

　ああいう研究室みたいなところって、教授が不在のときでもゼミの学生が徹夜で研究とかしてるイメージだ。

　もしそういう人たちがいたら、なんて言おう？

　――そんなことを考えていたら、もう目の前に橋上ゼミの研究室のドアがあった。

　そのドアは、少しだけ開いていて。

　隙すき間まから、明かりが漏れてきている。

　廊下は寒い。その冷気が部屋に入り込むことは気にしないのだろうか。それとも、気にならないぐらい中は暖房が効いてるんだろうか。

　ああ、マンドクセ。

　それでも覚悟を決めて、控えめにノックしてみた。

「…………」

　返事はない。

　今度はもう少し強くノック。

　でも、やっぱりなんの反応もなかった。

　試しにそのドアの隙間から、中の様子を窺うかがってみる。

　……物音ひとつしない。人が動く気配もない。耳が痛くなるくらいシンと静まり返ってる。

　誰だれも、いない？

　明かりがついてるのに？

　ドアを開け、部屋の中をのぞき込んでみた。

「あのー」

　声をかけてみる。

　意外なことに、室内には誰もいなかった。ドアを半開きにして、電気も点けっぱなしで、どこへ行ったんだろう？　トイレ？

「不用心にもほどがある」

　大学ではこれが普通なのかな？

　なんにせよ、緊張して損した。

　それにしても、ゼミ室の様子は少し意外だった。

　テレビに出まくっている橋上教授にしては、シンプルで飾り気もない。いかにも研究のために使っているって感じ。もっと派手なのが好きそうなイメージだったんだけどな。

　広さも大したことなかった。ゼミで使ってるなら学生も出入りしてるはずで、それを考えるとむしろ狭いくらいじゃないかな。

　部屋の中央にはゼミの学生用のものなのか助手の人たちが使ってるのか分からないけど、デスクが四つ、並んでいる。

　それぞれのデスクには乱雑に書類やらなにやらが積まれていて、整理整せい頓とんしろよってツッコミを入れたくなった。

　壁際には天井まで届く高さの棚があって、そこにファイルやら本やらが大量に詰め込まれていた。教授が連載コラムを書いているムムーも置かれてる。他ほかにもクトゥルー、幽霊、宇宙人などなど、いろんなオカルト関連の本もずらっと並んでいて、ホントにここは大学教授の研究室なのかって疑いたくなる。僕の自室の本棚よりもずっと〝濃い〟じゃないか。

　部屋内には、さらに奥へ続くドアがあって、そっちはきっちりと閉まっていた。

「あ……」

　もしかして、そっちにいるのか？

　だから僕のノックや声にも気付かなかったとか？

　あるいはその部屋で、橋上教授が一人で集中してテストの採点でもしているのかもしれない。

　まずい、もし本当に教授がいたらどうしよう。

　そのパターンは想定していなかったから、頭の中は真っ白だ。

　でも不思議と、帰るっていう選択肢は僕の意識からは消えていた。

　教授の部屋がどうなっているのかは、けっこう興味がある。

　インタビューは無理でも、ゼミ室の様子だけでもチラッとでいいから見てみたかった。

　うむ、なんというミーハー。

　でもオカルトサイトの管理人をやっていくには、ミーハーなぐらいがちょうどいいのだ。

　奥の部屋へ続くドアをノックし、そっと開けてみる。

　そっちにも誰もいなかった。照明すら点ついていなかった。

　二度目の拍子抜け。

「知ってた。どうせこういうオチだって知ってた」

　こうなったら、誰もいないことを利用して、橋上教授のゼミ室をこっそり物色していこう。

　お宝資料がどっさり！　みたいな。さすがに記事としてあげるのは無理だろうけど。

　これだけ濃いんだから、面白そうなものもきっと沢山あるはず。

　ゼミ室より狭いこの部屋は、応接室か休憩室っぽかった。来客用にソファなんかも置かれてる。廊下から出入りするためのドアがこっちの部屋にもあったことに今さら気付く。ということは来客の応対はこっちでしているのかもしれない。

　部屋の奥には少し高そうな執務机が鎮座していて、その上にはノートＰＣや書類の山の他に、色々なオブジェが飾ってあった。

　しかも、単なるオブジェじゃない。

　和風の護符の束だとか、ピラミッドタイプの中空の置物だとか、箱に入った大量のルーン石だとか、東南アジアのお土産屋さんでよく売ってるようなヘンテコな人形だとか。昔のアニメで占い師が持っていそうな大きな水晶玉まである。

「そうそう、こういうのでいいんだよ」

　実物を見るのは僕も初めてだ。

　あー、写真撮りたいなあ。

　これアップすればアクセス数稼げそうだよなあ。

　まるで世界の呪じゆ術じゆつ系お土産の見本市でも開いてるんじゃないかって思うくらいカオスで、統一感がない。でも、だからこそ逆にオカルト好きの食いつきは良さそう。

　中でもひときわ目を引いたのは、書類の間に埋もれるようにして置かれている、ナイフらしきもの。

「なにこれ。すっげー！　かっけー！」

　隣のゼミ室からの光源だけでも、はっきり分かった。

　刃先が、赤いんだ。

　そう言えばツイッターで、刃先が青いナイフの画像を見たことがある。表面が青く塗られてるとかそういうレベルじゃなくて、刃そのものが青い、神秘的で中二病心をくすぐるアイテムだったけど。

　それと同じタイプのナイフかも。

　オカルト関係のグッズだろうか。

　もしかしたら、どこか海外の曰いわく付きの一品かもしれない。

　ついつい、手に取ってしまう。

　実際に持ってみると、ずっしりとした重みがあった。小振りなだけに、その重さに驚く。これ、やっぱり普通のナイフじゃない。石せつ膏こうかなにかで作られたレプリカかな？

　いずれにしても刃物ってテンション上がるよね。それが男の性ってもんでしょ。オカルトがどうとかは関係ない。

　マンガのキャラがするように逆手で構えてみる。

「シュッ、シュッ！　ハイパーなんたらスラッシュ！」

　それっぽく振ってみた。技名は適当。

　……誰にも見られてないと分かってはいつつも、やっぱ恥ずかしい。なにやってんだ僕は――なんて心の中でつぶやいて、苦笑した。そうでもしないと、恥ずかしさのあまり頭を抱えてその場でゴロゴロと悶もだえ転がっちゃうところだ。

　……だけど、このナイフの柄、やたらとベタベタしてるなあ。ちょっと気持ち悪いかも。

　それ以上握っている気になれなくて、執務机に慎重に戻した。

　それでもなお、掌にヌルヌルとした感触が残っていて。

　薄暗い部屋の中で、何気なく自分の手を確かめてみたら。

　真っ赤に、濡ぬれていた。

「え……？」

　赤いと言うよりも、赤黒いと言った方がよかった。

　乾きかけのペンキのようにわずかに粘性があって。

　少し生臭くて。

　なんだよこれ、と頭の中で疑問符が浮かぶ。

　その先を、考えたくはなかった。考えちゃダメだと自分の本能が警告していた。だからすぐ出そうな結論を思考の外に弾はじき飛ばした。

　とにかく一刻も早くこの気持ち悪いヌルヌルを拭ふき取りたくて、ティッシュはないかと部屋の中を見回す。

　そこで、視界の中に、捉とらえてしまった。

　一度違和感に気付いちゃったら、もう、意識から締め出すことはできなかった。

　見たくないのに、どうしてもそこへ目を向けてしまう。

　部屋に入ってきたときには、気付かなかったけど。

　執務机の奥。その床に。

　サッカーボールほどの、やたらでこぼこした球体が落ちていた。パイナップルに見えなくもないけど、色はもっと赤黒いし、形ももっと丸い。

　薄暗いせいで、それがなんなのか、すぐには、理解できなかった。

　その球体に、人の顔らしきものがあって、首があって、身体からだが横たわっていて、その身体が倒れたイスに縛り付けられているのを認識して、ようやく、分かった。

　それはパイナップルなんかじゃなく。

　頭皮がズルズルに引き剥がされところどころ骨まで見えてしまっている、血で赤く濡れた、人の、頭。

　テレビでよく見かけた橋はし上がみ教授の顔が、脳裏をよぎる。

　男でありながら、長い、腰までありそうな黒髪。でも今、僕が見ているその頭からは、特徴的な髪が半分以上、失われていて。

　髪を頭皮ごとむしり取った、のか？

　自分の手で？

　それとも……何者かの手で？

「あ……あ、あああ……っ」

　叫び出しそうになって。

　かろうじて理性が働き、とっさに二の腕を口元に押し付けていた。

　嗚お咽えつにも似た悲鳴が口から漏れ出る。自分では声を出してるつもりなんてなくて。だからその声が自分のものとは思えなくて。

　膝ひざから力が抜けそうになる。自分でもどうしようもなく、へなへなとよろけ、尻しり餅もちをつきそうになる。

　――ここで倒れたらまずい、立て直して、今すぐ逃げるんだ。

　そんな意識が働く。

　支えとなるものを求めて、手をさまよわせる。

　触れたのは、執務机の上に積まれた大量の本だった。そんなものじゃ、もちろん僕自身の体重を支えることはできなくて、本をぶちまけながら結局は床に倒れ込んでしまった。

　頭の中ではずっと警報が鳴っている。

　――ヤバイ。逃げろ。なんだかよく分からないけどとにかく逃げろ。

　なのに自分の足が思うように動かない。心と身体が乖かい離りしちゃったみたいで、苛いらついて、たまらず自分の膝を叩たたく。すると手にこびりついていた赤黒いペンキ――いや、それは今やペンキなんかじゃないのは明らかだった――が、制服のズボンを汚してしまう。洗濯しなきゃ。母さんに洗濯してもらうわけにはいかない。自分で洗うんだ……そんなどうでもいいことを思いつつ、目はついつい、倒れているその人物へと向いてしまう。

　橋上教授……なのか？

　ピクリとも動かない。

　ということは死んでいるんだろうか。死んでいるに決まっている。

　そもそもイスに縛り付けられているのが異常だった。こんなこと、一人じゃできない。ということは、この人物を縛り付けた別の人間が他にいるということだ。

　その顔自体もぼこぼこに腫はれて、原形を留めていないように見える。いったいどうすればそこまで変形してしまうんだろうとすら思う。これはもう、普通の人の顔じゃない。

　そして表情は、苦く悶もんの形のまま固まっていた。

　正視に堪えない。

　だから僕は目をそらした。

　でもそれが失敗だった。

　ちょうど、その人物が伸ばした手の先を、僕は見てしまった。

「嘘うそ……でしょ……。嘘だ……」

　ギクリと、する。

　その手のすぐそばの床が、血でやたらと汚れていたから。

　ダイイングメッセージ。

　そんな、推理小説でよく目にする言葉が浮かぶ。

　でも現実にそんなもの見つけちゃっても、ただただ気持ち悪いだけだった。死者の、最期のメッセージなんて。そんな怨おん念ねんが籠こもったもの、読みたくなんかないのに。

　遅かった。

　記憶にしっかり刻み込まれてしまった。

　震えるような筆跡で。文字だと言い張るには歪ゆがみすぎていたけど。

　強引に読み解こうとするなら。

　そこに書かれていた文字は、こうだ。




　ＣＯＤＥ




　すると―――




『ねえ、ちょっと！　そこのマヌケ面！』




「っ！！！！」

　いきなり間近から響いた女の声に、僕は文字通り飛び上がった。

　そのせいで勢い余って頭を執務机の角にぶつけ、激痛にのたうち回る。

　死体が喋しやべるわけないし、橋上教授は男だったっていう当たり前の事実さえ意識から吹き飛んでしまうほどパニックになって、とにかく死体から離れて部屋の隅へと這はっていった。

　――この部屋に、自分と死体以外に誰だれかいる！

　その恐るべき事実に思い至ったのは、部屋の隅で縮こまり、じっと息を潜めて様子を窺うかがい出してからだった。

　でも、この狭い部屋で人が隠れられるような場所は、執務机の裏しかない。そこには死体が横たわっていて、他ほかに人の姿は見えなかった……はず。

　隣のゼミ室へのドアは今は閉まっている。僕が閉めたんだっけ？　開けたのは僕だ。でも、閉めたのは意識にない。ただ僕が部屋に入ってきてからまだ二、三分も経たっていない。その間、物音らしい物音はしなかった。隣の部屋からもなにも聞こえなかった。そもそも、今の女の声はホントに至近距離から響いてきた気がしたんだ。絶対に隣の部屋からの声なんかじゃない。







[image: ]







　誰だ……って声を上げて問いかけたかった。でもそれをしたら自分がますます追い詰められそうな気がした。そもそも混乱と緊張と恐怖で、まともに声すら出せない。

『なにパニクってんのよ！　しゃんとしなさいよバカ！』

「ひっ……！」

　まただ。またすぐ近くから女の声がした。

　くぐもったような声だ。たとえばマスクをしている人が喋っているような。

　自分の足あし許もとに視線を落とす。もちろんそこに人なんているわけがない。

　いったいどこから声がしてるのか、さっぱり分からない。前後の方向感覚も平衡感覚までも失われて、自分がまったくの異次元世界に放り込まれたような気さえしてしまう。

　死体が倒れている部屋に居合わせてしまった自分が何者かに見つかってしまった、っていう焦りが、じわじわと心の内を侵食していく。焦りは恐怖となり、恐怖はまともな思考を奪い、なにも考えられなくなっていく。

「だ、誰だっ！」

　必死で声を絞り出していた。

　何度も何度も何度も何度も、部屋の中を見回す。

「どこに……いるんだよぉっ！」

　来るんじゃなかった。取材なんか来るんじゃなかった。ニートらしく引きこもってるべきだった。りょーたすのせいだ。なんで僕がこんな目に遭わなくちゃならないんだ。

「僕がなにしたっていうんだぁ……うぅぅ！」

『落ち着きなさい！　泣いてんじゃないわよバカ！』

　びっくりするぐらい、女の声はすぐ近くから聞こえる。

　本当に異次元から声がしてるのか。

　僕がおかしくなってしまったのか。

　それとも。

　ゴクリと唾つばを飲み、携帯電話をポケットから取り出す。

　おかしなところは見当たらない。そもそも電話は通話中にはなっていない。ここから聞こえてくるはずがない。

　じゃあ……？

　他に僕が持ってるものと言えば、いつも教科書なんかを入れてる通学用の手提げカバンと、肩から提げているスカイセンサーぐらいで――

　そこで、ハッとした。

　そうだ。そうだよ。

　ほんの数日前の出来事だったじゃないか。電源の入っていないスカイセンサーから、古い歌が流れてきたのは。

「まさか……！」

　慌ててスカイセンサーを肩から外し、ケースのフタを開けた。

『アンタいつまでそこにいる気!?』

「うわあっ！」

　スピーカーから、その勝ち気そうな女の声が、鳴り響いた。

　まるで、ぶら下がっているマスターマストマーダーのゾン子が喋っているようだ。

　たまらず本体ごと放り出してしまう。

　床に転がったラジオからは、なおも女の声ががなり続けている。

『このままだと、確実にアンタが容疑者にされるって分かってんの!?』

「なんだよこれ……どこの局の番組だよ……」

『番組じゃないから！　ねえ、そこのアンタに言ってんだけど！　鼻水垂らしながら死体の前でへたり込んでアワアワしてる、ア・ン・タ！』

　反応している。僕の言葉に、ラジオの声が、反応している。

　あり得ない。双方向のコミュニケーションが成立するはずがない。だって、スカイセンサーは電話じゃない。ラジオ機なんだぞ。

　……っていうか、ちょっと待て。

　この声の主は、僕が今置かれてる状況を、正確に言い当てた。

　それは、なんでだ？　いったい、どんなマジックだ？

「お、お前！　誰だよ！　どこから見てるんだよ！　お前が教授を、こ、殺したのか!?」

　思わずラジオにすがりつき、訴えていた。

　今の僕の姿は傍はた目めから見たらバカみたいだって思う。

　ラジオ機だから双方向のコミュニケーションは成立しないって分かってるくせに、こうやって電話機を使うみたいにスピーカーに向けて叫ぶなんて。

『アンタは今、凄すごく危険な事件に巻き込まれようとしてる』

　女の声は、ちゃんと僕の言葉に応こたえてくれた。

　でもその言葉の意味に、僕はますます混乱した。

「お前が僕を罠わなにハメたのか!?　なんでこんなことするんだよ！　お前はどこから僕を見てるんだよ！」

『うるっさい、いいから黙って聞いて！　これはアンタの軽率な行動のせいでもあるのよ！　巻き込まれようとしてるんじゃなくて、アンタが好きで巻き込まれに来てるの！』

「怒鳴らないでちゃんと説明を――」

『そんな暇はないの！　この事件の真相をアンタに話しても、どうせスグに理解できないから省略！　いいわね!?』

「だって――」

『それより、これから大事なことを言うからよく聞いて。アンタはこっちの指示に従えばいい』

「指示ってなにを――」

『そこから無事に逃げたいならちゃんと聞くの！　分かった!?』

　ラジオの女の口調は、有無を言わせない強いもので。

「僕は、なにをすれば……」

『机の下に、工具箱があるの見える？』

　こんな部屋に工具箱があるとは思えない。あるわけがない。

　それでも死体の方を見ないようにしつつ、執務机の下をのぞき込んでみると。

「あった……」

　それは、ここに置いてあるのが不自然に思えるほどには本格的な工具箱だった。

「お、お前が置いたのか？」

　工具箱を引き寄せながら聞いてみたけど、ラジオの声はそれには答えずに。

『ペンチを出して！　急いで！』

　僕を急せかしてきた。

「ペンチ？　こんな時になんでペンチなんか！　ドアのカギは壊さなくても――」

『そのペンチで、教授の歯を、抜くの』

「……は、はあっ!?」

　ゾン子は間髪を容いれず、とんでもない指令を出してきた。

『歯を抜くのよ！』

　ただでさえ混乱してるのに、その上さらにそんな意味不明なことを言われたら、今すぐ気絶して警察署の留置場で目が覚めた方がよっぽどマシなような気がしてくるんだけど。

「ふ、ふざけんなよぅ！　ペンチで死体の歯を抜いたって、ここから無事に逃げられるようになるはずないじゃんか！」

『抜くのは、一番左の下の金歯！　いい？　間違っちゃダメだからね！』

「こっちの話を聞けよ――」

『黙って言うこと聞けって言ったでしょ！　アンタ自分の置かれてる状況まだ分かってないの!?　アンタは、すでに、凶器の一つに、触っちゃってんのよ！』

　僕が、凶器の一つを……触っている……？

　このペンチ？

　いや、違う！

「あのナイフ……！」

　執務机の上にあった、真っ赤な刃のナイフ。今思えばあの刃の赤さがなにを意味していたのかは、はっきりしていた。

　あれが、教授を殺した凶器。

　そして僕は間抜けにも、それを握ってなんとかスラッシュとか言って遊んでいたんだ。

「僕の！　僕の馬ば鹿か野や郎ろうめ！」

　自分が恨めしい。今すぐ自分を殴って殺したい。

『ぽやぽやしてないで！　もうすぐ人が来る！』

　ラジオの声も切迫感を増してきていた。

「でも！　でも！　歯を抜くなんてそんなの！　そんなの無理……だって！」

　そもそも人が来るなんてどうやって知ったのかとか、そんな疑問もあったけど、ここまで追い詰められた僕にはもう声に逆らおうなんていう気力はなくて。

「く、ううう……くそう……なんでこんな……」

　僕は泣いていた。そして歯を食いしばりながらペンチをきつく握りしめて、橋はし上がみ教授の死体ににじり寄った。

『左の奥に金歯がある。それだけ引っこ抜くのよ。時間がないわ！』

「じ、時間がないって、どのくらい？」

『あと三十秒ってところね』

「さ、さ、三十!?」

　余裕がなさすぎる。もうすぐそこまで来てるってことじゃないか。

「いったい誰が――」

『質問してる暇があったら手を動かして！』

　教授の顎あごを掴つかむ。

　その肌の冷たさ、硬さにゾッとした。

　死体って、こんなに冷たくて、硬いものなのか。

　逃げ出したい。触りたくない。

　視界が涙でにじむ。

『二十秒！』

　教授の口を無理矢理開いた。思った以上に硬くて、少し手こずる。

　口の中をのぞき込んだ。確かに左の奥に金歯が光っている。

　ペンチを強引にねじ込む。

　こんなの死者への冒ぼう涜とくだ。

　なされるがままの教授の虚うつろな瞳ひとみが、僕を見ているような気がした。瞼まぶたを閉じてくれよと願ったけど、そんな願いは届くわけがなくて。

　手元が震える。

　金歯をなかなか探り当てられない。

『急いで！』

「分かってるよ！　あんまり焦らせないでよ！」

　ようやく金歯をペンチでつかんだ。

　力を入れて引っ張ってみる。でも、まったく抜ける気がしなかった。

『あと十秒！』

　やばいやばいやばい、抜けるわけない、こんなの無理だ、こんなエグいこと僕にできるはずないじゃないか、もう許してくれ、泣きたい――

『五秒！』

　くそおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！　抜けろよおおおお！！！

　僕は中腰になると、教授の額を踏みつけた。そうして頭を固定しておいて、力任せにペンチで引っこ抜く。

　肉を抉えぐるような感触が手元に伝わってきて。

　思った以上に血が口から噴き出して。

　抜き取ったペンチの先を確かめてみると。

　血まみれのそれは、長さが、五センチ近くもあった。

　目を疑ってしまう。

　歯根ってこんなに……




『来た――』

　ラジオの声と同時に、隣のゼミ室に人が入ってくる気配があった。

　ギクリとして、僕は息を殺す。

　誰だれだ？　誰が来た？

　ラジオの声の女じゃないのは間違いない。

　じゃあ、警察？　それともゼミの学生？

　あるいは……教授を殺した真犯人？

　気配だけから察するに、人数は一人。

『今なら逃げられる。廊下に出て』

　ラジオがそう告げた。

　進入してきた人物はまだゼミ室の方にいる。

　僕は血まみれのペンチと、抜いた歯を、血で汚れるのも構わずに手提げカバンの中に突っ込んだ。ラジオを拾ってケースのフタを閉じる。

　それから、ガタガタと震える膝ひざをおさえながら、音を立てないように廊下へ続くドアを開けた。

　来たときよりもさらに暗さを増した廊下には、他ほかに誰の姿もなかった。

　足音を立てないように、腰を屈かがめてエレベーターホールへ向かう。

　何度も振り返った。

　もし気付かれて追いかけられたらどうしよう。落ち着かない。橋上教授の死体を見つけてからずっと、心臓がバクバクと激しく脈動し続けてる。その鼓動の音が静かな廊下に響いて、ゼミ室の訪問者に聞こえてしまわないかと心配になる。

　エレベーターホールに辿たどり着いた。

　二台あるエレベーターのうち、一台がちょうど六階に止まっていた。あの訪問者が乗って来たのかもしれない。

　エレベーターのボタンを押そうとして。

　すぐに思いとどまり、階段の方へ。

　階段も照明が消されていて暗い。でも、その暗さが今は安心できた。

　できるだけ早く、でもできるだけ静かに、僕は一階までの階段を駆け下りた。

　建物から外に出る。そこは成せい明めい大学の中庭だ。

　訪問者は追ってこない。

　とにかく少しでも早くここから離れたくて、大学の正門方向へは向かわず、高校がある方へと走った。

　途中、二人ほど大学生とすれ違ったけど、すっかり夜になっていたおかげもあって、僕の血まみれの手に気付く様子はなかった。




「はあ……はあ……はあ……」

　真っ暗なトイレで、僕はもう二十分近く血を洗い流し続けていた。電灯はあえて消したままにしておいた。

「呪のろいだ……日ひ頃ごろの行いの……バチが……」

　黒魔術代行屋に黒魔術をかけられたせいかもしれない。そんなことを思った。りょーたすたちを取材に行かせたりしなければよかった。

　ただ、この成明高校に逃げ込んだのは正解だった。今の時間、ほとんどの部活も終わって、もう職員室ぐらいしか明かりは点ついていない。

　人が来なさそうな、特別教室棟三階の一番奥にあるトイレに逃げ込んだ僕は、とにかく手にこびりついた血を洗い流すことから始めた。

「臭いが……取れない……」

　血の汚れは取れても、生臭い鉄のような臭いが、残っている気がして。

　何度も何度も、ひたすら石けんでこすり続けた。

　着ていた制服もところどころ血で汚れちゃっている。さすがにその染みをここで完全にキレイにするのは無理だけど、一応水洗いはしておいた方がいい。家に帰ってから、母さんにバレないようにうまく洗濯しないと、勘ぐられる。注意しないといけない。

　ズボンの膝あたりには、言い訳できないレベルの大きな赤黒い染みが出来ていた。もしこのまま吉祥寺の駅前を歩いたら、絶対に警察官に呼び止められるだろう。

　しょうがないからズボンを脱いでパンツだけになり、洗面台でゴシゴシともみ洗いをする。

　学校の洗面所だからお湯なんて出ないわけで、ずっと冷水で洗っていると手はかじかみ、もうほとんど指先の感覚もなくなりつつある。それでも僕は、作業を止めなかった。

　疑問は頭の中に大量に浮かんでくる。でもあえて、考えないようにしていた。考え始めたら、きっと脳がパンクしてしまう。

　なにが起きたのか。僕は何かに巻き込まれたのか。教授はなぜ、誰に殺されたのか。後からやってきた訪問者は何者なのか。

　そして何よりも……ラジオから聞こえてきた声の主は、誰なのか。

　大学を出てから、スカイセンサーは完全に沈黙してしまった。手や服を洗うのに必死だったから調べてはいないけど、きっとこの前の『暗い日曜日』のときみたいに、電源スイッチはオフになったままに違いない。

　あの声は、現実だったのかな。

　もしかしたら幻聴だったのかもしれない。

　だとしたら僕はまるで超能力者だ。

　あの声に従ったおかげで、こうして無事に逃げおおせることができたんだから。

　一方で、あの声の指示には不可解なところも多かった。

「あ……そうだ……。金歯……どうしよう……」

　あのときは逃げるのに必死だったから、とりあえずペンチごとカバンの中に突っ込んじゃったけど。

　そのカバンは、足あし許もとに無造作に置いてある。

　あれも血まみれだったんだ。

「洗い流さなきゃ……。血を、全部、キレイに、洗い流さなきゃ……」

　カバンの中を漁あさる。

　ペンチと歯に付着している血のせいで、カバンに入れてあった教科書の一部も汚れてしまっていた。

　それだけで後悔と、面倒な後処理がまた増えたとうんざりした気分が押し寄せてくる。

　ペンチと歯をカバンから取り出した。

「う、うう……」

　ペンチで挟んだままだった歯を外す。

　触るだけでも気色悪かった。

　当たり前のことだけど、橋上教授の口の中にあったものなんだ。生理的な嫌悪感も当然ある。

　それでも、血まみれのまま持ち歩くのはまずいから。

　我慢して、洗面台で、汚れを洗い流していく。

　こするようにして表面の血を取り除く。ところどころ、ブヨブヨした肉片がこびりついていて、その気持ち悪さに吐きそうになった。そんな自分に罪悪感を覚える。こんなの、死体蹴げりにも似た行為だ。橋上教授の尊厳を、僕は今、ひどい形で踏みにじりまくってる。

「なんなんだよ……なんだっていうんだよ……」

　吐き気をこらえ、なおも歯を洗い続けた。

　歯根には凹凸があり、その凹へこみ部分に特にたっぷりと肉片がこびりついている。それをひとつひとつ丁寧に、唇を噛かみしめながら取り除いていった。

　赤黒い血と、肉片が、排水溝へと流れ落ちていく。

　少しずつ、少しずつ、歯の表面が露あらわになってくる。

　やがて、気付いた。

　ある事に気付いた瞬間、誰かにバレるのも構わず、トイレの電灯をつけていた。

　まぶしさで一瞬、視界が真っ白に染まった。

　すぐに目が慣れてきて、手元の歯へと視線を落とす。

「……嘘うそでしょ、そんな、まさかこれって」

　金歯って普通、本物の歯の冠部分にかぶせるようなものだったはず。母さんが一部を銀歯にしてるから僕も知ってる。

　でも、この金歯は違った。そもそも本物の歯じゃなくて、人工歯だ。

　だから、教授の歯茎に埋め込まれていた歯根の部分は、金属製で。

　それは異様な形状をしていた。

　一目見ただけで、それがなにかを、僕は理解した。

　およそ信じられないことだけど。




「これ……鍵かぎだよね」




　五センチほどの、小さな、鍵が、教授の口に、埋まっていたなんて。

　背筋を、冷たい汗が流れ落ちて。

　寒いトイレの中で、僕はゾクリと身を震わせた。
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あとがき







　オーバーラップ文庫読者の皆様、および志し倉くら千ち代よ丸まるに興味を持ってくれている愛いとおしきマニアの皆様、そして３００人委員会会員の皆様、この度はご購読ありがとうございました。今回はライトノベル初挑戦という事もあり、実は色々と苦労も多かったのですが、こうして無事にリリースする事ができました。

　関係スタッフの皆さんにはこの場をお借りして心よりお礼を申し上げたいと思います。

　さて、第１巻いかがだったでしょうか。もしほんの少しでも心に刺さるシーンがあったならこれに勝る喜びはないのですが、正直に言いますと僕個人としましては納得がいってません！　だって、こんなシーンで終わる小説イヤじゃないですか（笑）。いやぁ～ここで切りたく無かった。なんなら千五百ページくらいにして欲しかった。

　そもそも僕の書く物語はダラダラとやたら長いんですよ。描写もいちいち回りくどくて、しかも無駄が多い。

　改めて思いましたがプロの小説家の方々は違いますね。本当に無駄が無い。物語がまるで詞のように美しく洗練されていて、情景が自然と入ってくる。その点、僕が書く物語は覚悟が決まってない。もうホントダメ。ダメダメだ。

　こうして無駄にテキストをせっせと打ち込んでいる時点ですでに憂ゆう鬱うつだ。どうしよう。気分を変えよう。

　よし、こうなったら何か読者の皆さんが喜んでくれそうな事を書こう。そう、制作秘話的なやつを……。

　さっきも言いましたが僕の書く物語はとっても回りくどいんですね～。ネタバラシも伏線回収も割と後半に集中しがちで、黒幕の輪郭は中々見せません。分かり易やすく悪党が出てくると急に日常感が薄れてウソっぽくなってしまう気がするんですよね。

　今回はその問題について最後の最後まで向き合った末、原稿締め切りの直前に挿入したものが『ＭＭＧ』のシーンなんです。

　つまりつい最近まで無かった（笑）。これを入れて正解だったかどうかは解わかりませんが、とにかく情報量が多い作品なので、今作では出来るだけ情報の偏りがないように散りばめようと努力してます。あんまりネタバレすると怒られそうですが、今回の黒幕が思い描く思想は、かつてないくらいに壮大で、それは場合によっては全すべての宗教を否定しかねないくらいのサイズです。

　もちろん今作も『科学ＮＶＬ』と謳うたっている以上、安易なフィクションというわけではありません。充分にあり得る世界線の物語なので後半の展開も楽しみにしていて下さいね。ここまでの黒幕の動きで彼等らの野望をもし想像出来ている人が居たら、是非ツイッターでリプ下さい。

　僕から即時削除依頼をしますので（笑）。

　さてさて、せっかくなので黒幕以外の部分にも少し触れておきましょう。やっぱり一番恐ろしいのはプロローグですよね。

　井いの頭かしら公園の池から大量の死体があがってしまうシーン。あれは一体何なのか。そもそも現実なのか夢なのかさえ怪しい。

　ただ、世界のニュースに耳を傾けてみると『集団ヒステリー』や『集団自殺』など、恐ろしいワードが目に飛び込んで来ます。

　これらはマインドコントロールの類たぐいか、歪いびつな思想を持つ一部の宗教団体のニュースがほとんどですが、果たして今作で語られるその経緯とはどんなものか。

　ここが最重要ポイントである事は、もちろん間違いないのですが、あとがきで語る訳にもいかないので、こちらも後半をお楽しみに！

　最後に登場人物達の特殊能力にも注目を。特に亞あ里り亞あパートに出てきた悪魔なんて俗世用語で普通に喋しやべってましたからね。

　あれは本当に科学的に説明出来る存在なのか。それともピンポイントファンタジーなのか、そのあたりも是非気に留めておいて欲しいです。

　あ、もちろんこのあとがき全体が本編へのミスリードである可能性も充分にあり得るのでご注意下さいね（笑）。

　ちなみに黒幕の事以外で、この第１巻を読んで頂いて伏線やフラグとおぼしき、怪しいポイントってありましたかね。

　もしあればそちらもリプ下さい。もれなく削除依頼を（以下略。

　という事で～、そろそろお別れの時間になってしまいました。大嫌いな夏が早く終わってくれる事を祈りつつ、第２巻以降のオカルト連載の準備に取りかかりたいと思います。『オカルト連載』便利な言葉や～（笑）。




　それではまた！　続きはツイッターで[image: ]ぽやや～
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